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ま え が き 

 

幼稚園の教育課程については、幼稚園教育要領（平成29年3月31日告示）により

基準を示し、幼稚園教育要領解説（平成30年3月刊行）において趣旨の解説等を行

っています。これらの中で示されているように、各幼稚園においては、教育基本法

及び学校教育法その他の法令並びにこの幼稚園教育要領に基づき、創意工夫を生か

し、幼児の心身の発達と幼稚園及び地域の実態に即応した適切な教育課程を編成す

ること、また、幼児の発達の実情に照らし合わせながら、一人一人の幼児が生活を

通して必要な経験が得られるよう、教育課程に沿った具体的な指導計画を作成する

ことが求められます。 

本資料は、指導計画作成にあたっての基本的な考え方や方法などを解説するもの

であり、平成３年の初版刊行以降、幼稚園教育の動向を踏まえた加筆修正が重ねら

れてきました。今回、平成29年３月に告示された幼稚園教育要領において、幼稚園

教育において育みたい資質・能力と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が新

たに示されたことや、カリキュラム・マネジメントの充実、幼児の発達に即した主

体的・対話的で深い学びの実現、幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続等の観点

から改訂が行われたことを踏まえ、記述内容を見直しました。 

昨年から続くコロナ禍で学校教育は大きな影響を受けましたが、困難な状況の中

で学校の役割や価値に関する認識が深まり、地域や家庭から感謝の念も寄せられて

います。よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創ることができるよう、幼稚園

教育の役割はますます重要となっています。 

指導計画は、教育課程を具体化し、カリキュラム・マネジメントを支える重要な

役割を果たすものです。各幼稚園において、本資料を手掛かりに教師の資質能力の

向上や研修の充実等に取り組まれることにより、幼稚園教育の質の向上が図られ、

一人一人の幼児に、持続可能な社会の創り手としての基礎を培うことができるよう

期待しております。 

むすびに、ご協力いただいた作成協力者の各位に深く感謝の意を表します。 

 

令和３年２月 

文部科学省初等中等教育局幼児教育課長 

大 杉 住 子 
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本資料の活用にあたって 

 

【本資料の主な対象者】 

本資料は、教育課程に基づいて幼児の発達の実情に照らし合わせながら、一人一人

の幼児が生活を通して必要な経験が得られるような具体的な指導計画を作成するため

の基本的な考え方や方法などについて解説したものです。 

本資料は主に幼稚園の教師を対象としていますが、幼保連携型認定こども園教育・

保育要領においても同様であり、幼保連携型認定こども園の保育教諭等においても、

特に満３歳以上の園児の教育及び保育を充実させていく上で、ご参考にしていただけ

るものと考えています。また、保育所においても本資料を適宜ご活用いただきたいと

思います。 

 

【本資料の構成】 

第１章では、幼稚園教育において育みたい資質・能力や「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」、指導計画の意義、小学校の教育課程との接続などについて述べていま

す。 

第２章では、指導計画の作成の具体的な手順やポイントなどについて述べています。

指導計画作成のポイントでは、幼児の生活する姿を捉えること、具体的なねらいや内

容を設定すること、ねらいや内容と環境の構成を考えることなどについて述べています。 

第３章では、指導計画を作成していく上での手掛かりとなるようにいくつかの具体

的な事例を紹介しています。 

第４章では、指導計画の評価・改善のポイントといくつかの具体的な事例を紹介し

ています。なお、第３章及び第４章において紹介している事例は、あくまでも一つの

実践事例であることを考慮の上、参考としていただきたいと思います。また、本資料

に掲載している事例や記録については、可能な限り原文を尊重して掲載していること

から、国の法令等とは異なる表記や統一が図られていない表記も含まれています。 

 

各幼稚園等や各教師、各自治体において、本資料が積極的に活用され、幼児期の教

育の一層の充実が図られるよう期待しています。 



 

 

 

第１章 

指導計画作成に当たっての

基本的な考え方 
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１．幼稚園教育の質向上 

 

 幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培うものであり、幼稚園教育は義務

教育及びその後の教育の基礎を培うものです。このような教育の重要性を踏まえ、幼

稚園は、幼児期にふさわしい生活が展開できるよう質の高い教育を提供するとともに、

常に教育の質の改善に努める必要があります。 

 

（１）生涯にわたる人格形成の基礎 

 

教育は、子供の望ましい発達を期待し、子供のもつ様々な可能性に働き掛け、その

人格の形成を図る営みです。特に、幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培

う重要な役割を担っており、幼児一人一人のもつ様々な可能性は、日々の生活の中で

出会う環境によって開かれ、幼児一人一人が自らの興味や関心、能力に応じて環境に

関わり、それに応じて環境からの応答を受け取るといった相互作用を繰り返すことで

具現化されていきます。幼児は、環境と関わり、体験を深め、そのことが幼児の心を

揺り動かし、次の活動を引き起こしていくのです。そうした体験の重なりが幾筋も生

まれ、幼児の将来へとつながっていきます。 

 

（２）教育の質の保障と向上 

 

学校としての幼稚園は、３歳以上の幼児を対象として、「義務教育及びその後の教育

の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を

与えて、その心身の発達を助長すること」を目的としており、小学校以降の生活や学

習の基礎を培っています。そのため、幼稚園は質の高い幼稚園教育を展開しなければ

なりません。そもそも、学校は、学校教育法において「教育水準の向上に努めなけれ

ばならない」とされています。そのためには、“よりよい学校教育を通じてよりよい社

会を創る”という目標を学校と社会が共有し、連携・協働しながら、新しい時代に求

められる資質・能力を子供たちに育んでいけるよう、目の前の子供たちの姿を踏まえ

ながら不断の見直しを図ることが求められます。つまり、ＰＬＡＮ（計画）ＤＯ（実

践）ＣＨＥＣＫ（評価）ＡＣＴＩＯＮ（改善）の「ＰＤＣＡサイクル」を通した学校
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教育の改善・充実の好循環を生み出していくことが大切なのです。 

 幼稚園では、幼児期の特性を踏まえた教育を展開しており、これを充実させていく

ことが質の高い教育につながります。幼稚園教育は、「３．幼稚園教育における指導

性」で述べるとおり、環境を通して行う教育を基本とし、①幼児期にふさわしい生活

の展開、②幼児の自発的な活動としての遊びを通しての総合的な指導、③一人一人の

発達の特性に応じた指導に留意し、幼児一人一人が発達に必要な体験を得られるよう

にしています。このような幼稚園教育の基本を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルの好循環を

通して、組織的かつ計画的に各園の教育活動の質向上を図る「カリキュラム・マネジ

メント」が大切です。 

そのためには、まず、教師は幼児一人一人の特性を的確に把握し、幼児を理解する

ことが基本となります。幼稚園教育の特徴は、教師があらかじめ幼児一人一人の発達

に必要な経験を見通し、各時期の発達の特性を踏まえつつ、教育課程に沿った綿密な

指導計画を作成して継続的な指導を行うところにあります。しかし、指導計画の作成

や一人一人の幼児理解は、誰にでもできるものではありません。教師は、指導計画の

作成や日々の指導に当たり十分に時間を掛けて話し合ったり、研究会や研修会等に参

加したりして、常にその専門性を高めるようにします。 

このように、幼稚園においても、小学校以降の学校教育と同様に専門性をもった教

師が意図的、計画的に、また組織的に幼稚園教育を行いつつ、学校教育を担う施設と

しての責任を果たそうとしているのです。したがって、幼稚園においては、集団性、

意図性、計画性などの学校教育としての特性や、小学校以降の生活や学習の基礎を培

うものとしての役割等を踏まえつつ、幼児期にふさわしい生活が展開され、適切な指

導が行われるよう、組織的、発展的な指導計画が作成されることが大切なのです。そ

して、幼児期にふさわしい生活を通して、幼児に「幼稚園教育において育みたい資質・

能力」が育まれていくようにすることが重要なのです。 

先に述べたとおり、幼児理解は、幼稚園教育においてとても重要であり、各園の

教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメントにおいても中核となります。

カリキュラム・マネジメントのイメージを図１（28頁参照）で示しています。本図で

は、幼児理解に基づいたＰＤＣＡサイクルの重要性とともに、教育活動の質が螺旋階

段のように向上し発展し続けていく、いわば「スパイラルアップ」していくことを示

しています。そもそも、幼児は自ら発達に必要なものを獲得しようとする力をもって

います。幼稚園教育では、その力を十分に発揮できるような環境を構成することが重
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要であり、だからこそ、幼児の中に何が育とうとしているのかなどを踏まえて計画を

立て、幼児が興味や関心、必要感に基づいて主体的に活動し、充実感や満足感を味わ

えるような保育を行うことが大切です。そして、幼児理解に基づいた評価を通して幼

児の実態を捉え、教育課程の実施状況を評価して、その改善を図っていきます。教育

課程の実施状況の評価に当たっては、日々の保育の評価の積み重ねが重要です。そう

いった意味では、ＰＤＣＡサイクルの好循環は、教育課程や年間指導計画といった大

きなサイクルから日々の保育といった小さなサイクルまでが有機的に絡み合い、スパ

イラルとなって今よりも更に質の高い教育へとつなげていくものなのです。 

 カリキュラム・マネジメントの中核となる幼児理解に当たっては、「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を念頭に置いて進めます。この姿は、幼児期にふさわしい

生活を通して「幼稚園教育において育みたい資質・能力」が育まれている、幼児の幼

稚園修了時の具体的な姿です。幼児は総合的に発達しており、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」は絡み合って幼児の姿として現れます。 

 カリキュラム・マネジメントでは常に教育活動の質向上を図っていく必要があり、

教育活動の改善に当たっては、教師の指導の視点を見直したり、環境の構成を幼児の

発達に沿って捉え直したりするなど、日々の教育活動の視点から見直すものもあれ

ば、職員構成や配置、施設・設備等の改善等、長期的な見通しをもって進めるものも

あります。また、幼稚園の教育期間全体を見通し、教育目標に向かい入園から修了ま

での期間、どのような道筋をたどって教育をしていくかを明らかにした計画である教

育課程の編成、さらに、教育課程を核とした全体的な計画を作成することが重要で

す。この全体的な計画は、教育課程を中心に据え、学校保健計画、学校安全計画など

の各計画と教育課程とを関連させて作成することとなります。 

社会に開かれた幼稚園を目指す意味から、家庭や地域との連携を図ることが重要で

す。各園が教育目標に対する教育方針やその特色等、園経営の概念や、いわばその全

体構想を家庭や地域と共有する必要があります。これを、「グランドデザイン」（31 頁

参照）として示すことも考えられます。 

幼児の教育活動の質の向上のために、幼児理解、教育課程の編成と指導計画の作

成、保育の展開、家庭や地域との連携などが有機的につながり合い、ＰＤＣＡサイク

ルの好循環を生み出していくことが重要です。そして、それを支えるのは、幼稚園の

教師一人一人であり、その総体である組織としての幼稚園であることを忘れてはなり

ません。  
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２．「学校教育のはじまり」としての幼稚園教育 

 

 学校教育では、「心身の発達に応じて、体系的な教育が組織的に行われなければなら

ない」とされ、そのはじまりとして幼稚園が位置付けられています。幼稚園は、幼児

期の教育が生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることを踏まえるとと

もに、幼稚園教育は義務教育及びその後の教育の基礎を培うものであることを踏まえ

る必要があります。したがって、学校教育全体で育成を目指す資質・能力について、

「学校教育のはじまり」として、幼児期にふさわしい生活を通して幼稚園教育におい

て育みたい資質・能力が形成されるように努める必要があります。 

ここでは、幼稚園教育において育みたい資質・能力、資質・能力が育まれている幼

児の幼稚園修了時の具体的な姿である「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」、どの

ような資質・能力を育むようにするのかなどについて、教育課程において明確にしな

がら社会との連携及び協働により、これからの時代に求められる教育の実現を図って

いく「社会に開かれた教育課程」の重要性を述べます。 

 

(１)学校教育のはじまりとしての幼稚園教育において育みたい資質・能力 

 

幼稚園は学校教育法に規定された学校の一つであり、小学校などと同様に、公の

性質を有しており、そこで営まれる学校教育は一部の人々の利益のために行われるも

のではなく公共的な性格を有しています。もとより、学校教育は、幼稚園から大学に

至るまで、教育を受ける者の心身の発達の段階に応じて、体系的、組織的に行われる

ものです。社会に出てからも学校で学んだことを生かせるよう、学校教育全体を通し

て、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」

をバランスよく育んでいきます。もちろん幼稚園においても、幼児期の発達の特性を

踏まえ、幼稚園教育において育みたい資質・能力である「知識及び技能の基礎」「思

考力、判断力、表現力等の基礎」そして「学びに向かう力、人間性等」を育んでいき

ます。「知識及び技能の基礎」とは、具体的には、豊かな体験を通じて、幼児が自ら

感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになったりすること、「思考力、判

断力、表現力等の基礎」とは、具体的には、気付いたことや、できるようになったこ
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となどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりすること、「学びに向

かう力、人間性等」とは、具体的には、心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活

を営もうとすることです。 

これらの資質・能力は、実際の指導場面において「知識及び技能の基礎」、「思

考力、判断力、表現力等の基礎」、「学びに向かう力、人間性等」をそれぞれ個別に

取り出して指導するのではなく、遊びを通しての総合的な指導の中で一体的に育むよ

う努めることが重要です。幼稚園教育においては、遊びを展開する過程で、幼児は心

身全体を働かせて活動するため、心身の様々な側面の発達にとって必要な経験が相互

に関連し合い積み重ねられていきます。遊びを通して総合的に発達を遂げていくの

は、幼児の様々な能力が一つの活動の中で関連して同時に発揮されており、また、

様々な側面の発達が促されていくための諸体験が一つの活動の中で同時に得られてい

るからです。幼児期は諸能力が個別に発達していくのではなく、相互に関連し合い、

総合的に発達していくのです。 

また、幼稚園では、小学校以降の学校教育とは異なり、教科書等の教材を使わず

遊具などの環境を工夫して配置し、教師が幼児一人一人に応じた適切な援助を行いつ

つ、遊びを中心とした幼児の主体的な活動を通して、生きる力の基礎を育成する教育

を行っています。幼児期の教育においては、幼児が生活を通して身近なあらゆる環境

からの刺激を受け止め、自分から興味をもって環境に主体的に関わりながら、様々な

活動を展開し、充実感や満足感を味わうという体験を重ねていくことを重視していま

す。その際、幼児が環境との関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、

試行錯誤したり、考えたりするようになることが大切です。教師は、このような幼児

期の教育における見方・考え方を生かし、幼児と共によりよい教育環境を創造するよ

うに努めることが重要です。 

こうした幼児期の教育の特質を十分に踏まえ、幼稚園教育を通して幼児に資質・

能力が育まれていくことが大切です。 
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(２) 幼稚園教育において育みたい資質・能力が形成されている幼児の幼稚園修了時

の具体的な姿としての「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

 

 幼稚園教育において育みたい資質・能力が形成されている幼児の幼稚園修了時の具

体的な姿が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」であり、この資質・能力は、幼

稚園教育要領の第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育まれていき

ます。教師は、幼児の活動の様子から幼児の姿を捉えます。「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」は、幼児の姿を捉え、どのような資質・能力が育っているのかを読

み取っていくとき、その手掛かりとなります。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は到達目標ではなく、幼児の自発的な

活動としての遊びを通して、幼児期の終わりまでに育みたい資質・能力が一人一人の

発達の特性に応じて育っていく中で、幼児の姿として現れていくものであり、全ての

幼児に同じように見られるものではありません。また、「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」は、特に５歳児後半に見られるようになる姿ですが、５歳児に突然見ら

れるようになるものではありません。３歳児、４歳児の時期から、幼児が発達してい

く方向を意識して、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねていくことに留意し

た結果として見られる姿なのです。そのことを再確認する必要があります。 
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(３)社会に開かれた教育課程 

 

幼児の自発的な活動としての遊びを生み出すためには、それに必要な環境を整

え、その中で一人一人の資質・能力を育んでいくことが大切です。教師をはじめとす

る幼稚園関係者はもとより、家庭や地域の人々も含め、様々な立場から幼児や幼稚園

に関わる全ての大人に期待される役割です。幼稚園においては、家庭との緊密な連携

の下、小学校以降の教育や生涯にわたる学習とのつながりを見通しながら、幼児の自

発的な活動としての遊びを通しての総合的な指導をすることが重要です。 

なぜなら、幼児は、家庭、地域社会、幼稚園という一連の生活の流れの中で、保

護者や周囲の大人との愛情ある関わりの中で見守られているという安心感に支えられ

て、望ましい発達が促されていくからです。家庭、地域、幼稚園が一体となって幼児

期の教育を担っていることから、これからの時代に求められる教育を実現していくた

めには、よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが

共有することが求められます。幼稚園教育を通じてどのような資質・能力を育んでい

きたいのか、幼稚園教育を通じて育まれていく資質・能力が社会とどのようにつなが

っていくのかについて、家庭や地域と学校が認識を共有する必要があります。そのた

めには、それぞれの幼稚園において、幼児期にふさわしい生活をどのように展開し、

どのような資質・能力を育むようにするのかを教育課程において明確にし、実際の教

育活動と合わせて保護者や地域などに説明するなど、各園の教育に対する理解を図っ

ていく取組が重要です。こうしたことから社会との連携及び協働によりその実現を図

っていく、「社会に開かれた教育課程」の実現につながっていきます。 
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（参考） 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

１ 幼稚園においては、生きる力の基礎を育むため、この章の第１に示す幼稚園教育の基本を踏ま

え、次に掲げる資質・能力を一体的に育むよう努めるものとする。 

(1) 豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになったりする「知識

及び技能の基礎」 

(2) 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表

現したりする「思考力、判断力、表現力等の基礎」 

(3) 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ １に示す資質・能力は、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体によって育むものであ

る。 

 

３ 次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章に示すねらい及び内容に基づく

活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教師が指

導を行う際に考慮するものである。 

(1) 健康な心と体 

幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通

しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

(2) 自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分

の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自

信をもって行動するようになる。 

(3) 協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工

夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

(4) 道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返ったり、

友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必要

性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり、守った

りするようになる。 

(5) 社会生活との関わり 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人との様々

な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみを

もつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入

れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活

動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識

するようになる。 

(6) 思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたりし、考え

たり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の様々な

考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、考え直したりするな

ど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

(7) 自然との関わり・生命尊重 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもって考え

言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をもつ

ようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な

動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようにな

る。 

(8) 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に

気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。 

(9) 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、

経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による伝

え合いを楽しむようになる。 

(10) 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付

き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現

する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 
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３．幼稚園教育における指導性 

 

(１) 幼稚園における「指導」の意義  

 

幼稚園教育要領では、学校教育法第 22 条に規定する目的を達成するため、「環境を

通して行う教育」を幼稚園教育の基本として示し、幼児の遊びや生活といった直接的・

具体的な体験を通して、教師や他の幼児と生活を共にしながら、人と関わる力や思考

力、感性や表現する力などを育み、人間として、社会と関わる人として生きていくた

めの基礎を培うことが大切であることを明確にしています。 

環境を通して行う教育は、教育内容に基づいた適切な環境を意図的、計画的につ

くり出し、その環境に関わって幼児が主体性を十分に発揮し展開する生活を通して、

望ましい方向に向かって幼児の発達を促すようにすることです。 

幼児が望ましい方向に向かって発達していくということは、幼稚園教育のねらい

に示された方向に向かって発達していくということです。一人一人の幼児に幼稚園教

育のねらいが着実に実現されていくためには、幼児が必要な体験を積み重ねていくこ

とができるように、発達の道筋を見通して、教育的に価値のある環境を計画的に構成

し適切な指導がなされることが必要なのです。 

 

①幼稚園教育における「指導」の意味 

幼稚園における保育は、本来、一人一人の幼児が教師や他の幼児との集団生活の

中で、人やものなどの様々な環境と関わり、発達に必要な経験を自ら得ていけるよう

に援助する営みです。 

一般に「指導」という場合、教師が相手に対して一方的に知識や技能を与えるも

のであるという受け止め方がなされることが多いものです。そのために「指導する」

ということが、教師主導の画一的な保育のイメージと混同され、幼児の興味や関心、

発想を無視した、幼児期にふさわしくない保育を生み出す一因にもなっています。 

幼稚園教育における指導については、幼稚園生活の全体を通して幼児の発達の実

情を把握して一人一人の幼児の特性や発達の課題を捉え、幼児の行動や発見、努力、

工夫、感動などを温かく受け止めて認めたり、共感したり、励ましたりして心を通わ
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せ、幼児の生活の流れや発達などに即した具体的なねらいや内容にふさわしい環境を

つくり出し、幼児の展開する活動に対して必要な助言・指示・承認・共感・励ましな

ど、教師が行う援助の全てを総称して、指導と呼んでいます。 

こうした指導は、幼児理解に基づく指導計画の作成、環境の構成と活動の展開、

幼児の活動に沿った必要な援助的な関わり、評価に基づいた新たな指導計画の作成と

いった循環の中で行われるものです。その意味では幼稚園教育の基本に基づいて行わ

れる援助の全てが、幼稚園における指導といってもよいでしょう。 

幼稚園教育要領では、「幼児の主体的な活動を促すためには、教師が多様な関わ

りをもつことが重要であることを踏まえ、教師は、理解者、共同作業者など様々な役

割を果たし、幼児の発達に必要な豊かな体験が得られるよう、活動の場面に応じて、

適切な指導を行うようにすること」としています。教師は、主体的な活動を通して幼

児一人一人が着実な発達を遂げていくために、幼児の活動の場面に応じて様々な役割

を果たしつつ、適切な指導をしていかなくてはならないのです。学校教育としての幼

稚園教育において、指導上、教師が担う役割は極めて重要です。 

 

②幼稚園生活を通した適切な指導 

幼児の生活において、幼児は、家庭における親しい人間関係を軸にして営まれて

いた生活から地域社会、そして幼稚園の生活へと連続的に営まれる生活の中で、様々

な出来事や暮らしの中の文化的な事物や事象、多様な人々との出会いや関わりをもち

ます。その際、幼児がより広い世界に目を向け始め、生活の場、他者との関係、興味

や関心などが急激に広がっていることに留意しなければなりません。 

こうした生活の広がりの中で、幼稚園生活は、多くの幼児にとって家庭から離れ

て多数の同年代の幼児と日々一緒に過ごす、初めての「集団生活」であるとともに、

小学校以降の学校教育と同様、専門性をもった教師が幼児の発達にとって必要な経験

が得られるよう、意図的、計画的に、また組織的に構成された教育環境としての「学

校生活」でもあります。 

 幼稚園生活がもつ特性を踏まえ、幼稚園で展開される具体的な生活や指導の在り方

については幼児期の発達の特性にかなったものでなければなりません。特に重視され

なければならないこととして、幼稚園教育要領では、幼児期にふさわしい生活が展開

されるようにすること、遊びを通しての総合的な指導が行われるようにすること、一
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人一人の発達の特性に応じた指導が行われるようにすることを挙げています。 

 

◯幼児期にふさわしい生活の展開 

幼稚園は、幼児期にふさわしい生活を実現することを通して、その発達を可能に

する場です。それを実現するためには、幼稚園生活において、幼児が教師を信頼し、

その信頼する教師によって受け入れられ、見守られているという安心感をもつことが

何よりもまず必要なことです。 

幼稚園においては、教師との信頼関係に支えられた生活の下に、幼児の発達を促

す適切な教育環境を通して、他の幼児と十分に関わり、互いに気持ちを伝え合い、と

きには協力して活動に取り組むなど、多様な体験をします。そのような体験の中で、

幼児は自己と他者の違いに気付いたり、他の幼児と支え合って生活する楽しさを味わ

ったりしながら、快い生活を営む上での約束事やきまりがあることを知り、さらに

は、それらが必要なことを理解していきます。こうして、人間関係の調整の仕方など

も含め、様々な環境との関わりについて、幼児期に必要な体験的な学びを幼稚園生活

の中で積み重ねていきます。また、幼稚園教育要領では、「幼児の生活は、入園当初

の一人一人の遊びや教師との触れ合いを通して幼稚園生活に親しみ、安定していく時

期から、（中略）やがて幼児同士や学級全体で目的をもって協同して幼稚園生活を展

開し、深めていく時期などに至るまでの過程を様々に経ながら広げられていくもので

あることを考慮し、活動がそれぞれの時期にふさわしく展開されるようにすること」

としています。入園から修了まで幼児の生活する姿がどのように変容するかという発

達の過程を捉え、発達の見通しをもつことが大切です。 

幼稚園生活を通して幼児の発達を促すためには、幼児の興味や関心を引き出すよ

うなものや出来事などと出会える環境が重要になります。さらに、興味や関心をもっ

たものに幼児が自分から関わり、充実感や満足感を味わうことができるように、心ゆ

くまで十分に取り組めるような場や素材、そして時間なども必要です。幼児が環境と

の関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたり

するようになることが大切です。そのため、幼児の生活する姿からこの時期にはどの

ような環境が必要であるのかを十分に検討し、幼児と共にそれらを生み出しながら幼

稚園生活を展開していくことが欠かせません。また、近年の幼児を取り巻く諸環境の

変化に伴い、家庭や地域社会において、幼児が思い切り遊べる空間や時間が少なくな
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り、友達と触れ合う機会ももちにくくなってきています。幼児の発達にとっては、思

い切り遊べる場、自然と触れ合える環境や友達と関われる環境が大きな意味をもちま

す。このような環境を十分に保障するためにも、幼児が望ましい生活を営める場とし

ての幼稚園の役割が増大していることも忘れてはならないでしょう。 

 

◯遊びを通しての総合的な指導 

幼児の活動の中には、毎日繰り返されている日常的なもの、思い掛けない出来事

から偶発的に生まれてくるもの、特別なときにだけ行われるものや何日も掛けて発展

していくものなど多様なものが含まれています。このような様々な活動が幼児の興味

や関心、必要感や意識の自然な流れに沿って展開されていくとき、幼児自身にとって

充実した生活が営まれることになります。そうした生活の中で幼児が十分に自己を発

揮して得た経験こそが発達を促すことに役立つものとなります。 

幼児が営む生活は、本来、明確に区分することは難しいものですが、具体的な生

活行動に着目してみると、食事、衣服の着脱や片付けなどのような生活習慣にかかる

部分と、遊びを中心とする部分に分けることができます。これらの活動は幼児の主体

的な活動として生活の流れの中で密接に絡み合って、幼児の必要感や意識、あるいは

興味や関心と関連して、連続性をもちながら幼稚園生活のリズムに沿って展開されて

いきますが、そのほとんどは遊びによって占められています。 

幼児自身の興味や関心、発想から生み出された遊びの中には、目的に向かって考

えたり、試したり、新たな知識や技能を追究したり、友達と関わったりすることなど

が総合的に含まれています。遊びを進めていく中で幼児は様々なことに気付き、友達

との関わりを体験し、生活行動の仕方などを身に付けていきます。さらに、幼児は、

遊びの中で達成感、充実感、満足感、挫折感、葛藤などを味わいながら、自分なりに

抱えている課題を自ら乗り越えるという体験をも重ねていきます。幼児が自分から取

り組み、進めていく遊びには、運動能力、思考力、表現力、感性、創造性、人への信

頼感や心のバランスをとる力などを培うための内容が含まれており、幼児は遊びを通

して心身の調和のとれた総合的な発達を遂げていくための基礎を築いていくのです。

幼児の様々な能力が一つの活動の中で関連して同時に発揮されているとともに、様々

な側面の発達が促されていくための諸体験が一つの活動の中で同時に得られていると

いうことができるでしょう。その意味で遊びは幼児期の特有の学習であり、幼稚園教
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育において育みたい資質・能力である「知識及び技能の基礎」、「思考力、判断力、

表現力等の基礎」、「学びに向かう力、人間性等」が幼児期にふさわしい生活を通し

て一体的に育まれていくためには、幼稚園教育においては遊びを通しての総合的な指

導を中心に行うことが重要です。 

具体的な指導の場面では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に遊

びの中で幼児が発達していく姿を総合的に捉え、発達にとって必要な体験が得られる

ような状況をつくることを大切にしなければなりません。そして、幼稚園教育のねら

いが総合的に実現できるように、常に幼児の遊びの展開に留意し、適切な指導をしな

ければなりません。 

 

○一人一人の発達の特性に応じた指導 

教師が望ましいと思う活動を、一方的に幼児に強いるだけの保育では、幼児一人

一人の発達を着実に促すことはできません。幼児の発達する姿は、幼児一人一人の生

活経験、興味や関心などによって異なっています。一見すると同じような活動をして

いるようでも、一人一人の幼児の発達にとってもつ意味は違っているのです。それゆ

え、教師は幼児の発達に即して、一人一人に応じた指導をしなければなりません。そ

のことは、幼児一人一人が個として発達を遂げていくことへの尊重と期待であり、教

師の責任でもあるのです。 

 その際、教師は、幼児自ら主体的に環境と関わり、自分の世界を広げていく過程そ

のものを発達と捉え、その幼児らしい見方、考え方、感じ方、関わり方など幼児一人

一人の発達の特性を理解し、またその幼児が興味や関心をもち、活動の中で実現しよ

うとしている発達の課題を把握し、その特性やその幼児が抱えている発達の課題に応

じた指導をすることが大切です。幼児一人一人の発達の特性に応じることは、一人一

人が過ごしてきた生活を受容し、それに応じるということです。それはまず、その幼

児の思い、気持ちを受け止め、その幼児が周囲の環境をどう受け止めているかを理解

することから始まるのです。そうした幼児の内面の理解を通して、その幼児が真に求

めていることに即して必要な経験を得られるように援助していくのです。 

 なお、幼児一人一人の発達の特性に応じた指導は、いつでも活動形態を個々ばらば

らにしておくということを意味しません。幼稚園は集団の教育力を生かす場ですか

ら、集団生活の中で、幼児が互いに関わり合うことを通して一人一人の発達が促され
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ていくということを踏まえ、一人一人の発達の特性を生かす集団づくりへと保育を展

開していくことが大切です。 

 

(２) 環境の構成の意義 

 

本来、人間の生活や発達は、様々な環境との関わり合いによって成り立つものであ

り、それを切り離して考えることはできません。特に、幼児期は心身の発達が著しく、

環境との関わり合いによって発達に必要な体験を積み重ねていくことから、幼児期の

発達は生活している環境の影響を大きく受けるのです。したがって、この時期にどの

ような環境とどのように関わり、生活をしてきたのかが将来にわたる発達や人として

の生き方などにも重要な意味をもつことになります。そのため、幼稚園教育は、幼児

が様々な環境と関わることを通してその発達を促す意図的な教育であるとしており、

教師は教育的に価値のある環境をあらかじめ考え、事前に準備する必要があります。 

 

①幼児にとっての「環境」の意味 

 一般的には、「環境」とは物理的な事象、建物や設備、自然物や素材などをはじめ、

通信機器や出版物など広く社会文化情報的なものを含めた物的環境、自分も含め、親

や兄弟姉妹、祖父母などの家族、近隣を含めた地域の人々など、それらが形づくる人

間関係やその中での社会的な役割や地位、それらが醸し出す雰囲気や意識、価値観な

どを含めた人的環境、さらには広く時間や空間などのほか、これらの様々な環境が相

互に関連し合ってつくり出される状況そのものも環境として考えられます。 

このように環境を捉えてみると、幼児にとっての環境は幼児を取り巻く全てである

ということができます。しかし、その意味するところは、単に環境が幼児の周囲にあ

るということではなく、幼児が主体的に関わり、そこで得られる直接的、具体的な体

験を通して、幼児一人一人の発達を促す意味のある環境のことを指しています。幼稚

園教育における環境は、教師等によって幼児の発達との関連で意味付けられ、意図的、

計画的に構成される教育的な環境を意味しています。 

 幼児が環境への認識や理解を深めていくには、様々な環境がもつ特性と幼児の内発

性や発達の状況が響き合うことが大切であり、そのためには教師は環境の特性や関わ

りに対する自身の捉え方にこだわらず、幼児の自由な発想や見立てなどを通して幼児
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にとっての環境の意味を探っていくことが大切です。幼児は環境と出会い、直接関わ

ることで、その幼児なりの意味や価値を見いだします。幼児が普段から接している環

境であっても、幼児の興味や関心が広がる中で、幼児は新たな発見をすることがあり

ます。教師が環境のもつ教育的価値を柔軟に捉えておくことは、幼児が環境から新た

な学びを得て、幼稚園教育において育みたい資質・能力を育んでいく上で重要です。 

 

②計画的な環境の構成 

幼稚園教育は、幼児が様々な環境と関わることを通してその発達を促す意図的な教

育です。それゆえ、教師は、一人一人の幼児に幼稚園教育のねらいを着実に実現して

発達を促すために、幼児が必要な体験を積み重ねていくことができるよう、発達の道

筋を見通して、教育的に価値のある適切な環境を計画的に構成することが必要になり

ます。幼児にとっての環境は幼児を取り巻く全てであるということができます。しか

し、単に環境が幼児の周囲にあるのではなく、幼児が主体的に関わり、そこで得られ

る直接的、具体的な体験を通して、幼児一人一人の発達を促す「意味のある環境」で

あることが大切です。したがって、環境の構成にとって大切なことは、その環境を意

図的、計画的に具体的なねらいや内容にふさわしいものとなるようにすることなので

す。 

発達の道筋を見通すためには、幼児一人一人の活動の展開を見通すとともに、各学

期や年間、入園から修了までの幼稚園生活、修了後の生活という長期的な視点に立っ

てその中に幼児一人一人の現在の活動を位置付け、幼児の経験の深まりを見通すこと

が大切です。そして、幼児一人一人の発達が望ましい方向へ向かうために必要な経験

ができるよう、環境を構成していく必要があります。 

発達の見通しをもち、計画を立てることによって初めて、幼児が今行っている経験

の意味を理解し、発達を促す関わりや環境の構成を考えることができるのです。しか

し、計画を立てて環境を構成すればそれでよいというわけではありません。常に活動

に沿って環境を構成し直し、その状況での幼児の活動から次の見通しや計画をもち、

再構成し続けていくことが必要となるのです。 

幼児の発達の見通しをもち、幼児一人一人の興味や関心を大切にして、発達に必要

な体験を得られるようにするためには、発達の様々な側面に関わる多様な体験を重ね

ることが必要です。このことは、単に教師が望ましいと思う活動を一方的にさせたり、
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幼児に様々な活動を提供したりすればよいということではありません。重要なのは、

活動の過程で幼児自身がどれだけ遊び、充実感や満足感を得ているかです。教師は、

幼児が様々に思い描ける活動の中から興味や関心をもって本当にやりたいと思い、専

念できる活動を見付け選び取っていくことができるように、しかも、その活動の中で

発達にとって必要な体験が豊かに得られるように環境を構成することが必要です。 

教師が、幼児の健やかな成長を促すように環境の構成を自覚的に行うためには、意

図的、計画的に環境を構成することの必要性を踏まえ、以下のような視点から環境の

構成の意味を明確に理解しておくことが大切です。 

 

○状況をつくること 

 幼児の活動は自然に生まれるわけではなく、周囲の環境に刺激され、幼児の内面か

ら興味や関心がわき出ることにより生まれます。そして、環境との相互作用が深まる

ことによって幼児の活動は更に展開していきます。それゆえ、幼児の興味や関心が引

き出され、幼児が思わず関わりたくなり、自ら次々と活動を展開していくことができ

るように、配慮され、構成された環境が必要なのです。このとき、幼児の活動に影響

を与える環境は様々であり、また、これらの環境が相互に関連し合い生まれ出る、幼

児一人一人の発達にとって意味のある状況が幼児の活動を左右するのです。 

環境を構成するということは、単に遊具や用具、素材を用意、配置することだけを

意味していません。それは、例えば、砂や水という素材やシャベル、バケツなどの遊

具や用具との関連でどのような遊びへ展開していくか、どのような遊びにつながり発

展していくのか、そこでの幼児の人間関係はどうか、昨日までの幼児の体験はどのよ

うなものだったのか、遊びの時間はどの程度あるのか、空間の特性はどうかなど、様々

な環境の条件を考慮して幼児自ら環境に関わり活動したくなるような状況をつくり出

すことなのです。 

幼稚園教育は意図的な教育ですから、教師は、幼児一人一人の中に今何を育みたい

のか、幼児一人一人がどのような体験を必要としているのかを明確にし、その幼児が

どのような活動の中でどのような体験をしているのかを考慮しながら、教師としての

願いを一つ一つの環境やそれぞれの環境が関係し合った状況の中に盛り込んでいかな

ければなりません。幼児の主体的な活動を通しての発達は、教師が、様々な環境の教

育的価値を考慮しながら、綿密に配慮し、構成された環境の下で促されるのであり、
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こうした状況をつくり出すことができるように配慮された場が教育環境としての幼稚

園なのです。 

 

○教材を工夫すること 

 「状況をつくる」上では、教師が環境の教育的価値を理解しておくことは重要で

す。幼稚園教育では、幼児が関わる全ての環境が教材として価値あるものとなる可能

性があります。幼児の遊びは、教材との関わりが深まっていくことで充実していくこ

とから、教師はあらかじめ教材のもつ特質や特性をよく理解し、幼児の遊び方や関わ

り方に即して予測をもつとともに、幼児の活動をどう広げ深めていくのかなど、教材

のもつ教育的な可能性を広く捉えておくことが大切です。こうした幼稚園教育におけ

る教材研究は、幼児に関わりのある様々な人やものの中から教材としての教育的価値

を見いだし、整理し、実際の指導場面で必要に応じて構成したり活用したりできるよ

うにするための教師による探究なのです。 

幼児は人やものとの関わりをきっかけに活動を展開したり、思いを表現したり、

イメージを共有したりしますが、その関わりが同じように見えても幼児によって異な

る性質を備えた教材になり得るのです。例えば、葉っぱ1枚が皿やお金になったり、

製作物や色水の材料になったりして、見立てや活用の仕方が幼児一人一人の思いや状

況によって変わってきます。また、同じ砂場にいても、砂山作りに没頭している幼児

もいれば、ダム作りに没頭している幼児もいます。幼児が興味や関心に応じて教材と

関わっていくためには、幼児の周りにどのような教材が準備されているのかが重要で

す。これは、幼児自身が教材を選択できるように、幼児の周りにできるだけ多くの遊

具や用具、素材を用意すればよいということではありません。幼児がどのようなこと

に興味をもって遊んでいるのか、何を楽しんでいるのか、何を実現したいと思ってい

るのかなどによって準備する教材は異なってきます。このようなことはもちろん3歳

児、4歳児、5歳児など学年によっても同様です。幼児一人一人にとって教材としての

教育的価値は異なり、教材との出会いによる学びも幼児によって様々なのです。 

幼児の遊びの中では、ときには教師の予想をこえた幼児の教材との関わりが見られ

ることもあり、教材がもつ様々な意味をあまりにも固定的に捉え過ぎることは望まし

くありません。教材と関わる実際の幼児の姿から教材の意味や価値を捉え直し、教材

としての新たな可能性を見いだすことも必要です。幼児一人一人にとってふさわしい
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遊びや生活が展開されるためには、使いやすさや安全性への配慮はもちろんのこと、

活動の広がりや深まりを見通して、幼児が試行錯誤を重ねたり、幼児の気付きや工夫

が生み出されたりするような教材の活用を考えることが必要です。幼児にとって魅力

ある教材であることで幼児の主体的な関わりが生まれ、資質・能力を育んでいく発達

に必要な経験となるのです。 

 このように教材の理解を深め、ねらいに即して実際の幼児の姿から必要に応じた教

材の活用をするために、各幼稚園において教材研究を積み重ねることが重要です。こ

うした教材研究を通して、幼児理解に基づいた教育的に価値のある環境を創造してい

くことが各幼稚園には求められます。 

 

○幼児の活動に沿うこと 

幼児自ら関わりたいという意欲をもって環境に関わり、豊かな体験が得られるよう

にするためには、幼児の活動に沿った環境の構成が必要です。そのためには、教師は、

幼児の内面の動きや活動への取り組み方、その取組の中で育ちつつあるものへの理解

など、幼児の視点に立った環境の構成を考えなければなりません。 

幼児が環境に関わっていく姿は、幼児自身が自発的かつ能動的に環境に働き掛け、

活動主体として生きるということです。幼児が主体的に生きることが様々な体験をも

たらし、発達を促すのです。そのためには、教師は、幼児の活動に沿うことによって

幼児一人一人が直面している発達の課題を把握し、発達が促されるような体験の連続

性を考えつつ、教育的な価値付けをしながら意図的な環境を構成していくことが必要

になります。環境の構成のためには、環境がもつ様々な要素や特性を十分に理解、検

討し、それらが遊びを通して幼児の発達にどう影響し、それを促していくのかなど、

環境と幼児の発達の関係を考えることも大切です。 

また、幼児一人一人の活動にはそれぞれ固有の意味をもっていますし、その取り組

み方、環境への関わり方なども異なっています。そのため、幼児の周りにある様々な

環境が幼児一人一人によってどのように受け止められ、いかなる意味をもつのかを教

師自身がよく理解する必要があります。幼児自ら環境に働き掛けることができ、その

働き掛けによって環境から何らかの応答があるときに、教師が幼児と環境との関係の

親密性を一層高めるような環境を意図的、計画的に構成することができれば、幼児の

関わりを通して、環境への潜在的な学びを引き出すことができ、環境への認識をも深
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めることができるようになっていくのです。 

教師は、幼児一人一人が主体的に環境に関わり、発達に必要な有意義な体験をし達

成感や満足感が得られるよう、幼児の思いや願いなどに寄り添いつつ、幼児の内面の

動きを敏感に感じ取ることが大切です。自己の幼児理解や環境の捉え方、環境の構成

などにより、幼児の発達に関わり最も影響を及ぼす人的環境の一つとして、教師の重

責を自覚する必要があります。 

 

○環境を再構成すること 

 教師は、保育の中で幼児の活動が充実し、発達に必要な体験を得ることができるよ

うに環境を構成します。幼児はそのような環境の下で、一日の生活を開始し、活動を

展開していきます。しかし、現実には、幼児の活動が教師の予想とは違った展開を示

す場合があり、教師があらかじめ想定したとおりに幼児の活動が展開するわけではあ

りません。それは、実際に幼児が出会う状況が幼児に新たな興味や関心を引き起こす

からであり、また、幼児自身が活動することにより、状況を変えていくからです。そ

のような場合、教師は幼児の主体的な活動に配慮して、幼児の興味や関心と活動の流

れを把握し、それに即して臨機応変に環境をつくり直そうとします。 

 計画的な環境の構成には、教師は状況の変化に即して環境を再構成する視点が大切

です。保育において、教師は常に幼児に寄り添いながら、幼児の内面の動きを理解し

ようとします。そうすることで、幼児が主体的に活動し、発達にとって有意義な体験

をすることができるように、環境を捉え直し、つくり直すのです。 

教師は、幼児の活動によって起こる様々な変化を的確に把握しつつ、教材を工夫し

物的環境などをつくり直し、必要な援助を重ねる中で幼児の発達にとって意味のある

状況をつくり出していくことが求められています。この意味で環境の構成は変えられ

ないものとして固定的に捉えるのではなく、幼児の活動の展開に伴って、常に幼児の

発達にとって意味のあるものとなるように再構成していくものとして柔軟に捉えるこ

とが大切です。 
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③環境の構成と指導計画の作成 

 幼児の発達を促すために環境の構成は重要です。しかし、それは場当たり的に行わ

れるものではありません。教師はあらかじめ環境に教育的な価値を見いだし、指導計

画の作成過程において、その環境の構成を構想し、十分に検討するなどして事前に環

境の構成から保育の展開への準備をしなければならないのです。以下では、指導計画

の作成との関係から環境の構成について考えてみましょう。 

 

○状況の変化を予想する 

 環境の構成を計画することは、園生活の流れの中における状況の変化を予想するこ

とです。園生活の中で、幼児が過ごす状況は刻一刻と変化していきます。それゆえ、

教師は、具体的な場所、場面、情景などを思い描きながら、幼児一人一人が主体的に

活動できるためにはどのような場や空間が必要になるか、ものや友達など様々な環境

とどこでどのように出会い関わるか、活動の流れはどうなるかなどを考えながら、具

体的な状況の変化を予想します。そして、それを時系列に即して指導計画の中に明記

していくのです。 

 このとき、教師が意識することは、状況の変化は教師の働き掛けによるものだけで

はなく、幼児自身によってももたらされるということです。それゆえ、環境の構成を

考える際には、教師は幼児の気付きや発想を大切にしようとする姿勢をもつことが必

要です。幼児自身がつくり出した場や見立て、工夫などをいかにして園生活の中に組

み入れていくかを考えることが大切なのです。それは、あらかじめいくつかの状況変

化の可能性を考えることであり、そうすることが保育の中での幼児への臨機応変な対

応を容易にするのです。したがって、状況変化の可能性を十分に考え、そのことを意

識できるように指導計画の中に明記することが大切です。 

 

○活動の展開と発達の方向を見通す 

 どのような環境が適切であるかを考えるには、幼児が活動に熱中し、十分にそれを

楽しめ充実した生活が主体的に展開できるようにするため、まず幼児の活動がどのよ

うに展開するかを予想することが必要です。その際、環境の構成は、教師が幼児の活

動の展開を予想し、幼児が主体的に活動を展開していけるような援助として考えるこ

とになります。 
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 活動の展開の予想に際して、教師は幼児の発達の方向を見通すことが必要です。そ

のために、教師は、幼児一人一人がこれからどのような過程を経て発達していくのか

を見通し、それぞれが固有の道筋を通りながらも、望ましい方向に向かって発達して

いくためにどのような体験が必要かを考えなければなりません。それは幼児の発達の

各時期に展開される生活に応じて「ねらい」や「内容」を明確にすることでもありま

す。そして、発達に必要な体験について、実際に幼児の側の視点から、どういう環境

が必要なのかを考えていくことになります。 

 このように、活動の展開と発達の方向の双方を視野に入れることで、初めて教育的

に価値のある環境を考えることができます。これまでの幼児の発達の過程を踏まえて

未来を見通すまなざしの下で、適切な環境の構成がなされていくのです。 

 

○発達に必要な体験を踏まえた環境の再構成を行う 

 指導計画は幼児が望ましい方向に向かって発達することを援助するために作成しま

す。したがって、指導計画には、幼児の発達の見通しと、それに関連する発達に必要

な体験が盛り込まれています。教師が幼児にとっての体験の意味を理解することで、

幼児一人一人の発達を促す環境を考えることができるのです。 

 一方で、教師は保育の中で臨機応変に環境の再構成をする必要があります。それは、

状況の変化に応じて、幼児の活動が発展することを期待してのことであり、幼児の発

達にとって必要な体験を積むために必要であるからです。環境の再構成の際には、教

師は常に幼児の発達にとって「必要な体験」を留意しておかなければなりません。 

 指導計画の作成の中で、教師は、幼児の興味や関心を踏まえて、発達の道筋を見通

し、体験の意味を理解し、幼児の発達にとって必要な体験を可能にする具体的な活動

を選ぶのです。例えば、「自分の思いを十分表現する体験」は砂場での一人遊びでも、

友達との協同的な製作活動でも可能です。どちらを選ぶかは、主に幼児たちの興味や

関心の有り様と、これまでの活動の流れからおのずと決まってきます。具体的活動を

考える基盤は幼児の発達にとって「必要な体験」の理解なのです。保育の中で状況が

変化し、活動が変わったとしても、あらかじめ教師が幼児の発達にとって必要な体験

を十分に理解していれば、その体験を可能にするように、臨機応変に環境を再構成す

ることができるのです。そのような意味で、指導計画において環境の構成を十分に考

えることは、教師の実践的指導力を高める上で極めて重要なことなのです。 
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４．指導計画の意義 

 

(１) 指導計画の基本 

 

 幼稚園生活を通して、個々の幼児が幼稚園教育の目標を達成していくためには、ま

ず、教師が、あらかじめ幼児の発達に必要な経験を見通し、各時期の発達の特性を踏

まえつつ、教育課程に沿った指導計画を作成して継続的な指導を行うことが必要で

す。そして、具体的な指導においては、あらかじめ立てた計画を念頭に置きながらそ

れぞれの実情に応じた柔軟な指導をすることが求められます。さらに、幼児の実態及

び幼児を取り巻く状況の変化などに即して指導の過程についての評価を適切に行い、

常に指導計画の改善を図ることが大切です。なお、幼稚園教育の質の保障と向上のた

めには、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各幼稚園の教育活動の質の向上を図っ

ていく必要があることも忘れてはなりません。 

 

①指導計画の基となる教育課程 

 幼稚園は学校教育のはじまりとして、幼稚園教育の基本に基づいて展開される幼児

期にふさわしい生活を通して、幼稚園教育の目的や目標の達成に努めることが必要で

す。そのため、幼稚園において教育課程を編成する際には、幼児の調和のとれた発達

を図るという観点から、幼児の発達の見通しをもつことが必要です。教育課程の実施

に当たっては、幼稚園教育の基本である環境を通して行う教育の趣旨に基づいて、幼

児の発達や生活の実情などに応じた具体的な指導の順序や方法をあらかじめ定めた指

導計画を作成して教育を行う必要があり、教育課程は指導計画を作成する際の骨格と

なります。 

 教育課程の編成は、教育基本法及び学校教育法その他の法令並びに幼稚園教育要領

の示すところに従い、創意工夫を生かし、幼児の心身の発達と幼稚園及び地域の実態

に即応した適切なものとする必要があります。そして、教育課程の実施状況を評価し

てその改善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保す

るとともにその改善を図っていくことなどを通して、教育課程に基づき組織的かつ計

画的に各幼稚園の教育活動の質の向上を図っていくカリキュラム・マネジメントに努
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める必要があります。さらに、幼稚園の教育目標をどう具体化していくのかなどにつ

いて、家庭や地域と共有し、連携しながら教育を進めていくことが大切です。 

 

○幼児期の発達の特性 

幼児期においては、家庭での生活を軸にしながらも、次第にその行動範囲が広がり、よ

り広い世界に目を向けるようになります。幼児は、家庭での生活とは異なる環境で家族と

は異なる人々と出会い、様々な出来事に遭遇し、心動かす体験を重ねながら、自己の世界

を広げていきます。 

特に、幼稚園生活は、教師や同年代の幼児と営む初めての集団生活であり、その新しい

出会いを通して、幼児期の発達に必要な体験を重ねていくことができるのです。 

もちろん、入園当初から集団生活に馴染めるとは限りません。入園から修了まで

の発達の過程を大きく捉えてみると、次のようにまとめられるでしょう。入園当初に

おいては、幼児一人一人が好きなように遊んだり、教師と触れ合ったりしながら、幼

稚園生活に親しみ、安定へと向かいます。安定した生活が得られると次第に周囲の人

やものへの興味や関心が広がり、生活の仕方やきまりが分かり、自分でいろいろな遊

びに興味をもって取り組むようになります。 

そして、次第に、集団生活の中で、幼児はそれぞれの思いで活動をしながらも、

友達と同じ場所で過ごすことで満足する様子が見られるようになります。また、次第

に言葉を交わしたり、遊具や用具のやり取りをしたりするなどの関わりをもつように

なり、友達への関心が芽生えてきます。ときには互いの主張を譲らず、ぶつかり合う

こともあります。こうした体験も含め、幼児同士が関わり合いを重ねることを通し

て、友達関係ができていきます。さらに、友達と共通の目的を見いだして生活を展開

する楽しさを味わうことができるようになると、自分の思いや考えを相手に伝えた

り、相手の思いや考えを受け止めたりすることができるようになっていきます。この

ような、友達との関わりを通して様々な感情を体験していく中で、喜びや怒り、悲し

み、悔しさ、寂しさなどを味わう体験を積み重ねることによって、次第に相手も自分

も互いに違う主張や感情をもった存在でもあることに気付くようになっていくので

す。 

こうした人間関係の変化に伴って、幼児の興味や関心も次第に広がり、好奇心や探

究心をもって様々な事物や事象と関わるようになっていきます。特に、他の幼児や教

- 24-



師等と感動を共有したり、一緒にその対象と関わって活動したりする中で、好奇心や

探究心が一層高まっていきます。幼児一人では興味や関心をもたなかったものに対し

ても、他の幼児の関わる様子を見て興味や関心をもち始めたり、あるいは教師の援助

などによって、改めて興味や関心をもつようになり、これまで以上によく見たり、丁

寧に取り扱ったりして、対象との関わりを深めていきます。 

もちろん、幼稚園において、幼児一人一人が、こうした幼児期の発達に必要な体験

を積み重ねていくためには、幼児の発達を理解し必要に応じて適切な援助をする教師

の存在は不可欠であり、教育的配慮の下で、遊具や用具、自然環境や素材等の物的・

空間的環境が適切に構成されていなければなりません。そのためには、各園において、

幼児の発達の実態、家庭や地域の実態、さらには、社会の要請等に応じつつ幼稚園教

育において育みたい資質・能力が育まれるよう教育課程を編成し、教育課程に基づき

指導計画を作成することが必要であり、幼稚園生活が計画性をもって営まれることが

重要なのです。 

 

〇教育課程の編成 

 教育基本法、学校教育法などを踏まえ、学校教育を通して、子供たちが未来社会を

切り拓
ひら

くための資質・能力を一層確実に育成することが重要です。そして、幼稚園で

は、学校教育のはじまりとして幼稚園教育において育みたい資質・能力を育成するよ

う教育課程を編成することとなります。幼稚園における教育課程は、幼稚園の教育期

間全体を見通し、教育目標に向かい入園から修了までの期間、どのような道筋をたど

って教育をしていくかを明らかにした計画です。 

 教育課程の編成に当たっては、各園の幼児の発達の実態、家庭や地域の実態等、幼

稚園教育において育みたい資質・能力の育成や教育目標や建学の精神が重要です。そ

して、教育課程の編成・実施においては幼稚園教育において育みたい資質・能力を念

頭に、幼児理解に基づき、ＰＬＡＮ（計画）、ＤＯ（実践）、ＣＨＥＣＫ（評価）、ＡＣ

ＴＩＯＮ（改善）といったＰＤＣＡサイクルの好循環を通して、組織的かつ計画的に

各園の教育活動の質の向上を図ることが必要です。 

教育課程の編成の核の一つである教育目標は、単に文献等で示された発達の姿や漠

然と教師が抱く願いではなく、今、目の前にいる幼児の発達の課題に即した目標とす

ることが大切です。そのためには、幼児の実態と幼児を取り巻く家庭や地域等の実態
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の的確な把握、さらには、幼稚園から高等学校までを通して育成を目指す資質・能力

についての理解を深めつつ、各園において、常に幼児の姿から発達する姿を捉え、見

直しを図ることを前提にしておくことが基本となります。 

28頁の図１は、ここまでに述べたことのイメージ図です。この中央に太く大きな

幹のように「幼児理解」が位置付いています。その周りを囲むように「教育課程・指

導計画」があるのは、幼児理解を基に編成、作成する必要があるからです。さらに、

その外側に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が示されています。これは、幼

稚園教育要領における「『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』を踏まえ教育課程

を編成すること」の「踏まえ」のイメージを図としたものです。「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」は目標や目的としたり、教育課程や指導計画に位置付けたりす

るものではありません。幼児期にふさわしい生活を通して、幼稚園教育において育み

たい資質・能力が育まれている具体的な姿が「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」であり、これを念頭に置きながら、幼児を理解し、また教育課程の編成や指導計

画の作成をしていきます。一人一人の幼児と直接に触れ合いながら、幼児の言動や表

情から、その奥に潜む思いや考えなどを理解し、これまでの育ちと相互に絡み合って

今の育ちとなって「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として現れます。 

また、計画性をもって幼稚園生活が営まれることは、幼児の発達に必要な体験を保

障する上で重要なことですが、忘れてはならないのは、教師主導の一方的な保育の展

開ではなく、教師の援助の下で主体性を発揮して活動を展開していくことができるよ

うな幼児の立場に立った保育の展開です。活動の主体は幼児、教師は活動が生れやす

く、展開しやすいように意図をもって環境を構成していくことです。幼稚園教育にお

いては幼児理解なくして教育課程の編成も指導計画の作成も、保育の展開も、さらに

は、教育活動の質の向上につながる見直しもできません。 

なお、教育課程の編成の手順には一定のものはありませんが、幼稚園教育要領解説

においてその一例が以下のとおり示されています。 
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具体的な編成の手順について（参考例） 

① 編成に必要な基礎的事項についての理解を図る。 

・関係法令、幼稚園教育要領、幼稚園教育要領解説などの内容について共通理解を

図る。 

・自我の発達の基礎が形成される幼児期の発達、幼児期から児童期への発達につい

ての共通理解を図る。 

・幼稚園や地域の実態、幼児の発達の実情などを把握する。 

・社会の要請や保護者の願いなどを把握する。 

② 各幼稚園の教育目標に関する共通理解を図る。 

・現在の教育が果たさなければならない課題や期待する幼児像などを明確にして教 

育目標についての理解を深める。 

③ 幼児の発達の過程を見通す。 

・幼稚園生活の全体を通して、幼児がどのような発達をするのか、どの時期にどの

ような生活が展開されるのかなどの発達の節目を探り、長期的に発達を見通す。 

・幼児の発達の過程に応じて教育目標がどのように達成されていくかについて、お

よその予測をする。 

④ 具体的なねらいと内容を組織する。 

・幼児の発達の各時期にふさわしい生活が展開されるように適切なねらいと内容を

設定する。その際、幼児の生活経験や発達の過程などを考慮して、幼稚園生活全

体を通して、幼稚園教育要領の第２章に示す事項が総合的に指導され、達成され

るようにする。 

⑤ 教育課程を実施した結果を評価し、次の編成に生かす。 

・教育課程の改善の方法は、幼稚園の創意工夫によって具体的には異なるであろう 

が、一般的には次のような手順が考えられる。 

ア．評価の資料を収集し、検討すること 

イ．整理した問題点を検討し、原因と背景を明らかにすること 

ウ．改善案をつくり、実施すること 
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〇教育目標の具体化と保護者や地域との共有 

各幼稚園の教育目標は、例えば「明るく元気に伸び伸びと行動する幼児の育成」な

ど、大きな視野から育ちを捉え示されていることが多く見られます。大きな視野から

捉えているため、漠然としていて、各園が具体的には幼児のどのような育ちの姿を願

っているのか、そのための教育の方針や指導の具体はどのように考えられているのか

が分かりにくいという側面もあります。したがって、園長は、園や地域の特性を生か

しながら、園の教育目標について、例えば「明るく」や「伸び伸び」という言葉を幼

児のどのような姿としてイメージしているのか、「元気に伸び伸びと行動する」ように

なるには、どのような指導を重視しようとしているのか、また、幼稚園と家庭や地域

とがどのように連携しながら教育を進めようとしていくのかなど、明確に示すことが

求められます。 

そのためには、各園が教育目標に対する教育方針やその特色等、園経営の概念を家

庭や地域と共有する必要があります。園長がリーダーシップを発揮し、地域と対話し、

地域で育まれた文化や子供たちの姿を捉えながら、地域とともにある幼稚園として何

を大事にしていくべきかという視点を定め、教育目標や育みたい資質・能力、園の特

色を示し、教師や家庭・地域と取組の方向性を共有していくことが重要です。これら

を保護者や地域に分かりやすく、グランドデザインとして示すことも考えられます。

このグランドデザインと、教育課程を中心とした一体的な教育活動のための計画であ

る全体的な計画は、その根幹となる考え方は同じですが、グランドデザインでは、各

園が教育目標に対する教育方針やその特色等、園経営の概念を家庭や地域と共有する

こととなります。 

グランドデザインは、幼稚園の実態に応じて策定されるものであり、定まった考え

方がある訳ではありませんが、教育目標に示す目指す幼児像に向かい、どのように育

てていくのか、そして、教育課程や指導計画にどのように具体化していくのか、園内

外の資源をどのように教育活動に活用するのかなど、その園経営の全体像を示したも

のといえます。そうしたいわば全体構想としてのグランドデザインにより、教師全員

が重点とする進むべき方向を明確に共有し、互いに協働して全幼児の健やかな育ちを

保障していくことが重要です。 

さらに、グランドデザインを作成し自園の教育の在り方を可視化することで、保護

者に対して園の教育の特色や方針について説明する際、それらを具体的に示すことが
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でき、保護者の理解や協力が求めやすく、保護者との信頼関係をつくることにつなが

ります。そうした信頼を基に、家庭と連携しながら、日々の教育活動の質の向上を図

っていきます。 

また、小学校の教員をはじめ、地域に対しても、こうしたグランドデザインを通し

て園での教育活動を発信することは、「環境を通して行う教育」「遊びを通した総合的

な指導」等、これまで見えにくいと言われてきた幼稚園教育に対して理解を寄せても

らうことにもつながります。 

こうした過程が、「社会に開かれた教育課程」、つまり、各幼稚園において、幼児期

にふさわしい生活をどのように展開し、どのような資質・能力を育むようにするのか

について、教育課程に明確に示し、社会と連携し協働しながらその実現を図っていく

ことにつながります。 

なお、グランドデザインには、1 年ごとに作成するものもあります。１年間の教育

の実践を通して、幼児の発達の課題、園の環境の見直しの必要性、地域の状況の変化、

園の教師構成による指導上の課題、施設の状況等により、いくつかの課題が見え、翌

年の指導の改善を図るために方策等を考える必要が出てきます。そのため、その課題

を克服するための重点目標を立て、その目標に沿って教育課程や指導計画の見直しが

図られることになります。 

 

〇教育課程を中心とした一体的な教育活動 

 幼稚園は、教育課程を中心に、法令等の定めにより学校が策定する各分野の計画（教

育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動の計画(以下、「預かり保育の計画」)、

学校保健計画、学校安全計画等）とも関連させ、一体的に教育活動を展開する必要が

あります。 

 例えば、預かり保育の計画を作成する際には、一日の開園時間(教育課程に係る教育

時間の開始より前に行う預かり保育の時間を含む)から閉園時間までを見通し、教育

課程に係る教育時間の活動との関連を図るとともに、翌日の教育時間における活動へ

の連続性を図る配慮が必要になります。長期休業期間中の預かり保育についても同様

の趣旨の配慮が必要になります。 

 学校安全計画においても、様々な避難訓練等のみならず、日頃の教育活動における

幼児の安全に対する構えをいかに育むかという教育内容とも関連を図ることが求めら
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れます。 

 このように、教育課程に示す教育理念や目指す幼児像、幼児の発達の過程、指導内

容を念頭に置きながら、教育課程を中心とした一体的な教育活動となるように計画す

ることが大切です。その際には、全体的な計画から具体化するというより、必要な計

画をそれぞれの目的に応じて作成し、全体的な計画の中に置き、その上で、教育課程

との関連、他の計画との関連などの観点から調整していくことになるでしょう。最終

的には、教育活動の全体図を描きながら、それぞれの計画を完成させていくことにな

ります。そうして、一貫性のある安定した幼稚園生活をつくり出していきます。 

 

〇教育課程の編成において重点とすべき事項 

幼稚園教育を通じてどのような資質・能力を育んでいきたいのか、幼稚園教育を通

じて育まれていく資質・能力が社会とどのようにつながっていくのかについて、家庭

や地域と幼稚園が認識を共有しながら、各幼稚園は教育課程を編成し、さらに、教育

課程を中心とした全体的な計画の具現化を図ることが重要です。 

教育課程の編成では、幼稚園における教育期間の全体を見通し、それぞれの時期に

どのような育ちが大切なのか、教育目標に向かってねらいや内容を組織的、計画的に

示します。幼稚園教育要領に示された五つの領域の「ねらい」や「内容」をそのまま

教育課程における「具体的なねらいや内容」とするのではなく、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」との関連を考慮しながら、幼児の発達の各時期に展開される遊び

や生活に応じて適切に具体化したねらいや内容を設定する必要があります。 

その際、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて教育課程を編成すると

は、どのようなことなのか考える必要があります。「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」は到達目標でも、個別に取り出して指導するものでもありません。ましてや、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の各項目に示された姿を切り取って順にね

らいとして位置付けることでもありません。「踏まえる」とは、遊びや生活を通して幼

稚園教育において育みたい資質・能力が形成され、その結果として「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」のそれぞれの姿が幼児の姿として一体となって見られるよう

になるという意味であることを十分理解し、総合的に指導すること、さらに、各学年

においてふさわしい遊びや生活を積み重ねることを通して育まれるようにすることを

忘れてはなりません。 
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 例えば、幼児、特に５歳児が自発的に「お店ごっこ」を始めると、商品の看板を書

こうとすることがよく見られます。看板を作るときに分からない文字があったとして

も、友達と周りの環境からその文字を探し出して書いていくこともあります。その姿

は「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」における「文字などへの関心・感覚」と

いう育ちと捉えることができますが、単に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

の一つに帰する姿ではありません。「自分たちの店に客に来てほしい」「だから、看板

が必要。書きたい。」という強い思いから生まれてきた姿です。友達と一緒に文字を何

とか探し出して書こうとする姿には、自ら課題の解決に向かう「自立心」や友達との

「協同性」、「思考力の芽生え」等の姿も関連して読み取れます。 

幼児が自発的に取り組む活動としての遊びの過程には、「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」のそれぞれにつながる様々な学びの絡み合った姿が見られます。それは、

幼稚園教育において育みたい資質・能力である「知識及び技能の基礎」、「思考力、判

断力、表現力等の基礎」、「学びに向かう力、人間性等」の３つが繰り返し循環し関連

し合う姿でもあります。 

教育課程を編成する上で、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を「踏まえる」

とは、具体的にはどのようなことを示しているのか、教師間でその意味を共有し、そ

れぞれの時期にふさわしい遊びや生活を通して幼児期ならではの学びを一体的に育む

重要性を捉えておかなければなりません。 

 

〇教育課程編成上での留意事項 ―「満３歳児」入園への配慮― 

 教育課程を編成するには、教師が幼児の入園から修了までの発達の姿を見通してお

く必要があります。幼児の発達の姿は大筋で見れば、どの幼児も同じような道筋をた

どると考えられることから、教師が入園から修了まで幼児の生活する姿がどのように

変容するかという発達の過程を捉えておくことは、発達を見通した指導をする上で重

要です。24頁に示したように、幼児期の発達の特性、入園から修了までの姿を踏まえ

ておく必要があります。 

 ただし、幼児一人一人の発達に目を向けると、その発達の姿は必ずしも一様ではあ

りません。幼児一人一人の家庭環境や生活経験も異なっています。それ故に、一人一

人の人や事物への関わり方、環境からの刺激の受け止め方も異なってきます。教師は、

幼児が自ら主体的に環境と関わり、自分の世界を広げていく過程そのものを発達と捉
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え、その幼児らしい見方、考え方、感じ方、関わり方など幼児一人一人の発達の特性

を理解し、その特性やその幼児の発達の課題に応じた指導をすることが大切です。 

 こうしたことから教育課程を編成する際、入園当初の姿への配慮が必要になります。

特に３歳児の入園については、家庭との連携を密にして、一人一人の生活リズムや安

全面に十分に配慮する必要があります。また、近年は、満３歳児での入園も増えてき

ている実情を踏まえると、満３歳児の入園への配慮も考えておかなければなりません。 

 満３歳児の入園の時期、受け入れ方などは、各園の実情に応じて様々です。満３歳

になった日に随時受け入れる園、春と秋のように入園時期をある程度区切って受け入

れる園など、入園時期やその受け入れ方は幼稚園によって多様です。こうした各園の

状況に合わせた配慮、また、学年の途中から入園することにより、入園児だけでなく

学級の他の幼児の状況への配慮、学級の集団との関連等、さらには、幼稚園入園前の

状況、つまり、保育所や認定こども園での集団での生活経験のある幼児と家庭で過ご

してきた幼児など、配慮すべきことは多岐にわたることを考えておかなければなりま

せん。 

 いずれにしても配慮すべき重点は、幼児一人一人の生活の仕方や生活リズムを尊重

し、一人一人の心の揺れ動きに寄り添って、安心感、安定感、担当する教師との心の

つながりをつくることを第一に考えることです。幼児が安心して幼稚園での生活を送

れるようになるためには、家庭との連携はもちろん、保育所や認定こども園で生活を

してきた幼児についてはこれらの機関と連携し、これまでの配慮等の情報交換をする

ことが大切です。 

 満３歳児の入園に当たっては、発達の段階や学級編成による配慮も必要となります。

満３歳児は、３歳児の発達の姿、生活の仕方や遊びに取り組む様子などを少し幼くし

た段階ではありません。満３歳児から３歳児へと発達はつながっているものですが、

満３歳児は保育所等に在籍する場合は２歳児クラスに該当する幼児であり、その時期

ならではの発達やそれまでの家庭での生活などを十分に考慮する必要があります。そ

のため、その年齢なりの固有の世界をもっており、３歳児学級に入園し合同で保育を

している場合であっても、同じ教育課程でよい訳ではありません。また、入園が年間

の途中であっても、３歳児学級に進級し再度、同じ教育課程で教育を行うのでもあり

ません。満３歳児に応じた教育課程が必要です。特に満３歳児には、幼児一人一人の

家庭との連携を図り、園においても、家庭での生活リズムでゆったりと過ごしたり、
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自分のペースで遊んだりできるような時間や場、そして、何より教師とのスキンシッ

プを通しての心のつながりを保障する必要があります。さらに、途中から入園する幼

児との出会いにおいては特に配慮が必要です。やっと園生活に慣れつつある中、例え

ば、入園してきた幼児の大胆に周囲を気にせず行動する姿、あるいは泣く姿に影響を

受け、入園当初のように不安を感じる可能性もあります。そのようなときでも、教師

とのつながりを基盤に、幼稚園で好奇心などをもって遊ぶことができるよう、また、

幼児一人一人が自らの興味や関心、能力に応じて環境に関わりそれに応じて環境から

の応答を受け取るといった相互交渉の中で、幼児が自我の芽生えとともに自分を表出

する喜びを感じていけるように援助することが大切です。 

そして、満３歳児と３歳児を同じ学級としている場合、満３歳児が３歳児に進級し

た際にも配慮が必要となります。家庭から初めて入園した３歳児と、満３歳児から進

級した３歳児との教育課程は同じではありません。すでに園での生活を経験してきた

満３歳児入園の幼児は、進級当初は園の環境に慣れてきた時期で、園での遊びへの関

心の向け方や園での生活に必要な習慣的なことにも対応できるようになりつつありま

す。家庭から初めて集団に入った幼児に影響を与えるモデルになることもありますが、

先に述べたように、満３歳児の途中入園のように不安を感じる可能性もあります。３

歳児の教育課程の最初の期には、新入園児・進級児、それぞれのねらいを踏まえて教

育課程の編成や指導計画の作成をする必要があります。 

 さらに、満３歳児入園の場合、幼稚園の教育期間が４年間(弱)となることから、入

園から修了までの発達を見通し、３歳児・４歳児・５歳児の教育課程も見直す必要が

あります。例えば、友達との関係性の深まり、異年齢児との関わりという視点から、

満３歳児を受け入れたことによる幼児の姿の変容にも目を向ける必要があるでしょう。

行事に目を向ければ、幼児は運動会を４回経験します。運動会では、３歳児や最終学

年の５歳児での運動会の演技や競技の難易度を上げ完成度を高めていけばよいのでは

ありません。運動会という節目に向け、発達によりどのような遊びや生活を積み重ね

ていくとよいのか、また、運動会後の活動への連続性をどのようにしていくとよいの

か、運動会当日の参加の仕方、保護者への幼児の姿の発信等も含め、様々なことを想

定し配慮していかなければならないはずです。そのための教師間の共通理解や協働性

も、３年保育と同じではありません。それは、幼児期にふさわしい生活の展開、遊び

を通しての総合的な指導、幼児一人一人の発達の課題に応じた指導を重視してきた幼
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稚園教育の基本を踏まえれば、当然のこととして考えなければならないことでしょう。 

 

〇幼稚園におけるカリキュラム・マネジメント 

 先に述べたとおり、教育課程の編成・実施においてはＰＤＣＡサイクルの好循環を

通して、組織的かつ計画的に各園の教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジ

メントが必要です。ＰＤＣＡサイクルの好循環を図るには、図１の29頁上部の幾重に

も重なる楕円（この楕円は28頁の教育課程・指導計画などの幹の断面図）で示すよう

に、具体的には、幼児理解に基づき次のようなＰＤＣＡサイクルを重視する必要があ

ります。 

 幼児理解は、幼児の言動の奥に潜む内面を理解することが大切です。例えば、計画

を立てるときにも、幼児がどのような経験を積み重ねてきたのかを踏まえつつ、幼児

の言動の奥に潜む内面の動きから、幼児に育ちつつあるものを捉え、発達に必要な体

験ができるようにすることが大切です。幼児は自ら発達に必要なものを獲得しようと

する力をもっています。幼稚園教育では、その力を十分に発揮できるような環境を構

成することが重要であり、幼児の中に何が育とうとしているのかなどを踏まえて計画

を立て、幼児が興味や関心、必要感に基づいて主体的に活動し、充実感や満足感を味

わえるような保育を行うことが大切です。そして、幼児理解に基づいた評価を通して

幼児の実態を捉え、教育課程の実施状況を評価して、その改善を図っていきます。教

育課程の実施状況の評価に当たっては、日々の保育の評価の積み重ねが重要です。そ

ういった意味では、ＰＤＣＡサイクルの好循環は、教育課程や年間指導計画といった

大きなサイクルから日々の保育といった小さなサイクルまであります。例えば、日々

の保育の中では、環境の再構成をすることがあります。教師は、幼児の昨日までの活

動の様子を踏まえて指導計画を作成しても、次の日の保育は必ずしも教師の予想どお

りに展開するわけではありません。実際の保育の場面では、幼児の心を揺り動かす環

境は多種多様にあり、幼児の活動は教師の予想やそれに基づく環境の構成をこえて

様々に展開し、幼児が自ら発達に必要な経験を得られる状況をつくり直すことが必要

となることがあります。また、教師が必要と考えて構成した環境が幼児に受け入れら

れないこともあります。このようなときには、教師は活動に取り組む幼児の言動を細

やかに捉え、幼児の活動が充実するよう援助を重ねながら柔軟に対応していくことが

求められます。このように、ＰＤＣＡサイクルは、教育課程か日々の教育活動かを問
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わず幼児理解を通して行うことが大切であり、日々の積み重ねが教育課程のＰＤＣＡ

サイクルにつながります。 

 幼児理解に当たっては、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置くこ

ととなります。幼児は総合的に発達しており、「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」は絡み合って幼児の姿として現れます。そして、その芽生えは、幼児の言動に明

らかに現れてはいなくとも、その言動の奥では芽生えつつあるかもしれません。ま

た、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の各項目にとらわれ過ぎて、幼児の姿

を限定的に捉えてしまうことがあるかもしれません。「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」は、幼稚園教育において育みたい資質・能力が育まれている幼稚園修了時

の具体的な姿であることから、入園当初から修了までの中でどのような姿として見ら

れるようになっていくのかを理解することはもちろん大切です。しかし、幼児のあり

のままの姿を捉えることなど、これまで幼稚園教育で重視してきた幼児理解の根幹は

変わらないことも押さえておく必要があります。 

 幼児理解に基づいてＰＤＣＡサイクルの好循環を生み出し、常に教育活動の改善に

努める必要があります。教育活動の改善に当たっては、教師の指導の視点を見直した

り、環境の構成を幼児の発達に沿って捉え直したり、比較的、日々の見直しで改善で

きるものもあれば、職員構成や配置、施設・設備等の改善等、長期的な見通しをもっ

て進めるものもあります。また、社会に開かれた幼稚園を目指す意味から、家庭や地

域との連携を図ることが必要です。幼児の教育活動の質の向上のために、それらが有

機的につながり合うことが重要です。 

このように、28 頁の図における上に向かってスパイラルに絡まっていくＰ・Ｄ・Ｃ・

Ａは質的な変化の循環(スパイラルアップ)であり、この循環を通して各園の教育活動

の質の向上は図られていきます。 

その向上に必要な振り返りや見通しをもつのは各園の教師であり、その教師の幼児

の遊びや生活の姿を愛情深く理解し、幼児一人一人のよさや可能性を見付け出そうと

する姿に支えられて生まれてくるものです。 

なお、カリキュラム・マネジメントとは、各幼稚園の教育課程に基づき、全教師

の協力体制の下、組織的・計画的に教育活動の質の向上を図ることです。また、各幼

稚園が行う学校評価は、学校教育法において「教育活動その他の学校運営の状況につ

いて評価を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずる」
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と規定されており、教育課程の編成、実施、改善は教育活動や園運営の中核となるこ

とを踏まえ、教育課程に基づき教育活動の質の向上を図るカリキュラム・マネジメン

トは学校評価と関連付けて実施することが重要です。学校評価の実施方法は、学校教

育法において、自己評価・学校関係者評価の実施・公表、評価結果の設置者への報告

について定めるとともに、文部科学省では法令上の規定等を踏まえて「幼稚園におけ

る学校評価ガイドライン［平成23年改訂］」（平成23年11月15日文部科学省）を作成

しています。その中で、各幼稚園において重点的に取り組むことが必要な目標を設定

し、その評価項目の達成・取組状況を把握するための指標を設定することが示されて

います。具体的にどのような評価項目・指標などを設定するかは各幼稚園が判断すべ

きことではありますが、その設定に当たっては、教育課程・指導、保健管理、安全管

理、特別支援教育、組織運営、研修などの分野から検討することが考えられます。幼

稚園は、例示された項目を網羅的に取り入れるのではなく、重点目標を達成するため

に必要な項目・指標などを精選して設定することが期待され、教育課程もその重要な

評価対象になり得るものです。こうした例示も参照しながら教育課程や指導等の状況

を評価し改善につなげることが求められます。 

 

②指導計画の作成 

教育課程を実施するには、幼児一人一人の発達の実情を踏まえ、具体的な指導計画

を作成することになります。指導計画は、各園の教育の道筋の示された教育課程に基

づいて作成する必要があります。[29 頁教育課程と指導計画の関係（イメージ図）参

照]  

指導計画では、それぞれの時期の幼児の発達や生活を踏まえ、その指導内容を具体

化し、環境の構成や教師の援助などの指導の内容や方法を具体的に示していくことに

なります。その際、長期の指導計画と短期の指導計画の両方を考えていきます。29 頁

の下の図で示したように、各園の教育期間に応じて学年ごとに１年間の育ちを見通し

て作成する年間指導計画、それに基づき発達の節目を「期」として示し作成する期の

指導計画や月の指導計画、さらに、１週間を単位にした短期の指導計画、１日の指導

計画などがあります。幼児の実態や幼稚園の実情に応じて作成し、それぞれに関連性

をもって教育課程の具現化を図っていきます。 
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○指導計画の作成に当たって重視すべきこと  

教育課程に基づき指導計画を作成しますが、その際には、幼児一人一人の発達の実

情を踏まえる必要があります。幼児期の発達は、大人から一方的に指示されて行動す

ることにより促されるのではなく、遊びや生活の中で、幼児が自発的に環境と関わる

中で促されます。したがって、幼稚園の指導においては、幼児が環境と関わりながら

活動することの充実感を十分に味わえるようにするため、幼児自ら発達に必要な体験

を重ねていけるようにすることが大切です。 

幼児の発達の理解は、幼児の生活する姿を捉えることから始まります。生活の中で

幼児が何に興味や関心をもち、それをどのように広げたり深めたりしているのか、遊

びの傾向はどうか、あるいはどのような生活への取り組み方をしているのかなど、幼

児の生活する姿やその変化を丁寧に見ていくことによって発達する姿を捉えることが

できます。 

しかし、こうした発達の理解は、単に幼児が活動する姿を見ることだけでできるも

のではありません。幼児の行動や言葉、しぐさや表情など表面に現れたものを手掛か

りにして、内面の動きを理解していくことが求められます。また、幼児との触れ合い

を通して発達の理解を深めるためには、幼児の生活する姿の変化をある程度、継続的

に見ていくことが必要です。教師は、幼児と触れ合う中で、見たり感じ取ったりした

ことを記録に残しながら、その変化の過程を丁寧に追っていく必要があります。 

発達の理解は、日々の保育の中で、幼児の生活する姿を全体的、総合的に捉える

ことが大切です。その一方で、発達の諸側面から捉えることも欠かせません。幼稚園

教育要領には、生活を通して総合的な指導を行う視点であると同時に、幼児の発達を

捉える視点である「ねらい」が健康、人間関係、環境、言葉、表現という五つの領域

にまとめて示されています。また、幼稚園教育において育みたい資質・能力が育まれ

ている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿として、「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」が示されています。したがって、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

念頭に各領域のねらいを視点として分析的に捉えたり、各領域のねらいとともに「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」も併せて見ながら、自分の視点を整理して分析

的に捉えたりすることも必要です。このため、学期ごとに、あるいは年度ごとに、取

りためた記録について、発達の諸側面から振り返り、幼児の発達の理解を深めていく

ことも必要です。指導計画の作成においては、幼児の生活する姿を捉えるという全体
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的・総合的な視点と、発達の諸側面から捉えるという分析的な視点の二つの視点から

発達の理解を深めていくことが大切なのです。 

 

○幼児の主体性と指導の計画性 

指導計画の作成においては、幼児一人一人が幼児期にふさわしい生活を展開し発達

に必要な経験が得られるように、具体的なねらいや内容、環境の構成などの指導の内

容や方法について予想します。この場合、幼児の興味や関心に基づく環境への働き掛

けなどを無理なく指導計画の中に位置付け、自然な生活の流れの中でそれらとの関わ

りを深めるようにすることが必要です。幼児の主体性と指導の計画性をバランスよく

絡ませていくことが最大の課題なのです。 

幼児の自発的な活動としての遊びを大事にするあまり、指導計画に縛られたくない

からといって偶然に任せるような指導では、幼児一人一人に発達に必要な体験を得る

機会を保障できません。また、指導計画を作成したとしても、幼児の実態やその発達

からかけ離れたものであっては、幼児の主体的な活動を確保することはできません。 

指導計画は、幼児一人一人が楽しく充実した幼稚園生活を送るために作成するもの

であり、そこには、幼児一人一人の思いや実現したいと願っていることがたくさんち

りばめられていることが大切です。教師が指導を見通し、具体的な環境の構成や援助

を考えていく中に、幼児の主体性が位置付いていることが大切なのです。 

そのためには、指導計画の中に、幼児一人一人が楽しく充実した幼稚園生活を通し

て発達に必要な経験を得られるよう、教師の関わりの手立てを具体的に書き込んでい

きます。 
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③指導計画と具体的な指導 

幼児の遊びや生活を大切にした指導では、どのように綿密に立てた指導計画であっ

ても、具体的な指導の場面で教師の予想とは異なる展開が生じることがしばしばあり

ます。幼児が環境と関わって生み出す活動は多様ですから、むしろ予想どおりになる

ことの方が少ないかもしれません。その際大事なことは、幼児が環境に関わって生み

出した活動に沿って教師が柔軟に対応していくことです。 

幼稚園教育において、指導計画は、幼児一人一人が幼児期にふさわしい生活を展開

しながら必要な経験を得ていくように、あらかじめ考えた仮説であることを踏まえ、

具体的な指導を行うことが大切なのです。 

特に、短期の指導計画の場合は、幼児一人一人の発達の実情を踏まえながらも、学

級全体を視野に入れながら作成しますが、具体的な指導では、一人一人の状況に応じ

て、その幼児が発達に必要な体験が得られるような援助が求められます。指導計画に

固執するあまり、幼児一人一人の実態からかけ離れてしまっては、幼児一人一人に寄

り添う教育としては問題があるといえるでしょう。具体的な指導の場面では、個々の

幼児の心の動きに応じて適切な指導を行うことが、結果的に幼児一人一人の発達を保

障していくことになることを踏まえ、状況に応じた柔軟な指導が求められます。 

 

④評価を生かした指導計画の改善 

指導計画は、あくまでも計画であり仮説であるため、実際に展開される生活や一人

一人の幼児の実態に応じて指導の過程が適切であったのかどうか評価し、改善してい

かなくてはなりません。幼稚園における指導は、幼児理解に基づき具体的なねらいや

内容等を設定した指導計画を作成し、それに基づき環境を構成し活動が展開され、幼

児の生み出した活動に沿った必要な援助を行い、評価に基づいた新たな指導計画を作

成する、という循環の中で行われます。これらの過程は日々の保育だけではなく、週

や月、期や年という短期や長期の指導計画においても行われ、それらの積み重ねが入

園から修了までを見通した教育課程の改善につながっていくこととなります。 

 指導の過程の評価は、幼児理解に基づき、保育の中で幼児の姿がどのように変容し

ているかを捉えながら、そのような姿が生み出されてきた状況等について適切であっ

たかどうかを検討し、保育をよりよいものに改善していく手掛かりを求めることです。

そのため評価をする際には、幼児の発達する姿を捉えることと、それに照らして教師
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の指導が適切であったのかを振り返ることの幼児と教師の指導の両面から行うことが

大切です。幼児に関しては、幼児の生活の実態や発達の理解が適切であったかどうか

を振り返ります。また教師の指導に関しては、指導計画で設定した具体的なねらいや

内容は妥当なものであったか、環境の構成はふさわしいものであったか、幼児の活動

に沿って適切な援助が行われたかどうか、などについて振り返り評価をすることが必

要です。幼児の活動と教師の意図とのすれ違いについて考察し、幼児理解を深めつつ、

次の指導の手掛かりを得ることが大切なのです。幼児の活動と教師の意図とのすれ違

いが生じることが問題ではなく、そのすれ違いからよりよい指導をつくり出すことが

重要であり、それが教師に求められていることなのです。そのためには、教師自身が

幼児との関わりを振り返りながら指導の過程を見直し、それらを次の指導計画の作成

に生かしていくことが必要です。こうした指導の振り返りが、前に述べた指導計画作

成上の課題である、幼児の主体性と指導の計画性をバランスよく絡ませていくことに

つながっていくのです。 

なお、これらの評価の妥当性や信頼性が高められるような創意工夫も必要です。

日々の保育の記録を工夫しそれを累積していくことや、教師間で幼児理解や指導につ

いて話し合い、一人一人の幼児を多面的に捉える機会を設けることなど、園全体で計

画的かつ組織的に取り組んでいくことが重要です。 

記録を取る際、また評価の際に、視点をもって取り組むことも一つの方法です。例

えば、幼児の言動や教師の関わりを記した保育の記録から「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」につながる姿を拾い出して整理したり、「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」につながる姿を引き出した教師の援助や環境などを記録したりなどするこ

とも考えられます。本冊子 26 頁、37 頁等でも述べたとおり、「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」は明らかな姿として幼児に現れるとは限りませんし、５歳のときに

突然現れるものでもありません。そのため、幼児の行動を「記録」し、幼児の生活す

る姿を捉えるという全体的・総合的な視点に加え、「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」も踏まえて、発達の諸側面から分析的に捉えることで、発達の姿や課題が明確

になり、次の指導計画の改善につながっていきます。 
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（２）長期の指導計画と短期の指導計画 

 

指導計画には、年間指導計画や学期ごとの指導計画等の長期の指導計画と、それと

関連を保ちながらより具体的な幼児の生活に即して作成する週の指導計画（週案）や

日の指導計画（日案）等の短期の指導計画があります。  

長期の指導計画は、教育課程に沿って園生活を長期的に見通しながら、具体的な指

導内容や方法を考えていきます。例えば、幼児の生活や発達を考慮して園行事を位置

付けたり、園内外の四季折々の自然環境を生かして幼児の遊びの環境を見直したりし

ます。したがって、長期の指導計画は幼稚園の全教師が協力して作成することが一般

的です。全教師で話し合って作成することで、教師間で幼児の見方や保育の進め方に

ついて共通理解ができ、教師一人一人が長期的な見通しをもって日々の保育を考える

ことができます。  

短期の指導計画は、長期の指導計画を基に、学級の実態を踏まえて学級担任が責任

をもって作成することになります。学級担任は、幼児の遊びへの取組、人間関係、生

活する姿などをよく見て、学級全体の実態を把握して作成します。基本的には、同じ

学年であったとしても、学級が異なる場合には指導計画も異なります。短期の指導計

画では、幼児の生活のリズムに配慮しつつ、自然な園生活の流れの中で、必要な体験

が得られるように配慮して作成することが求められます。  

また、指導計画の作成に当たっては、幼稚園は多様な活動の場であること、そして、

障害のある幼児などや外国につながる幼児なども含めて、多様な幼児同士の触れ合い

を通して共に成長していく場であることにも留意が必要です。  

例えば、教育課程を中心とした全体的な計画を作成することとなっていることを踏

まえ、預かり保育の計画、学校保健計画、学校安全計画などとの関連に考慮して指導

計画を作成する必要があります。また、幼稚園における生活が家庭や地域社会との連

続性を保ちつつ展開されるよう、地域の自然、高齢者や異年齢の子供などを含む人材、

行事や公共施設などの地域の資源を積極的に活用することが考えられます。さらに、

障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習の機会を設けることも考えられます。  

障害のある幼児などや外国につながる幼児などの特別な配慮を必要とする幼児へ

の指導に当たっては、幼児の実態に応じ、指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計

画的に行うことが大切です。具体的には、障害のある幼児などの指導に当たっては、
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集団の中で生活することを通して全体的な発達を促していくことに配慮し、特別支援

学校などの助言又は援助を活用しつつ、個々の幼児の障害の状態などに応じた指導内

容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行います。また、家庭、地域及び医療や福

祉、保健等の業務を行う関係機関との連携を図り、長期的な視点で幼児への教育的支

援を行うために、個別の教育支援計画を作成し活用することに努めるとともに、個々

の幼児の実態を的確に把握し、個別の指導計画を作成し活用することに努める必要が

あります。一方、海外から帰国した幼児や生活に必要な日本語の習得に困難のある幼

児については、安心して自己を発揮できるよう配慮するなど個々の幼児の実態に応

じ、指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行います。  

 また、教師や他の幼児と共に遊びや生活の中で見通しをもったり、振り返ったりす

るよう工夫することも必要です。教師や他の幼児と共に活動の見通しをもったり、振

り返ったりすることは、遊びが展開する過程や、片付けや帰りの会などの１日の幼稚

園生活の中で活動が一段落する場面などの様々な機会にあります。教師は、幼児が実

現したいと思っていることを支えて、次第に目的をもった取組につなげていくことが

大切です。幼児なりに見通しを立てて、期待や意欲をもちながら取り組み、うまくい

かないときには振り返りながら試行錯誤して進めるなど主体的に活動することは、い

ずれ課題をもって物事に取り組み、自分たちで解決しようとする姿へとつながってい

きます。 
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５．小学校の教育課程との接続と指導計画 

 

(１) 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の意義 

 

 幼児期の教育と小学校教育には、子供の発達の段階の違いに起因する、教育課程の

構成原理や指導方法等の様々な違いが存在します。その一方、教育の目的・目標にお

いて、両者は連続性・一貫性をもっています。また、子供の発達や学びは、幼児期と

それ以降で明確に分かれるものでなく、両者の円滑な接続を図ることは極めて重要です。  

そのためには、両者の違いと連続性・一貫性について理解し、それらを指導計画の

作成や日々の実践の具体において調和的に実現していくことが望まれます。 

 

①教育の目的・目標―教育の連続性・一貫性― 

 幼児期の教育と小学校教育の目的・目標は、表現に違いはあるものの、教育基本法

の理念に基づき、学校教育法において連続性・一貫性をもって構成されています。 

 教育基本法第 11 条において、幼児期の教育の目的は「生涯にわたる人格形成の基礎

を培う」ものとされています。これを受け、学校教育法第 22 条では、幼稚園教育の目

的として「義務教育及びその後の教育の基礎を培う」ことが、「幼児の健やかな成長の

ために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること」と並んで位置付けられ

ています。幼児期の教育に際しては、子供の発達や教育を幼児期以降も含めた長期的

な視点で捉え、それらを連続性・一貫性のあるものとして見通し、計画・実践してい

くことが求められているのです。 

 また、小学校教育を含む義務教育は、生涯にわたって自ら学ぶ態度を培う上で重要

なものですが、それは小学校から突然始まるものではなく、幼児期との連続性・一貫

性ある教育の中で成立するものです。その意味で幼児期から児童期にかけての教育の

目標を、生涯にわたる「学びの基礎力の育成」という一つのつながりとして捉えるこ

とが大切です。 

 

②教育課程 ―連続性・一貫性を前提として発達の段階に配慮した違いを捉える― 

 幼稚園教育要領と小学校学習指導要領には、教育課程の構成原理や指導方法等にお

いて、子供の発達の段階の違い等への配慮から生じる、様々な違いが見られます。 
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 教育課程の構成原理における顕著な違いとしては、幼児期の教育には、各教科、特

別活動といった各教科等の区別がないことのほかに、目標に関する位置付けの違いが

挙げられます。幼児期の教育では「～を味わう」、「～を感じる」などのように、その

後の教育の方向付けを重視するのに対し、小学校教育では「～ができるようにする」

といった具体的な目標への到達を重視するという違いです。 

指導方法においても、幼児期の教育と小学校教育では著しい違いがあります。幼児

期の教育は環境を通して行うこと、つまり幼児を取り巻く人的・物的要素全てを通し

て幼児を導くことで、幼児の生活や体験からの学び、自発的な活動を重視します。学

びに深さと広がりをもたらし幼児が遊び込むことができる環境を構築し、幼児の主体

的な活動を促す教師の適切な援助があれば遊びは深まり、遊びの中で幼児は自分の課

題を発見・追究するようになり、課題意識も高まっていくのです。一方、小学校教育

では、合科的・関連的な指導や個に応じた指導、問題解決的な指導が求められ、時間

割に沿って各教科等から構成される単位時間ごとのねらいに即した効果的な指導を、

学級集団を基本として実施することが原則となります。 

これらの違いの理解と実践に際しては、まずもって子供の発達や学びは幼児期と児

童期ではっきりと分かれるものではなくつながっていること、また両者の教育の目的・

目標が連続性・一貫性をもって構成されているとの前提に立つことが重要です。 

このように幼稚園と小学校では、子供の生活や教育内容、教育方法が異なるものの、

生活の変化に子供が対応できるようになっていくことも学びの一つとして捉え、教師

は適切な指導を行うことが必要となってきます。 

実際、幼児期の終わりには学びの芽生えだけでなく自覚的な学びの芽も育ってきて

いるため、各幼稚園においては気の合った仲間同士の活動だけでなく学級における共

通の目標を意識したり、自分の役割を理解したりして取り組むなど、集団の一員とし

ての自覚を育てる活動を重視していることでしょう。幼稚園における遊びや生活を通

して「知識及び技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力等の基礎」、「学びに向か

う力、人間性等」を一体的に育み、小学校につながる学びを高めていくための教育課

程の編成・実施が必要となってきます。 

 

③教育活動 ―学びの芽生えの時期から自覚的な学びの時期への円滑な移行― 

 幼児期の学びは、学ぶということを意識しているわけではないものの、楽しいこと
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や好きなことに集中することを通じて様々なことを学んでいく、「学びの芽生え」の段

階にあります。一方、小学校に進学すると、学ぶということについての意識をもち、

集中する時間とそうでない時間の区別をつけ、与えられた課題を自分の課題として受

け止め、計画的に学習を進めていく、「自覚的な学び」へと移行していくことが求めら

れます。 

 このため、幼児期から児童期にかけては、学びの芽生えと自覚的な学びの両者の調

和のとれた教育を展開することが必要です。例えば、幼児期の教育では、調べる、比

べる、尋ねる、協同するなどの様々な手法を組み合わせて楽しみながら課題を見いだ

し解決する取組を通じて、学びの芽生えから自覚的に学ぶ意識へとつながっていくよ

う、学びの芽生えのための活動を展開することが求められます。 

 なお、幼児期の教育が遊びの中での学び、小学校教育が各教科等の授業を通した学

習という違いがあるものの、両者共に「人との関わり」と「ものとの関わり」という

直接的・具体的な対象との関わりの中で行われるという共通点をもつことは、両者の

円滑な接続を考える上で重要な視点となります。幼児も児童も、人やものとの関わり

を通して、対象に内包される法則性や、生命や自然に対する畏敬の念といった抽象的

で高度な概念と関わり、それらを獲得していきます。人やものとの関わりという捉え

方によって、小学校教育とのつながりを見通しつつ、遊びの中での学びを展開するこ

とも重要であることに留意が必要です。 

 以上、幼児期の教育と小学校教育の接続について見てきましたが、両者の円滑な接

続のためには、一方が他方に合わせるのではなく、それぞれがその時期にある子供の

発達の段階を踏まえてその教育をまずは充実させることが大切です。 

その上で、幼児期の教育には、小学校教育における内容の深さや広がりを十分理解

した上で行われること、いわば、今の学びがどのように育っていくのかを見通した教

育課程の編成・実施が求められます。また、小学校教育には、幼児期における教育の

内容の深さや広がりを十分に理解した上で行われること、いわば、今の学習がどのよ

うに育ってきたのかを見通した教育課程の編成・実施が求められます。 

 

（２）円滑な接続に資する指導計画 

 

 幼児期における教育と小学校以降の教育とは指導方法等が異なりますが、教育の理

念は連続性・一貫性をもって構成されており、育成を目指す資質・能力について幼児

期の教育から高等学校教育までを通じて系統的に示されています。幼児にどのような
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資質・能力が育まれているのかについて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

手掛かりに、幼稚園と小学校の教師が相互理解を深めていくことは、円滑な接続を図

っていく上での基盤となります。 

 

①幼稚園と小学校の教師の相互理解 

子供の発達や学びの連続性を確保するためには、幼稚園と小学校の教師が共に幼

児の成長を共有することを通して、幼児期から児童期への発達の流れを理解すること

が大切です。小学校の教師は、遊びや生活を通して発達するとは具体的にどのような

ことなのか、それは幼児にどのような姿として現れてくるのかなどが分かりにくい場

合もありますので、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとして説明

することにより、具体的にイメージする手助けとなることでしょう。そして、子供の

発達を長期的な視点で捉え、互いの教育内容や指導方法の違いや共通点について理解

を深めていくことが大切です。 

しかし、幼稚園と小学校では、子供の生活や教育方法が異なっているため、「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」からイメージする子供の姿にも違いが生じることが

あります。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が到達すべき目標ではないことや、

個別に取り出されて指導されるものではないことに十分留意する必要があります。例

えば、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の「健康な心と体」の姿を育てるため

に、幼稚園においてどのような活動を行うのかといった視点から指導計画を作成した

り、指導計画のねらいとしたりすることは、幼児期の特性に照らして適切ではありま

せん。また、幼児の活動する姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に照らし

て、どの程度到達しているのかといった視点から評価することも、幼児期の特性に照

らして適切ではありません。幼児期は、適当な環境があれば、幼児が自ら周囲に働き

掛けてその幼児なりに試行錯誤を繰り返し、自ら発達に必要なものを獲得しようとす

る時期です。活動の主体は幼児であり、教師は活動が生まれやすく、展開しやすいよ

うに意図をもって環境を構成していくことが大切です。 

また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、個別に取り出されて指導される

ものでもありません。幼児は心身全体を働かせて活動するため、心身の様々な側面の

発達にとって必要な経験が相互に関連し合い積み重ねられていきます。幼児期は諸能

力が個別に発達していくのではなく、相互に関連し合い、総合的に発達していきます。
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したがって、幼稚園教育において育みたい資質・能力は一体的に育んでいくものであ

り、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼稚園教育要領の第２章に示すねら

い及び内容に基づく活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時

の具体的な姿です。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼児の自発的な活動

としての遊びを通して、一人一人の発達の特性に応じて、資質・能力が育っていく具

体的な姿であり、発達が個々の幼児で異なるように、その姿も個々の幼児で異なります。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、幼稚園と小学校の教師が相互

理解を深めていくには、幼児と児童の交流は貴重な機会です。幼児と児童の活動して

いる姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に捉え、幼稚園の教師が捉

えた幼児と児童の姿、小学校の教師が捉えた幼児と児童の姿について意見交換をする

ことにより、それぞれが捉えた姿の共通点や相違点が見えてきます。それらをきっか

けとして、幼児や児童を捉える視点、教師の関わり方や教師の教育観などについて協

議を深めていくことなどが考えられます。また、幼稚園と小学校の教師の合同研修会

において、事例を持ち寄って意見交換をしたり、保育参観や授業参観に参加して相手

の教育について学んだりすることも考えられます。 

また、学校教育全体を通して取り組んでいくことについて、それぞれの立場から協

議することにより、幼稚園と小学校の教育の特質等に関する理解が深まっていくこと

も考えられます。例えば、学習の質を一層高める授業改善の取組を活性化していくた

め、主体的・対話的で深い学びの推進が求められています。小学校以降では教科等の

特質を踏まえ、具体的な学習内容や児童の状況等に応じて、以下の３つの視点の具体

的な内容を手掛かりに、質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力

を身に付け、生涯にわたって能動的あるいはアクティブに学び続けるようにすること

が求められています。 

① 学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しをもって粘り強く取

り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。 

② 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考え

を広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知

識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考

えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。 
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 このような学校教育の中で、幼稚園では、質の高い体験を重ねるためには、幼児が

周囲の環境にどのように関わるかが重要であり、幼児の主体的・対話的で深い学びが

実現するように、教師は絶えず指導の改善を図っていく必要があります。 

 また、言語活動の充実について、協議をすることも考えられます。小学校教育にお

いて、言語は児童の学習活動を支える重要な役割を果たすものであり、言語能力は全

ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となるものであると位置付けてい

ます。そして、児童の言語活動は、児童を取り巻く言語環境によって影響を受けるこ

とが大きいので、学校生活全体における言語環境を望ましい状態に整えておくことが

大切です。例えば、教師は正しい言葉で話し、黒板などに正確で丁寧な文字を書くこ

と、より適切な話し言葉や文字が用いられている教材を使用すること、教師と児童、

児童相互の話し言葉が適切に用いられているような状況をつくること、児童が集団の

中で安心して話ができるような教師と児童、児童相互の好ましい人間関係を築くこと

などに留意する必要があります。一方、幼稚園においても、言語に関する能力の発達

が思考力等の発達と相互に関連していることを踏まえ、幼稚園生活全体を通して、遊

びや生活の様々な場面で言葉に触れ、言葉を獲得していけるような豊かな言語環境を

整えるとともに、獲得した言葉を幼児自らが用いて、 友達と一緒に工夫したり意見を

出し合ったりして考えを深めていくような言語活動の充実を図ることが大切です。 

 このように、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を中心としながら、様々な視

点から幼稚園と小学校の教師が協議を深めていくことにより、子供の発達を長期的な

視点で捉え、互いの教育内容や指導方法の違いや共通点について理解を深めていくこ

とが大切です。 

 

②幼稚園教育において育みたい資質・能力と円滑な接続 

 幼稚園教育において育まれてきた資質・能力は、小学校以降の生活や学習の基盤と

もいえます。例えば、幼稚園においては、幼児はそれぞれの興味や関心に応じ、直接

的・具体的な体験などを通じて幼児なりのやり方で学んでいくものであって、小学校

以降の学習と異なり、教師があらかじめ立てた目的に沿って、順序立てて言葉で教え

られ学習するのではありません。幼児が、遊びを通じて、学ぶことの楽しさを知り、

積極的に物事に関わろうとする気持ちをもつようになる過程こそ、小学校以降の学習

意欲へとつながり、さらには、社会に出てからも物事に主体的に取り組み、自ら考
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え、様々な問題に積極的に対応し、解決していくようになっていきます。多様な体験

をし、様々なことに興味や関心を広げ、それらに自ら関わろうとする気持ちをもつこ

とは、幼児期から育むことが重要です。また、幼稚園教育において、幼児が小学校に

就学するまでに、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うことが重要で

す。創造的な思考の基礎として重要なことは、幼児が出会ういろいろな事柄に対し

て、自分のしたいことが広がっていきながら、たとえうまくできなくても、そのまま

諦めてしまうのではなく、更に考え工夫していくことです。主体的な態度の基本は、

物事に積極的に取り組むことであり、そのことから自分なりに生活をつくっていくこ

とができることであり、さらに、自分を向上させていこうとする意欲が生まれること

です。そして、小学校への入学が近づく幼稚園修了の時期には、皆と一緒に教師の話

を聞いたり、行動したり、きまりを守ったりすることができるように指導を重ねてい

くことも大切です。共に協力して目標を目指すということにおいては、幼児期の教育

から見られるものであり、小学校教育へとつながっていくものであることから、幼稚

園生活の中で協同して遊ぶ経験を重ねることも大切です。 

 こうしたことを資質・能力の観点から捉え、幼稚園教育と小学校教育の接続を考え

ていく必要があります。幼稚園教育において育みたい資質・能力について、幼児は自

ら獲得していく力を有しています。そのプロセスは個々の幼児によって異なります。

なぜならば、発達の過程は幼児によって異なるからです。そして、発達に必要な体験

やその体験を保障する環境も幼児によって異なるからです。幼児の発達は連続的では

あるが常に滑らかに進行するものではなく、ときには、同じ状態が続いて停滞してい

るように見えたり、あるときには、飛躍的に進んだりすることも見られます。さら

に、このような発達の過程は、ある時期には身に付けやすいが、その時期を逃すと、

身に付けにくくなることもあります。また、環境のもつ意味も幼児によって異なりま

す。したがって、例えば、二人の幼児に同じ環境を準備しても、その環境を通して学

んでいることは異なりますし、その環境を通して生み出される遊びも異なるかもしれ

ません。それは、それぞれの幼児にとっての発達に必要な体験が異なるからです。こ

の発達に必要な体験は、適切な時期に適切な環境に出会うことが大切です。幼児が単

に幼稚園での生活を送っているだけでは、適切な時期にこの出会いがあるとは限りま

せん。教師が、個々の幼児に応じた環境の構成をすることにより、この出会いが保障

されます。したがって、個々の幼児の具体的な体験は異なり、幼稚園教育を通して育
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まれていく資質・能力は、個々の発達に応じているため全ての幼児が同一ではありま

せんが、その方向性は同じといえるでしょう。 

小学校の教師は、幼稚園での体験を通して育っている資質・能力を、小学校教育

を通してさらに育てていくことが大切です。その際、幼稚園教育において育みたい資

質・能力が育まれている具体的な姿が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」であ

ることから、小学校の教師は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かり

に個々の児童の姿を捉え、指導を工夫していくことが考えられます。 

学校教育全体を通して資質・能力を育んでいくためには、幼児、児童が安心して

学校生活を送ることができるようにすることも大切です。幼児は、幼稚園から小学校

に移行していく中で、突然違った存在になるわけではありません。そのため、例え

ば、小学校の教師は、幼稚園での掲示の仕方や幼稚園の教師の声掛けの仕方を参考に

工夫したり、生活科の授業での遊びの導入や弾力的な時間割の設定をしたりするな

ど、児童を取り巻く周囲の環境等に配慮することなどが考えられます。一方、幼稚園

の教師は、各学校は発達に応じた教育を行っていることを踏まえ、幼稚園修了までで

はなく、小学校以降の発達を含めた長期的な視点から発達を見通して、幼児にとって

必要な体験を考えていく必要があります。したがって、スタートカリキュラムを中心

として、小学校における教育内容や指導方法の理解に加え、児童の授業の様子や小学

校での生活の様子を実際に見たり、小学校の教師の指導の配慮や工夫を聞いたりし

て、長期的な視点から子供の発達を捉えていくという姿勢が大切です。もちろん、幼

稚園教育は幼児期の特性を踏まえて行うものであり、小学校教育の先取りをしたり、

小学校教育の準備段階として位置付けたりするものではありませんが、長期的な視点

をもった上で幼児期にふさわしい教育を行うことこそが、幼稚園教育の充実につなが

っていきます。幼稚園教育において育みたい資質・能力は、５歳児になって突然育つ

ものではなく、それぞれの時期にふさわしい教育を充実することが重要です。これ

は、幼稚園教育要領の第２章に示す内容を総合的に指導することにほかなりません。

幼児が発達していく方向を意識して、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねて

育まれていく資質・能力は、小学校教育で育まれていく資質・能力へとつながってい

くことを踏まえ、幼稚園と小学校がそれぞれ指導方法を工夫し、幼稚園教育と小学校

教育との円滑な接続が図られることが大切です。 
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③小学校教育におけるスタートカリキュラム 

小学校低学年は、学びがゼロからスタートするわけではなく、幼児期の教育で身に

付けたことを生かしながら教科等の学びにつなぎ、子供たちの資質・能力を育成して

いく時期です。小学校教育においては、生活科を中心としたスタートカリキュラムを

学習指導要領に明確に位置付け、その中で、合科的・関連的な指導や短時間での学習

などを含む授業時間や指導の工夫、環境の構成等の工夫も行いながら、幼児期に総合

的に育まれた資質・能力や、子供たちの成長を、各教科等の特質に応じた学びにつな

げていくことが求められます。 

【小学校学習指導要領】 

第１章 総則 

 第２ 教育課程の編成 

  ４  学校段階等間の接続 

     教育課程の編成に当たっては、次の事項に配慮しながら、学校段階等間の接続を図るものとする。 

     (1) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫することにより、幼稚園教育要領等に基づ

く幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を 踏まえて教育活動を実施し、児童が主体的に自己を発揮

しながら学びに向かうことが可能となるようにすること。 

       また、低学年における教育全体において、例えば生活科において育成する自立し生活を豊かにしていく

ための資質・能力が、他教科等の学習においても生かされるようにするなど、教科等間の関連を積極的に

図り、幼児期の教育及び中学年以降の教育との円滑な接続が図られるよう工夫すること。特に、小学校入

学当初においては、幼児期において自発的な活動としての遊びを通して育まれてきたことが、各教科等に

おける学習に円滑に接続されるよう、生活科を中心に、合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定な

ど、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと。 

 

第２章 各教科 

 第５節 生活 

 第３ 指導計画の作成と内容の取扱い 

  １ 指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

   (4)  他教科等との関連を積極的に図り、指導の効果を高め、低学年における教育全体の充実を図り、中学

年以降の教育へ円滑に接続できるようにするとともに、幼稚園教育要領等に示す幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿との関連を考慮すること。特に、小学校入学当初においては、幼児期における遊びを通した

総合的な学びから他教科等における学習に円滑に移行し、主体的に自己を発揮しながら、より自覚的な学

びに向かうことが可能となるようにすること。その際、生活科を中心とした合科的・関連的な指導や、弾

力的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること。 

 

   ※ 国語、算数、音楽、図画工作、体育、特別活動においても、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と

の関連を考慮することを求めている。 

 

 遊びや生活を通して総合的に学んでいく幼児期の教育課程と、各教科等の学習内容

を系統的に学ぶ等の児童期の教育課程は、内容や進め方が大きく異なります。そこで、

入学当初は、幼児期の生活に近い活動と児童期の学び方を織り交ぜながら、幼児期の

豊かな学びを踏まえて、児童が主体的に自己を発揮できるようにする場面を意図的に

つくることが求められます。それがスタートカリキュラムであり、幼児期の教育と小

学校教育を円滑に接続する重要な役割を担っています。 
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 小学校入学当初に、幼児期の発達や学びを踏まえて、主体的に自己を発揮し、新し

い学校生活を創り出そうとする児童の姿を実現するための具体的な視点や方法として、

生活科を中心とした合科的・関連的な指導や、弾力的な時間割の設定を行うことなど

があります。入学当初において、重要な意味をもつスタートカリキュラムにおける合

科的・関連的な指導では、児童の発達の特性や幼児期からの発達や学びを踏まえ、児

童の実態からカリキュラムを編成することが特徴であり、児童の成長の姿を診断・評

価しながら、それらを生かして編成することが求められます。そのためには、幼稚園

等への訪問や教師との意見交換、指導要録等を活用するなど、幼児期の発達や学びの

様子や指導の在り方を把握することが重要です。 

 スタートカリキュラムを編成する際には、例えば、「がっこうだいすき なかよしい

っぱい」といった大単元を設定することが考えられます。大単元には「学校探検に行

こう」「学校のはてなやびっくりを見付けよう」「見付けたものや人をお知らせしよう」

などの小単元を位置付けていきます。小単元の主な学習活動には、探検で見付けたこ

とを絵に表したり、見付けた不思議を友達に伝えたりするなど、図画工作科や国語科

と合科的・関連的に実施することで効果が高まります。このように、つながりのある

他教科等のねらいを考えて合科的・関連的に進める単元を構想していくことができま

す。ここでは、児童の実態や意識の流れに配慮した時間配分の工夫が重要です。 

 弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫とは、入学当初の児童の発達の特性に配慮

し、この時期の学びの特徴を踏まえて、10 分から 15 分程度の短い時間で時間割を構

成したり、児童が自らの思いや願いの実現に向けた活動をゆったりとした時間の中で

進めていけるように活動時間を設定したりすることなどが考えられます。 

 その際、幼児期に大切にしてきた生活リズムや一日の過ごし方に配慮することも重

要です。例えば、週案を作成する場合には、朝の会から１時間目を連続した時間とし

て設定することも考えられます。そこに、幼児期に親しんできた手遊びや歌、リズム

に乗って体を動かすことや絵本の読み聞かせ、児童からのお話タイムなど、児童が一

日の始まりを楽しい気持ちで迎えられるような学習活動を取り入れることも有効です。

また、時間配分においても、児童の生活リズムや集中する時間、意欲の高まりを大切

にして、10 分から 15 分程度の短い時間を活用して時間割を構成したり、２時間続き

の学習活動を位置付けたりするなどの工夫が考えられます。 

 また、スタートカリキュラムの実施に当たっては、児童が安心して学べる学習環境
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を整えることが重要です。幼児期の教育は、「環境を通して行う教育」を基本としてお

り、保育者に支えられながら幼児が自分の力で生活をつくっていけるよう環境を構成

しています。小学校においても、児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送るこ

とができるように、児童の実態を踏まえること、人間関係が豊かに広がること、学習

のきっかけが生まれることなどの視点で学習環境を見直すことが求められます。 

 第１学年の児童にとっては、スタートカリキュラムにおいて、幼児期の生活に近い

活動があったり、分かりやすく学びやすい環境の工夫がされていたり、人と関わる楽

しい活動が位置付けられていたりすることが安心につながります。また、安心して生

活することで自分の力を発揮できるようになり、友達や教師に認められる経験を重ね

て更なる成長への意欲が高まります。そして、自分で考え、判断し行動するという学

びのプロセスを歩んでいくことで、学習者として自立していくことができます。 

 スタートカリキュラムは、小学校生活のスタートを円滑に、そして豊かにするもの

です。全教師でその意義や考え方、大切にしたいことなどを共通理解し、協力体制を

組んで第１学年を見守り育てるとともに、児童の実態に即して毎年見直しを行いなが

ら改善し次年度につないでいくことが重要です。その際、スタートカリキュラムで学

ぶ児童の姿を、幼稚園等の保育者に見てもらい、改善のための協議を行うことも、双

方の取組を振り返るために効果的です。 

 小学校入学当初の生活科を中心としたスタートカリキュラムは、児童に「明日も学

校に来たい」という意欲をかき立て、これからますます重要になる幼児期の教育から

小学校以降の教育への円滑な接続をもたらしてくれるものです。 

 幼稚園と小学校の教師が互いの教育について相互理解を深め、長期的な視点から教

育を考え、指導計画を作成することが大切です。 

 

（３）幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続を支える体制 

 

幼稚園教育と小学校教育との接続は、教師間の交流などを通じて、両者の教育につ

いて理解を深め、また、両者が抱える教育上の課題を共有し、幼稚園教育から小学校

教育へのつながりを確保する教育課程を編成し、実施していくことが大切です。その

ためには、園長・校長のリーダーシップの下、組織的に計画的・継続的に取り組んで

いくことが重要です。 
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幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続に当たっては、それぞれの教育の目的・目標

や教育課程の連続性・一貫性と発達の段階に配慮した違いとの関係を体系的に理解し、

相互に相手の教育に関する理解を深めていきます。相互理解を深める方法として、幼

児と児童の交流の機会を捉えて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かり

に、互いの幼児観や児童観について意見交換をしたり、保育参観や授業参観を通じて

互いのよさや違いを実感したりすることが考えられます。また、園内研修では、学習

指導要領を熟読したり、小学校での教師経験を有する者と協議したり、地域の幼小連

携・接続アドバイザーなどから助言を得たりすることなども考えられます。 

相互理解を深め、連携・接続を推進していくに当たっては、長期的かつ柔軟な視点

で発達や学びの連続性を捉え、その上で発達の段階などに留意しつつ、子供のよさを

生かしながら、資質・能力を育み続けるという視点が重要であり、教師には次のよう

な力が求められます。 

① 幼稚園教育と小学校教育の教育課程・指導方法の違い、子供の発達や学びの

現状等を正しく理解する力 

② 幼稚園の教育を担当する教師は小学校の教育を見通す力 

小学校の教育を担当する教師は幼稚園の教育を見通す力 

③ ①②を踏まえ、今の教育活動を構成・実践する力 

④ 他の教師や保護者と連携・接続のために必要な関係を構築する力 

幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続のために必要な力を個々の教師が身に付け

ていくとともに、園長・校長のリーダーシップの下、組織的に計画的・継続的に取り

組んでいくための体制を整備することも必要です。そのためには、園内研修の企画立

案、幼稚園と小学校の教師の合同研修や幼児と児童の交流活動などを進めるための小

学校との連絡窓口など、幼稚園教育と小学校教育との接続に関する担当者を決め、年

間を通して計画的に実施することが求められます。その際には、担当者だけに任せる

のではなく、全ての教師の理解と協力の下に実施できるように配慮する必要がありま

す。また、研修等を継続的に実施し、そこでの教師の学びや体験を蓄積し、連携・接

続を発展させていくことが大切です。連携・接続は、一朝一夕に成るものではなく、

次のようなステップも参考にしながら、幼稚園と小学校の連携を深め、教育課程の円

滑な接続へと着実につなげていく必要があります。 
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・ステップ０：連携の予定・計画がまだ無い段階  
 連携の重要性を理解するための研修会等を開催するなど、連携に向けた環境づくりが必要。連携・接続のため

に各学校同士の合意ができる環境を整えていく。  
 
・ステップ１：連携・接続に着手したいが、まだ検討中の段階  
 各学校で担当者を決め、定期的に意見交換会を開催。意見交換の中から、交流授業、行事などを企画・実施し、

子供同士の交流、教師同士の交流を推進。その際、各学校では教師全員の理解と協力のもとで行われるよう留意

する。  
 
・ステップ２：年数回の授業、行事、研究会などの交流があるが、接続を見通した教育課程の編成・実施は行わ

れていない段階  
 年数回程度の授業、行事、研究会などの交流を年間指導計画などに位置付けて実施。事前だけでなく事後の検

証を行うことで次につなげていく。接続を見通した教育課程の編成・実施に向けた取組を始める。  
 
・ステップ３：授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した教育課程の編成・実施の段階  
 恒常的な授業、行事、研究会などの交流に発展。連携の実践を踏まえ、接続を見通した教育課程を編成・実施

する。  
 
・ステップ４：接続を見通して編成・実施された教育課程について、実践結果を踏まえ、更によりよいものとな

るよう検討が行われている段階  
 接続を見通した教育課程を編成・実施するとともに、学期末や年度末に事後の振り返り検証を行うことによ

り、ＰＤＣＡサイクルを確立し、次年度以降の改善につなげる。  

 

なお、複数の幼稚園、保育所や認定こども園と複数の小学校が連携することがあり

ます。そういった意味では、各施設同士が連携を深めるだけではなく、地域全体とし

て取り組んでいくことも重要です。各学校・施設同士の合意形成や連携の開始などの

初期段階においては、様々な困難を伴うことから、教育委員会を中心とした関係部局

の支援を活用することなどが考えられます。さらに、都道府県や研究団体等が開催す

る研修会に積極的に参加したり、これらが作成している実践事例集を参考にしたりす

ることも考えられます。そうすることで、取組への見通しをもち、内容を充実するた

めに必要なものは何かを考える材料などを得ることができるでしょう。幼児期の教育

を充実させ、その成果が確実に小学校につながっていくためには、地域の幼児期の教

育の核となる体制を整備することが望ましいと考えられます。これらを通して、幼稚

園教育と小学校教育の理解を深め、幼稚園教育が小学校以降の生活や学習の基盤の育

成につながることに配慮しつつ、幼稚園における教育課程を常に見直していくことが

大切です。 
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第２章 

指導計画の作成の具体的な 

手順とポイント 
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１．指導計画の作成の具体的な手順 
 

教育課程は、第 1 章の４（１）①「指導計画の基となる教育課程」において述べた

とおり、幼稚園の教育期間全体を見通し、教育目標に向かい入園から修了までの期間、

どのような道筋をたどって教育をしていくかを明らかにした計画であるといえます。

そして、この教育課程を具体化したものが指導計画です。 

幼稚園における指導計画には、ある程度の長期的な見通しをもった長期の指導計画

と、それに関連しながら実際に幼児の生活する姿に応じたねらいや内容、方法などを

想定して作成する短期の指導計画があります。 

 

 指導計画作成の基本的な考え方や手順は、62頁の図２において示すとおり、長期の

指導計画も短期の指導計画も同じです。教育課程で設定しているそれぞれの発達の時

期のねらいや内容は、幼稚園生活の全体を見通して考えたものであり、このようなね

らいや内容が、幼稚園生活を通してどう実際に具現化していくかについては、指導計

画を作成することによって具体的に考える必要があります。 

 そして、教育課程の編成、指導計画の作成、幼児の活動の展開等のあらゆる場面に

おいて、幼児期にふさわしい生活を通して、幼稚園教育において育みたい資質・能力

が育まれている、幼児の幼稚園修了時の具体的な姿である「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」を念頭に置きながら、以下のことを踏まえる必要があります。さら

に、常に指導の過程を評価し、改善を図っていくことが大切です。 

・幼児の姿 

・幼児の周囲にどのような環境があって、それらの環境と幼児が出会うことで幼

児はその環境からどのような体験を得ていくのか 

・活動を通して幼児に対してどのような成長を願うかという教師の願い 

指導計画作成の手順や形式などに一定のものはありません。幼児の生活に応じた保

育を展開するためのよりどころとなるように、各幼稚園で工夫して作成することが求

められています。各幼稚園においては、長期・短期の指導計画のそれぞれの特徴を踏

まえ、実情に即していくつかの期間の指導計画を組み合わせて教育活動を行っていま

す。 
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(１) 教育課程に基づいた指導計画の作成 

 

 教育課程に基づき指導計画を作成する流れを具体的に考えてみましょう（図 2 右図

参照）。  

 指導計画の作成は、幼児一人一人の発達の実情を捉え、それに沿って幼稚園生活

を見通すことが基本となります。その上で、第 1 章の４（２）「長期の指導計画と短期

の指導計画」でも述べたとおり、長期の指導計画は教育課程に沿って園生活を長期的

に見通し、幼稚園生活の全体を視野に入れて、学年や学級の間の連携を十分図りなが

ら作成する必要があり、教師全員が話し合って作成するのが一般的です。短期の指導

計画は、長期の指導計画を基に、実際の幼児の姿に直結して具体的に作成します。そ

の際には、学級担任が中心となります。  

指導計画の作成に当たっては、教育課程に沿った長期の指導計画、さらに、その長

期の指導計画を基にした短期の指導計画を構想することが大切です。前週や前日の幼

児の姿からのみ、ねらいや内容を設定し、環境の構成を考えるのではなく、幼児の発

達に必要な体験を確保するためには、長期的な見通しをもちながら、目の前の幼児の

姿に沿って指導すること、つまり、計画性と柔軟性を併せもった指導が必要です。  
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図２ 
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ここで、Ａ幼稚園の３年保育５歳児のⅣ期（10 月から 12 月）の一部を例に考えて

みましょう。（６６～６７頁 参照） 

まず、教育課程に基づいて長期の指導計画を作成する際には、教育課程にある幼児

の発達の道筋やねらい、内容の一つ一つについて、その年の幼稚園における園行事や

園内外の自然環境、地域との関わりなどといった幼児の生活全てを見通し、改めて時

期ごとの幼児の姿を予想しながら、どのように育ってほしいかという教師の願いを踏

まえて「ねらい」を設定し、そのねらいを達成するために必要な経験を考えて「内容」

を設定します。その際、幼稚園の教師全員で話し合うことが大切です。  

Ａ園の教育課程は、この時期の幼児の発達の過程の一つとして「幼児が友達と一緒

に体を動かして遊ぶ楽しさが分かるようになる時期」などと捉え、ねらいを「友達と

一緒に体を十分に動かし、進んで運動しようとする」など、そして、そのねらいを達

成するために必要な経験を内容に挙げています。  

この教育課程のねらいや内容に基づいて年間の指導計画を作成する際に、まず、こ

の時期に運動会や遠足などの行事を予定していること、気候もさわやかになり戸外で

過ごしたくなる時期であること、運動会を経験することで運動への意欲が高まり、少

し難しいことにも挑戦しようとするようになることなど、幼児のその時期の生活する

姿を予想します。このような予想から、この機会に戸外で多様な動きを十分に経験で

きるようにするとともに、学級の友達と相談したり協力したりして、仲間の一員とし

ての意識をもってほしいと願い、ねらいを「友達と一緒に戸外で体を十分に動かし、

進んでいろいろな運動をする」などとしました。そして、そのねらいにつながる経験

してほしい内容として、「運動会後にも様々な運動に繰り返し取り組み、できるように

なる喜びや充実感を味わう」ことや、「学級の友達と勝敗を競い合ったり、チームの仲

間と協力し合ったり、仲のよい友達と互いに刺激し合ったりする」こととしました。

また、ねらいや内容を踏まえた環境の構成として、「目的をもって自分なりの力を出し

て遊ぶことができる環境」と「戸外で集団の遊びを楽しむことができる環境」を挙げ

ました。  

さらに、年間の指導計画に基づいて、月の指導計画（この事例では１０月）を考え

る際には、前月（９月）の幼児の姿から発達を捉え、教師が願いを含ませた具体的な

ねらいや内容を設定します。月の指導計画を作成する際には、前月の幼児の姿から今

月の幼児の姿が予想しやすくなるため、環境の構成や教師の援助をより具体的に作成
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することができます。  

次に長期の指導計画に基づいて作成する短期の指導計画について考えてみましょ

う。  

短期の指導計画の作成では、学級の実態を把握し、学級の幼児一人一人の発達に必

要な経験が得られるよう、より具体的な指導の内容や方法を考え作成することが求め

られます。学級の幼児を思い浮かべると、発達の過程、興味や関心、人やものとの関

わりなどは、幼児一人一人異なります。短期の指導計画になるほど、幼児一人一人が

環境にどのように関わり、どのような活動を生み出していくのか、また、その活動で

どのような姿が予想され経験を深めていくのかなど、教師が幼児の言動を理解し、そ

の予想の基に具体的に計画しておくことが大切です。例示した週の指導計画のように、

幼児の生活する姿から発達を捉え、教師の思いや願いを含ませた具体的なねらいや内

容を考えます。そして、予想される活動、その活動に対する環境の構成や教師の援助

などを記載し、幼児の興味や関心に沿って具体的な指導のイメージがもてるようにし

ます。その際、具体的な歌や手遊び、絵本、園庭の遊具等を使ってどのような遊びが

予想されるのかということに加えて、園庭の遊具を使うときの安全上の配慮や安全指

導等についても記入しておくとよいでしょう。そうすることで、教育課程を中心に学

校安全計画や学校保健計画などと関連させて一体的に教育活動が展開されるように

作成した全体的な計画が保育の中で具現化されていきます。  
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《長期（年間）の指導計画》３年保育５歳児Ⅳ期（１０月から１２月） 

年間教育目標：自分の力を十分に発揮しながら、友達と一緒に自分たちで遊びや生活を進める充実感を味わう。 

 

《長期（月）の指導計画》５歳児１０月 

９月の幼児の姿 

・運動会に期待をもって、友達とリレーや踊りを繰り返し行い、運動会後も友達や小さい組

を誘って体を動かして遊ぶ。ドッジボールやサッカー、鉄棒や一輪車など新たな遊びに挑

戦しようとする。ドッジボールやサッカーは、チームは決めるものの、自分がボールを投

げたり蹴ったりすることを楽しむ姿が多く見られる。  
 

○ねらい   ◆内容 環境の構成 ・ 教師の援助 

○友達と一緒に十分に体を動かして

遊ぶ楽しさを味わう。  
◆力一杯走ったり、跳んだり、踊った

りすることの心地よさを味わう。  
◆友達と励まし合ったり認め合った

りしながら、竹馬や一輪車、短縄跳

びなどに挑戦する。  
 
 
 
 
 
◆ドッジボールやサッカー、鬼ごっこ

の遊び方を知り、チームに分かれて

遊ぶ。  

 
 
・自分たちで友達と一緒に体を動かして遊ぶことができるように、バトン

やボール、跳び箱やカセットデッキなどを出しやすいところに用意して

おく。  
・できるようになったことを具体的に認め、手応えを感じられるようにす

る。また、友達にこつを知らせたりできるようになったことを喜んだり

する姿を認める。  
・友達の頑張りを学級でも話題にし、友達のよさを認めたり挑戦してみよ

うという気持ちをもったりできるようにする。  
・機敏に動いたり、細かいことができるようになったりするので、自分な

りに挑戦できるもの、根気よく取り組めるものを用意する。  
・教師もチームの一員になって動きながら、皆にボールが行き渡るように

したり、一人一人の動きを認めたりして、ゲームが進む楽しさが味わえ

るようにする。  

発達の過程 ねらい 内 容 

・友達と一緒に共通の目的やイ

メージをもって遊びを進める

楽しさを感じる時期 

 

・友達と一緒に体を動かして遊

ぶ楽しさが分かるようになる

時期 

 

・生活の流れが分かって、過ごし

方を考えて生活するようにな

る時期 

・共通のイメージや目

的に向けて、互いの考

えを出し合ったり工

夫したりしながら、一

緒に遊びを進めてい

く楽しさを味わう。 

・友達と一緒に体を十

分に動かし、進んで運

動しようとする。 

・友達と遊びを進める中で、共通のイメージや目的を

もち、実現に向けて工夫して取り組む楽しさを味

わう。 

・一緒に遊ぶ友達や学級の友達と、相談したり力を合

わせたりしながら取り組む中で、喜びや悔しさを

共感し合う。 

・友達と競い合ったり協力し合ったりして、力一杯体

を動かして遊ぶ。 

 

期の生活する姿 ねらい 内 容 

 ○友達と一緒に戸外で体

を動かして遊ぶ楽しさが

分かるようになる時期  

 

・友達と一緒に戸外で体を

十分に動かし、進んでい

ろいろな運動をする。  
 
・友達と一緒にルールや作

戦を考えながら遊びを進

め る お も し ろ さ を 味 わ

う。  

・自分から試したり繰り返し取り組んだりして実現し

ようとする。  
・運動会後にも様々な運動に繰り返し取り組み、でき

るようになる喜びや充実感を味わう  
・学級の友達と勝敗を競い合ったり、チームの仲間と

協力し合ったり、仲のよい友達と互いに刺激し合っ

たりする  
・遊びのルールを考えたり守ったりして、友達と楽し

く遊ぶ。  

環境の構成 
・目的をもって自分なりの力を出して遊ぶことができる環境  
・戸外で集団の遊びを楽しむことができる環境  

Ａ幼稚園の《教育課程》３年保育５歳児Ⅳ期（１０月から１２月） 

教育目標：健康で明るい幼児  
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《短期（週）の指導計画》５歳児１０月第３週 

前 週 の 幼 児 の

生活する姿 

・引き続き体を動かして遊べるよう一輪車やなわとびのなわなどを出したところ、友達と誘い合

って取り組もうとしている。  
・できるようになってきたことを友達に伝えたり認め合ったりして、より意欲的に取り組もうと

している。  

発 達 の 捉 え と

教師の願い 

・自分なりの目的に向かって繰り返し取り組もうとする姿を支え、できるようになる達成感や自

信を味わってほしい。  
・友達や教師との関わりを基に、頑張りを励ましたりこつを教え合ったりし、根気よく取り組ん

でほしい。  

 

週のねらい 

・友達と共通の思いをもって取り組み、考えを出し合いながら表現して遊ぶ。  
・身近な自然に関わり、生活に取り入れる。  
・友達と一輪車やなわとびに繰り返し挑戦する。  

内容 
・友達とこつを教え合ったり励まし合ったりしながら、一輪車やなわとびに繰り返し取り組む。  
・自分なりの目的に向かって繰り返し取り組み、できた喜びを味わう。  

環境の構成・  

教師の援助 

・一輪車のサドルの高さは、乗りやすい高さのものを選べるように用意する。  
・教師も手をつないで支えたり一緒に挑戦したりし、「さっきより遠くまでこげたね」「１０回も跳

べたね」など、できるようになったことを具体的に認める。  
・友達を励ましたりできるようになったことを一緒に喜んだりする姿に共感する。  
 

安全・保健 
・好きな遊びの時間に火災が起きた場合の避難の仕方を確認する。  
・感染症予防のため、手洗い・うがいを丁寧にする。  

 

 (２) 指導の過程の評価と指導計画の改善 

 

指導計画は常に見直すことが必要です。指導の過程の評価は、「幼児の発達の理解」

と「教師の指導の改善」が表裏一体となって行われるべきものです。教師が幼児と生

活を共にしながら一人一人の幼児のよさや可能性、特徴的な姿や伸びつつあるものな

どを適切に理解できているかを振り返るとともに、教師の指導に関しても、指導計画

で設定した具体的なねらいや内容が適切であったか、環境の構成が適切であったか、

幼児の活動に沿って必要な援助が行われたかどうかなど、保育を振り返り、評価を適

切に行うことが大切です。 

短期の指導計画では、日々の保育の振り返りや評価がすぐに指導計画の改善、そし

て次の実践へとめぐっていくことから、日常的に主として学級担任が進めることに

なります。 

 一方で、長期の指導計画の改善は、日々の短期の指導計画の改善を踏まえて、学期

毎や一年を終えた節目ごとに振り返り、園内の教師同士が情報交換しながら、学年や

幼稚園全体で進めていくことになります。このような指導の過程の振り返りと評価
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から、翌年度の行事の時期や取り組み方を見直すとともに、指導計画の改善と教育課

程との関係にも留意し、カリキュラム・マネジメントにもつなげていくことが大切で

す。 

 いずれにしても、指導計画は日頃の幼児理解を基に常に改善していくことが求め

られます。そのために、日々の記録を通して幼児の内面を読み取ることや教師の願い

や意図が適切に連続しているかどうか振り返り、評価をしていくことが大切です。 

 

(３) 教師全員での検討 

 

長期の指導計画は教師全員、短期の指導計画は学級担任が中心となって作成するこ

ととなりますが、その作成過程において教師全員で話し合い、検討を重ねることが大

切です。教師全員で自園の教育目標を共有しながら、目の前にいる幼児の実態と照ら

して検討していくことで、教師一人一人が必要感をもってそれぞれの指導の評価を行

い改善していくことができます。園長のリーダーシップの下、検討することは言うま

でもありませんが、意見が出しやすい雰囲気の中で、各教師が課題を出し合いながら

話合いを進めていくことが大切です。 

話合いに当たっては、教師によって幼児の捉え方や指導の考え方は異なることを踏

まえ、園内研修において培ってきた一人一人の幼児に対する理解や指導の考え方と結

び付けたり、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を念頭に置いたりして進めて

いくとよいでしょう。これにより、各教師の幼児理解が一層深まるだけでなく、幼稚

園全体での組織的かつ計画的な取組につながっていきます。 

年間や月の指導計画など長期の指導計画を学期末に見直して朱書きを加え、それを

全体で検討した上で次の学年に引き継いで活用するだけでなく、週案や日案など短期

の指導計画においても、立案の際にねらいや内容、環境の構成を学年間で共有するこ

とで、園全体の協力体制を深めティームでの保育につなげることができます。 

また、指導計画には、季節や行事に関することも盛り込まれています。それらは去

年と同じでよいとするのではなく、柔軟に捉え見直す視点も大切です。幼児の実態を

踏まえて指導計画を見直し、ときには、園全体で行事の在り方を見直すことが求めら

れます。  
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２．指導計画の作成のポイント 
 

各幼稚園で指導計画を作成するに当たっては、幼稚園教育要領解説の第１章第４

節指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価で述べられている事項を手掛かりとし

て、幼児一人一人が充実した幼稚園生活を過ごすことができるようにすることが大切

です。 

ここでは、特に指導計画の作成に当たって、「幼児の生活する姿を捉える」、「『具

体的なねらいや内容』を設定する」、「『ねらい』、『内容』と環境の構成を考える」

の三つのポイントについて事例を挙げて、考えてみましょう。 

なお、三つのポイントの概略は以下のとおりです。 

 

(１) 幼児の生活する姿を捉える（70 頁参照） 

    実際に、保育を記録したり、指導計画と幼児の生活する姿との関連を検討した

りする際の参考となるように、事例を取り上げ、保育の出発点となる幼児の生活

する姿をどのように捉え、それを指導計画にどのように生かしていくかについて

述べています。 

 

(２)「具体的なねらいや内容」を設定する（80 頁参照） 

   各幼稚園で指導計画を作成する際に、ねらいと内容の関係について検討する一

つの手掛かりとして、事例を取り上げ、短期の指導計画の中で「ねらい」を達成

するために具体的な内容をどのように考えて設定しているかについて述べてい

ます。 

 

(３)「ねらい」、「内容」と環境の構成を考える（85 頁参照） 

 幼児の生活する姿から環境の構成を考えていった事例を取り上げ、その道筋に

ついて述べています。環境の構成が指導計画を作成する際の中心的な部分となる

ことから、細部にわたって取り上げました。 
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(１)幼児の生活する姿を捉える  

 

幼稚園における指導計画は、各園で編成される教育課程に基づいて、幼児一人一人

が幼児期にふさわしい生活を展開して発達に必要な経験を得られるようにするため

に、幼児の姿の予想に基づきあらかじめ具体的なねらいや内容、環境の構成、教師の

援助など指導の内容や順序、方法を明らかにしたものです。 

実際の保育は、指導計画によって方向性を明確にもちながら、幼児の生活に応じて

柔軟に展開していく必要があります。指導計画の作成は幼児の発達を促す営みであり、

幼児の生活する姿を的確に捉えることが出発点となって保育の方向が決まります。そ

こで、具体的に幼児の生活する姿をどのように捉え、それをどのように指導計画とし

て組み立てていくのかについて、十分に理解することが重要です。 

 

①記録する視点と読み取り方 

幼児の生活する姿を捉える手掛かりは、日々の保育の記録から得ることが多いもの

です。記録することによって、もう一度自分の保育の状況を思い起こし、幼児の行動

やその心の動きを探ってみるとともに、教師自身の関わり方や感じ方を振り返ってみ

ることができます。 

また、記録には、教師自身の幼児の見方や保育の考え方などが反映されているもの

です。それをたどることは、自分の保育に気付き、幼児の生活を理解することにつな

がります。このように、保育の状況を記録し考察することによって、保育の過程を知

るばかりでなく、幼児の生活を見る目を広げ、教師一人一人の幼児理解や指導につい

ての考え方などを深めることにつなげることができるのです。 

次に、事例を通して、実際に記録から教師が何を読み取っているかを考えてみまし

ょう。 
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事例１ －保育中のエピソードから幼児と関わるヒントを得る－ 

２年保育 ４歳児 ５月 

ふと見ると、Ｙ児がテラスに出してある水槽の所に一人でしゃがみこんでいた。

カメを見ている。その様子に教師もつい嬉しくなって、「Ｙちゃん、カメさん好き

なの」と聞くと、「うん」とうなずく。「えさ、一緒にやろうか」と言って、煮干

しを持ってきたら、自分でカメにやろうとした。Ｙ児は「カメさん、食べて、食べ

て」と小さな声で話し掛けながらえさをやっている。初めてＹ児の声を聞くこと

ができた。Ｙ児がカメに関心があることが分かったのは大発見であった。いつの

間にかテラスはＹ児にとって大切な場所となっていたようだ。 
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教師はこれまで、幼児の実態を捉えるために日々の保育の記録の必要性を感じては

いましたが、どのような場面を捉え、何を記録したらよいのかが分かりませんでした。

そのため、当初は「誰と誰がけんかして誰が泣いた」、「女児は今日もままごとや折

り紙が多く、絵をかいたり、絵本を読んだりする姿も見られた」、「男児はブロック、

積み木、ヒーローごっこなどで元気に遊んでいた」というような幼児の行動のみの記

録が多く見受けられました。 

 教師にとって学級の中でＹ児が一番気になる存在でした。入園から１か月間ほど、

毎朝保護者と別れるときによく泣いて、教師はその対処に困っていました。前述の記

録時にはようやく泣かなくなりましたが、まだなかなか保育室に入ろうとしませんで

した。保育室に入っても、教師が手を放すといつの間にか、テラスに戻ってしまい、

保育時間中ほとんどテラスで過ごしていました。ところが、ある日、記録に書かれて

いるような姿に出会ったのです。 

 この記録は、Ｙ児と教師の触れ合いの瞬間の記録です。教師はＹ児と初めて関わり

合えたことが嬉しくて、前述のような記録になりました。これはＹ児の気持ちに初め

て触れることのできた瞬間のエピソードであり、Ｙ児の生活する姿の一端でもありま

す。そして、この記録を基にして他の教師と話し合うことで、幼児理解が深まり、多

面的な見方が深まり教師は次のようなＹ児と関わるためのヒントを得ることができま

した。 

 

＜幼児と関わるヒント＞ 

(ア)思わず言葉を掛けたことで、Ｙ児の世界に教師が自然に入ることができ、Ｙ

児が心を開いてくれたのではないか。また、教師がＹ児と同じ行動をするこ

とで教師のＹ児に対するこだわりもとけたのかもしれない。 

（イ)Ｙ児にとって、保育室はまだ心が安定できる場所ではなく、テラスの方が

ほっとする自由感のある空間だったのではないか。 

(ウ)今のＹ児には、無理に関わられるよりも、自分一人でやりたいことがやれる

ような状況の方が必要なのかもしれない。 

(エ)カメにえさをやる行為はごく自然なものであったし、自分から言葉を掛け

るところからすれば、小動物に関心があるのかもしれない。教師や他の幼児
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と共に行動するきっかけが見つかりそうだ。 

(オ)テラスには今はカメしかいないが、小鳥や虫などの飼育動物などを置いて

一緒に世話をするようにすれば、Ｙ児は自分から活動するようになるかも

しれない。またそのことが、他の幼児と親しくなれるきっかけになるかもし

れない。 

こうしたことから教師は、幼児との関わりの中で毎日一つでも心に残る出来事を探

したいと思うようになりました。 

教師の心に触れる出来事を記録することによって、日々の生活に表れる幼児の気持

ち、興味や関心、欲求などの内面と、その背景を捉えることができるようになります。 

また、エピソードを拾うことによって教師自身の関心が特定の幼児に偏っていた

り、自分の視野に入りにくい幼児がいることにも気付くようになります。それによっ

て、自分の保育の足りなさを補い、幼児との関わりを広げ、深めることができるよう

になります。さらに、この作業を進める中で、自分の保育の改善点や明日への願いな

ど、次の保育の構図が浮かんでくるようになるのです。 
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事例２  － 日々の記録を通して幼児の育ちを捉える － 

２年保育 ４歳児 ６月 

＜探検に行こう＞ 

幼児の姿 教師が感じ取ったこと 

 Ｋ児が小学校の裏庭に探検に行こう

と言い出す。それを聞いて、Ｔ児「道が

分からなくなったら困るから石を落と

して行こう」、水着で遊んでいたＳ児

「夜になったら困るから、服を持って

行こう」、Ｋ児「おなかがすいたら困る

からお弁当を持って行こう」と、各自思

い思いのものを揃えて出発したので、

私もついていく。 

ポンプ室を発見してＳ児が近寄る

と、皆も続く。戸の隙間からのぞくＨ

児。耳を当てるＫ児、Ａ児やＮ児は下に

もぐってみる。すっかり探検隊気取り。

口々に「なんだろう」、「悪者を閉じこ

めているのかな」、「音がするから何か

作っているんだよ」と騒ぎ始めたので、

私が「シーッ」と言うと、Ｔ児が「敵に

気付かれるぞ」と言って歩き出す。そし

てまた出発。ぐるっと回って、小学校の

校門の方に出ると、「なんだ小学校だ」

とＭ児がつぶやいた。 

 

 探検という同じ言葉に対して一人一

人が思い付いたイメージは様々だった。

各自が思い付いたことを話し、それを周

りの幼児たちが聞いてその幼児なりに

受け止めて、また思ったことを話してい

た。お互いに受け入れられるところは受

け入れて行動していた。このごろ各自の

思いが周りの幼児たちにどんどん伝わ

るようになってきている。 

 今日は小学校の裏庭を回ってあんな

に喜んでいたが、明日はどうなるのだろ

うか。いつも行かない裏庭に、特に建物

（ポンプ室）に、何か特別の場所という

イメージをもったようだが、この建物に

対する一人一人のイメージが面白かっ

た。何からこのようなイメージをもった

のであろうか。 

 幼児たちの言っていることは様々だ

が、“何だろう”という興味や、わくわ

くした気持ちをどの幼児も感じている

という点では一致している。そして“次

に何かあるかもしれない”という期待感

が伝わってきて、私自身も面白かった。 

その後の経過 

 次の日から、幼児たちは木材を探してきて基地作りを始めた。教師が手伝ってテン

トのようなものができあがり、その中でキャンプごっこが展開された。小学校の探検

のイメージがキャンプへと継続していった。 

 ２学期が始まって２、３日たった日に宝探しが始まった。１学期に行った探検のイ

メージが継続していると思われたので、教師は地図をかいて探検が始まることを期待

したが、ついに探検は始まらなかった。教師は焦ったが、そこであることに気付かさ

れた。９月５日の記録には、そのことについて次のように書かれている。 

「昨日の降園のときの思いが、今日の朝に続くとは限らないのだ。考えてみれば、

降園後は幼児の生活は家庭生活へと続いている。それらの家庭や地域での生活があっ

て今日の朝を迎えているのだ。昨日のことが続かないということも、当然起こり得る

ことだ。昨日の最後の思いが今日の朝に続くと言うのは、私が勝手に思い込んでいた

ことなのかもしれない」 
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この一連の記録には、教師と幼児の生活の繰り返しが書かれています。また、教師

が幼児と共にわくわくしたり、教師が幼児一人一人の気持ちを読めずに悩んだり、自

分の用意した環境が見向きもされずに失望したりすることもあるというように、教師

の思いが率直に表現されています。このように記録にはその時々の幼児の行動と教師

の思いが述べられており、幼児一人一人の実態がよく分かります。 

例えば、前掲した６月の記録から、幼児のグループの関わりについて、次のような

ことが捉えられます。 

 

＜幼児のグループの関わり＞ 

（ア）「探検しよう」という一人の幼児の思いが、周りの幼児に受け入れられ、一

緒に行動するまでに友達関係が育ってきている。 

（イ）自分たちの保育室を中心にした活動だけでは満足できず、今までよりも活

動の場を広げたいという気持ちが強くなっている。 

（ウ）未知なるものを探検し、それに胸をときめかすような興味や関心のもち方

を示している。何かを発見しようとして、積極的に探索しようとしている。 

（エ）ごっこの姿の中には、幼児一人一人が自分の経験に基づいて、できるだけ本

物に近づこうと努力したり、自分もそのものになりきろうとしたりする姿

が見える。 

（オ）自分の思いやイメージを言葉や動作で表現しようとし、友達の言葉を聞い

て自分の中に取り込み、自分のイメージを膨らませていく姿が見える。 

（カ）幼児には行動力があり、互いに自分自身の世界をもちながらも、それを広げ

ていこうとしているエネルギーがある。 
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この記録からは、教師の幼児への期待感や幼児同士の思いの伝わり合い、この学級

の日々の生活する姿が実感として伝わってきます。一連の記録を見ると、幼児一人一

人の興味は続いているものの、遊びとしては様々な形で表れてくることが分かります。

友達や教師とやり取りする中で、幼児一人一人の気持ちやイメージが交流し、互いの

思いを確認し合いながら、一つの遊びを展開していく姿が読み取れます。教師や幼児

同士の信頼関係が育っており、そのため伝播力が大きく、互いのイメージが伝わり、

また新しいイメージを引き出すようになっています。 

このようなことが読み取れるのは、表面的な行動だけではなく、教師の感じ取った

ことが述べられ、指導を振り返って継続的に記録されているからであり、遊びの捉え

方や指導の方法の改善へとつながっていきます。 

 

事例３  － それぞれの遊びの姿から学級の実態を捉える － 

３年保育 ５歳児 １月 

＜幼児の姿＞ 

○コマ回しの場面で 

・Ｊ児、Ｔ児、Ｕ児が遊戯室でコマ回しをしている。「ヨーイ、ゴー」と、声を掛

けて一斉にコマを回し、誰のコマが一番最後まで回っているかを競争している。

Ｊ児が投げたコマが回らなかったので、すぐに拾ってひもを巻き直し、再び投げ

ると、Ｔ児が「だめ、途中からやったらずるいぞ」と言う。 

・Ｔ児が直方体の箱積み木を一つ床に置き、「この上から落ちたら負け」と言う。

三人で一斉に投げてみるが、なかなか積み木の上で回すことができない。難易度

が上がったことでおもしろさが増した様子で、Ｊ児もＵ児も繰り返し挑戦してい

る。 

・Ｍ児は、コマのひもを巻くが途中でひもが緩んでしまう。何度も繰り返しやって

いると、Ｊ児が「貸してごらん」と言ってＭ児のコマのひもを巻いて手渡す。受

け取る途中でひもが緩んでしまい、投げてみるがうまく回らない。Ｍ児はまた、

ひもを巻く。「始めに力を入れて強くひもを巻くといいんだよね」と教師が声を

掛けると、Ｊ児が「最初に強く巻くんだよ。あとはそうっと」と、Ｍ児の手元を

見ながら言う。 
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○ドッジボールの場面で 

・園庭でドッジボールが始まる。「入れて。Ｋちゃん、赤？じゃあ、ぼくも」とＨ

児が赤のコートに加わると、それにつられて数人が次々と赤に移動し、白チーム

が２人になってしまった。Ｅ児に「だめだよ、Ｇちゃんは白」と言われてもＧ児

は戻ろうとしない。Ｅ児は「誰か、ドッジボールする人いませんか」と周囲に呼

び掛け、「ねぇ、白に入ってくれない？」と友達を誘っている。 

・ドッジボールをしている途中で、チームを変わったり参加したり抜けたりする幼

児がいてチームの人数が変わるので、Ｅ児が紙に書いておくといいと言って、友

達の名前とチーム名を紙に書き始めた。一人ずつチームを尋ねながら名前を書い

ていく。ドッジボールは中断し、皆でＥ児を取り囲み、文字を書く手元を見つめ

ている。 （以下略） 

 以上のような幼児の生活する姿の記録から、幼児が経験したと思うことを書き出し、

一週間をまとめて、学級の実態として次のような共通する姿を捉えてみました。 

 

＜学級の実態＞ 

・遊びがより楽しくなるようにアイデアを出しながら、自分たちで遊びを進めて

いる。 

・自分なりの目標をもって、関心のあることにじっくりと取り組んでいる。 

・友達の得意なことが分かり、教えてもらったり、同じチームになろうとしたり

する。 

・教えてあげたい気持ちがあっても言葉で表現できず、やってあげたり、やって

みせたりしている。 

・皆で一緒に遊ぶと楽しいと感じるようになり、親しい友達を中心としながらも

大勢のグループで遊ぶようになっている。 

・遊びのルールを理解し、ルールのあるおもしろさが分かってきた。 

・ドッジボールでは勝敗を意識して遊ぶようになり、勝ちたい思いが先立って、

ルールを守れない場面がある。また、人数が不均衡になっても「強い」友達と

同じチームになりたがる姿もみられる。 

・得点を数えたり、チームの人数を数えたり書いたりするなど、遊びの中で、数

や文字に触れている。 

- 77-



 

さらに、この実態と今週のねらいと内容をつき合わせ、次のように次週のねらいと

内容を設定しました。 

ねらい 

・友達と教え合ったり、競い合ったりする中で、友達一人一人のよさに気付く。 

 

内容 

・自分たちでルールや場をつくり、遊びを進める。 

・友達との関わりを深め、友達の得意なことやよさを互いに感じる。 

・遊びの中で生じる課題を友達と相談して解決したり、遊びのコツを教え合った

りする。 

・アイデアを出し合いながら学級で話し合い、誕生会の準備をする。 

 このように、日々の幼児の姿を記録し、そこから共通する姿を取り出し実態として

まとめ、次週のねらいと内容を導き出しています。幼児の実態を捉えることは、保育

を見直し、予想を立てる上での基本です。 

 個々の幼児の生活する姿から共通する姿を導き出せるようになるためには、園内

研修等を通して、日々の保育の評価を積み重ねて保育の過程を意識していくことが必

要です。 

 

②幼児の生活する姿を捉えるポイント 

これまで三つの具体的な事例により、幼児の生活する姿を記録し、その中から読み

取ったことを基に指導計画を作成する一連の流れを示すことで、記録の重要性を述べ

てきました。 

指導計画に生かすための記録の取り方について、その観点をまとめると次の四つに

なります。 

 

○新鮮な目で発見する 

幼児と共に生活していると、幼児はこのようなことがおもしろいのか、このように

感じたりするのか、こうしたことに気付けるのか、このようにするとうまくいくのか、

このようなことに夢中になるのかなど、一見当たり前に見える出来事の中にも、新鮮

な目で見るとはっとさせられることがあります。まずは、この心に触れた事実を大切
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にし、できるだけ記録に残すように心掛けることから始めましょう。そうすることで、

どのような状況の中で起こったのか、なぜそのような行動を取ったのか、それからど

うなったのかなどいろいろな疑問が出てきます。それが、次への期待となり、予測へ

と広がっていき計画が生まれるのです。 

教師が幼児を見る姿勢として、特に一人一人の幼児が伸びようとする方向性を捉え

ることが必要です。幼児の内面に秘められている願いや伸びようとする力を捉えるな

ど、肯定的に見ていくようにしたいものです。 

 

○継続的に見て変化を捉える 

保育は、一人一人の幼児の発達が望ましい方向に向かっていくように促していくも

のです。したがって、実際の生活の中で幼児の興味や関心がどのように広げられたり

深められたりしているか、遊びの傾向はどう変化しているか、あるいは生活にどのよ

うに取り組んでいるかなど、幼児の生活する姿の全体的な変化を具体的に捉えること

が大切です。すなわち、目に見えた有り様だけではなく、幼児の内面の動きまで含め

て、生活における全体的な変化を見ることによって発達を捉えようとすることが大事

になります。そのためには幼児と生活を共にしながら、何がおもしろいのか、何を実

現しようとしているのか、事項の経緯とともに幼児の気持ちを感じ取っていくことが

必要です。生活を共にする中で、幼児の発見、感動、見方や考え方を受け止めながら、

それがどのような状況の下で起きたのか、なぜそのような言動につながったのかなど、

幼児にとっての意味を考えていくことが大切です。 

幼児の生活する姿の変化は、継続的に見ていく中で捉えることができます。さらに、

教師が見たり、感じたりしたことを併せて記録して、変化の過程を明らかにしていく

ことが大切です。 

 

○他の幼児との関わりを見ながら共通点を捉える 

一人の幼児の姿にしても、あるグループの姿にしても、他の幼児や学級との関係と

併せて捉える姿勢が大切です。 

幼児一人一人が最初は個々の興味や関心によって行動していても、共に生活をする

うちに互いに影響し合うようになり、幼児の共通する姿が見られるようになります。

指導計画を作成する際には、このような共通する幼児の姿と個々の幼児の姿を明らか
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にし、これらの関係の中から発達する姿を捉えることが大切です。教師との関係、幼

児同士の関係、事物との関係などの状況をきめ細かく捉え、その特徴的なことを見逃

さないようにしたいものです。 

 

○視点をもつ 

幼児一人一人の具体的な姿を捉える際には、何を見ようとするのかという視点を明

確にもつことが大切です。各幼稚園の教育目標の実現に向けて適切な援助を行うため

に幼児の姿を捉えるのですから、まずはその幼稚園が必要とする視点を見いだすこと

から始めなければなりません。 

教師が幼児の日々の生活の姿を捉える際に、ただ漠然と見るのと、視点をもって見

ようとするのでは、場面の捉え方が違ってきます。基本的には、個々の教師が自分な

りの視点をもって保育を行いますが、園の教育目標の実現に向けて、幼稚園内で話し

合い共通の視点をもつように努めることが大切です。 

このような視点で捉えた幼児の具体的な姿を基に週の指導計画（週案）や日の指導

計画（日案）を作成し、日々の保育に反映させていきます。 

具体的な視点としては、例えば、遊びへの取組、遊び方、友達や人との関わり、興

味や関心などが挙げられます。また、園の教育目標や指導の重点の方向性を踏まえ、

自然との関わり、言葉、表現、基本的な生活習慣などを加えている幼稚園もあります。

幼稚園教育要領では、幼児の発達する姿を捉える窓口として五つの領域を示していま

すから、それを踏まえることが重要です。 

 

(２)「具体的なねらいや内容」を設定する 

ねらいや内容というと、幼稚園教育要領の第２章の各領域に示された「ねらい」及

び「内容」をイメージしますが、その「ねらい」及び「内容」は、幼稚園生活全体を

見通したものです。このため、指導計画を作成する際には、各領域に示された「ねら

い」及び「内容」を全て視野に入れて、幼児の生活に即した具体的な指導計画上のね

らいや内容を設定することが必要です。すなわち、その時期の幼児の発達の実情を把

握し、発達の方向性やどのように育ってほしいかという教師の願いを踏まえて具体的

なねらいを設定し、そのために幼児はどのような経験を積み重ね、何を身に付けるこ
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とが必要かを捉えた具体的な内容を指導計画の中に示していきます。 

幼稚園における指導は、幼児が発達に必要な体験を得られるように適切な援助を行

うことですから、この意味から具体的な内容は幼児が経験し身に付ける内容であり、

同時に、教師が指導する内容でもあるといえます。 

 

それでは、指導計画の中に具体的なねらいや内容をどのように設定するのか、4 歳

児の週案の事例を通して考えてみましょう。 

 この週案は、Ａ幼稚園の２年保育４歳児が、入園して１か月を経過し、幼稚園の生

活に少しずつ慣れ、活動が広がり出した時期のものです。 

 

Ａ幼稚園の週案の事例（入園後１か月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の姿の読み取り 

・幼稚園での過ごし方（自分の所持品の始末など）が少しずつ分かり始めている。 

・教師に親しみを感じている幼児が多くなり、一緒に過ごすことを楽しんでいる。 

・自分の好きな遊びを見付けて遊び出す幼児が少しずつ増えている。中でも、他

の幼児や教師の動きにつられて遊び出す幼児が多い。 

・保育室内より戸外で過ごすことを喜ぶ様子が見られる。 

今週のねらい 

・幼稚園での生活の仕方が少しず

つ分かり、安心して過ごす。 

・先生や友達と一緒に過ごすこと

を楽しみに登園する。 

長期の指導計画のねらい 

第Ⅰ期 

・幼稚園に慣れ、先生や友達に親

しみをもち、喜んで登園する。 

今週の内容 

・先生と触れ合い、言葉を交わしたり、一緒に遊んだりして楽しく過ごす。 

・自分の気に入った遊具や場所を見付けたり、目新しい物に触れたりして遊

ぶ。 

・戸外で体を動かして楽しく遊ぶ心地よさを知る。 

・砂や水の感触を楽しんで遊ぶ。 

・友達と一緒に絵本や紙芝居を見る。 

・草花や木の葉などを遊びに使ったり、虫に触れたり見たりする。 

・遊びの後に手足を洗ったり、後片付けを自分でしようとしたりする。 
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①幼児の姿から具体的なねらいを考える 

まず、前週までの幼児の姿から発達の姿を読み取ります。 

幼児は入園後１か月間の幼稚園生活の中で、緊張や不安感が徐々に薄れてきて、園

で安心して過ごしつつあります。所持品の始末の仕方なども少しずつ分かり始めてき

ています。この安心感は、幼児がこれから様々なことに興味や関心をもって行動して

いく基盤になりますので、今週のねらいとして「幼稚園での生活の仕方が少しずつ分

かり、安心して過ごす」と設定しました。これは、長期の指導計画の第Ⅰ期の「喜ん

で登園する」を踏まえたねらいでもあります。 

さらに、幼児の遊びの様子を見ると、教師の動きにつられて何となく動いていた状

態から、少しずつ自分の周りのものに関心が広がり出しています。これまで教師の動

くとおりについてきて、そこにある遊具に触れることで時間を過ごしていた幼児も「○

○しよう」、「あれが欲しい」などと教師を誘ったり、要求を出したりするようにな

ってきました。また、教師の存在を気にしながらも、自分のやりたい遊びに没頭する

姿も増えてきました。幼稚園にはおもしろそうなもの、やってみたくなるものがいろ

いろあることに気付き、幼児一人一人がその子らしい反応を示し始めています。今ま

で「自分と先生」の関係だけで動いていたように見えた幼児が、いつも特定の幼児の

そばにいるようにもなりました。その幼児と一緒にいることで安心できたようです。

このような動きは他の幼児たちにも見られます。教師と密着していなくても自分のや

りたい遊びに目が向くようになったのは、そばにいれば安心という淡い友達意識が芽

生え始めたからではないでしょうか。 

そこで、教師は、幼児一人一人が教師との関係を深めながらも、友達と一緒に過ご

す楽しさを様々な場面で味わうことが必要と考えました。そのことは、長期の指導計

画の「喜んで登園する」ことにつながる大事な姿です。そこで、この週の具体的なね

らいとして、もう一つ「先生や友達と一緒に過ごすことを楽しみに登園する」と設定

しました。 

 

②具体的なねらいから具体的な内容を考える 

ここでいう内容とは、幼児が様々な活動を通して経験することで、経験を積み重ね

ることによって身に付けていくものです。すなわち、内容とは、幼児の発達に応じて

適切な指導を行うために、その時期に必要な経験を捉えることであり、幼児の活動の
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羅列ではありません。 

この週では、具体的なねらいとして、「安心して過ごす」こと、「一緒に過ごすこ

とを楽しむ」ことを設定しています。このねらいに向け経験させたいことを考えると

「先生と触れ合う」、「先生と一緒に楽しく過ごす」などが挙げられます。それは、

好きな遊びに限らず、絵本を見るときでも、生活の様々な場面で幼児が教師と過ごす

楽しさを味わえるようにします。 

それとともに、教師は幼児の経験を少しずつ広げ、楽しいと感じられることを増や

していきたいとも願います。前週の実態として幼児の気持ちが戸外での生活に向いて

いる様子から「戸外で体を動かして楽しく遊ぶ心地よさを知る」ことを示しています。 

また、この季節ならではの経験も時機を逃さず経験させたいことから、「草花や虫

との関わり」も示しています。 

さらに、前週の生活する姿から、教師は幼児が幼稚園での生活の仕方が分かってき

て、自分から所持品の始末などをしようとする気持ちが育ってきていることを捉えて

います。教師は、この「…しようとする気持ち」を大切にしながら、自分でできるこ

とを広げていってほしいと願います。生活に必要な行動を幼児が身に付けていくため

には、幼児自身が生活の流れの中で必要感を感じることが大切なのです。こうしたこ

とから、内容には、「遊んだ後に手足を洗うこと」、「遊びの後片付け」という生活

の場面も示しています。それは同時に、水の感触を味わうことにもつながり、それ自

体が教師と触れ合う場でもあり、自分でしたことの心地よさを経験する機会にもなり

ます。 

 なお、幼児は生活を通して意味のある様々な経験をしているので、指導計画に示し

た内容以外の偶然に生まれた活動の中での経験も無視できないことに留意する必要が

あります。 
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③具体的な内容から幼児の行う活動を考える 

 次に、具体的な内容をどのような活動の中で経験できるようにするのか計画します。

具体的な活動を予想するには、前週の幼児の遊びや生活の姿から、幼児はどのような

ことを楽しんでいたか、今週はどのような遊びへつながっていくのか、生活のどのよ

うな場面で援助するのかなどを考える必要があります。 

 例えば、内容の「自分の気に入った遊具や場所を見付けたり、目新しい物に触れた

りして遊ぶ」に対する具体的な活動としては、前週から幼児の気に入っている活動【ま

まごと遊び・積み木遊び・ブロック遊び・かいたり作ったりする遊び・戸外での固定

遊具での遊び等】が予想されます。さらに、「目新しい物に触れて」では、その他の

内容「砂や水の感触を楽しんで遊ぶ」「草花や木の葉などを遊びに使ったり、虫に触

れたり見たりする」とも関わり、また、幼児の姿「保育室内より戸外で過ごすことを

喜ぶ様子が見られる」ことから、例えば、室内のままごとだけでなく、戸外でのまま

ごと遊びもできるような活動も予想して環境を設定します。戸外でもごちそう作りが

楽しめるように、テーブルや室内のままごと用品より大きめのなべやカップ等、水や

材料となる花びらや木の葉等を用意することで、室内でのフェルトのごちそうを扱う

のとは違う幼稚園ならではのごちそう作りを楽しめるようにします。少しずつ幼稚園

に慣れ、活動が広がりつつある中、こうした目新しい素材や自然物との出会いが、さ

らに遊びの楽しさを感じたり、同じようなことをして遊ぶ幼児との関わりを広げたり

するきっかけにもなります。「砂や水の感触・・・」が砂場での遊びだけに限定した

活動ではなく、「草花や木の葉など・・・」が草花を摘んだり木の葉を集めたりする

だけの活動ではありません。 

 こうした活動の場を設定すると、身に付ける生活習慣も、この週案で挙げられたよ

うな「遊びの後に手足を洗ったり、後片付けを自分でしようとしたりする」ことが必

要になります。新しい遊具の片付けができるような場、例えば、戸外のままごと用品

の水洗いができる場、その用品の水切りができるようなかごや棚等が必要になります。

遊びだけでなく、一日の生活の流れからも、遊びの片付けにも具体的な活動の予想が

必要です。また、こうした新しい活動に対しては、教師の援助が必要ですが、前述し

たように、教師の援助の中で、さらに教師との触れ合いが深まり、内容の「先生と触

れ合い、言葉を交わしたり、一緒に遊んだりして楽しく過ごす」という経験にもつな

がるのです。 
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(３) 「ねらい」、「内容」と環境の構成を考える 

 

幼児の発達の実情を把握し、具体的な「ねらい」や「内容」を指導計画の中に示

していくことについて述べてきました。指導計画の作成に当たっては、具体的なねら

いや内容として設定した事柄を幼児が実際の保育の中で経験することができるよう

に、適切な環境をつくり出していくことが重要です。そのためには、教師は環境に幼

児自ら関わって様々な活動を展開し体験を積み重ねることを大切にしながら、幼児の

望ましい発達を促していき、そのような幼児の主体的な遊びや生活を促す環境を様々

な角度から考えてつくり出すことが大切なのです。そして、その環境は、いつも教師

がつくり出すのではなく、幼児もその中にあって必要な状況を生み出すことを踏まえ

ることが大切です。  

環境の構成についての考え方は、第１章の３（２）に詳しく述べられています

が、環境を構成するとは、幼児が発達に必要な体験を得ていくような状況を、人やも

の、身の回りに起こる事象（自然現象、情報など）、時間や空間、教師の動きなどと

関連付けてつくり出していくことです。その際、幼児の生活する姿を大切にしなが

ら、教師が周囲の環境の中から幼児の発達を促すために必要なものを見いだして、教

育環境として意味のある状況を生み出していくことが大切です。 

指導計画の作成は、次の〈１〉、〈２〉、〈３〉の循環についての予想をもつこと

であり、環境はこの過程の中で構成されていくものです。 

 このように、環境は幼児の主体性と教師の意図とが絡み合って構成されていくもの

です。 

 ここでは、指導計画の作成や実際に保育を展開する際の参考となるように、「環境

の構成」に関する考え方として、生活する姿から環境を考えること、魅力ある環境を

構成することを具体的に述べます。 

〈１〉幼児の生活する姿を踏まえて、教師はねらいに向かうために意図をもって

必要な環境を構成する。 

〈２〉その環境に幼児が主体的に関わり生活を展開する。 

〈３〉教師はそこに現れた幼児の姿によって意図を修正しながら環境を適切なも

のとしていく。 
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①幼児の生活する姿から環境の構成を考える 

 幼児の姿を捉えることは、教育課程の編成や指導計画の作成及び見直しといった、

幼稚園のあらゆる場面で重要です。具体的な内容やねらいの設定においても、幼児の

発達の過程を参考に発達する姿を見通すことが必要です。そして、保育の展開に当た

っては、この具体的なねらいを達成するために、適切なものとなるように環境を構成

することが大切です。その際、ねらいや内容に沿って、再度、幼児の生活する姿を捉

え直しながら、環境を構成するための視点を見いだすことと、周囲の様々な環境の中

から幼児の生活を広げていくために必要なものを見いだして、それをどのように幼児

の生活に取り入れていくかを探ることの二つの側面を考えることが重要です。 
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スタンプ



 

図２で示した過程について、ここでは、３年保育４歳児 11 月第１週の週案を例に、

次のア、イをどのように考えたらよいかについて述べていきます。 

（ア） 具体的なねらい及び内容の設定に当たって考慮する視点 

（イ） 具体的なねらいを達成するための適切な環境の構成 

 

（ア）具体的なねらい及び内容の設定に当たって考慮する視点を考える 

まずは、幼児の生活する姿から幼児の発達する姿を捉えましょう。これらの幼児の

姿に加えて、周囲の環境や教師の願いを踏まえて、教育課程を編成したり、指導計画

を作成したりしていきます。 

 ここでの周囲の環境とは、幼児を取り巻く物的・人的な環境のことです。具体的に

は、幼児が友達と関わる活動の展開における遊具や用具、素材、十分に活動するため

の時間や空間、幼児が生活の中で触れ合うことができる自然や動植物などのことを指

しています。幼児が周囲の環境と関わることで、初めて、幼児にとって意味のある環

境となります。幼児の発達にとって必要な体験が得られるような環境との出会いを生

み出すためには、今、幼児の周りにはどのような環境があるのかを把握しておく必要

があります。 

 そして、教師が、幼児に対してどのような願いをもっているかによって環境の在り

方も援助の仕方も異なってきます。 

 さて、指導計画の作成に当たっては、幼児の姿、周囲の環境、教師の願いを踏まえ

ることが大切です。88～89 頁の事例を通して見ていきましょう。まず、前週、前日な

どの幼児の生活する姿から発達を捉え、教師の思いや願い、周囲の環境として何があ

るのかを考えてみます。 
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s-yamamoto
スタンプ



 

こうした幼児の姿、周囲の環境、教師の願いを踏まえ、さらに、教育課程に基づ

いて作成した長期の指導計画を基に、短期の指導計画を作成していきます。幼児の育

つ方向性として設定した具体的なねらいや内容から環境を構成するための視点をもつ

ことが大切です。この視点を環境の中に含ませながら、幼児が自ら興味や関心をもっ

て環境に取り組めるように保育を展開します。 

 88 頁の事例で示した、幼児の姿、周囲の環境、教師の願いを踏まえて作成した長

期の指導計画と３年保育４歳児 11 月第１週の週案の例を見ていきましょう。 
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スタンプ



 

（イ）具体的なねらいを達成するための適切な環境の構成を考える 

 次に、環境を構成するための視点から具体的な環境の構成を考えていきます。 

 

○もう一度生活する姿を思い浮かべて 

 具体的な環境の構成を考えるためには、もう一度幼児の生活する姿を思い浮かべる

ことが必要です（表１）。どこで、どのような活動をしていたのか、なぜそうなのか

などを探り、幼児の興味や関心、欲求を捉え直し、それを核にして具体的な環境の構

成を考えます。その際、単に幼児の思いが実現するためだけではなく、生活の広がり

や深まりをも視点にすることが大切です。 

 

表１ 幼児の生活する姿 

気の合う友達と一緒に遊ぶ 

○車を作り、使って遊ぶ。 

 ・ダンボールや空き箱を切ったり貼ったりして 

 ・色や模様などデザインを工夫して 

 ・速く走るように工夫して 

○食べ物や飾りなどを作る。 

  ・色や素材を選び、組み合わせて 

 ・木の実や木の葉を使って 

 ・お客さんに売ったり、食べてもらったり 

大勢で一緒に遊ぶ 

○ドン・ジャンケンをする。 

 ・次々と友達が加わって、教師や大勢の友達と一緒に 

 ・チームで競い合って 

 ・ルールがあいまいになると、遊びから抜けていくこともある 

○長縄跳びをする。 

  ・短縄は跳べない幼児も跳ぶ感覚をつかんで 

 ・周りで一緒に歌ったり、声を掛けたりして 

遊びの場をつくって遊ぶ 

○レストランごっこをする。 

  ・戸外やテラスに道具を運び出して 
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 ・ござ、テーブル、ダンボール箱などを組み合わせて 

 

○幼児の理解を深めながら 

具体的に環境を構成するとは人やもの、自然や社会の事象、時間や空間、それらが

醸し出す雰囲気などの様々な要素を考慮することであり、それらを相互に関連させな

がら、新しい状況をつくり出していくことです。その際、いつも幼児に対する理解を

深めながら、幼児を取り巻く様々な環境の要素をどう相互に関連させることが必要な

のかを探り、新しい状況づくりに生かしていくことが大切です。 

以上から具体的な環境の構成を表 2 のように考えました。 

 

表２ 具体的な環境の構成 

ａ．気の合う友達と一緒に、思ったことや考えたことを出しながら遊びを進めて

いけるように、場や時間を確保し、遊びの様子を見守る。 

ｂ．幼児が素材や色などを選んで使い、かいたり作ったりすることができるよう

に材料や用具を用意する。また、作ったものを使って遊び出すことを想定し

て、あらかじめそれぞれの遊びに必要なスペースを確保しておく。 

ｃ．簡単なルールのある遊びを紹介したり、教師も一緒に参加したりしながら、

大勢で一緒に遊ぶ楽しさを体験できるようにする。 

ｄ．集めた木の実や木の葉を取りためておく場所をつくり、製作活動などで選ん

で使えるようにしながら、生活の中で自然や身近な環境に対する興味や関心

を育てていく。 

ｅ．年長児の遊びに加わったり、お店屋さんごっこなどで他の学級と一緒に活動

したりする場面では、担任同士で保育の展開やねらいを共有し、連携して進

める。 

ｆ．長縄跳びでは、皆で声を合わせて数えたり、「大波小波」「郵便屋さん」な

どの歌を歌ったりして、リズミカルな言葉の響きを楽しみながら、友達と呼

吸を合わせる雰囲気をつくっていく。 

 ここでは、幼児を理解する中で、表２に「具体的な環境の構成」として示された事
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柄がどのようにして考え出されてきたかについて考えてみましょう。 

ａ．気の合う友達と一緒に、思ったことや考えたことを出しながら遊びを進めて

いけるように、場や時間を確保し、遊びの様子を見守る。 

【場や時間のとり方】 

 より難しいミニカーのコースにしようとしたり、自分たちの店を作りながら、お

客を呼びに行ったりするなど、友達同士でいろいろなイメージを出し合うようにな

ってきた。自分のしたいことを友達が受け入れてくれたり、一緒に動いてくれたり

して、自分たちで遊びを進める楽しさを感じている。自分たちの思いが実現できる

ように、場や時間の確保をしていきたい。 

【遊びへの教師の関わり】 

 年少組へお客を誘いにいくとき、教師が一緒について「なんて言うといいかな?」

などと声を掛けてみたが、「先生はいいから」と自分たちで行こうとしている。昨

年年長組が自分たちを呼びに来てくれたことを思い出して「大きくなった自分」を

確かめ嬉しく思う瞬間と思われる。様子を見守りつつ、言葉の強い友達に押されが

ちな幼児も同じように言えるように支え、自信がもてるようにしていこう。 

 

ｂ．幼児が素材や色などを選んで使い、かいたり作ったりすることができるよう

に材料や用具を用意する。また、作ったものを使って遊び出すことを想定し

て、あらかじめそれぞれの遊びに必要なスペースを確保しておく。 

【一日の生活の流れ、場の作り方、道具・用具の工夫】 

 この時期、少しずつ手先が器用になり、「友達の車のようなラインをつけたい」

「ここにハンドルをつけたい」などと友達に刺激を受けながら作ろうとする。素材

を選んで使えるように、また、幼児でも使いやすいように、材料や用具の置き方に

配慮する。また、作ったもので遊んだり大切に保管したりできるように、駐車場に

見立てた場に車を置いたり、アクセサリーなどを飾って掛けておいたりできるよう

な台を用意しておく。さらに、時間をかけて作ったり遊んだりするので、遊びの場

を整えながら残しておくようにもしておく。 

 

ｃ．簡単なルールのある遊びを紹介したり、教師も一緒に参加したりしながら、

大勢で一緒に遊ぶ楽しさを体験できるようにする。 
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【教師の援助の方向性】 

 運動会で学級全体で取り組んだことから、気の合った友達だけでなく、学級のいろ

いろな友達との関わりを楽しむようになっている。こうした学級としての集団意識を

高めるよい機会であるので、簡単なルールを基に、大勢で遊ぶ楽しさを十分味わえる

ようにしたい。また、ごっこ遊びが盛り上がってくる中、なかなかこうしたイメージ

が共有できず、室内での遊びでは所在なさそうにしている幼児もいる。体を使って遊

ぶ中で気分を発散させたり、友達と楽しさを共感したりすることで関わりを広げ、「ご

っこ遊び」に加わるきっかけももてるようにしたい。 

 

ｄ．集めた木の実や木の葉を取りためておく場所をつくり、製作活動などで選ん

で使えるようにしながら、生活の中で自然や身近な環境に対する興味や関心

を育てていく。 

【季節の自然との関わり】 

 秋のドングリや色付いた木の葉など自然のものは、時期を逃さずタイミングよく遊

びに取り入れたい。同じ木の葉でも、色鮮やかな紅葉、一面落ち葉に覆われた光景、

木枯らしに舞い上がる木の葉、カサカサした落ち葉の散歩道など、その時期ならでは

の瞬間を捉えて、教師も幼児と共に自然の美しさや不思議さ、大きさなどに心を動か

していくことが大切であろう。 

また、その感触を楽しんだり、特徴を捉えたりして、幼児の好奇心や探究心も育ん

でいきたい。「もっと知りたい」、「確かめてみたい」という幼児の思いに寄り添っ

て、考える楽しさが味わえるような雰囲気づくりに努めたい。 

 

ｅ．年長児の遊びに加わったり、お店屋さんごっこなどで他の学級と一緒に活動

したりする場面では、担任同士で保育の展開やねらいを共有し、連携して進め

る。 

【教師間の交流、教師間連携】 

 幼児はおもしろいと感じた遊びは、思わず参加したり、学年を越えて他の幼児を誘

い入れたりする。幼児同士の自然な形での交流を通して、心通わせる関係づくりがで

きるよう、教師同士の連携をとり、行き来する幼児の姿を互いの教師が受け入れる姿

勢をもったり、他の学年への具体的な関わり方を共通理解したりする。それは、保育

後に幼児の姿についてカンファレンスを行い、幼児理解を深めることにもつながる。 
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ｆ．長縄跳びでは、皆で声を合わせて数えたり、「大波小波」「郵便屋さん」な

どの歌を歌ったりして、リズミカルな言葉の響きを楽しみながら、友達と呼

吸を合わせる雰囲気をつくっていく。 

【教師の動き、雰囲気づくり】 

 年長組の長縄跳びに影響を受け、挑戦しようとしているので、幼児一人一人の跳び

方に合わせて縄を回し、跳び越す感覚を味わったり、できた嬉しさから自信をもった

りできるようにしたい。また、跳び越せなくても、周りの幼児と共に、声を合わせて

歌ったり声を掛けたりする楽しさを共有できるようにしたい。 

 

○幼児の生活する場を予想しながら 

 具体的な環境の構成を考えていく際には、幼児の生活する姿とともに活動する場を

予想して、具体的な場面を思い浮かべながら考えていくとイメージしやすくなります。

図３のように頭の中に予想図を描くことにより、幼児の側に立った環境の構成が考え

られます。その場に身を置いて考えたり、実際に幼児の気持ちで試してみたりしなが

ら、環境を構成する中で活動のイメージはより具体的になっていきます。 

図３ 
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②魅力のある環境を構成する  

 

（ア）環境を通して行う教育  

第１章３（２）「環境の構成の意義」でも述べたとおり、幼児期の教育は「環境を

通して行う教育」であり、幼児は物的環境、人的環境、時間や空間、更にこれらが相

互に関連してつくり出す状況などを含めた環境と関わり、発達に必要な体験を積み重

ねていきます。そういった意味で、環境は、幼児にとっての教材なのです。 

幼児が環境に関わる際には、幼児の主体性が大切です。幼児期は学びの芽生えの時

期であり学ぶということを意識していませんが、楽しいことや好きなことに集中する

ことを通じて学んでいます。例えば、幼児は、色水遊びをするときに、「感性が育つ

ように色水遊びをしよう」と考えているのではありません。「楽しいから色水遊びを

する」中で、花の名前を覚えたり、色の美しさや微妙な色の違いに気付く等の感性が

育ったり、どのようにしたら色が出やすいかなどの道具の使い方に気付いたりします。

そのために、教師は、すりこぎやすり鉢、色が見えるような透明の空き容器を用意し

ておいたり、園庭に摘んでもよい様々な色の花を植えておいたりなど、幼児が自ら取

り組みたくなるように周囲の環境を整えることが大切です。幼児は「どうしたらきれ

いな色水ができるのかな」、「紫色の色水はどの花を使えばいいのかな」など、道具

の使い方を試したり、様々な花々を使ったりする中で、自分なりに答えを見つけて満

足感をもちます。そして、その色水を使ってジュース屋さんを開くなどの遊びにつな

げていきます。このように、幼児は試行錯誤を重ね、環境へのふさわしい関わり方を

身に付けていきます。  

「環境を通して行う教育」は、遊具や用具、素材だけを配置して、あとは幼児の動

くままに任せてよいわけではありません。そこに、教師の教育的な視点が必要です。

その幼児に対してどのような成長を願うかという教師の願いや指導計画等があり、教

育的価値を含ませて環境を構成することが大切です。教師は、「幼児が色の美しさや

微妙な色の違いに気付けるようにしたい」と考えるからこそ、色がよく見える透明な

容器を用意するのです。そして、色水に適する様々な草花がいつ頃咲くかと考え、幼

児の遊びを予想しながら、植えておくのです。  

教師は、幼児にとって魅力のある環境を構成し、その中で幼児が主体的に活動する

ことを通して、幼稚園教育において育みたい資質・能力が育まれていきます。教師は、
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幼児の発達を見通し、興味や関心に沿って、意図的、計画的に環境を構成していきま

す。  

 

（イ）魅力のある環境の構成の視点  

幼児にとって魅力のある環境の構成をすることで、幼児は主体的に環境に関わり、

そこから多くのことを学んでいきます。幼児にとって魅力のある環境を構成する視点

として、次の３点が挙げられます。  

１点目は、幼児の興味や欲求に応じた環境です。幼児が、今何に興味があるのか、

夢中になっているのかを捉え､それが十分にできる環境を構成することが大切です。

例えば、幼児が､今電車に興味をもっていたら、電車が作れるような素材を用意してお

きます。手に持ち動かせるミニチュアの電車を作って走らせたいのか、自分たちが乗

れるような電車を作って電車ごっこをしたいのかによって、用意する素材や遊びに必

要なスペースも違ってきます。また、遊びの発展にともなって、幼児自身の気付きや

発想も発展していくので、必要な遊具、用具や素材も変わってきます。教師はいくつ

かの状況の変化の可能性も視野に入れながら環境の構成をしていく必要があります。  

ときには、昨日まで行っていた活動が、友達の始めた遊びや新しい活動との出会い

などの刺激によって全く行われなくなったり、違う活動に取り組むようになったりす

ることなどもあります。幼児の生活は昨日から今日、今日から明日へと流れています。

今、目の前のことだけを考えずに、幼児の生活の流れに応じて、興味や欲求はどのよ

うに変化しているかを捉えることが必要です。また、幼児の生活は家庭から幼稚園へ

と連続し、関連し合っていることも忘れてはなりません。例えば、幼児は動物園やレ

ストラン、キャンプなど、家族でどこかへ出掛けた経験を幼稚園の遊びの中で再現し

てみたいと思うことがあります。幼児の印象に残ったことをどう表現したいのかを捉

え、それに必要な環境を構成することが大切です。その手立てとして、登降園時に保

護者と接する機会や連絡ノートなどを活用し、一日の遊びの様子を伝えたり、家庭で

の経験を把握したりして､幼児の生活の流れを具体的に捉えることも必要でしょう。  

２点目は、幼児の発達の時期に即した環境です。幼児は発達に応じて環境への関わ

り方が異なります。シャボン玉での遊びを例に考えてみると、３歳児の興味や関心は、

自分でシャボン玉を膨らませる楽しさやシャボン玉の美しさを感じたりすることにあ

るかもしれません。この時期には、膨らみやすいシャボン玉液や吹き棒、持ちやすい
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カップなどを用意し、やってみたいと思う幼児がすぐにできるようにします。しかし、

４歳児、５歳児と発達するにしたがって、「どうしたら大きなシャボン玉ができるか

な」、「吹き棒の先を変えたらたくさんシャボン玉ができるかな」など、いろいろな

予想を立てたり確かめたりしながら遊ぶようになります。この時期には、幼児が工夫

したり試したりしながらシャボン玉液や吹き棒等を作ったり吹いたりできるように様

々な素材を用意したり、気付いたことや考えたことなどを友達と伝え合い、共感し合

ったり認めたりできるように援助することが必要になってきます。  

３点目は、幼児にとって新しい出会いがある環境です。生活経験の少ない幼児にと

って、今まで向き合ったことのない新たなものとの出会いは大切です。例えば、園庭

の草陰やプランターの下にはダンゴムシがたくさんいますが、そのことに気付いて興

味をもつ幼児、気になっていても関われない幼児、全く気付かない幼児、様々な幼児

がいます。教師がダンゴムシに興味がある幼児と一緒にダンゴムシを捕まえ保育室で

見ることができるように飼育ケースにダンゴムシハウスを作ったり、飼育ケースの近

くに図鑑を置き調べることができるようにしたりすることで、今まで関心のなかった

幼児も興味をもち始めます。興味や関心が広がっていく中での新たな出会いには、発

見があり、驚きがあり、わくわくした感動があります。幼児は、心が揺さぶられる体

験を積み重ねることで発達していきます。  

園庭にある固定遊具や自然物も新鮮な目で見ると、新たな使い方ができる場合があ

ります。固定概念にとらわれず、いつもとは違う使い方ができることを知ることも、

幼児にとって、新しい出会いといえます。例えば、うんていに大きな布をかければテ

ントのような使い方ができ、ごっこ遊びのお店や基地になります。幼児の作品をそこ

に飾れば野外オブジェにもなります。いつもと違う場所で行う活動は、幼児にも新鮮

に映り、新たな展開が生まれたりします。絵本を読んだり歌を歌ったりする活動はい

つも同じ保育室内でするのではなく、園舎内の他の空間を活用したり、ときにはテラ

スや園庭の木陰で行ったりするのもよいでしょう。そこからイメージが広がり、より

深くお話の世界に入り込めたり、気持ちよく歌えたりすることがあります。この出会

いは、幼児自身が自由な発想で環境に働き掛け、工夫して生活に取り込んでいくなど、

自ら想像性豊かに環境を構成・再構成するきっかけにもなっていきます。今ある各幼

稚園の園舎や園庭などの空間、遊具、地域の自然などの環境をそのままにせず、工夫

して最大限に活用することが大切です。  
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（ウ）教師の教育的視点  

指導に当たっては、幼児の主体性と教師の意図性がバランスよく絡み合って成り立

ちます。教師は、環境の構成では、幼児が思わず関わりたくなるような工夫をします。

同時に、幼児がその環境と関わる中で何を学んでいくのかを予想しています。  

それぞれの幼稚園には、教育目標があり、幼稚園教育において育みたい資質・能力

を踏まえて編成された教育課程、教育課程に基づいて作成された指導計画があります。

その際、具体的なねらいや内容を設定し、ねらいを達成するために適切なものとなる

ように環境の構成をしていきます。それぞれの遊具や用具には物自体の特性と、それ

を使って活動することで体験できることや育つものがあります。何をどのように用意

しておくと、具体的なねらいが達成できるのか、また、物がもつ特性の何を際立たせ

るように環境の構成をするのかをよく考えることが大切です。そのためには､日頃か

ら教材研究（18 頁参照）を深めておくことが必要です。  

例えば、砂遊びの場合、その遊びを通して幼児に育つことが何であるのか、幼稚園

教育において育みたい資質・能力も踏まえて考えます。その際、大切なことは、幼児

は様々な能力が個別に発達するのではなく、相互に関連し合い、総合的に発達してい

くということです。幼稚園教育において育みたい資質・能力は、一体となって幼児の

姿として現れますし、発達の状況やそれまでの幼児の経験などによっても現れ方が異

なります。そのため、この資質・能力がそれぞれの幼児の姿としてどのように見られ

るのかについては一概に言えるものではありませんが、ここでは、砂遊びを例にそれ

ぞれの資質・能力に関する幼児の姿のイメージの例を挙げていきます。  

「知識及び技能の基礎」  

・さらさらとしている、ひんやりしているなどの触感を楽しむ。  

・握る力加減、砂の湿り具合を調節して砂団子を作ることができるようになったり、

砂団子の硬さを変えることができるようになったりする。  

・筒などを使って水を流して遊ぶ中で、水が高いところから低いところへ流れる、隙

間があれば漏れること等、自然の法則に気付いたり、水が砂に吸い込まれるなど、砂

や水がもつ特性に気付いたりする。  

「思考力、判断力、表現力等の基礎」  

・砂はシンプルな素材であることから、お皿に盛ればご飯、型抜きをしてケーキなど

幼児は想像力を働かせて様々なものに見立てる。  
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・遊びの中で気付いた砂の特性を使って、砂に水を加えて、山や池、お城や町などを

試行錯誤しながら作り、表現する喜びを感じる。  

・友達と一緒に活動し、言葉を使って伝え合う中で、他の幼児の考えなどに触れ、新

しい考えを生み出す喜びや楽しさを感じる。  

「学びに向かう力、人間性等」  

・全身を砂まみれにして遊ぶ中で開放感を感じ、情緒が安定する。  

・友達と一緒に何かを作るという目的に向かって協同する場面では、目的の共有や協

力、折り合いをつけたりする。  

砂遊びをする中で幼児に育つことはたくさんありますが、具体的なねらいが達成す

るよう、必要なものを環境の中に取り入れたり、逆に環境から取り除いたりする必要

があります。入園したばかりの３歳児では「安心感をもち幼稚園で過ごす」、「教師

に親しみをもつ」、「園生活の中で好きなものを見つけて過ごす」などをねらいにし

て生活をつくります。友達と一緒にというよりは、まだ一人一人と教師がつながって

いくことで安心感をもたせたい時期です。「先生は何が食べたい？」と幼児に聞かれ

「カレーライス」と教師が応えると、そばにいる幼児それぞれがカレーライスを作り

だし「先生どうぞ」と何皿も出てきます。教師は一人一人を受け止めて、食べるまね

をし「ごちそうさま、おいしかったよ」と返していく必要があるのがこの時期です。

この時期は、小さなシャベルやごちそう作りが楽しめるようなカップやお皿などがた

くさんあることがねらいに即した環境の構成になります。砂の感触を十分味わったり、

全身砂まみれになって安定した情緒で遊べるように素足で取り組めるようにしたり、

汚れてもよい格好で取り組める環境を構成することも考えられます。  

一方、５歳児の後半は、「いろいろな友達と考えを出し合ったり試したりしながら

共通の目当てを実現する」ことなどをねらいとすることが考えられます。この時期に

は、遊びや生活の中で、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が見られるように

なってきます。砂場での遊びも「協同性」「思考力の芽生え」「言葉による伝え合い」

「豊かな感性と表現」などにつながる活動が生まれますが、その際、その学級の状況

により、どこに重点をおくかによっても環境の構成が変わってきます。「友達と」に

重点をおけば、一緒に行う必要感や実感がもてるような遊びの展開につながるきっか

けや道具などの環境が必要であり、「豊かな感性や表現」に重点をおけば、表現した

いものが作りやすい道具などを提示する必要があります。また、「協同性」「思考力
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の芽生え」「言葉による伝え合い」を大切にしたい場合は、どのようにしたいかやど

のような道具を使ったらよいかなど、これまでの経験を生かしながら幼児同士で考え、

工夫しながら実現していく余地を多く残しておくことが大切です。 

また、これらの環境は、一旦構成したらそれでよいわけではありません。教師は

幼児の姿を捉えながら、柔軟な目をもち、ねらいを念頭に置きながら、その都度、臨

機応変に、幼児にとって魅力のある環境へと再構成する必要があります。また、幼児

が主体的に活動するためには、教師だけで環境を構成するのではなく、幼児の思いや

考えを取り入れて幼児と一緒に構成する余地のある環境の構成を計画しておくことが

大切です。 
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第３章 

指導計画の作成と 

保育の実際 
 

 

 

第１章、第２章における指導計画の作成に関する基本的な考え

方を踏まえて、本章では、各幼稚園が幼児の生活する姿から指導

計画を作成し、保育を展開する際の参考となるように、いくつか

の実践事例を取り上げて示しています。 

指導計画は、それぞれの幼稚園における幼児の生活する姿から

作成されるものであり、一定の形があるわけではありません。こ

こに示す事例は一つの参考であってどの幼稚園にもそのまま当て

はまるというものではありません。各幼稚園においては、この資

料を手掛かりとして、それぞれの実情に応じた指導計画を作成し、

幼児の生活に沿った適切な指導を行うようにすることが大切です。 
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１.長期と短期の指導計画（実践事例） 

 

■長期の指導計画 

事例１ 幼児の生活する姿を見通す 

長期の指導計画を作成する際には、教育課程で捉えた幼児の発達の過程を、現実の

幼稚園生活の流れに即して具体的に捉え直していくことが必要になります。そこで長

期の指導計画を考える際、どのように幼児の姿を見通していくとよいかについて、Ａ

幼稚園の事例を取り上げて考えてみることにしましょう。 

 

―教育課程の編成に当たって捉えた発達の過程の事例―     

Ａ幼稚園（３年保育 ３歳児） 

期 発 達 の 過 程 

３歳児 

Ⅰ期 
４月～ ５月中旬 

家庭から離れ、幼稚園に慣れて個々に安定して

いく時期 

３歳児 

Ⅱ期 
５月中旬～７月 

自分から動き出すようになり、興味をもった遊

びを繰り返すようになる時期 

３歳児 

Ⅲ期 
９月～10 月中旬 

これまでの幼稚園生活を思い出し、他の幼児と

関わりながら、遊びの楽しさを感じていく時期 

３歳児 

Ⅳ期 
10 月中旬～12 月 

自分のしたい遊びをしながら、友達がそばにい

ることに快さを感じていく時期 

３歳児 

Ⅴ期 
１月～３月 

周囲の友達と、思いやイメージが偶然つながっ

て、遊びが楽しくなってくる時期 

 

これは、教育課程の編成に当たり、幼児の発達の節目となる時期を「期」と捉え、

その期ごとの発達の姿を表したものです。このうち、Ⅲ期の発達の過程を、教育課程

の一つの発達の時期として捉えていても、その期の行事や季節の変化等により、次の

ように幼児の生活する姿には変化が見られ、時期的な特徴が浮き彫りになってきます。 
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３歳児  Ⅲ期 

９月～10 月中旬 

これまでの幼稚園生活を思い出し、他の幼児と関わりなが

ら、遊びの楽しさを感じていく時期  

幼児の生活する姿 ・自分のしたい遊びを繰り返す。 

・一緒に遊びたい友達ができ、自分から関わっていく。 

・経験したことや考えたことなどを、教師に話そうとする。 

・簡単なルールが分かり、皆で一緒に遊ぶことを楽しむ。 

・身の回りのことを、自分でしようとする。 

 

時期的な特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長期の指導計画を作成する際には、このような季節や行事などの流れを踏まえ、幼

児の生活する姿のおおよその見通しをもつことが必要です。周囲の環境の特徴と幼児

の生活する姿の見通しとを照らし合わせることにより、指導計画における具体的なね

らいや内容、環境を構成する視点や教師の援助などが導き出されてきます。 

  

９月初旬～９月下旬 

 

・長い夏休み明けで、泣いた

り不安になったりする幼

児もいるが、幼稚園に来

ることを楽しみにしてい

た幼児も多い。  
 
・１学期に遊んでいた遊び

を手掛かりに、遊び始め

る。  
 
・水遊びを楽しみにし、繰り

返し遊ぶ。  

９月下旬～10 月初旬 

 

・外で思い切り体を動かして

遊ぶことを楽しむ。  
 
・学級の皆で、踊ったり、か

けっこをしたりすること

を楽しめるようになる。  
 
・同じものを持ったり、同じ

ことをしたりすることを

喜ぶ。  

10 月初旬～10 月中旬 

 
・初めての運動会に参加

し、年中児、年長児の動

きをまねしたり、自分

たちなりに再現して遊

んだりする。  
 
・先生や友達と、簡単なル

ールのある遊びをする

ことを楽しむようにな

る。  
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事例２ 教育目標や指導の重点と長期の指導計画 

 

各幼稚園の教育目標は抽象的な表現が多いので、31 頁にあるように、幼稚園では、

園の教育目標の達成に向けた目指す幼児像をどのように園全体として育てていくのか

を示したグランドデザインを作成することが考えられます。グランドデザインには、

各園が教育目標に向け、園や地域の特性を生かしながら、どのような幼児の姿を願い、

そのための指導をどのように進めていくのかといった教育の在り方を具体的に表し可

視化します。  

 ここでは、グランドデザインの策定から長期の指導計画を作成する例を挙げてみま

しょう。まず、園の教育の方針、理念をグランドデザインとして策定し、長期の指導

計画の作成に生かしていきます。  

 

Ｂ幼稚園の教育目標は、どのような幼児に育てたいか、大きな視野から捉えていま

す。園の教育目標として示した幼児像をどのように園全体として育てていくのかを示

したグランドデザインの作成が大切です。教育目標の達成に向けて幼児が遊びや生活

を通して学ぶ場としてどのような幼稚園を目指すのか、どのような基本方針で臨むの

かについて園全体で話し合いました。さらに、幼児の発達の見通しを基に、本年度の

指導の重点を作成しました。その重点を長期の指導計画に具現化していきます。グラ

ンドデザインに示している園運営の中核をなすものは日々の保育であり、教育課程の

編成やそれに基づく指導計画の作成に当たっては、グランドデザインを念頭に置き、

教師の共通理解の下で進めていくことが大切です。  

 そして、グランドデザインを保護者や地域住民などとも共有し、保護者や地域住民

等が幼稚園と共に幼児を育てていくという意識を醸成して、幼稚園、家庭、地域が協

働していくことが大切です。そのためには、保護者や地域住民に分かりやすくグラン

ドデザインを示すことが大切です（Ｂ幼稚園のグランドデザイン参照）。  
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このグランドデザインを念頭に置き、４歳児の学年の指導の重点を以下のように

設定しています。 

 

４歳児 学年の指導の重点 

・友達の思いに気付きながら一緒に遊ぶことを楽しみ、いろいろなことに興味をもっ

て取り組む中で、自己を伸び伸びと発揮する。 

この学年の指導の重点を踏まえ、期ごとの具体的なねらい、内容、環境の構成を作

成します。まず、その時期の発達の姿からねらいを設定し、そのねらいを達成するた

めに必要な内容を考えます。そして、それに対応した具体的な環境の構成を挙げてい

きます。 
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s-yamamoto
スタンプ



 

ねらい、内容、環境の構成が全て、関連付けて設定されています。 

 

長期の指導計画において環境の構成を考えるとき、学年の指導の重点が幼児の発達

の過程に沿ってどのように実現されていくのか捉えておく必要があります。 

 

  

時期 ４歳児 Ⅱ期 (５月中旬～７月)  ４歳児 Ⅲ期 (９月～10 月中旬) 

ね 

ら 

い 

◎自分のしたいことにじっくりと取り組む楽

しさを味わう。 

◎気の合った友達と関わりながら、一緒に遊

ぶ楽しさを味わう。 

◎学級の活動で自分なりに動いたり、友達と

同じ動きをしたりすることを楽しむ。 

◎生活の仕方や流れが分かり、生活に必要な

ことを自分からやろうとするようになる。 

◎自分なりに考えたり工夫したりして繰り返し

遊ぶことを楽しむ。 

◎気の合う友達との関わりの中で、自分の思いや

気持ちを出して遊ぶことを楽しむ。 

◎友達と一緒に体を動かして遊び、皆でする楽し

さや満足感を味わう。 

◎生活に必要なことが自分からできるようにな

る。 

内 

容 

○自分のしたいことにじっくりと取り組むこ

とができるようにするために 

・遊具や用具の使い方を知り、遊びの中で繰り

返し使い、慣れる。 

・様々な素材に出会い、自分なりに作ったりか

いたりすることを楽しむ。 

・砂や泥、水などの自然物に触れて、その感触

を楽しみながら遊ぶ。 

・遊びの場を自分たちでつくり、必要なものを

持ち込んで遊ぶ。 

○気の合った友達と関わりながら、一緒に遊

ぶ楽しさを味わうために 

・自分の感じたこと、考えたこと、したいこと

などを友達との関わりの中で表現しようと

する。 

○自分なりに考えたり工夫したりして繰り返し

遊ぶことを楽しむことができるようにするた

めに 

・遊びに使うものを作るために、身の回りの素材

を選ぶ。 

・自分がしたいと思ったことに取り組む中で、考

えたり試したりする。 

○気の合う友達との関わりの中で、自分の思いや

気持ちを出して遊ぶことを楽しむことができ

るようにするために 

・一人一人が自分のイメージや思いを出して遊

ぶ楽しさを味わう。 

○友達と一緒に体を動かして遊び、皆でする楽し

さや満足感を味わうために 

・ルールのある運動的な遊びを、先生や友達と一

緒に楽しむ。 

環 

境 

の 
構 

成 

○自分のしたいことにじっくりと取り組むこ

とができるようにするために 

・幼児がイメージをもったり、見立てたりしな

がら自分なりの動きや様々に作ったりかい

たりすることが楽しめるような素材や用具

を提示する。 

・幼児のそれぞれの気付きや試している姿を

受け止め、満足感を得たり、また、やってみ

ようとする気持ちがもてたりするようにし

ていく。 

○気の合った友達と関わりながら、一緒に遊

ぶ楽しさを味わうために 

・個々の思いで遊んでいる姿を認めながら、そ

の思いが友達に伝わるように、教師が言葉

に出していく。 

○自分なりに考えたり工夫したりして繰り返し

遊ぶことを楽しむことができるようにするた

めに 

・夏休み明け、遊具や用具、素材などは１学期と

同じ場所、または目で見てすぐにある場所が分

かるように配置し、必要なものがすぐに作れる

よう工夫をしていく。 

○気の合う友達との関わりの中で、自分の思いや

気持ちを出して遊ぶことを楽しむことができ

るようにするために 

・一人一人のイメージを具体化するよう言葉で

表したり、共通のイメージをもちやすい共通の

体験(絵本などの読み聞かせも含む)を工夫す

る。 

○友達と一緒に体を動かして遊び、皆でする楽し

さや満足感を味わうために 
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事例３ 環境の構成の視点と長期の指導計画 

 

―長期の指導計画における指導の重点と環境の構成の視点（例）― 

Ｃ幼稚園(２年保育４歳児) 

ここでは、Ｃ幼稚園の具体的な事例から、長期の指導計画における指導の重点と計

画的な環境の構成の視点を考えてみましょう。 

Ｃ幼稚園の指導の重点は「すすんで運動する幼児の育成」です。幼稚園教育にお

いて育みたい資質・能力を視点に考えると、主に「知識及び技能の基礎」では身体感

覚の育成や多様な動きの基礎など、「思考力、判断力、表現力等の基礎」では身体的

な表現や言葉で伝え合うことなど、「学びに向かう力、人間性等」では、自分への向

き合いや自信をもつこと、相手の気持ちの受容、目的の共有、協力などが一体的に育

まれていくと考えられます。 

教師は、その実現に向けて教育的価値を含ませて環境の構成の在り方を考えてい

ます。 
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Ｃ幼稚園の長期の指導計画  ２年保育 ４歳児  （９月～10 月） 

 

ねらい 

（抜粋） 

○友達との関わりを楽しみながら、自分の動きや思いを出して遊ぶ。 

○戸外で思い切り体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

○秋の自然に関心をもち、見たり、触れたり、様々なことに気付いたりする。 

内 容 

（抜粋） 

  

 

 

 

 

    

 

 

・友達のしていることに興味や関心をもち、自分もしてみようという気持ち

をもつ。 

・身近な環境に興味をもって関わり、自分のしたいことを見付ける。 

・遊びに必要なものを作ったり、様々な遊具で場づくりをしたりして遊ぶ。 

・思ったことを動きや言葉に出して遊ぶ楽しさを感じる。 

・運動的な遊びに繰り返し取り組み、楽しさやおもしろさを感じる。 

・音楽に合わせて教師や友達と動く楽しさを感じる。 

・様々な運動的な遊びを通して、思い切り走る心地よさや、身体を動かす快

さを感じる。 

・学級の皆と一緒に活動する楽しさを味わう中で、自分なりの動きを楽し

んだり、友達の刺激を受けて、自分の力を出したりする。 

・運動会に向けての活動に、友達と一緒に期待をもって取り組む。 

・涼しくなっていく季節の変化を感じ、戸外で思い切り動くことを楽しむ。 

   

幼児の姿 

（抜粋） 

 

○園生活の仕方を思い出し、自分から動こうとする。 

○夏休み前に経験した遊びをしたり、夏休みに経験したことを遊びに取り

入れたりして遊ぶことで安定する。 

○友達と同じ場で、自分なりの動きをしたり、好きなものになりきったり

して遊ぶ。また、友達と同じような動きをして遊ぶことを楽しむ。 

○かけっこ、玉入れなど、教師が設定した運動的な遊びを繰り返し楽しむ。 

○皆と一緒にすることを楽しみにして、喜んで取り組む。 

○季節の変化の様子を感じ、戸外で思い切り走ったり、鬼遊びをしたりす

ることを楽しむ。また、秋の自然物に興味をもち、集めたり遊びの中に取

り入れたりする。 
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環境の構

成の視点 

（抜粋） 

 

 

 

・イメージしたことや、作ったものが遊びに生かせるよう、幼児がしているこ

とを認めたり、新しい材料を提示したりする。 

・必要に応じて教師も遊びの仲間に入り、幼児の遊びたいイメージを少しずつ

実現させたり、遊び方の幅が豊かになっていくようモデルを示したりする。 

・体を動かす楽しさが味わえるように、繰り返し楽しめる遊具を用意する。 

・好きな友達と十分に関わって遊べるように場づくりの用具を提示したり、場

所の使い方のヒントを伝えたりする。 

・幼児が自分の思いやイメージをもって遊ぶ姿を認める。また、教師が幼児の

イメージを言葉で表し、周りの幼児に伝わるようにする。 

・簡単なルールのある遊びを取り入れ、皆で体を動かすことを繰り返し楽しめ

るようにする。 

・リズム表現や競技など新しい教材を提示するときは、幼児がイメージをつか

みやすいように、思わずやってみたくなるような動きや言葉で伝えていく。 

・教師とのつながりを感じながら皆と一緒に動く楽しさや思い切り体を動かす

心地よさを味わえるような活動を取り入れていく。 

・運動会に向けて、並んだり、行進したり、合図を聞いて動いたりすることを

楽しみながらできるように指導法を工夫する。 

・一人一人が頑張っている姿を認め励まし、次への意欲へとつながっていくよ

うにする。学級の中で一人一人のよさを伝えながら、皆でやったらできたと

いう嬉しさを言葉にしたり共感したりしていく。 

・自然の変化などを教師自身が気付き、感じたことを表し、戸外に目が向くよ

うにする。 

・見付けた虫などの生態を調べる楽しさや虫捕りをするおもしろさを味わえる

よう、図鑑、虫かご、網などを用意する。 

・園庭にある自然物を使って遊べるように、必要な用具や材料を用意する。 

 

この時期は、初めての長期の休み明けであり、夏から秋への季節の変化が感じられ

る時期です。ここでは、上記の環境の構成の視点について、第２章の「魅力のある環

境を構成する」（95 頁～100 頁）の環境を構成する視点から、この時期に指導の重点を

踏まえてどのように環境の構成を考えているのかについてみていきます。 
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<幼児の興味や欲求に応じた環境> 

幼児の興味や欲求からかけ離れた環境を構成しても幼児は楽しく遊ぶことはでき

ません。幼児が今何に興味をもっているかを把握し、その遊びが十分にできる環境を

構成する必要があります。 

そのためには、幼児の興味や欲求を生かしていくという教師の姿勢が大切です。幼

児のイメージの中には体を動かして遊ぶことに通じるものがあり、指導の重点とも関

連します。例えば、幼児のイメージが夏休みに行ったキャンプの場合、テント作りや

山登りなど様々な体を動かす活動へと広がります。幼児から発信されたものを教師が

どのように受け止め、環境がもつどのような特性を生かせば幼児が自身のイメージを

実現できるのかを考え、幼児が発達に必要な体験を得られるようにすることが大切で

す。 

また、この時期は体を動かして遊ぶことが気持ちよく、体を動かすことへの幼児の

興味や欲求が自然と高まる時期でもあります。これは、指導の重点に強く関連するこ

とでもあり、幼児の興味や欲求に応えて、幼児が思わず体を動かしたくなるような環

境を構成する必要があります。環境の構成の視点に「体を動かす楽しさが味わえるよ

うに、繰り返し楽しめる遊具を用意する」、「簡単なルールのある遊びを取り入れ、皆

で体を動かすことを繰り返し楽しめるようにする」とあります。「繰り返し楽しめる遊

具」、「簡単なルールのある遊び」などを、学級の幼児の実態に合わせ、思わず体を動

かしたくなったり、体を動かすことの楽しさを味わえたりするように具体的に考えて

いくことが大切です。例えば、幼児にとってルールが難しかったり、遊びが複雑だっ

たりすると、そのことに気を取られて、体を動かす楽しさを十分に味わうことができ

ないかもしれません。 
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<幼児の発達の時期に即した環境> 

 遊びへの取組や友達関係は、発達の時期とともに変化します。この時期にどんな遊

びを経験することが幼児の発達にとって大切か、また、この時期ならではの配慮など、

発達の時期に照らして環境の構成を考える必要があります。 

以前は気の合う友達と遊んでいることが多かった幼児が、この時期になるといろい

ろな幼児へと関心が広がります。また、集団を少しずつ意識し、集団で遊ぶ楽しさを

感じるようにもなってきます。そこで、「簡単なルールのある遊びを取り入れ、皆で体

を動かすことを繰り返し楽しめるようにする」、「教師とのつながりを感じながら皆と

一緒に動く楽しさや思い切り体を動かす心地よさを味わえるような活動を取り入れて

いく」、「一人一人が頑張っている姿を認め励まし、次への意欲へとつながっていくよ

うにする。学級の中で一人一人のよさを伝えながら、皆でやったらできたという嬉し

さを言葉にしたり共感したりしていく」など、人間関係が広がり、集団で楽しめる環

境を構成していく必要があります。集団での遊びにはルールが必要ですが、この時期

には皆が理解しやすく、負担にならないように簡単なルールで楽しめる遊びを取り入

れるようにします。まだこうした遊びを幼児だけで楽しむのは難しいので、教師も一

緒に遊びながら、幼児同士をつないでいくことも大切です。教師が遊びを進めながら、

認めたり励ましたり共感したりし、集団で遊ぶ楽しさや集団のよさを感じていくこと

は、この先、自分たちで集団での遊びを進めるようになっていくための原動力になっ

ていくでしょう。 

 「体を動かす楽しさが味わえるように、繰り返し楽しめる遊具を用意する」、「簡単

なルールのある遊びを取り入れ、皆で体を動かすことを繰り返し楽しめるようにする」

など、「繰り返し」を大切にしています。幼児は同じことを何度も繰り返しながら、そ

の動きを自分のものにしていきます。また、同じことをしているようでも、自分なり

に少しずつ変えながら取り組んでいることがあります。その中で多様な動きを体験し

たり、その動きを試したり、自分なりに効率的な動きを見付けたりしているのです。 
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<幼児が新しいものと出会える環境> 

生活経験の少ない幼児にとって、新しいものと出会うことは、遊びの幅が広がり、

豊かになっていくために大切なことです。幼児の興味や欲求に応じた環境を構成しな

がらも、その中で新しいものと出会えるような環境を用意することが必要です。 

「簡単なルールのある遊びを取り入れ、皆で体を動かすことを繰り返し楽しめるよ

うにする」、「リズム表現や競技など新しい教材を提示するときは、幼児がイメージを

つかみやすいように、思わずやってみたくなるような動きや言葉で伝えていく」、「教

師とのつながりを感じながら皆と一緒に動く楽しさや思い切り体を動かす心地よさを

味わえるような活動を取り入れていく」などの環境の構成は、新しいものと出会う際

の配慮を示しています。新しいものに出会い「思わずやってみたくなる」ことで自ら

取り組み、「楽しかった」、「心地よかった」という気持ちをもつことで、幼児の体を動

かすことへの興味や欲求は高められていきます。 

例えば、運動会が予定されている場合、そのために運動的な遊びを取り入れるので

はなく、幼児が体を動かすことへの興味や欲求が高まったときに運動会があるという

流れができると幼児の主体性が生かされ、体を動かすことへの意欲は更に高まります。

年間の行事予定は年度初めには決まっていますが、運動会と幼児の意欲を上手に絡め

ながら重点である「すすんで運動する幼児」を育んでいくことができるように、長期

的に幼児の生活の流れを予想することが大切です。２年保育の４歳児の場合、運動会

は初めての経験であり、配慮が必要です。「運動会に向けて、並んだり、行進したり、

合図を聞いて動いたりすることを楽しみながらできるように指導法を工夫する」とあ

りますが、運動会のような行事は集団行動の場面が多くあります。ともすると、見た

目の整然とした美しさに教師がとらわれてしまい、教師の価値観だけでやらせてしま

うことになりかねません。幼児なりに必要性を感じる中で、無理なく楽しく経験でき

ることを考えることが重要になります。 
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事例４ 幼稚園や地域の環境と長期の指導計画 

 

指導計画の作成に当たっては、幼稚園や地域の環境を幼児の発達を促すためにどの

ように生かすかを検討し、位置付けていくことが大切です。 

長期の指導計画を作成する際には、幼稚園や地域の環境の中で幼児の生活に取り入

れられるものは何かを十分に調べておき、長期の指導計画の中にしっかりと位置付け

ていくことが必要です。例えば、地域の中で幼児が親しみをもって接することができ

る環境が何なのか、それをいつごろ、どのように生かすことができるのかなどを見通

しておくことです。また、利用可能な公共施設や地域の行事、伝統や文化等について

も見通しておくことも考えられます。 

 

ここでは、地域の行事を長期の指導計画に位置付けているＤ幼稚園の事例を紹介し

ます。Ｄ幼稚園のある地域は、年間数々の地域の行事に園としても参加し、また家庭

でも参加しています。こうした幼児の共通体験を幼稚園でのより豊かな遊びに生かす

ことができるように、行事に関する活動を指導計画に反映させています。 
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―地域の行事を指導計画に位置付けた例―       

Ｄ幼稚園 (３年保育 ５歳児) 

＜年間指導計画＞ 

 

期  Ⅰ期       Ⅱ期         Ⅲ期          Ⅳ期 

月  ４          ５     ６       ７              ８   

発

達

の

過

程 

 

 

幼

児

の

姿 

抜

粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地

域

の

行

事 

と

協

同

的

な

活

動 

 

 

年長組になった喜び

や友達と一緒に遊ぶ

ことを楽しむ時期  

自分のイメージを伝え、

友達との遊びを進めてい

く楽しさを感じていく時

期  

友達の動きを刺激として自分

でも行ったり、遊びの流れを

つくり、方向性を見いだした

りしていく時期  

・新しい保育室や遊具な

どに興味をもって関

わっていき、友達と一

緒に場や遊びの流れ

をつくろうとしてい

る。  
 
・年長組になったことを

喜び、昨年度の５歳児

のしていた遊びなど

を思い出して、まねす

る姿も見られる。  
 
・皆で一緒にすることを

楽しみにし、楽しいこ

とを共感しようとす

る。  

・自分のしたいことがは

っきりし、これまでの

経験を生かして必要な

素材、遊具、用具を探し

ている。  
 
・友達の思いやイメージ

を受け入れられるよう

になり、同じ仲間と同

じ場でイメージを共有

しての遊びが何日も継

続して行われる。  
 
・課題への取組に対して

は、楽しんで取り組ん

でいく幼児と、その気

持 ち の 薄 い 幼 児 が い

る。  
 

・自分なりの課題が見いだせ

ると、繰り返し取り組み、

試したり工夫したりする。  
 
・友達と遊びを進めていく中

で少しずつ考えを出し合

い、相手の気持ちを受け止

められるようになってきて

いる。  
 
・課題活動に関しては、何を

するか分かって取り組み、

それぞれの幼児が自分の考

えを出そうとしている。し

かし、互いの思いや考えを

受け入れ合うのは難しく、

教師の介入や、明確な共通

のイメージが必要である。  

地域のお祭り 

    みこし、山車
だ し

、縁日 

地域の桜祭り 

    出店、花見 

地域の市
い ち

 、縁日 

商店街の七夕パレード 

こいのぼり製作 

 (グループ活動) 

縁日ごっこ (グループ活動) 

おみこし製作・お祭りごっこ (好きな遊び) 

パレードごっこ ・ ダンス (好きな遊び) 

パレードに向けての取組 (学級全体) 
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 Ｄ幼稚園では、地域に根付いている行事を｢共通のイメージ｣として取り入れ、友達

と力を合わせてグループで取り組む活動に生かしています。幼稚園でも地域の行事に

参加していますが、多くの幼児はこのほかに家族と一緒に参加しています。ただし、

宗教に関わるものもあるので、保育の中では内容を厳選し、参加経験のない幼児に対

する配慮を十分に行いながら、ごっこ遊びなどに取り入れています。 

 

<指導計画における地域の行事の位置付け> 

地域のお祭りとの関連・・・５月末～６月中旬 

Ｄ園の近隣の地域では、お祭りが近づくと大人も幼児も落ち着かなくなり、祭

り一色の雰囲気になる。それは、その地域の特徴であり、代々家族で受け継ぐ伝

統のようなものである。Ｄ園では、その実態を踏まえ、６月の指導計画の中に「グ

ループで相談して力を合わせる活動」として、「縁日ごっこ」の活動を位置付けて

いる。この地域の幼児が毎年必ず遊びに行く「縁日」である。一人一人がよく見て

いて、どのような種類があるか、どのようなものが置いてあるのか、どのような

動きをしているのかを見ている。また、毎年５歳児学級が縁日を作り、３、４歳児

学級を招待しているため、「今年は何を作ろう」という見通しをもってよく見てく

る幼児もいて、共通のイメージとなりやすい実態がある。５歳児の６月頃の協同

的な活動として、取り掛かりやすいことから、長期の指導計画の中で、具体的内

容として位置付けている。 

 

地域の商店街の七夕パレード参加との関連・・・７月初旬 

Ｄ園の近隣の商店街では、７月初旬の土曜日に七夕のパレードがあり、園児も

参加する。教育課程外の活動ではあるが、それに向けての事前の取組や、経験後

の活動に生かせるものである。音楽に合わせて踊ったり、自分の身に付ける衣装

を作ったりする活動は、音楽的な活動、製作的な活動に生かしている。当日には、

５歳児としての自覚をもち堂々と行動した自信と満足感を味わう機会となる。 

その後、幼稚園で自分たちの遊びに取り入れている。こうしたことを踏まえ、

このパレードへの参加を、長期の指導計画の中に位置付けている。 
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事例５  行事と長期の指導計画 

 

幼稚園生活の中には、様々な行事があり、それらは幼児の自然な生活の流れの中に

潤いと変化を与えます。幼児は、行事に出会い、それを楽しみ、いつもの幼稚園生活

とは異なる体験をすることで、幼児自身が飛躍的に成長したり、新たな生活を展開し

たりします。しかし、行事の結果やできばえを期待するあまりに、行事に追われる生

活だったり行事のための生活になったりすることがあります。幼児自身が行事を期待

しながら、主体的に取り組んでいけるように長期の指導計画を考えていかなければな

りません。 

 

ここでは、生活発表会２週間前の幼児の姿を例に挙げながら、園全体で取り組む行

事の位置付けを考えてみます。 

 

○生活発表会に向かう自然な生活の流れを捉える 

幼児が主体的に生活発表会に取り組むことができるように指導計画を考えるには、

まず、幼児の自然な生活の流れを捉えることが必要です。「生活発表会のためにどうす

るか」ではなく、目の前の幼児の姿を捉えて、その生活の流れに沿って、「この行事を

活用して何を育てていきたいのか」、「何を育てられるか」ということを考えていくこ

とです。 

ここでは、生活発表会を初めて体験する３歳児、昨年経験した４歳児、幼稚園生活

最後の取組になる５歳児の例を挙げ、それぞれの生活の流れを捉えながら、長期の指

導計画を考えてみました。 

 

３年保育の幼児にとっては、年に一回の行事であっても３年間の積み重ねの経験が

あることになります。また、１学年上、２学年上の幼児の動きや取り組み方を見て刺

激を受けるということも多くあります。園としては、このように異学年、異学級の動

きも大きな環境と捉えて、それを最大限に生かすように配慮していくことが重要です。 

 

指導計画の作成に当たっては、これまで行われてきた行事の一つ一つについて、幼

児の発達の過程や幼稚園生活の流れから見て、教育的な意味があるかどうかを十分に
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検討する必要があります。それぞれの行事のもつ意味を考えながら、幼児の生活の自

然な流れにしたがって、どのようなものに、どのように出会わせたらよいかを検討し

ます。どの時期にどの行事を取り上げるかは、その時期の幼児にどのような発達を期

待しているかということと切り離して考えることはできません。生活に変化や潤いを

与えるという、行事のもつ本来の意味を生かしながら、幼児の活動意欲を高めたり幼

児同士の交流を盛んにしたりするなど発達を促すものを選び、位置付けることが大切

です。 
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幼児の生活する姿 

11 月 第１週 実態の読み取り 

 
・皆でダンスを

することや、か

け合いのや り

取りのある 手

遊びや歌遊 び

を喜んでいる。

声を合わせ る

ことも楽し い

ようだ。  
・絵本の読み聞

かせを楽し み

にし、そのイメ

ージを遊び に

取り入れて 楽

しむ様子が 見

られる。  
・物語の登場人

物や動物な ど

に、すっかりな

った気持ち で

表現するこ と

を遊びの中 で

繰り返し楽 し

んでいる。  
 

 
・先生や友達と

一緒に動く こ

とを楽しむ。  
・絵本の読み聞

かせを楽しむ。 
・身近な動物に

関心をもっ て

いる。  
・友達との関わ

りを喜び、自分

なりの表現 を

楽しんでいく。 
 

経験していること 教師の願い 

 
イメージをもっ

て遊ぶ楽しさを

十分味わわせた

い。  
 
幼稚園で遊んで

楽しんでいる様

子を、できるだけ

そのまま家族に

見てもらい、幼児

の育ちを理解し

てもらいたい。  
 

実態の読み取り 

幼児の生活する姿 

11 月 第１週 

行事に向かう生活という視点から捉えた、異なる学年の同じ時期の記録です。一覧す

ると、その時期ならではの幼児の姿や経験していることが見られ、様々な体験の積み重

ねにより幼稚園教育において育みたい資質・能力が育まれ、幼児の発達の姿として現れ

ていることが分かります。これらの記録を改めて「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」から眺めてみると、発達に即した形で具体的な幼児の言動として現れていることに

気付きます。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、日々の実践に見られる多く

の幼児の姿から生まれたものであり、教師一人一人の捉えの中にすでにあるものと言う

ことができるでしょう。 

３歳児 

（ 初 め て の 生 活 発 表

会） 

・好きな遊びの

中で、曲をかけ

て踊ること を

楽しむ姿も 見

られるが、皆で

集まったと き

に「皆で、○○

踊りたい！」と

言うことが 多

くなってきた。 
・教師に「おおか

みになって」と

言って、何度も

『おおかみ と

七匹の子やぎ』

の言葉のや り

取りをして、逃

げることを 喜

ぶ。  
・ネコになって

「ニャニャ ニ

ャー」とネコ語

でしゃべる こ

とを楽しん で

いる。  
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5 歳児 

（最後の生活発表会） 

・友達と考えた遊びが、

数日間継続するよう

になってきた。アイ

デアを出し合って進

めていく姿が見られ

る。しかし、思いが擦

れ違い、ぶつかり合

うこともある。少し

ずつ、相手の言動を

受け入れようとする

姿も見られる。  
・人形劇、劇場ごっこな

どを楽しみ、お客さ

んを呼ぶことを喜ん

でいる。  
・生活発表会では、こん

なことをしたい、と

い う 話 題 も 出 て い

る。  

 
・年長組がしている

ことが刺激となっ

て、自分たちもや

ってみたいという

自発的な行動につ

ながっていくよう

だ。  
・身近な素材を使っ

て、身に付けるも

のを作ることが楽

しいようだ。特に

自然を遊びに取り

込んでいる。  
・いろいろな楽器に

触れることを楽し

んでいる。思いの

ままに扱う中で、

自分なりのリズム

で音楽に合わせて

いる。  

経験していること 

 
・音楽に合わせ

て友達と一緒

に踊ることを

楽しむ。  
・年長児の動き

に 関 心 を も

ち、まねして

挑戦したり、

遊びに取り入

れたりする。  
・身近な自然に

関心をもち、

実際に触れた

り遊びに使っ

たりする。  

 

 
伸 び 伸 び と

表 現 す る 楽

し さ を 十 分

に 味 わ わ せ

たい。  
 
イ メ ー ジ を

膨らませ、日

常 の 遊 び を

よ り 豊 か な

も の に し た

い。  
 
 

教師の願い 

 
・遊びのイメージや

方向性が共通理解

できるようになっ

てきている。共通体

験や、共通のテーマ

が遊びの核になっ

ている。  
・互いの思いを受け

入れ合うためには、

十分な時間と援助

が必要である。  
・見せることを意識

しての遊びが楽し

いようである。相手

の気持ちや、評価も

意識するようにな

っている。  
・昨年までの経験か

ら、生活発表会に対

する期待や意欲が

深まっている。  

 
・友達と力を出

し合ったり助

け合ったりし

て遊びを進め

る。  
・友達と一緒に

共通の目的に

向かって活動

を 進 め て い

く。  
・相手を思う気

持ちをもつ。  
・生活や活動の

流れの見通し

をもつ。  
 

 
共 通 の 目 的

に 向 か っ て

いく中で、友

達 と 考 え や

力 を 出 し 合

っ て 遊 ん で

ほしい。  
 
「 生 活 発 表

会」という行

事を通じて、

仲 間 と 共 に

つ く り 上 げ

たり、役割を

果 た し や り

遂 げ た り す

る 達 成 感 や

満足感、自信

に つ な が る

よ う に し て

いきたい。  

 

幼児の生活する姿 

11 月 第１週 実態の読み取り 

４歳児 

（二度目の生活発表会）  
・運動会で年長組が踊

ったリズムの曲を、ま

ねして踊ることを楽

しんでいる。年長がグ

ループごとに考えて

踊った部分も自分た

ちで再現して表現し

ている。  
・園庭の落ち葉や、遠足

で拾った木の実など

を使って、お面や冠を

作ることを楽しんで

いる。  
・楽器を使って皆で曲

のリズムに合わせて

打つことを喜び、好き

な遊びの中でも友達

と楽しんでいる。  
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生活発表会に向けて取り組む活動における、長期的視点での環境の構成と教師の援助 

（11 月 生活発表会２週間前～後日まで）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２週間前以前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1 週間前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 当日   

 
 

 

 

後日 

 

 

    ４歳児  

・これまで学級で楽しんでい

ることを生かした、生活発

表会の出し物を決定し、内

容に親しみがもてるよう視

覚的に掲示しておく。（壁

面）  
・イメージが膨らむような、

絵本や視聴覚教材を活用す

る。  
・発表会に必要なもの、身に

付けるものなどを先生に手

伝ってもらいながら作り、

それを使って遊ぶことで、

より活動が充実するように

していく。  
 
・５歳児の出し物を見せても

らい、刺激を受け自分たち

も頑張ろう、という気持ち

をもてるようにする。  
・３歳児に、自分たちの出し

物を見てもらう機会をつく

り、緊張感とともに見ても

らう嬉しさや満足感を味わ

えるようにする。  

・気の合う友達と同じ役にな

ったり、言葉のやり取りを

楽しんだり、学級の友達皆

で取り組む嬉しさが感じら

れるようにする。  

 
・５歳児の出し物に刺激を受

け、まねしてみたり、遊び

に取り入れたりできるよう

な時間と環境をつくってい

く。  

 ３歳児  

・先生と一緒に、物語の世界

を楽しむ。（絵本・紙芝居） 
・言葉のやり取りを楽しむ

活動を取り入れる。  
・おはなしの世界に入れる

ような、場面が想起され

るものを作る。  
（大道具・小道具）  
・繰り返しすることを楽し

みながら、少しずつ変化

をもたせ興味がより深ま

るようにする。  
・すぐに好きなものになっ

て遊べるように、身に付

けるものを手に取れる場

に置いておく。  
・４、５歳児の出し物を見る

機会をつくり「おもしろ

いな」、「自分もやってみ

たいな」という雰囲気を

つくっていく。  

・観客や場の雰囲気からく

る不安にとらわれず、安

心して取り組めるよう、

いつもと同様にゆったり

と笑顔で一緒に教師も動

くようにする。保護者に

はこれまで楽しんできた

経過を伝えたり、温かい

まなざしや拍手を送って

もらったりする。  

・発表会後、４、５歳児の使

った物を借りて、自分た

ちの遊びに取り入れてい

けるようにする。  

     ５歳児  

・昨年自分たちがしたことを思

い出し、今年は何をしたいの

かを積極的に考える場をつ

くっていく。また、その意欲

やアイデアを受け止め、活動

に生かしていく。  
・友達と考えを出し合う場面、

協力し合う場面など自分の

こととして見通しをもって

進められるようにする。  
・表現するために必要なものを

作る場、置いておく場を確保

する。また、技術的な援助や

材料の提示をしていく。  
・友達との話合いの場面では、

自分の考えを十分に出し合

い、軌道修正をしたり折り合

いをつけたりする援助をし

ていく。  
・３、４歳児に、自分たちの出

し物を見せることで、自信を

もったり、うまくいかなかっ

た点を改善したりする手助

けをしていく。  
・活動を進めながら、教師の意

見や仲間の意見を受けて、よ

りよくするために自分たち

で何とかしようと努力する

姿を認め、励ましていく。  

・生活発表会を通して、個々に

自分なりの課題を見付けて

克服したり、家族から認めら

れたりすることを通して、満

足感や達成感をもてるよう

にしていく。  
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■短期の指導計画 

事例１ 週などの生活の区切りを単位とした指導計画（週案）の事例 

 

＜Ａ幼稚園（３年保育 ５歳児）７月８日～７月 19 日の週案＞ 

次ページに示した週案では、前週の遊びや生活への取組などを踏まえながら、今週

と次週の２週分にわたっての保育の見通しが立てられています。今週の計画について

は、当日のねらい、時間の目安なども詳しく書かれており、教師集団がその日の見通

しをもって保育にあたることができるようになっています。週案を作成する際には、

教師集団で活動時間帯の打合せ等を行い、他の学級との調整も図っています。次週の

計画については、今週の実際の幼児の姿に照らし合わせて、加筆しています。２週先

まで保育の見通しをもって、計画的に遊びや生活を援助していくことが可能になるよ

う作成されています。 
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先

週

末

の

実

態 

遊びへの取組・人との関わり・生活への取組 生活習慣について 

 
 

今
週
・
次
週
の
園
行
事 

７／12  

縁日開店 

 

７／16  

誕生会 

 

７／19  

終業式 

・・天気のよい日には水の移し替えなどを「実験ごっこ」と

言ってテラスに場を作り、繰り返し試している。 

・・プールでの水遊びを楽しみ、水に慣れたり、自分なりの

目標をもったりする姿がみられる。水着の着替えや始

末なども手際がよくなってきた。 

・天気が悪く湿度の高い日は集中力がなくなり、遊びが

持続しなかったりトラブルが起きたりした。 

・縁日ごっこを楽しみにし、自分の経験を思い出しなが

ら、どんな屋台にするか話す姿が見られた。 

（先週の目標と反省） 

○返事をする 

・決まった場面での返

事 や 挨 拶 は で き る

が、友達同士での返

事はまだ少ない。 

ね
ら
い 

○自分で考えたり工夫したりしながら、イメ

ージを実現しようとする。 

○目的に向かって活動に取り組み、楽しんだ

り満足感をもったりする。 
環
境
の
構
成 

＜プール遊び＞ 

頭から水をかぶる、潜るなど、水でダイナミック

に遊ぶための、水鉄砲、ビート板、ペットボトル

のいかだ等を準備し、状況に合わせて選んで使

えるようにする。 

＜縁日ごっこ＞※生活グループで取り組む   

・ヨーヨーつり  ・金魚すくい 

・タコ焼き屋 ・的当て  など 

幼児が縁日ごっこに必要な場や物を準備した

り工夫して作ったりできるような、材料や用具、

積み木やつい立てなどを用意する。 

友達と一緒に看板を作るための大きめの白ボ

ール紙や段ボール板等を準備しておく。               

 

 

 

内

容 

 

・自分の思いや考えを出し合ったり、受け入    

れたりしながら、縁日ごっこを進める。 

・縁日ごっこに必要な場や物を、グループの友

達と一緒に、相談したり力を合わせたりし

て作る。 

・店屋になって自信をもって遊び方の説明を

したりやり取りをしたりする。 

・自分たちで育てた夏野菜などに興味や関心

をもち、収穫することや食べることを楽し

む。 教

師

の

援

助 

・一緒に活動している友達の言葉や動きに気付

くように、教師が声を掛けていく。 

・好きな遊びの中でも縁日ごっこの続きをでき

るようにする。       

・夏野菜の収穫が盛んになるので、皆で食べたり

調理したりする計画を立てる。 

 ７月８日（月） ７月９日（火） ７月 10 日（水） ７月 11 日（木） ７月 12 日（金） 

ね

ら

い 

・グループの友達
と一緒に、どん
な縁日のお店を
作るか相談して
決める。 

・ジャガイモの様
子に関心をも
ち、収穫の喜び
を感じたり、
様々な発見をし
たりする。 

・友達と考えを出
し合って、縁日
の開店に向けて
必要なことをす
る。 

・互いのお店に行
き、そのやり取
りの中から、縁
日の開店をイメ
ージして準備を
する。 

・友達と協力し
て、縁日ごっこ
を進め、やり取
りを楽しむ。 

活

動

予

定 

８：50 登園する     
好きな遊びをする 
10：50「縁日ごっ

こ」の準備をす
る     

11：20 片付け 
12：40 昼食 
13：20 小学校のプ

ールで遊ぶ 
14：10 降園 

８：50 登園する     
好きな遊びをする 
10：20「縁日ごっ

こ」の準備を
する     

10：50 プール 
11：40 片付け  
12：00 昼食  
13：00 ジャガイモ
の収穫 
14：10 降園 

８：50 登園する 
好きな遊びをする 
10：50「縁日ごっ

こ」の準備を
する    

 
11：30 片付け 
11：50 降園 

８：50 登園する    
好きな遊びをする 
10：10 プール 
11：30 片付け 
12：00 昼食 
13：50 片付け  
14：10 降園 

８：50 登園する      
好きな遊びをする 
10：50「縁日ご 

っこ」開店  
年少・年中組

を招待する     
11：30 片付け 
12：00 昼食 
13：50 片付け 
14：10 降園 

 ７月 15 日（月） ７月 16 日（火） ７月 17 日（水） ７月 18 日（木） ７月 19 日（金） 

次
週
の
流
れ 

好きな遊びをする 

10：40 プール 

11：50 昼食 

キュウリを食べる 

13：30 誕生会の準

備 

９：20 誕生会  

10：30 プール 

11：50 昼食 

ジャガイモを食べ

る 

好きな遊びをする 好きな遊びをする 

13：30 ロッカーの

整理 

好きな遊びをする 

10：30 大掃除 

11：00 終業式    

Ｂ幼稚園（３年保育 ３歳児）11 月 19 日～11 月 23 日の週案＞ 
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この週案では、前週の幼児の実態を踏まえながら、今週全体の幼児の遊びを中心と

した園生活の流れを見通し、環境の構成と教師の援助について計画しています。環境

の構成の細部にわたるものについては、実際の場面で検討されなければなりませんの

で、週案を作成する時点では、おおよその予想を立て、実際の幼児の姿と照らし合わ

せながら修正していくことになります。環境の構成と遊びを１週間という区切りで考

えることにより、教師が見通しをもって保育を進めていくことができるように工夫さ

れています。 
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Ｂ幼稚園 ３年保育 ３歳児 

 

 

27 週  11 月 19 日（月）～11 月 23 日（金） 

期のねらい 
自分のしたい遊びをする中で、教師や気に入った友達と関わって  

遊ぶ心地よさを味わう。 

先週の幼児の姿からの願い 

・EVA 積み木やコルク積み木を使って場をつくったり、固定遊具をおうちに見立てたりし
て、ままごと、お医者さんごっこ、電車ごっこをして遊んでいる。「注射しますよ、チク」、
「痛かったけど泣かなかったよ」などと、それぞれが自分なりの“つもり”の世界を楽し
むようになってきた。教師は幼児のイメージを分かって、“つもり”の世界の中で動いた
り、言葉にしたりしながらそれぞれのイメージで遊びを楽しめるようにしたい。  

 
・自分なりの思いをもって動くこと、友達と一緒に動くことが楽しく感じられるようになっ

てきている。そのため、自分の“こうしたい”という思いや、“こうしてほしい”“○○は
したらだめ”などの思いを、友達にも様々な表し方で出すようになってきて、もめること
が増えてきた。教師が温かい雰囲気で話を聞いたり、「いやなことあったんだよね」と気持
ちに寄り添ったりすることで思いを受け止めてもらい、自分の思いを十分に出せるように
したい。また、相手の思いにもなんとなく気付いたり、どう伝えるといいかを一緒に考え
たりしながら納得し、気持ちよく遊ぶことができるようにしたい。  

 
・タンブリンやカスタネット、ドングリマラカスなど、音楽に合わせて鳴らしたり、友達と

一緒に音を出したりして楽しんでいる。落ち葉を集めて“カサカサ”という音や、ドング
リが転がる音などもおもしろがり、自分なりの関わり方で遊んでいる。様々な素材に触れ
て、感触を楽しんだり、いろいろな音が出ることをおもしろいと感じたり、音の違いに気
付いたりしながら、自分のしたいことを繰り返し楽しんでいけるようにしたい。  

ね
ら
い 

 
○自分の思いを出し、したい 
 遊びを楽しむ。 
 
○教師や友達と触れ合って

遊ぶ心地よさを感じる。 
 

内
容 

① 教師や友達と一緒にいる中で、自分の思
ったことを言葉や行動で表しながら遊
ぶ。  

② いざこざの際に教師の表情からその場の
雰囲気を感じ、自分なりに考えようとす
る。  

③ 落ち葉や木の実などの自然物や身の回り
の素材に触れ、感触や音などを楽しみな
がら思うままに遊ぶ。 

予
定 

19 日（月） 20 日（火） 21 日（水） 22 日（木） 23 日（金） 

園内研修     勤労感謝の日  

評
価 

※主な観点 
（１）自分なりの思いを言葉や行動で表しながら遊ぶことができたか。 
 
（２）いざこざの際に教師に話を聞いてもらって、安心した気持ちで教師と一

緒に考えようとすることができたか。 
 
（３）自然物や身の回りの素材に触れて、感触や音などを楽しむことができた

か。  
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○予想される活動    ☆環境の構成    ●教師の援助 

＊生活習慣＊ 
・制服の着脱は難しいところは教師がさりげなく手伝うようにする。できたところを大いに認めて、

“できた”という嬉しい気持ちをもてるようにする。 
・寒くなってきたので、用便に行けるようこまめに言葉を掛け、タイツや厚手の服など脱ぎ着がしに

くい幼児には、教師が丁寧に手伝いをし、自分で“できた”ことを喜べるようにする。 

○絵本・紙芝居を見る 
・どうぞのいす ・かくれんぼ など 

○歌、手遊び、音楽リズムを楽しむ 
＊小さな庭 
＊手をたたきましょう 
♪ゴリラのうた 
♪まつぼっくり 
♪おもちゃのチャチャチャ  など 

②いざこざの際に教師の表情からその場の雰
囲気を感じ、自分なりに考えようとする。 

○“こうしてほしい”“こうしたらダメ”
などの思いを言葉や態度で表す。 

○自分の思いの出し方が遊具を取ったり、
友達を引っ張ったり、強い口調で言った
りするため、いざこざが起こる。 

●いざこざが起こったときには、教師が互
いの思いをしっかりと受け止めること
で安心できるようにする。 

●互いの思いを分かりやすい言葉にして
いくことで、なんとなく相手の気持ちを
感じられるようにする。“そうだったの
か”とその幼児なりに納得できるように
したり、どう伝えるとよかったかを一緒
に考えたりしながら、気持ちよく遊び出
せるよう支えていく。 

①教師や友達と一緒にいる中で、自分の思ったことを言葉
や行動で表しながら遊ぶ。 

○EVA積み木、固定遊具などで場をつくりながら、ま
まごと、病院ごっこ、電車ごっこなど、好きなもの
になって動いたり、話したりして遊ぶ。 

○自分なりの思いや“つもり” を教師や友達に表そ
うとする。 

●それぞれの思いを大切に受け止め、幼児のイメージ
に合った言葉を掛けていく。「いつ発車します
か？」、「ごはんですか？」などのイメージが膨ら
み思わず言葉にしたくなるように話したり、教師も
一緒になって動いたりして、楽しい雰囲気をつくっ
ていく。 

●自分の思いを教師だけでなく友達にも表そうとする
ので、教師が「○○ってことね」、「○○している
んだよね」と互いの思いを分かりやすい言葉で伝
え、教師や友達に自分の思いを表して遊ぶことが嬉
しいと感じられるようにする。 

●周りにいる幼児が教師の言葉を聞いていることを意
識しながら“やってみたい” と思えるような雰囲
気をつくったり、“つもりの世界” の中で誘いか
けたりする。 

③落ち葉 や木の実 などの自 然 物 や身の回 り
の素材に触れ、感触や音などを楽しみなが
ら思うままに遊ぶ。 

○自然物や身の回りの素材に触れて、感触
や音をおもしろいと感じる。 

○友達と一緒に楽器を鳴らしたり、様々な
素材に触れていろいろな音が出ること
に気付いたりする。 

☆落ち葉、ドングリ、卵パックなど、様々
な自然物や素材に触れて、感触や音を楽
しむことができる場を用意する。 

●様々な素材の感触やこすれる音など、触
った感じや音の出るおもしろさを教師
も一緒に言葉にしたり、幼児の発見に共
感したりしながらおもしろがって遊べ
るようにする。 

●それぞれの楽器の音をきれいだと感じ
られるように、教師も一緒に音を出して
遊び、「きれいな音だね」と幼児の気持
ちに共感する。また、教師が丁寧に楽器
を扱いながら、扱い方を知らせていく。

靴
箱

園 児椅
子  

ままごと
（人形） 

（キッチン） 

☆落 ち葉 やドングリなどの自 然
物 、卵 パックや空 き容 器 など
様々な素 材 で作ったものや音
が出るもの 

 

車  

舞 台  

☆タンブリン 
カスタネット 
ポンポン 

廊 下  

水 道  制 服
 

ブロック 入 口  

机  

タオル掛け  

着 替え机  

かご  
☆ハンカチ・ティッシ

ュ 入 れ の 小 さ な
かご（３つ） 

着 替え棚  

ＥＶＡ 

コルク 

積み木  

ロッカー 

色 帽
 

テラス  

製
作
棚 

製 作机  

デ
ッ
キ

机 Ｐ 

赤
ち
ゃ
ん
の
人
形 

☆空き箱、広 告 紙  
♡や●に切った紙、 

お面ベルト 

  

ロ
ッ
カ
ー

線
路·

電

車

絵
本

ロッカー お
茶 

砂 場  
ごちそう

作り
ブランコ 

固 定遊 具  
☆ダンボール箱で作ったバスや電車  
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事例２ １日の生活の流れを予想した指導計画の事例 

＜Ｃ幼稚園（３年保育 ４歳児） 11 月 22 日の日案＞ 

この日案は、１日の園生活の流れを見通した上で、幼児の活動に沿って環境の構成

と教師の援助について詳細に計画しています。園庭や園舎のどの場所で、どのような

遊びが生み出されるかの予想を図示しています。 

4 歳児 

ねらい 
○大好きな友達と一緒に気に入った場を見付け、自分の思いやイメージを言葉で  
 表しながらごっこ遊びを楽しむ。  
○教師や友達と一緒にいろいろな動きを楽しみながら、元気一杯体を動かす気持ちよさを味わう。  

時刻 生活の流れ  

8:40 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10:40 
 
 
 
 
 
11:00 
 
 
 
 
 
11:20 
 
 
11:30 

○登園する  
○着替える  
○うがい・手洗いをする  
○シールを貼る  
 
 
○好きな遊びをする  
・園庭で遊ぶ  
（鬼ごっこ、固定遊具、  
へびジャンケン、ボー  
ル遊び、砂場、等）  

・積み木  
・ごっこ遊び  
（ままごと、お店屋さん
ごっこ、ショーごっこ、
ヒーローごっこ、人形
劇）  

・製作  
・リズム遊び  

等  
 
○片付ける  
○お茶を飲んだり、用便  

を済ませたりする  
○タオルをしまったり、  

着替えたりする  
 
○皆で楽しむ  
・歌を歌う「くだものれっ
しゃ」「あそぼうよ」等  
・絵本「バムとケロのも  

りのこや」を見る  
 
○降園準備をする  
 
 
○降園する  

 〔ごっこ遊び〕  
○ままごとや人形劇でネコやお母

さん、お父さん、お兄さん、友
達などになりきって遊ぶ。自分
の役になりきって話したり、動
いたり、人形を動かしたりする
ことを楽しむ。  

○レストランやケーキ屋さんなど
のお店屋さんになり、客を呼ん
で楽しむ。「お客さんが来てくれ
ないんだけど」と教師を呼んだ
り、どうしたらいいか教師に頼
ってきたりする。  

○ヒーローになりきってショーを
したり、ホールで戦ったりする。
友達のしていることや、持って
いる物に目が向いて自分も作っ
たり、自分なりに工夫したりす
る。  

●なりきって楽しむ姿を見守った
り言葉を掛けたりして、イメー
ジの世界を壊さないようにす
る。  

●教師がそのとき一緒に遊んでい
る子とお客さんになって盛り上
げたり、店員になって一緒にお
客さんを呼びに行ったりして楽
しめるようにする。「ケーキがお
いしいですね」、「きれいなお店
ですね」などいいなと感じたと
ころを伝えて、“嬉しいな”、“も
っとこうしてみよう” という思
いが出てくるようにする。  

●「○○くんのポーズがかっこい
い」、「キックでたくさんの悪者
が飛んで行った」などよりそれ
になりきって楽しめるように声
を掛けていく。その子なりに工
夫していることや自分でしよう
としている姿を認めていく。  

●友達同士で伝え合ったりする姿
を認めたり、援助したりして思
いが伝わり一緒に遊ぶ楽しさが
感じていけるようにする。  

《登園してきて》  
●“今日も元気に遊ぼう！”  と

思えるように一人一人の顔を見
ながら明るく挨拶をする。ま
た、門で保護者と離れて保育室
まで駆け込んでくる子もいるの
で、タッチで迎えたり、抱きし
めたりして嬉しさや誇らしさが
感じられるようにする。  

●おたより帳にシールを貼って
「今日は、バレエの日」、「アニ
メの番組がやるよ」などと話し
ている会話に教師も参加して楽
しい雰囲気になるようにする。  

●たくさんの参観者に圧倒されて
いる幼児には、笑顔で「今日は
一緒に鬼ごっこしようか。先
生、今日は負けないよ」などと
遊びに誘って、遊び出すきっか
けになるようにする。  

 ピアノ♪  

 
   教師  
 
 絵本  

 
●“皆で歌うのは楽しい”  と感

じられるように教師も一緒に歌
ったり、笑顔を交わしたりして
楽しい雰囲気をつくる。  

●降園前に集まって絵本を見て、
和んだりホッとしたりできるよ
うにする。  

●今日の素敵な出来事や楽しかっ
たことを伝え、学級の幼児が互
いにどんなことをしていたかを
知るきっかけになるようにして
いく。  

●降園準備の際、自分たちで忘れ
物はないか確認をしている姿を
認めていき、自分たちでしよう
と思えるようにする。  
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 内容 
・一緒の場にいる友達に尋ねたり、友達のしていることに納得したりしながら、分かり合っ
て遊ぶ。  

・友達を捕まえたり、助けたりする楽しさを感じて、鬼ごっこをする。  
・うんていや登り棒、アスレチックなどの固定遊具でいろいろな動き方にチャレンジし、や

りたいことができた嬉しさを感じる。  

 ○予想される幼児の姿    ★環境の構成    ●教師の援助 

  
 

〔積み木〕 
○自分たちの基地をつくって、その

上に乗ったり、下にもぐったりし
て楽しむ。たくさん集まってくる
と場が狭くなる。  

○自分たちの場として自分のイメー
ジするようにつくれず、教師を頼
ったり、友達と協力したりしてつ
くる。友達に自分のイメージがう
まく伝わらなくて困ったり、もめ
たりする。  

●下に人がいるときは上に登らな
い、上に人がいるときは下にもぐ
らないというようなルールを言葉
にしてつぶやき、安全に遊ぶため
の約束事が守れるように気付くよ
うにしていく。  

●いざこざが起きたら、教師が互い
の話を聞き、落ち着いて相手に伝
えていけるような雰囲気をつく
り、イメージが伝わる嬉しさや思
いが同じになる安堵感が感じられ
るようにする。  

 
 
 

〔園庭で遊ぶ〕 
○先生や友達を捕まえる、助ける、逃げるなどして氷オオカミ鬼ごっこ

をして楽しむ。氷になったり砂になったり「ここは火だから鬼はきち
ゃだめだよ」などとそれぞれのイメージで楽しむ。  

○うんていや登り棒を繰り返し楽しむ。できるようになりたくて挑戦
したり、教師を頼ったりする。自分なりにいろいろと動きを考えて楽
しむ。  

○へびジャンケンやボール遊びをする。いざこざが起きて困ったとき
は自分たちで何とかしようとしたり、教師を頼ったりする。  

●教師も一緒に遊びながら、「○○ちゃんが氷になってる」、「あちち、
ここは熱いから入れない、悔しい、逃げられた」、「氷にできたね」、
「やった、助けられたね」などと言葉にすることでイメージを楽しみ
ながらも捕まえたり、助けたりする楽しさを味わえるようにする。  

●固定遊具に挑戦している姿を認め、意欲的に取り組めるように援助
し、できた喜びが自信につながるようにする。やりたい気持ちはあっ
てもどうやればできるか分からなくて困っているときには、手を添
えたり、コツを知らせたりして具体的に分かりやすく援助し、できた
感覚、やりたい気持ちが満足できるようにする。  
その幼児なりの動きを認めていく。  

●幼児同士で何とかしようとしているときは見守り、解決したときは
認めていく。困ったときには教師が仲立ちし、幼児が再び遊び出せる
ように援助する。  

陣 地  

<園庭> 鬼ごっこ、へびジャンケン、 

    ボール遊び、固 定 遊 具、砂遊び  

<テラス> 靴
箱

入 口  

な
ぞ
な
ぞ
の
木 

壁
面
・
大
好
き
な
友
達
と
鬼
ご
っ
こ 

<保育 室>  

積み木  ピアノ 

製 作  

絵本

 

築 山  

ままごと  

ロッカー 

★ままごとのコーナーで、 
お家ごっこやお店 屋さん 

ごっこができるようにする。 

池  

〈１階ホール〉 
ヒーローごっこ 

水 道  

ままごと  
入 口  

〔製作〕 
○遊びに必要なものを様々な材料を使ってつくる。自分の

思いどおりできないと教師を頼ってくる。  
●自分で作ったものに満足している幼児には具体的な部分

を示して認める。思いどおりにできないときは、どのよ
うに接着するといいかを知らせたり、手を添えて切った
り貼り付けたりするコツがわかるよう補助したりして幼
児のイメージに合うものがつくれるようにする。また、
友達同士で伝え合ったり教え合ったりできるような雰囲
気をつくる。  
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＜Ｄ幼稚園（３年保育 ５歳児）11 月 26 日の日案＞ 

この日案は、前週の幼児の遊びの流れを基盤にし、当日の幼児の遊びの様子を教師

が予測して、指導内容として示しています。指導の要点には、それぞれの遊びの方向

目標を定め、それに沿った教師の幼児への働き掛けや言葉掛け、具体的な環境の構成

について文章で明示されています。保育後には、この指導の要点に沿って自分の保育

を振り返ることや、幼児の学びを評価することが可能です。 

 

 11 月第３週 

 

○人形劇ごっこや美容院ごっこなどを友達と一緒に考えてつくったり、遊びながら

役割を相談したり工夫したりして遊んだ。  
 「三びきのやぎのがらがらどん」の組み木パズルで人形劇ごっこが始まった。棚の

上で動かすときの「カタコト」する音を小さくしたり大きくしたりして、より雰囲気

が高まる方法を自分たちで見付けていた。やがて、チケット係や座席に案内する係、

絵本を読むナレーター係など、自分たちで必要な役割を考え、相談しながら、実現す

るための工夫を重ねる姿が見られた。  
 
 
○落ち葉や木の実、つるや木の枝などを使って作ったり飾ったりして、秋の自然物を

遊びに取り入れて楽しんだ。  
 芋づるを編んだリースに木の実や飾りを付けたり、ドングリやカボチャの種で動

物やアクセサリーを作ったりして楽しんだ。戸外でしているレストランごっこでは、

色づいてきた葉を用いてきれいな色合いのケーキを作ったり、固定遊具と巧技台、シ

ートなどを組み合わせて落ち葉プール滑り台を作ったりして、遊びに取り入れ、生か

していこうとする様子が見られた。それをきっかけに、様々な道具を使って、アスレ

チックの場をつくろうとする姿もあった。  
 
○友達と身体を動かして遊ぶ心地よさや競い合う楽しさを味わって遊ぶようになっ

た。  
サッカーに興味をもって取り組むようになり、ゴールに向かってボールを思い切

り蹴ったり、友達とボールを取り合って走ったりすることを楽しんでいた。  
自分のチームも意識しており、ゴールをすると喜び合ったり悔しがったりしてい

た。また、ルールの理解には個人差があるが、知っている幼児が知らせながら遊びを

進めていた。  
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11 月第４週 
週の 

ねらい 

○友達と共通の目的をもって遊ぶ中で、表現する楽しさや

工夫するおもしろさや、やり遂げた喜びを味わう。  
○身近な秋の自然物を使って飾ったり作ったりする。 

11 月 24 日～ 

11 月 28 日 

11 月 26 日（水）の幼児の遊び 

指導内容 ○指導の要点・環境の構成 

○友達と考えを出し合いながら、

アスレチックやごっこ遊びの場

をつくって遊ぶ。 
・巧技台やロープの安全な扱い方を

考えたり補強したり、楽しく安全に遊

ぶための使い方のルールなどを考え

たりする。 
・友達と一緒に考えを出し合い工

夫したり、自分の役割を果たそう

としたりする。  
 
○木片や木の実、落ち葉などを

使ってレストランごっこのご

ちそうやアクセサリーなどを

作って遊ぶ。 

・いろいろな木の実や種など、形や

色の特徴をうまく表現に取り入れ

ようとする。  
・作ったものを飾ったり、それを使

って遊んだりする。  
 

 
 

○サッカーをする。 

・誘い合ってメンバーを集め、チーム

を作って友達と一緒にゲームを楽し

む。 
・走りながらボールを蹴ったりボー

ルを取り合ったりして、動きなが

らボールを捉える。 

○共通の目的をもって、友達と遊びを進める楽し

さや、やり遂げた満足感が味わえるようにす

る。 

・幼児一人一人の目的や遊びのイメージを理解し、実

現するための環境を一緒に整えていく。  
・幼児の創意工夫のおもしさに共感し、イメージが実

現できるような具体的な方法を、一緒に遊んでいる

友達と相談したりやってみたりできるように支え

ていく。  
 
 
○秋の自然物などを取り入れて遊び、その形や色

の美しさなどを生かして遊ぶ楽しさが味わえ

るようにする。 

・幼児と一緒に集めた種や落ち葉、木の実などは、使

いやすいように分類しておく。  
・一緒に製作する中で、幼児の作りたいイメージを推

察しながら適した道具や材料を提示したり、道具の

安全な使い方を伝えたりする。  
・作ったごちそうやアクセサリーは、幼児の工夫を認

めながら、喜んで大切に食べる仕草をしたり身に付

けたりする。 

 
○それぞれの幼児が存分に身体を動かす楽しさ

を味わえるよう、援助していく。 

・自分たちでルールを守っていこうとする態度が見ら

れるので、その様子を見守ったり、試合がテンポよ

く楽しく運ぶように審判役となったりして援助し

ていく。  
・ボールを取り合う姿を応援したり、チームの仲間と

ゴールをした喜びやゴールされた悔しさを味わう

姿に共感したりし、意欲的に身体を動かして遊んで

いくことができるようにする。 
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■短期の指導計画と保育の展開 

 

 短期の指導計画は、長期の指導計画を基にして、具体的な幼児の生活する姿から一

人一人の興味や関心、発達などを捉え、ねらいや内容、環境の構成、教師の援助など

について具体的に作成するものです。実際には、幼児の生活の自然な流れや生活のリ

ズムを大切にし、環境の構成や教師の援助を具体的にイメージしたり、生活の流れに

応じた柔軟な対応などを想定したりして作成していきます。その際、幼児の興味や欲

求に応じたり、季節の移り変わりを逃さず捉えたりしながら、幼児が発達に必要な経

験を積み重ねていくことができるように計画し、それを基に保育を展開していくこ

とが大切です。 

 

（１）日常の生活場面における展開事例 

 

事例１ 「花びら絵本」 

 

＜Ａ幼稚園（３年保育 ５歳児）４月第１週＞ 

進級して間もない４月当初、まだ少し不安定なこの時期に、幼児の興味や関心

を大切にしながら、園庭の植物を使って遊ぶことで、春の園庭の環境や友達と楽

しんで関われるように週の見通しを立てた。 

 

［週のねらい・内容］ 

○年長組になった喜びを感じながら、新入園児など身近な人に接したり、年長ならではの場

所や遊具で遊んだりする。 

○紙や木片などいろいろな材料を使い工夫しながら遊んだり作ったりする。 

○年長組としての自覚をもち自分のことを自分でしようとしたり、園庭や遊具の安全な使い

方を示したりする。 

○春の自然やその変化に関心をもつ。 

 ・新しい担任に関心をもって接し、話したり、相手の話を聞いたりする。 

 ・先生や友達と一緒に戸外で身体を動かして遊ぶ。 

 ・園庭の桜や木々の様子の変化に気付く。 

 ・花びらを集めたり、草花を使って飾ったり遊んだりする。 
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［保育の展開と援助］  下線部・・・教師の援助 

４月初旬、女児から、「桜の花びらで作ったからプレゼントね」と、手作りの

ネックレスをもらった。ネックレスには、花びらの形に切った水色の画用紙に桜

の花びらが貼られ、赤いひもが通されて首から掛けられるようになっていた。「桜

の花びらで作ったんだね。素敵なネックレスだね、ありがとう」と伝え、帰りの

会で皆に紹介した。 

この季節にしかできない桜の花びらを使った発想力と創造力に驚きました。女児

の発想は、４月の指導計画とも重なるものでした。学級全体に広げたいと、女児本人

から作った理由や作り方などを紹介してもらい、翌日を楽しみに待つことにしまし

た。 

 

翌日、他の女児から、「私は桜の花びらで絵本を作ったよ」と、紺色の色画

用紙に花びらを貼り付け、言葉を添えた絵本を手渡された。ページをめくると

、左のページには花びらが１枚貼られ、「ひとり」と書かれていた。右のペー

ジには２枚貼られ、「ふたり」と書かれていた。 

「ひとり、ふたりって書いてあるのはどうして？」、「人間みたいに思ったから。

Ｓちゃんと一緒に作ったの」次のページをめくると、３枚で「さんにん」、３枚

で、「またさんにんがきました」と書かれていた。「へえ、さんにんの後にまた

さんにんがくるんだ」、「あわせたら６にんになるんだよ」さらに次のページを

めくると、今度は、５枚で「ごにん」、６枚で「ろくにん」と書かれていた。 

早速の反応もさることながら、花びらに命を感じ、人にたとえて絵本を作ったこ

とに驚きました。日常的に園庭の草花を使ってレストランごっこをしたり、絵本に親

しんだりしていることなどが生かされていました。また、植物と関わるだけでなく、

友達の発想とつながったことにも感心しました。「ひとり、ふたりっていうのがすご

いね」と帰りの会で紹介すると、他の幼児から「私もやってみたい」、「僕も」とい

う声が聞こえてきました。 

 

翌日、絵本に興味を示した幼児たちが絵本やネックレス、本のしおりなどをそ

れぞれ工夫を凝らして作った。滑り台の絵をかいて花びらを滑らせてみたり、家

族をテーマにした物語が生まれたり、春しか咲かない桜の花びらや友達とたっぷ

りと関わることができた展開となった。 

 

この日は、登園した幼児から取り組めるように、保育室に画用紙などを用意してい
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ました。花びらを園庭で拾ってきたり、集めておいたものを使ったりしました。「感

じたり思ったりしたことをそのままでいいんだよ」と伝えたところ、それぞれ楽しん

で表現物を作ることができました。 

指導計画を作成した当初、花びらの絵本作りにまで発展するとは、思いもよらない

ことでした。植物や友達、日常的な遊びとつながることで、想像力豊かな作品作りに

発展したのだと思います。日頃、自然環境とたっぷり関わることの大切さを幼児から

教わったような気がしました。様々なものがつながると思いもかけない力を発揮し

てくれることや、教師自身も幼児が目に留めた桜の花びらへの思いに共鳴して環境

を整える大切さを改めて学んだ事例でした。 

 

事例２ 「ここにあったんだ」 

 

＜Ｂ幼稚園（３年保育 ４歳児）９月第４週＞ 

10 月を控え、秋の気配を感じられるようになった今週、保育室前の中庭に今年

もジュズダマが実った。友達と一緒に楽しくジュズダマ遊びをすることを通し

て、季節や植物の変化を感じる絶好の時期だと考えた。 

 

［週のねらい・内容］ 

○気の合う友達と一緒に楽しく遊ぶための工夫を考えたり、一緒に遊ぶ中で相手の

思いや考えに気付いたり考えようとしたりする。 

○友達や教師と楽しんで遊びながら、戸外で身体を動かす心地よさを味わい、進んで

取り組もうとする。 

・友達との会話を楽しみながら、作りたいもののイメージを共有して、意見を出

し合って一緒に作ることを喜ぶ。 

・植物の変化や気候の変化などに気付いて、季節の移り変わりを感じる。 
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［保育の展開］                             ［教師の援助］ 

①教師がジュズダマを拾っていると、「何

してるの」とＡ児。②「ジュズダマを拾って

るのよ。ほら、これはね。実はネックレスに

できるのよ」と言うと、「ネックレス？どう

やって」と不思議そうに見る。③「作ってみ

る？」と尋ねると、「うん」と、さらに不思

議そうな顔をしてのぞいた。近くにいたＢ

児やＣ児も興味津々のようだ。 

④テグスとビーズを準備し、拾ったジュ

ズダマを通して見せる。「穴が開いてる」「ほ

んと！」教師も⑤「すごいでしょう。穴が開

いてるのよ」と伝えると、目を大きくして３

人は驚いている。⑥続けて、「まず、ちょん

まげを取ります。そしてこのお尻からテグ

スを入れると（３人は笑っている）、ほら上

から出てきます。次にビーズを入れると、ほ

ら素敵」とジュズダマとビーズを交互にテ

グスに通した。 

「早く作りたい」「私も」と３人。「ジュ

ズダマ取ってくる」とジュズダマを取りに

行こうとする。⑦「私が拾ったのも使ってい

いよ」と声を掛けたが、「自分で取るからい

い」と自分でジュズダマを拾い出した。 

「Ｂちゃん、上にもあるよ」とＡ児がまだ

落ちていないジュズダマを見付けた。「ここ

にあったんだ」と言い合う。「知らんかった

なあ」とＢ児。自分で取ったジュズダマを使

ってネックレスを作った。それを見て、「何

してるの？私もしたい」と他児もやってく

る。 

「最初にジュズダマ取ってきて、あっ、ど

こにあるか教えてあげるわ」とＡ児がジュ

ズダマのある場所まで案内して、「色もいろ

いろあるけんな、欲しい色取ってよ」と付け

加えた。まだら模様や茶、黒、ねずみ、白、

緑といろいろな色のジュズダマがあり選ん

で取る幼児もいる。できあがったネックレ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①実って落ちたジュズダマが遊びに

使えると思い拾っていた。教師が

することに興味を示すことでジュ

ズダマの存在と、身近にあるが気

が付かない幼児とをつなぐきっか

けになればと考えた。 

 

②何を拾っているのか、何という名

前なのか、それにはどんな特徴が

あるのかを簡単に説明し、幼児の

興味や関心が広がるようにした。 

 

 

③幼児の気持ちを代弁するかのよう

にネックレス作りに誘う。 

 

④「作ってみる？」と尋ねたときの

反応が不思議そうな表情だった。

ジュズダマとネックレスがつなが

らないようだ。必要な物を準備し

実際にジュズダマにテグスを通し

て見せた。 

 

⑤ジュズダマに穴があるから、ネッ

クレスにできる。この関係が、実

際に見たことでつながり「なるほ

ど」「すごい」「作れる」という

感動がその瞬間に感じられた。 

 

⑥感動から意欲が感じられ、素敵な

ネックレスになっていく喜びも伝

わればと思い、実際にして見せな

がら手順を楽しく説明する。 

 

⑦あらかじめ拾っておき、机の上に

箱に入れて置いてあったが、誰も

使わない。自分で取りたい気持ち
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スを嬉しそうに身に付けたり、こだわって

作ったところを教師や友達に見せながら話

した。 

 

 

 

 

が強いようだ。ネックレスを作っ

ているが、ジュズダマへの興味や

関心も一緒になっていることが分

かった。 

 

＜考察＞  

ジュズダマは、幼児が気付きやすく遊びに取り入れやすい場所に育つように実っ

ています。しかし、ジュズダマに穴が開いていることは知らずに、それまでは色水に

入れたり、実ではなく葉を使って遊んだりする姿が見られました。段々と種となり、

ジュズダマが落ち始めたので教師はそれを集めようと思い、拾っていました。それに

気付いたＡ児はジュズダマよりも教師のしていることに興味を示しました。教師が

ジュズダマにテグスを通す仕草を顔を近付けて見せたことにより、「自分でもやって

みたい」と勢いよくジュズダマを取りに行きました。教師があらかじめ取っていたジ

ュズダマではなく、自分で取りに行く様子から、ネックレスを作りたい思いだけでは

なくジュズダマが何であって、どのようなものかを知りたいという思いが強く感じ

られました。自然物の魅力に引き寄せられていることが伝わってきました。 

 

事例３「わたし 指揮者になったの」 

 

＜Ｃ幼稚園（３年保育 ５歳児）１月第４週＞  

  小学校への入学を控え、憧れや不安の気持ちを抱いている５歳児たちの姿が見

られる。この時期、安心感をもって小学校へ進めるように、小学校との交流活動

（学校探検）を楽しめるような指導計画を立てた。 

   

［週のねらい・内容］ 

○共通の目的に向かって話し合い、工夫しながら遊ぶ中で、友達のよさに気付く。 

○自分の得意なことを生かして遊びを面白くしようとする。 

 ・遊びのルールや遊び方を友達に伝えたり、一緒に考えたりする。 

 ・友達と誘い合ったり、必要に応じて遊びに加わってもらったりするなどして遊ぶ。 

 ・挑戦したりできるようになったことなどを確認したりしながら、身体を動かして

遊ぶ。 
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［保育の展開］ 

２年生と探検活動をしている際、体育館から小学生たちの演奏する音楽が聞こ

えてきた。小学校では、毎年１月に開かれるお別れ音楽会の練習が行われてい

た。５年生の先生が、児童の前に立って指揮をしていた。５歳児のＨ児は、普段

から音楽好きで幼稚園の保育室でもよく楽器を奏でていた。最初は演奏の様子を

他の幼児たちと一緒に体育館入り口あたりで遠くから見ながら、身体を揺らせて

リズムを刻んでいる姿があった。 

教師が、「もっと近くに行ってみる？」と誘うと、嬉しそうに「行ってもいい

の？」と尋ねた。「もちろんいいよ」と返すと、「行く」と言って近づいて行っ

た。近くまで行ったＨ児は、５年生の先生の指揮に合わせるように右手を動か

し、指揮のまねを始めた。５年生の先生もその様子に気が付いていたが、指揮を

止めずにずっと演奏を続けるのだった。もちろん、５年生たちもＨ児に驚いた様

子はなく、指揮に合わせて演奏を続けていた。 

そのうち、Ｈ児は、５年生の先生のすぐ隣で指揮をしていた。もちろん、４拍

子の指揮の仕方などは知るよしもなく、音楽に合わせて自由に手を動かしてい

た。すると、先生がおもむろに指揮台を下り、Ｈ児の腕をもって４拍子の指揮の

仕方を教えてくれた。声を掛けるでもなく、言葉を交わすでもなく、無言の動作

でＨ児の腕を持ち、優しく導いてくれたのだ。腕を添えられて何度か一緒に振っ

たＨ児は動作を理解し、先生が手を離しても４拍子のリズムを刻んでいた。 

一緒にいた２年生はＨ児のすぐ横に立って、Ｈ児の動きを見守っていた。自分

自身は指揮をしようとせず、Ｈ児の動きに合わせて笑顔で声を掛けているのがう

かがえた。 

 

＜考察＞ 

最初は少しためらっていたＨ児でしたが、教師の「もちろんいいよ」の声に背中を

押され、広い体育館での指揮を経験したのでした。Ｈ児にとっては、立派なコンサー

トホールで交響楽団に対して指揮をしている気持ちになったのではないでしょう

か。この喜びと経験は、Ｈ児にとってどれほど大きなことであったでしょう。そして

小学校入学への安心感につながったことでしょう。体育館での小学生の演奏は偶発

的なことでしたが、幼児と児童の交流活動に取り組んでいるからこそ生まれたエピ
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ソードです。 

指導計画に交流活動を位置付け、年間を通して小学校で活動する時間を設け、小学

校の時間や空間を一緒に共有することで、幼児が日常では出会えない発見や驚き、感

動や共感などの場面が生まれます。こうしたことが、幼児が小学校へ入学することに

期待をもつことにつながります。 

 

（２）保育の展開と教師の姿勢 

 

短期の指導計画は、幼児の発達の理解から作成した長期指導計画を実現するために、

教師がその時期に経験してほしいことや身に付けてほしいことを盛り込み、どのよう

に環境を構成し保育を展開していくかについて具体的に示したものです。それと同時

に、幼児期の教育は「環境を通して行う教育」であることから、幼児が自分から興味

をもって環境に関わることによって様々な活動を展開し、充実感や満足感を味わう

体験が重視されなければなりません。そのため、教師は幼児の活動が生まれやすく、

展開しやすいように幼児の興味や関心がどこにあるかということを捉えた上で指導

計画を作成する必要があります。教師の意図性だけでも、幼児の興味や関心からだけ

でもなく、幼児と教師が共に生活を営む中から次の指導計画は作成され、作成された

指導計画を基に保育は展開されていきます。つまり、指導計画の作成と展開は表裏一

体の関係にあります。 

そこで、保育の展開において特に大切にしたい教師の姿勢について考えてみます 

 

（ア）幼児の興味や関心を大切にする 

幼児は日常生活の中で経験を積み重ね発達していきます。幼児が主体的に環境と

相互交渉して自ら発達するように幼稚園生活を展開していくことが大切です。幼児

が始めた遊びは大人から見ればささいなことや何げないことであっても、幼児にと

っては意味のある必要な経験といえる場合がよく見られます。そこで事例のように、

教師が教師の思いだけで指導計画を作成するのではなく、幼児の興味や関心を重視

し、その中で幼児にとって必要な経験を見逃さないように援助していくことが大切

です。そして、幼児の思いを大切にしながら、その中にある育ちは何かを考え指導計

画を見直したり修正したりしながら保育を進めることが大切となります。幼児の多
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様な活動全てを予想することは難しいことですが、幼稚園教師の専門性として、一人

一人の幼児が何に対して興味や関心をもっているのか、またその中で何が育ってい

るのかを見逃さないように努力することが大切です。 

 

（イ）教師の予想をこえた活動の展開を生かす 

指導計画は、常に幼児一人一人の行動の理解と予想に基づき作成しますが、実際の

活動は教師の予想をこえて展開することもあります。それは幼児の内面の育ちを捉

えることの難しさや幼児一人一人の興味や発想の多様性、さらには環境の諸条件や

変化などによる偶然性が絡み合うため、大人が気付かない予想もしない場面が現れ

るからでしょう。 

幼稚園教育が目指しているものは、幼児が自ら周囲に働き掛け、その幼児なりに試

行錯誤を繰り返し、自ら発達に必要なものを獲得しようとするようになることです。

このような幼児の姿は幼児が効率よく活動することや、教師が計画したとおりに全

てを行わせることで育てられるものではありません。 

予想をこえた活動の展開を否定的に捉えず、むしろ幼児の内面を理解する大切な

場面として受け止めることです。教師の捉え方や考え方を見直し、幼児の発想や偶然

性を生かして臨機応変に対応することで、活動の展開が違ってきます。また、その予

想しない展開となった理由や原因を考察することにより、保育の質を高めるととも

に、他の保育場面に生かせるようにしたいものです。 

 

（ウ）環境の再構成をする 

前項の臨機応変に対応するということは、幼児の変化を的確に把握し、ものや場と

いった物的環境をつくり直し、さらに必要な援助を重ね、幼児の発達にとって意味の

ある状況をつくり出すことです。環境の構成は固定的なものではなく、幼児の活動の

展開に伴って、常に幼児の発達に意味のあるものとなるように再構成していく必要

があります。そのためには、教師は幼児の身の回りの環境がもつ特性や特質について

日頃から研究し、その教育的価値について理解し、実際の指導場面で必要に応じて活

用できるようにしておくことが大切です。 

 

(エ)教師が環境へ関わる姿勢を考える 
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活動の展開において大切なことは、環境に関わる教師の姿勢です。その教師の言動

は幼児のモデルとして重要な意味をもちます。教師は人的環境として大きな役割を

果たしていることを意識して常に自分を振り返り、幼児一人一人の活動の場面に応

じて、共同作業者、遊びの援助者など様々な役割を果たさなければなりません。 

 

（オ）幼児一人一人を大切にする 

指導計画は学級全体の幼児を対象に作成しますが、学級での生活を通して幼児一

人一人が成長、発達していることを考えるならば、一人一人の行動の理解と予想に基

づき作成することが必要です。特に、日の指導計画（日案）を作成する際には、幼児

一人一人の姿を捉えて具体的なねらいや内容を考えたり、環境の構成を検討したり

など、それぞれの具体的な生活に沿った指導計画を作成していくことが大切です。 

一日が終わってその日の保育を振り返るとき、一人一人の姿を思い起こし、さらに

明日の保育の展開を予想するときにもう一度一人一人の思いに沿うことが、指導計

画の原点なのです。幼児理解から指導計画の作成が始まります。 

 

（カ）記録し省察する 

保育は、一過性の現象で再現することができません。しかし、「記録を取る」こと

によって、その瞬間の出来事を意識化することができます。そして、日々の遊びや生

活の記録は、過去から現在へ、そして未来へと幼児の発達や学びを連続的に捉えるこ

とを可能にします。もちろん、記録には目的に応じて様々な形式があり、記録の中に

は幼児の姿と教師の理解や判断、それに基づいた具体的な指導が含まれています。記

録からの読み取りは、記録した意図や意味を改めて捉え直し、省察していく作業で

す。記録からの読み取りで重要なことは、幼児の姿を見つめ直し、幼児理解を更に進

めることです。記録に残された幼児の行動からその意味を考え直すことや、周囲の人

やものなどの環境へのその幼児の関わり、抱えている課題、育ちつつある資質・能力

などを読み取っていくことです。育ちつつある資質・能力を読み取っていく際には、

記録に残された幼児の言動を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を意識して

読み解いていくことが考えられます。過去の幼児の記録を振り返ってみれば、１か月

前のあのときの幼児の姿は、今見られている「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」につながる幼児の姿と関連していることに気づく場合もあるでしょう。記録を積

み重ねることによって、その幼児の変化や育ちを捉えることができます。 

さらに重要なことは、教師が自身の関わりを見つめ直すことです。記録を読みなが
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ら、そのとき、教師は記録時の場面の中でどのように幼児を理解・判断し、指導や援

助を行ったのか、それが適切だったのかなどを改めて考えることができます。 

 

（３）日々の記録と具体的な省察 

 

記録はよりよい保育を考える際の根拠ともなるものであり、幼児教育の生命線と

呼べるかもしれません。 

 ここで、実際の事例を通して、記録から省察するということを考えてみましょう。 
 
Ｈ児は、何に対してもこだわりの強い面がある幼児です。こだわりは決して悪いこ

とではありません。自分の好きなことをしっかりもっている、自分の意見があるとい

った意味では、望ましい姿でもあると言えます。教師は 4 歳児の頃から、Ｈ児のこだ

わりを大切に、そこから生まれてきた遊びを学級の皆に紹介したり、他の幼児が始め

た遊びにＨ児のもつ個性的な着眼点が生きるような働き掛けをしたりして一緒に取り

組めるように援助してきました。ただ、自分の好きなことに対しては意欲的に一人で

も取り組む一方で、そのこだわりを大事にするあまりに、友達と一緒に一つのめあて

に向けて遊びを進めていくという経験がなかなかできずにいるところが教師は課題だ

と感じていました。もっと友達と関わり合い、何かを成し遂げたときに一緒に喜び合

えたり、「明日も一緒にやろうね」と声を掛け合ったりする経験ができると、より視野

も広がり、探求するおもしろさを味わえると思っていたのです。次の事例は５歳児６

月のＨ児の記録です。  
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事例「皆で生活グループの名前を考えよう」 5 歳児 6 月 

 

生活グループでは、いつも一緒に遊ぶ気の合う友達ばかりではなく、様々な友達と

関わる機会をもつことができるように、また、友達のよさを発見したり、友達と協力

して何かを成し遂げたりする経験ができるようにすることを目的としています。新し

いグループになって初めての活動が、「皆で生活グループの名前を考えよう」という活

動でした。  
教師は、この活動を通して幼児に次の体験をしてほしいと考えていました。  
○ 自分の考えを話したり友達の考えを聞いたりする楽しさを感じ、新しいグルー

プの友達に親しみをもつ。  
○ グループの名前を決めることを共通の目的として、自分たちで話し合って決め

た満足感を味わい、これからのグループでの生活に期待をもつ。  
この生活グループの名前を決めるという活動を五領域で考えると主に「人間関係」

「言葉」が育つ活動であるといえるでしょう。 
「人間関係」  
・身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり、協力したりして一緒に活動する楽

しさを味わい愛情や信頼感をもつ。  
「言葉」  
・人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや考えたことを話し、伝え合う

喜びを味わう。  
 

6 月 14 日(木) 

１週間後に動物公園への遠足を予定している。そのこともあり、生活グループを新

しくした際に「動物の名前をつけたい」という声が上がり、グループ名を決めること

になる。 

Ｈ児・Ｎ児・Ｔ児・Ｒ児・Ｓ児 

Ｎ児・Ｒ児「ハリネズミにしない？」「かわいいよ」 

Ｓ児「うーん、私はウサギがいいけど、でもハリネズミもかわいいからいいよ」 

Ｔ児「ぼくもハリネズミでいい」 

Ｓ児「でも、ハリネズミは針をだすから痛いよ。痛いからいやかな。」 

Ｓ児「先生、ハリネズミは針を出す？」 

教師「どうかな？敵には出すかもしれないけど、慣れると針は出さないと思うよ。」 
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Ｓ児「じゃあハリネズミがいい」 

Ｈ児「ぼくはクジャクがいい。ハリネズミはなんだかしっくりこない」と何度も 

つぶやく。 

Ｒ児「ねえ、多い方にしない？」 

ハリネズミがいい人は４人、クジャクがいい人は 1 人。 

Ｈ児「いやあ、しっくりこない」 

教師「それぞれにいいところを言ってみたら？」 

Ｈ児「クジャクは豪華だよ」 

Ｓ児・Ｎ児・Ｒ児「ハリネズミはかわいいじゃない」 

話合いの時間が終わっても結局決まらない。 

教師「どんぐり文庫(図書室)でハリネズミとかクジャクとか調べられないかな？」 

Ｎ児・Ｒ児、図鑑を借りてくる。Ｈ児も鳥の本を借りて、皆で本を見合う。 

Ｈ児「ほら、こんなに豪華だよ」 

他の 4 人「でもハリネズミがかわいい」 

この日、このグループの名前は決まらなかった。 

＜教師の思い＞ 

それぞれの幼児の思いがあり、なかなか決まらない。多数決という考え方を導入す

べきだったのか。Ｈ児は、多数決にすると負けると分かっているので「しっくりこな

い」などと言っている。一人一人の考えがありそうだし、意見のやり取りが活発なの

で、もう少し考えさせてみよう。1 週間後に動物園に行き、実際の動物を見てからの

方が決めやすいのかもしれないとも思うが、グループ行動もあるので、遠足までには

決めたい。 

 

6 月 20 日(水) 

決まらない毎日が続く。 

Ｈ児は、すぐに決まったグループのＪ児に聞く。  

Ｈ児「どうやってぞうグループってすぐに決まったの？」  

Ｊ児「ぞうってかっこいいし、皆『いいねえ』ってなったよ。」  

Ｈ児「へえ」  

＜教師の思い＞ 
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明日は遠足である。結局決まらないまま遠足に行くことになる。幼児たちも決まら

なくてどうしたらいいか迷い、解決策を探している。Ｈ児も自分なりに何かしようと

思い始めている。しかし、自分の意見を変えようとはしない。先日、Ｈ児の保護者に

この話をしたところ、祖父からクジャクの人形をもらって大切にしており、以前から

クジャクには思い入れがあるとのことを聞く。Ｈ児のこだわりの理由が少し理解でき

た。  

 

6 月 21 日(木)。とうとう遠足当日になり、グループ名が決まらないまま遠足に行く。

Ｈ児はカピバラが気に入り、「カピバラがいい」と言い出す。Ｔ児も同意。しかし結局

決まらない。  

 

7 月 4 日(水) 

教師は「名前はもうなくてもいいのかな。」とつぶやき、この５人にゆさぶりをか

ける。  

すると、誕生会のおやつ後、幼児たちで話合いを始める。  

Ｈ児・Ｔ児「カピバラがいい」  

Ｎ児・Ｓ児・Ｒ児「ハリネズミ」  

Ｒ児「多い方ってことは？」  

Ｈ児「えー、それはー」 

教師「じゃあどうする？」  

Ｈ児「にらめっこは？」 

Ｒ児「にらめっこは決まらないよ。誰も笑わないよ」  

Ｈ児「前やったとき、おじいちゃんとか、げらげら笑ったよ。」  

そしてにらめっこ。ずっとやっても誰も笑わない。  

Ｓ児「顔痛いよ」決まらない。  

教師「ジャンケンは？」 

皆「んー」  

教師「このまま名前なし？」  

皆「それはいやだ」  

教師「ハリネズミカピバラは？これなら 2 つ入っている」  
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皆「それいいかも」「いいね」  

＜教師の思い＞ 

遠足も終わってしまい、教師はもうグループ名がなくてもいいのかと思っていた

が、幼児たちの気持ちはそうではなかった。決めたいが、自分のこだわりを曲げない、

しかし他の幼児の思いが分かるからこそ、怒ったり、強引に決めたりしない。その中

で幼児たちが決められないことの大切さも感じた。誰もが納得できる着地点を見いだ

せず幼児たちも困っていたので、結局教師の方で案を出してしまった。時間はかかっ

たが、やっと皆が納得する着地点を見付けることができた。  

 

7 月 5 日(木)の朝、空欄だったグループ名が記入されると何人もの幼児が「決まっ

たね」と言う。皆このグループの名前がなかなか決まらないことを気にしていたのだ

と感じる。中には「あれ、2 つも名前があるの？」と聞いてきた幼児もいたが、グル

ープの幼児たちが説明をしていた。  

 

この後、この学級では幼児たちがなかなかグループ替えを希望せず、また、各グル

ープがとてもまとまって活動できている実態があったため、２学期の終わりまで同じ

グループで過ごした。「ハリネズミカピバラ」というグループ名は、７月から１２月ま

での間使われたことになる。  

 

以上の事例から省察してみましょう。実際には様々な観点からの省察が行われま

す。ここでは、Ｈ児の姿や変容を大きく捉えた上で、五領域のねらい、「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」から振り返り、幼稚園教育を通して育みたい資質・能力を

捉えていくこととします。  

 

「Ｈ児はこだわりが強い面がある幼児です」と特徴だと思われることだけを読むよ

りも、この記録を読んだ方がＨ児を理解しやすいと思います。同時に、図鑑を持って

きて友達を説得しようとしたり、スムーズに決まったグループの幼児にどうやって決

めたのかを聞いたり、「にらめっこで決めたら？」などとアイデアを出したりと、問題

を解決しようとしている姿もあることが記録から浮き彫りにされます。改めて記録を

読むことで、自分の意見だけを主張するというのではなく、友達が納得するように働
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き掛けている、友達の気持ちも大切にしているＨ児の別の一面も意識化されることに

なります。  

また、「こだわり」というけれど、実際の遠足に行って動物を見ることで、あっさり

他の動物にしてしまう、そんな柔軟さもあることが記録から分かります。実際に経験

してみることが、Ｈ児の視野を広めるきっかけになっていました。そして意見を変え

たことを友達が責めたりしない雰囲気も、こだわりの強いＨ児が変わっていくための

大切な環境ともいえるでしょう。また、Ｈ児だけではなく他の幼児も自分の考えにこ

だわる一面をもっていることに、記録を通して気付くことにもなりました。  

五領域のねらいから見てみましょう。記録からは主に次のねらいとの関連が強く感

じられます。  

「人間関係」  

・身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり、協力したりして一緒に活動する楽

しさを味わい、愛情や信頼感をもつ。  

「言葉」  

・人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや考えたことを話し、伝え合う

喜びを味わう。  

相談の場面ではありますが、まさにこれらの姿が必要となるような活動であったと

いえると思います。生活グループの名前を決めることは共通のめあてであり、それぞ

れの幼児にそれぞれの思いがあることに互いに気付くことができました。そして生活

グループ名が決まるように、それぞれアイデアを出しています。教師はＨ児にとって

「相手の気持ちに共感する」ということが課題であると感じていますが、強引に自分

の意見だけを押し通そうとせずに相手の意見を受け止めるところは共感への一歩だっ

たのではないかと考えられます。  

 

ここで、この記録を分析的に見てみましょう。「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」から見て主に関連すると思われることを挙げてみます。  

○自立心  

   長い期間の話合いでした。でも自分たちで決めた、納得するまで話し合ったと

いう経験は、達成感を味わうことにもつながったのではないでしょうか。  

○協同性  
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生活グループの名前を皆で決めようという共通の目的に向けて、図鑑を持って

きて友達を説得しようとしたり、スムーズに決まったグループの幼児にどうやっ

て決めたのかを聞いたり、「にらめっこで決めたら？」などとアイデアを出したり

と、問題を解決しようと工夫しています。強引に決めたりしないところにグルー

プの他の友達の思いを大切にしようとする気持ちの芽生えを感じます。  

相手の意見に同意しないときにＨ児は「しっくりこない」という遠回しな言い

方をします。正面から「いやだ」という言い方をしないのは、相手に対するＨ児

の思いやりであるとも感じられます。  

○社会生活との関わり  

幼児たちは図鑑を活用して、意見に出てきた動物を調べたり、Ｈ児はスムーズ

に決まったぞうグループに「どうやって決めたのか」と質問して参考にしようと

したりしています。この姿は周囲から必要な情報を得ようとしている姿だという

ことができます。  

また、にらめっこで決めたらどうかというＨ児のアイデアに対して、他の幼児

が「にらめっこは決まらないよ。誰も笑わないよ」と言いますが、Ｈ児は「前や

ったとき、おじいちゃんとか、げらげら笑ったよ」と発言します。「Ｈ児には優し

いおじいちゃんがいるのだろうな」と思わせる一言です。本当にＨ児の顔が面白

かったのかもしれませんし、もしかしたら本当は面白くないけれど、わざとげら

げらと笑って負けてくれたのかもしれません。   

Ｈ児にどの程度伝わっているのか分かりませんが、いずれにしても、この先Ｈ

児が自分を取り巻く温かな社会に気付くための小さなエピソードだと思います。

おじいちゃんの優しさが分かったときに、人との様々な関わり方に気付き、相手

の気持ちを考えて関わることができるようになっていくと考えられます。  

○自然との関わり・生命尊重  

   動物公園に遠足に行き、実際の動物を見たり、動物に触れたりしました。その

中で、Ｈ児はカピバラに興味をもち、それまでの意見を変えています。実体験が

視野を広め、一つの考えに固執していたＨ児を変容させたのだと思います。  

○数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

   意見が出てきた動物の図鑑を見て、その特徴を読み取ろうとする姿が見られま

した。Ｈ児は字を読むことができますので、文字からも情報を得ていました。  
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○言葉による伝え合い  

   相談場面の記録なので、考えたことを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞

いたりする姿は全体を通して見る事ができます。Ｈ児は「しっくりこない」「豪

華」と難しい言葉も知っています。周囲の幼児は言葉の意味を直接質問すること

はありませんでしたが、このエピソードの文脈の中で「しっくりこない」という

Ｈ児の感情を読み取ったことでしょうし、図鑑でクジャクを調べて写真を見たと

きに「豪華」を見ることになったでしょう。幼児たちは話合いの中で、多くの言

葉に出会い、獲得していっていることがうかがえます。  

    

 このように見ると、教師が計画の段階で直接ねらいとしてあげていなかったことも

含めて、活動の中で幼児は様々な体験をしていることが分かります。また、同時に総

合的に見たときには見過ごしがちなＨ児の一面にも目を向けることになります。記録

を分析的に省察していくことで、教師はそれについても意識化することができます。 

      

これらを踏まえて育まれつつある幼稚園教育を通して育みたい資質・能力を捉えて

みましょう。  

「知識及び技能の基礎」･･･身近な動物のことをより詳しく知ったり、文字に親しん

だり、様々な言葉や表現に触れたりしました。また、相談する経験を通して、皆で何

かを決めていくという方法を知る機会になりました。  

「思考力、判断力、表現力等の基礎」･･･考えたことを言葉で伝えたり､相手の話を

注意して聞いたりするなどの経験の中で、皆が納得できるように、決め方を工夫した

り、情報を活用したりしました。  

「学びに向かう力、人間性等」･･･あきらめずに皆が納得できるまで話し合ったこと

で達成感をもてたと思います。  

 これらの力は、この先の学校生活の中で大切な基盤となっていくものです。また、

実際の記録では、具体的な幼児の姿の中にこれらが絡み合って現れていることが分か

ります。  
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教師の援助について考えてみましょう。  

グループ名についての話合いは幼稚園の中でよく行われる活動ですが、互いの思い

の理解という意味では、難しい題材であるとも言えます。例えば、生き物の世話をす

るのは当番がいいのか、好きな人がするのかということは、それぞれの意見に理由が

あるものです。理由を聞く中で、相手の考え方や思いに気付くことができます。しか

し、この事例の場合「なぜそれがいいの？」と言われても、「好きだから」としか答え

ようがありません。遠足に間に合わなくなってしまい、行くときに名前があった方が

いいという必要感もなくなってしまったら、幼児にはますます話合いの意味が見いだ

しにくくなります。これだけの日数をかけなくても多数決で決めてもよかったのでは

ないかというのは教師も迷った点でした。しかし、記録を読み返しながら、それぞれ

の幼児がよく考え、学びがあることに気付きました。そこで一人一人の納得できる形

を優先して援助することにしました。教師は揺さぶりをかけ、意欲がもてるように働

き掛けました。その結果、決めるまでの間にいろいろな思いをもつこと、自分の意見

を伝えたり、友達の意見を聞くことを経験したり、先に述べたような様々な学びがあ

り、Ｈ児にも他の幼児にも自分と同じようにこだわりがあることに気付く機会になり

ました。どこまで幼児たちに話合いを続けさせればよいのかは迷うところでもありま

すが、教師は幼児たちが思いを出し切ったと感じたときに、皆が納得できそうな案を

出してみました。  

この生活グループは、２学期の終わりまで解散せず、一緒に過ごすことになりまし

た。このことから、幼児の考えなどを丁寧に捉えながら話合いを支えてきた教師の援

助は、このときの幼児の思いと合っていたと捉えることができます。 

 

記録から省察への流れについて事例を通して考えてきました。総合的に見ることか

ら把握できることと分析的に見ることから把握できること、どちらも大切です。  

なお、この省察は一つの例であり、環境の意味を読み取ったり、学級の育ちを捉え

たりなど、多面的に幼児を捉えることが大切です。また、ここでは、幼児の発達の過

程を短期的に捉えていますが、これらの積み重ねを通して、入園からこれまでの幼児

の発達の過程を捉え、幼稚園修了そして小学校以降の発達を見通すといった長期的な

視点から発達を捉えることも大切です。  
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２．幼稚園教育(幼児期の教育)と小学校教育の 

円滑な接続を図る指導計画（実践事例） 
 

事例１ 幼稚園児と小学５年生との交流活動 

 

（１）交流の実際 

 

①幼稚園と小学校の教師相互の交流 

幼小連携を進めていくに当たっては、幼稚園と小学校の教師同士の交流が大変重要

です。Ａ幼稚園は併設園のため日頃より、互いの職員室や教室・保育室を頻繁に行き

来し、情報交換や行事などの細かな打合せを行い、次のようなことも実施しています。 

○互いの授業や保育の参加・参観 

○幼稚園職員の校内研究会への参加 

○ＴＴ体制(ティームティーチング体制)による合同授業・保育 

 

②交流計画 

年度当初に、大まかな交流計画を作成します。その際には、活動日の決定できない

ものも記載します。幼稚園と小学校の行事予定の中に組み入れるもののほか、遊びの

流れや授業の進み具合で、活動日を決定していきました。具体的なねらいや内容につ

いては別途記載し共通理解を図るようにしています。 

 

月 日 小学校 

交流学年 

幼稚園 

交流学年 

内    容 

７／初旬 

７／９ 

９／８ 

９／下旬 

10／１ 

６年生 

１年生 

５年生 

５年生 

５年生 

４・５歳児 

３歳児 

全学年 

全学年 

全学年 

・小学校のプールに一緒に入る 

・「あさがおまつり」に遊びに行く 

・幼稚園で水遊びをする 

・幼稚園の場で、ペアになって遊ぶ 

・運動会のかけっこで抱きとめてもらう 
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③幼児と児童の交流 

 幼稚園の幼児と小学校の児童との交流活動を年間 25 回実施しました。特に 5 年生

とは年間を通してペアでの交流活動(時数 38)を実施するとともに、1 年生から 6 年生

までの全学年と 1 回以上の交流活動を実施し、3 学期は 1 年生との交流活動も計画し

ました。 

交流活動の内容は、次のようなものです。 

○遊びの中での交流 ○小学校プールでの水遊び ○校庭での水遊び 

○小学校の校内巡り ○お店ごっこ、ゲーム、遊びの場などを小学生が考えて幼児

を招待する ○校外・園外学習に一緒に行く ○交流給食 ○体験入学 

  

交流活動を行う際には、教師同士の打合せが必要であり、交流活動を全学年と行う

ことで、どの学年の担任の教師とも話し合うことができました。相互の教育内容の関

心や理解を深めるために大いに効果がありました。 

 

（２）ＴＴによる交流活動を進めるために 

 

 幼稚園と小学校の教師が協働体制で交流活動を進めるに当たっては、互いの教育内

容についての十分な理解と協働意識を高めることが不可欠です。共通理解のポイント

として、次のことを行いました。 

 

①事前の打合せ 

 ・幼児や児童の活動のねらいの共通理解  

・幼児や児童の活動内容の把握 

 ・特に配慮を要する幼児や児童の把握と共通理解 

 ・幼稚園と小学校の教師の役割分担 

幼児にとっても児童にとっても交流の意義やねらいが違うため、教師はしっかりと

理解し合うことが必要です。そして、ねらいや事前指導、活動の流れを共有するため

に、｢幼小交流計画案｣を作成し、事後指導までの見通しをもてるよう工夫しました。 
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②ＴＴ体制の役割分担 

 ＴＴ体制で交流活動を行う際に、その形態や内容により役割分担の仕方が変わって

いきます。 

例１：幼小どちらかの教師が中心に活動を進めていく。 

例２：幼小に関係なく、各教師がそれぞれの活動場所やグループの担当をする。 

例３：幼小の教師がペアとなり、各場所やグループのＴＴをする。 

例４：ＴＴ体制だが主として小学校の教師は児童を、幼稚園の教師は幼児を指導す

る。 

 

③円滑な交流のための幼児と児童の理解   

事前の打合せの際に、組む相手の性格などを考慮しながらペアを決定しました。特

に配慮を要する幼児や児童については、幼小互いに情報交換し、組合せを決めました。

また、ペアを組んだら、1 回目の交流活動の際に写真を撮り、掲示しておくようにし

ました。 

 

④指導案作成 

事前の十分な打合せの上、双方がそれぞれの指導案を作成します。その他に、幼児

と児童の交流の指導案を作成しました。 

 

⑤幼児・児童への事前の指導 

事前の指導については、それぞれの指導案の中で位置付けておくようにします。基

本的には、幼児には安心感や期待感をもてるように、児童には交流の計画や見通しを

もてるようにし、幼児と接する際の配慮事項やその場での対応などを考えておくよう

にしました。以下は具体的な交流の実践事例と指導案です。 
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「はじめまして！これから１年間よろしくね！」 

３、４、５歳児と５年生 (６月中旬) 

 新入園児が落ち着いてきた６月、いよいよ小学５年生との交流活動の開始であ

る。事前の打合せにより、互いの担任が話し合いペアを決定した。幼児 78 名、児

童 75 名でほぼ１対１だが、児童１名で幼児２名とペアになるグループもある。３

時間目に交流活動を行うのだが、休み時間に保育室に来て、｢○○ちゃんはどこか

な？｣、｢後で来るね｣、｢一緒に遊ぼうね｣と顔を見せ、確認に来る姿も見られた。

５年生側の事前指導として、ペアの幼児の名前と学級を知らせてあったが、それ

ぞれに課題意識がはっきりとあることがうかがわれた。 

 まずは顔合わせ。学年ごとに実態が違うので、学級単位の顔合わせとした。緊

張をほぐすために幼稚園の場で、幼児が今楽しんでいるダンスなどを一緒に踊る

ことからスタートした。最初は児童の方が緊張気味だったが、ダンスをして体を

動かすうちに笑顔が見られるようになった。当初、このダンスを「果たして５年生

が一緒に踊ってくれるのか」と協議し、心配していたのだが、思いのほか楽しげに

一生懸命踊る姿に安心した。触れ合い遊びでは、３歳児は膝に乗せてもらい｢バス

に乗って｣という遊びをした。幼稚園の教師が主導で、音楽に合わせて５年生に動

いてもらったが、体が触れ合うことに多少抵抗のある幼児・児童も、音楽を媒介に

して動けていた。４歳児はわらべ歌遊びを行い、向き合って｢せっせっせのよいよ

いよい｣と手を合わせることを楽しんだ。わらべ歌遊びについては、幼児のほうが

よく知っているようで、「げんこつやま」や「おせんべやけたかな」などは、「こ

れ、やったことなかった」という声が５年生から多く聞かれ、４歳児が自慢げに

「こうするんだよ」と教えていた。５歳児は、具体的に自己紹介をする時間を設

け、幼稚園の教師が提示した｢名前を呼び合いましょう｣、｢好きな食べ物を教え合

いましょう｣、「得意なことを紹介しましょう」という課題に沿って、相手に言葉

で伝える活動を行った。各学年に応じた活動を行った後、普段幼稚園で楽しんで

いる遊びをペアごとに遊ぶ時間を設定した。 
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活動のねらい  
★幼稚園●小学校 

幼      児 児       童 
★５年生と一緒に遊ぶことが分かる。  
★ペアの相手が分かり、一緒に遊ぶ。  

●ペアの幼児を確認し、名前を覚えて一緒
に遊ぶ。  

●幼児が楽しんでいる遊びを知り、一緒に
やってみる。  

 
 
活動の流れ 

★幼稚園●小学校 
時間 幼児の姿 指導上の留意点 児童の姿 
10：55  

 
 
★「エビカニクス」のダン

スを踊る。  
 
 
 
 
★3 歳児  

幼児を膝に乗せて触れ

合い遊びをする。  
 

★4 歳児  
「げんこつ山」をする。 
  

★5 歳児  
互いの名前を呼び合う。 

 
 
 
★3 歳児  

積み木・ブロック・電

車・ままごと・絵本の読

み聞かせなど。  
 

★4 歳児  
積み木・サッカー・  
うんてい・ジャングルジ

ム・かけっこ・絵本の読

み聞かせ・折り紙など。 
 

★5 歳児  
折り紙・絵本の読み聞か

せなど。  
 

 
 
★5 年生にお別れのあい

さつをする。  

  
 
 
●幼児のダンスをまねて

一緒に踊る。  
 
 
 
●自分のペアの幼児と 1 対

1 で関わる。相手の名前

を覚え、自分の名前を教

える。  
 
●幼稚園の教師の話を聞

き、ペアの幼児と一緒に

一斉活動に参加する。  
 
 
 
 
 
●幼児のやりたいことを

聞き、一緒に遊ぶ。  
 
●名前を呼び掛けたり、膝

に乗せたりしながら、親

しみをもつ。  
 
●自分の読む絵本をじっ

と聞いてくれたり、手を

引かれたりすることで、

嬉しい気持ちをもつ。  
 
●思ったように幼児が動

いてくれずに戸惑う。  
 
 
 
●幼児とお別れのあいさ

つをする。  

3、4、5 歳児の各学級にて、ペアの幼児と児童の顔合わせをする。 
・幼稚園の教師からのあいさつと 5 年生からのあいさつをする。 

ペアになって自己紹介をし、触れ合い遊びをする。  

ペアの幼児と児童とで、好きな遊びをする。  

片付けをして、「さようなら」をする。  
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(３)活動を振り返って 

 

①幼児の側からみた成果    

一年間継続したペアでの交流活動の中で、互いの名前を覚え、親しみをもって接す

ることができました。交流の相手が小学５年生という少し離れた年齢の児童であるこ

とが、大人とも友達とも違う良い関係を築ける一因となったようです。この温かく受

け入れられる経験は、園内での友達や年下の幼児との関わりの上で良いモデルとなり、

遊びの刺激を受けたり遊び方のルールを子供の目線で伝えてもらったりする、兄弟姉

妹のような関係ができたことも大きな成果です。 

以下は、交流の最後に、幼児の保護者から５年生児童に宛てた手紙の一部です。 

 

・娘は恥ずかしがり屋なので、最初は慣れるまで時間がかかったかもしれません

が、交流の時間をとても楽しみにしていました。いつも、「お姉さんのメガネの

色は赤なんだよ」とか「今日は、こんな遊びを教えてくれた」と嬉しそうに話

していました。これから小学校に行っても、よろしくお願いしますね。(５歳児

保護者) 

・一年間ありがとうございました。家では、「おねえちゃんからもらった絵！」と

嬉しそうに見せてくれたりしています。一人っ子ですので、優しいお姉さんに

かわいがってもらい、とても嬉しく思います。６年生になっても、仲よくして

くださいね。(４歳児保護者) 

・息子は、魚やネコを作ってもらって、とても嬉しいと言っていました。感想文

を読ませていただいて、５年生って、こんなに大人なんだと思いました。すご

く立派だと思います。本当に遊んでくれてありがとうございました。(３歳児保

護者) 
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優しくされて嬉しかった経験は、豊かな心の育成につながっていきます。友達の

意見はなかなか受け入れられないという幼児も、小学校１年生のお兄さんの言うこ

とはよく聞き、受け入れている姿も見られました。また、保護者に交流の様子を写

真で伝えたり、児童の感想を伝えたりすることで、家族ぐるみで関心や信頼感が深

まり、よい関係が築けるようになったと感じました。 

 

②児童の側からみた成果 

 小学５年生の「幼稚園との交流」については、総合的な学習の時間を充て、「体験的・

探究的な活動を通した心豊かな児童の育成」をねらいとして、45 分授業の 38 時間扱

いで実施しました。幼児の思いや願いを感じ取りながら、活動の準備をして進めてい

くことを通して、他者への思いやりをもつことができるようにしたいという願いです。 

以下は、５年生の児童の交流の記録と感想の一部です。 

・交流会では、自分たちと幼児の違いがよく分かりました。幼稚園の子は、鬼ごっ

こで、わざと鬼の近くに行って追いかけてもらって喜んでいました。追いかけ

られるのが好きなので、もう少し鬼が多いほうがよかったかもしれません。 

・交流会以外でも、休み時間に積極的に声を掛けてくれて嬉しかったです。交流

が終わっても、仲よくしていきたいです。 

・当日やった遊びがおもしろかったらしく、なかなか飽きなかったので、こんな

に僕たちが考えた遊びが好きだと思うと、嬉しかったです。 

５年生とはいっても、個性や家庭環境、経験の違いからこの交流活動に対する成果

も様々です。学級の中では自己を発揮できずに黙っている児童や、いつも自分勝手だ

と思われていた児童が、幼稚園の幼児との関わりでは積極的に話し掛けたり、幼児に

合わせて行動したりしているという実態もありました。また、多くの児童が、継続し

て関わっていくうちに幼児の要求のうち何を受け入れて、何をたしなめたらよいかを

考えるようにもなり、他人を理解し適切に接するという課題に真剣に向き合っている

姿が見られるようになりました。活動の中では、予想と違うことも出てきましたが、

その中で状況に応じて臨機応変に対処するという経験もしていると感じました。 

- 154-



 

交流活動を通して、小学校の教師が児童の新たな一面を発見し認めていくきっかけ

になったり、友達からも認められるきっかけになったりしたということも、大きな成

果の一つでした。 
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【事例１から読み取れること】 

○ 幼小連携・接続の具体的取組として、交流活動は大きな成果が期待できます

し、すでに取り組んでいる小学校や幼稚園も数多くあります。交流活動という

と、つい隣接する５歳児と 1 年生の交流を考えがちですが、実践事例からは、

それに加えて幼稚園側では３歳児や４歳児、小学校側では２年生以上の学年も

十分に対象になること、さらにそれぞれならではの意義や価値、成果が見込め

ることが分かります。 

 

○ 本事例は、５年生との交流活動例です。ここでは高学年にふさわしい活動と

すべく、また幼児に豊かな印象深い経験となるよう、１対１のペアによる年間

を通じての継続的な交流としています。事例では、「５年生という少し離れた

年齢の児童であることが、大人とも友達とも違うよい関係を築ける一因」であ

り、それが「兄弟姉妹のような関係ができたこと」、また「温かく受け入れら

れる経験は、園内での友達や年下の幼児との関わりの上でよいモデル」となっ

たことを成果として挙げています。このように、少し年齢の離れた中・高学年

だからこそ期待できる成果や価値もあります。交流活動の相手は低学年と決め

ることなく、多様な学年との交流の可能性を探ってみるとよいでしょう。 

  また、この事例では、幼稚園側も５歳児に加えて３、４歳児も交流対象にし

ています。特徴的なのは、一人の幼児から見たとき、この取組が３年間にわた

っての５年生との交流となっている点でしょう。幼稚園に通っている間中、常

に小学生との関わりがあるため、幼児が小学校への進学を心待ちにし、楽しみ

に思わないはずがありません。 

  加えて、この幼稚園では小学校の全学年と年１回以上の交流活動を実施して

います。交流活動を教育課程に明確に位置付け、意図的、計画的、組織的に行

うことが大切ですが、活動そのものの回数やそれに応じた内容の工夫、また多

様性も重要です。 

 

○ 交流活動では、小学校の児童や教師、さらには小学校という場やそこでの活

動という、普段の園生活とは少なからず異なる、ある種の異文化に幼児は接し

ます。それだけに、まずは緊張感や恐怖感をもたず安心できる雰囲気等への配
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慮が重要です。本事例の顔合わせの場面では、幼児が楽しんでいるダンスや普

段から親しんでいるわらべ歌遊びを５年生と一緒に行ったり、５年生に教えた

りすることで、すっかりリラックスしている様子が紹介されています。幼児の

安心感を確保する計画的で効果的な工夫といえるでしょう。 

 

○ 交流活動や教育内容、教材においても、幼小の連携・接続には、教師同士の

交流など連携が大切です。本事例でも述べられているように、互いに教室・保

育室を行き来し、情報交換や打合せを日常的に行うとともに、実践や子供のあ

りのままの姿を見合うことが、連携・接続の成果を収める上で重要です。本事

例では、幼小共に全学年が交流活動に取り組んでいますが、このことは子供た

ちに多くの学びや成果をもたらすだけでなく、教師においても全員が幼小連

携・接続の実践者となるという効果を生んでいます。ややもすれば幼小の交流

活動は５歳児と１年生の担任の教師のみの仕事となり関心事となりがちです

が、それでは幼小の連携・接続は奏効しません。その意味で、この取組は小学

校全体で取り組むための連携の体制づくりや広がりの点でも多くを学びうる事

例といえます。 
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事例２ １年生との交流活動を通じて気付きを深めた事例（５歳児） 

 

Ｂ幼稚園は小学校と隣接しており、３年前から指導計画に交流活動を位置付け、連

携に取り組んでいます。互いの年間指導計画を持ち寄って話し合い、小学校１年生の

生活科でも栽培活動をしているということで、サツマイモの栽培を小学校と一緒に行

うようにしました。植物を育てたり収穫を楽しんだりすることにおいては、幼稚園と

小学校には多くの共通点があります。 

 指導計画を作成するに当たっては、小学校と話し合い、幼児と児童の双方が夢中に

なれる活動になるようにしています。また、活動後にも時間をとり、活動の中でそれ

ぞれにどのような学びや育ちの姿があったのかについて話し合うようにしています。

このように、活動を計画したり共通理解を図ったりする時間が小学校との段差を埋め

ているように感じています。なお、活動の時間については、幼稚園は日々の保育の中

で、小学校は生活科の時間を中心に、朝の時間や休み時間等を活用する指導計画を作

成しました。以下、交流の計画とそれぞれのねらいや指導計画を紹介します。 

  

①交流活動のねらいや指導計画 

〈交流活動の指導計画〉 

 

 

月    5月    6月    7月    9月    10月    11月 

活
動 

  畑作り    苗植え    水やり        収穫・調理 

ね
ら
い 

幼 児：サツマイモを収穫したり料理したりすることを通して、友達や１年生と一

緒に活動する楽しさや大切さを学ぶとともに、１年生の様子や考えなどに

触れ、興味や関心をもつ。 

１年生：サツマイモを育てたり調理したりする活動を楽しみ、植物が生長すること

、生命があること、世話の仕方について学ぶとともに、友達や５歳児と関

わりながら人や環境への気付きを広げたり深めたりすることができる。 

  

活
動
計
画 

活動１ 畑をつくろう 

 活動２  苗を植えて水やりをしよう 

活動３  サツマイモの収穫をしよう 

 活動４  サツマイモのお料理をしよう 
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〈幼稚園における指導計画 ６月〉 

指導内容 指導の要点と環境の構成の留意点 

○身近な動植物に親しみをもって関

わり、変化に興味をもったり特徴に

気付いたりする。 

 

・自分が植えた夏野菜や花の世話を

しながら生長の様子を楽しみに見

る。 

 

・興味をもったことや不思議に思っ

たことを尋ねたり図鑑などで調べ

たりして友達と伝え合う。 

○身近な動植物や自然事象に親しみをもって

関わっていけるよう配慮する。 

・自分たちの植えた野菜や花の世話をしなが

ら生長の様子を楽しみに見たり、収穫を喜

んだりする。 

・幼児が興味をもったことや不思議に思った

ことについて知りながら、人に尋ねたり図

鑑などで調べたりして友達と伝え合う喜び

を共感していく。 

↓ 

〈幼稚園における指導計画 10 月〉 

指導内容 指導の要点と環境の構成の留意点 

○親しみをもって秋の自然に関わる。 

・木の実や種子などを集めたり、そ

の色や形、大きさなどの特徴を生

かして作ったり遊んだりする。 

 

・栽培している野菜などの収穫をし

て、料理をしたり、友達と一緒に

食べたりする。  

 

※幼小なかよし農園のサツマイモを

、１年生と一緒に収穫する。 

○身近な秋の自然に親しみをもって関わって

いけるようにする。 

 

・興味をもって集めたいろいろな植 物 の種

子を 比べたり分けたりして遊びながら、

その色や形、大きさなどの違いや特徴に気

付いていくよう、適当な容器などを用意す

る。 

・友達や１年生と一緒に、期待をもってイネ

やイモなどを収穫し、料理をして食べるな

どの活動をする中で、植物の生長や生命と

自分のそれとの関係を自分なりの感じ方で

実感できるようにする。 

※１年生との交流活動を指導計画にも位置付けています。 
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（参考）＜小学校学習指導要領第２章第５節生活科第２内容（７）＞ 

（7）動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して、それらの育つ場所、変化

や成長の様子に関心をもって働きかけることができ、それらは生命をもってい

ることや成長していることに気付くとともに、生き物への親しみをもち、大切

にしようとする。 

 

②活動の実際 

◆畑作り、水やり、植える活動＜５月＞ 

 サツマイモの交流活動は、畑作りからサツマイモのバター焼きまでを１年生と一緒

に行う活動です。本交流活動では、食に関する指導も視野に入れて進めています。活

動が形式的なものにならないように、毎年、双方のアイデアを出し合って活動や指導

計画の改善に取り組んでいます。以下、記録から活動の様子を紹介します。 

 

教師（幼稚園）の記録 

幼稚園と小学校の間にある狭い土地を利用して、幼児と１年生が一緒に自分た

ちの力で畑をつくった。「バケツは重いなあ。どうしたらいいかなあ？」と尋ね

る小学生に、「小さな一輪車があるよ」と幼児が答え、幼稚園の一輪車を使って

協力して何度も土を運んだ。土を掘るのも、運ぶのも、畑に入れるのも一緒であ

る。途中、ひっくり返して土をこぼしたり、入れ直したりする活動の途中に会話

が生まれ、互いの関係性や信頼関係が深まっていく。 

 例えば土を掘っていると、「ミミズ発見」「触れるんだ。すごいね」や「カブ

トムシの幼虫を見付けた」、「よく知ってるね」などの会話も聞こえてきた。こ

の時期、自分の手で土に触れることで土のぬくもりや感触を感じることが大切で

ある。実りのある植物を一緒に植え、時間を一緒に過ごすことで、互いの様々な

気付きや学びを共有したり、安心感や自己肯定感なども育まれたりしている姿が

随所に見られた。 

苗を植える説明は小学校の先生に担当してもらった。「サツマイモはどちらを

向けて植えるとよいでしょう？」という問いに、「分からない」、「知りません

」という幼児もいるが、「あたたかい方を向けるといいと思います」、「太陽の

方へ向けると光がたくさん当たるから」のような返答もあり、小学生になった気
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分で先生とのやり取りを楽しんでいる様子も見られた。 

植えた後の水やりは、1 年生が小学校の休み時間を利用して畑にやってくるの

で、その様子を見た幼児が駆け寄ってペットボトルに一緒に水を入れたり、水を

やったりするようにした。ときには、「昨日は雨が降ったから、今日は？」と一緒

に考えたりもしていた。この水やりのように、小学校の授業時間にだけでなく、

毎日少しの時間の触れ合いもよいものだと感じることができた。 

 

◆サツマイモを収穫する活動＜10 月＞ 

一緒に収穫を楽しみ、収穫の喜びを味わうとともに、小学校教師の意見を取り入れ、

サツマイモの数を数える活動をしました。それは、ちょうどこの収穫の時期は、小学

校 1 年生算数科の「三つの数の計算」という単元を行っているからということでした。

そこで、収穫したサツマイモを大中小の三つに分けて数えることで、算数科のねらい

を達成できるようにするという考えでした。もちろん、幼稚園で足し算などを教えた

りすることはありませんが、数を数えることを楽しむ姿は日常的に見られることなの

で、幼児も一緒に体験することにしました。以下、1 年生の担任の記録を紹介します。 

 

小学校１年生担任教師の記録 

収穫したサツマイモは幼稚園の広い遊戯室に運んだ。前もって準備していたの

は、算数科のねらいを達成するため、「おいものかずをかぞえましょう」、「大

、中、小をあわせると」という課題を書いたプリントである。また、プリントの

下段には、「おいものおもさをはかりましょう」という課題も書いておいた。お

そらく興味を示した幼児も1年生と一緒に挑戦するだろうという予想をし、準備

しておいた。 

 すると、幼児も次から次へとプリントを取りに来ては、課題に挑戦し、ほとん

どの幼児が1年生と一緒にプリントを仕上げることができた。数えたり、足した

り、表記したりできる力をもっているのである。しかも１年生のまねをして、と

ても丁寧に数字や名前などの文字を書いていた。もちろん、押し付けるつもりは

なく、遊び感覚で自由に参加してもらえればよかった活動である。経験すること

の意味がここに表れているのではないだろうか。 

 1 年生は、教室に戻って全体のイモの数を数えることにも挑戦した。自分たちが

収穫したサツマイモで、３つの数の計算を見事にこなしてしまった子供たちであ
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った。 

 

＜考察＞  

○交流活動における子供の学び 

 １年生の様子を見ていて、途中で投げ出さずに根気強く調理や片付けなどを続けら

れることに驚きました。また、1 年生は、周囲の様子がよく見えており、友達や幼児

に声を掛けたり、必要がなくなった調理器具をさっと洗ったりするなど、その場にふ

さわしい仕事を見付けることも上手だと感じました。 

 ３、４歳児に食べてもらっているときも、たくさんの食器類を洗っていたので、「ま

だ食べてないでしょう。代わるから食べたら」と教師が声を掛けても、「大丈夫。こ

れだけ洗ったら食べるから」と言って、黙々と洗い続ける様子に感心しました。その

様子を見た５歳児も「私も一緒にがんばる」と、良い影響を受けている姿が見られま

した。幼稚園だけの活動だと５歳児が年長になり、常に自分たちがモデルになる存在

ですが、連携で 1 年生と活動することで、年上のよいモデルを得ることができたよう

です。 

 

○教師の学びと指導計画への位置付け  

 幼児にとっても交流活動は触れ合ったり学び合ったりすることがたくさんあったよ

うですが、教師にとっても発達の違う子供の様子を見ることにより、入学後の子供の

様子をイメージすることができました。幼児期の学びがどのように育っていくのか、

また児童期の学びがどのようにして育ってきたのかを、幼小で互いに見通し、確認し

合うことができました。子供だけでなく、教師自身にとってもとても有意義な交流活

動であったと思います。 

３年前に幼小で一緒に指導計画を作り、サツマイモ栽培の交流活動を始めました。

年度によって、算数の活動を取り入れたり、料理のパターンを変えたりするなど、少

しずつ修正を加えながら進めていますが、小学校の協力を得て柔軟に指導計画を作成

できることがよさであると考えています。サツマイモの栽培活動を通して学んだこと

を他の活動にも生かせるように、さらに指導計画の改善を行いたいと考えています。 
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【事例２から読み取れること】 

〇 本事例では、交流場面として小学校側は生活科の授業時間を核としながらも、

さらに朝の時間や休み時間を柔軟に活用している点が参考になります。１年生が

休み時間に水やりをしているのを見付けた幼児が駆け寄って一緒に活動するとい

った姿が紹介されていますが、こういった自然発生的な交流を意図的、計画的に

仕組む点にこそ、教師の指導計画作成の力量が問われるのではないでしょうか。 

 

○ 幼児は、十分に安心できることが分かると、普段の園生活では出会えない様々

な刺激に触発されます。そして、何よりお兄さんやお姉さんに憧れ、小学生が行

う活動に果敢に挑戦しようとするものです。本事例では 1 年生と同じプリントで

三つの数の足し算にも挑戦しています。もちろん、文字を書くことや計算ができ

たことそれ自体が大切なのではありませんし、そもそもそれをねらいとして活動

を組織しているのでもありません。小学生と同じことが同じようにできたと幼児

なりに思える経験が、幼児に小学校への肯定的なイメージを生みだし、期待感や

自信を生じさせるのです。 

  それとともに、自分たちが精一杯、懸命に取り組んで何かをなしえたような活

動を、日常的に行っているように見える小学生に憧れを抱き、自分もそうなりた

いと願うのです。 

  幼児が抱く憧れやその言動への現れは、小学生に自信と誇りを与えると同時

に、「引き続き憧れられる存在でありたい」との意識を高め、「そのためにもい

っそうしっかりしなくては」と背筋を伸ばす契機となり、これが小学生の成長を

促します。人やものとの直接的な関わりを中心とした交流を通して、幼児と小学

生の両方に学びがもたらされる互恵的な取組を進めていくことが大切です。 
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事例３ 生き物との園生活（４歳児）－自然への気付きが高まった事例－ 

 

小学校教育への円滑な接続というと、５歳児の姿を思い描きがちですが、５歳児に

おける学びは３・４歳児での自分なりに興味や関心をもって体験したことを通した気

付きの積み重ねがあってのことです。 

ここでは、動植物と関わることで様々な心の動きや気付きなどが生まれたＣ幼稚園

の４歳児の姿を通して、どのようなことが幼児の学びとなっていくのかを考えます。 

Ｃ幼稚園では、幼児の動植物への親しみや命を大切にする気持ちが養われるように

指導計画を作成しています。また、幼稚園での身近な生き物との経験が、生あるもの

への親しみや畏敬の念となって心に残り、小学校以降の動植物の飼育栽培活動や生命

の尊さへの学習の基盤となっていくと考えています。 

Ｃ幼稚園の指導計画に基づいた生活の中で、３歳児での生き物との関わりを踏まえ

た上で、また、５歳児やその後の教育につながっていくように、４歳児の保育はどう

あればよいのかについてエピソードを紹介します。 

 

Ｃ幼稚園の自然に関する指導計画   

４歳児 
自然科学や生き物

に関するねらい 

環境の構成と 

教師の関わり 
エピソード 

Ⅰ期 
（４月～５月） 
 

○園庭の自然物や動
植物に関心をもち、
親しみをもって関
わろうとする。 

・身近な自然物や動植物と触
れ合うことができるように
小動物の飼育ケースを幼児
の目につく場所に置いたり
捕虫網や虫かごなどをいつ
でも使えるように用意した
りする。 

 
・幼児の発見したものに驚い

たり感心したりして共感的
に受け止める。 

ダンゴムシ探し 
（エピソード①） 
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Ⅱ期 
（６月～７月） 
 

○小動物と触れ合っ
たり、身近な草花を
遊びに使ったりす
る。 

 
 
 
 
○生き物の住み処や

えさ、大きくなる
様子などに関心を
もつ。 

・幼児の捕まえたものを見て
一緒に喜んだり、幼児の気
付きに驚いたりする。 

 
・幼児の捕まえた生き物や見

付けた草花などを他の幼児
に紹介する。 

 
・身近な自然や生き物への関
心を大切にし、教師も一緒に
捕まえたり世話をしたりし
て、幼児が変化や成長の様子
にも気付いていけるように
配慮する。 

カナヘビを飼う 
（エピソード②） 
 
 
 

Ⅲ期 
（９月～12月） 
 

○自然事象に関心を
もち、季節の変化
に気付く。 

・秋の自然事象や動植物の成
長や変化に関心をもったり
気付いたりするような言葉
を掛ける。 

 
・近くの自然豊かな場所を皆
で散歩する機会を生かし、捕
虫網や虫かご、ビニール袋な
どを持って出掛ける。 

 
・捕まえたものを一緒に見た
り、生き物の飼い方で工夫し
ようとしていることを認め
たりする。 

カマキリか 
コオロギか 
（エピソード③） 
 
ウサギの死 
（エピソード④） 

  

身近な生き物を飼う 

    ３歳児は、年上の幼児の遊びに関心を示すようになると、園庭で虫を探したり池で

生き物を捕まえたりし始めます。捕まえたものを入れ物に入れると、また次の生き物

を探しにいきます。３歳児は生き物に執着しているのではなく、「動くものを捕まえる

という行為」自体を楽しんでいることが多いようです。４歳児の担任は、幼児が捕ま

えた虫などには命があることに気付き、４歳児なりに慈しみをもって関わろうとする

姿を育みたいと考えました。 
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Ⅰ期（４～５月）  

エピソード① ダンゴムシ探し（４歳児 ４月） 

 ３歳児の 1 年間の園生活が自信となり、張り切っている４歳児は、進級早々、

捕虫網や虫かごを持ち、園庭に友達と虫探しに出掛けていた。しかし、春の初め

には、まだ目立った昆虫等は少なく、幼児は何も見付けられない。幼児は「先生、

一緒に虫を捕まえようよ」と教師を誘いに来る。教師は「何かいるかな？」、「ど

こにいるかな？」と幼児と一緒に園庭を回りながら、次第に石や枯れ葉の下にい

るダンゴムシに目を向けるようにする。それまで、夏と同様にカマキリやバッタ、

セミなどを捕まえようとしていた幼児は、ダンゴムシの存在を知り、しばらくは

ダンゴムシ探しに夢中になる。 

 

幼児は誘い合って、繰り返し園庭で虫探しをします。次第に虫が生息している場所

が分かるようになり、捕まえ方も上手になります。自分で捕まえたものを友達や教師

に見せて、生き物の種類、大きさや個体数、捕まえた場所などについて自信たっぷり

に話してくれます。教師が感心して聞いていると、他の幼児も「見せて、見せて」と

集まって来ます。そして同じように捕まえようとします。 

 

Ⅱ期（６～７月） 

幼児は生き物を「探して捕まえる」ことが好きですが、飼育ケースに入れると満足

して、世話をしないで死なせてしまうこともよくあります。教師は幼児が偶然見付け

た生き物を通して、「飼う」ことに目を向けさせたいと考えました。 

 

エピソード② カナヘビを飼う（４歳児 ６月） 

 ３人の幼児が１匹のカナヘビを捕まえる。今年になって初めてカナヘビを捕ま

えた３人は、皆に見せたくて仕方がない。帰りの会のときに、皆の前に歩み出た

３人は、カナヘビだけが入った飼育ケースを持ち上げて皆に見せ、カナヘビを捕

まえたときのことを得意気に話し始める。すると、他の２人も「ぼくが見付けた

んだよ」、「順番に（自宅に）持って帰るんだよね」と約束をしている。 

教師は、「（飼育ケースに）カナヘビだけを入れて帰るの？大丈夫かなあ？」と

３人の顔をじっと見る。そして、「そうだ、いい本があるよ」とカナヘビの飼い方
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が載っている図鑑のページを開いて皆に見せる。幼児は図鑑の絵を食い入るよう

に見て、「あっ、捕まえたカナヘビと一緒だね」、「クモを食べるんだ」などと気

付いたことを声に出す。 

その日、カナヘビを持ち帰ったＡ児は、翌朝、カナヘビと一緒に飼育ケースに

土や水も入れて持って来る。教師が「Ａくん、昨日見た本のこと覚えていたんだ

ね」と言うと、また、友達とカナヘビのページを開いて見る。図鑑の挿絵から、生

きている小さな生き物がカナヘビのえさになることを知ると、友達を誘い、えさ

を探しに出掛ける。 

 

この日、３人の幼児はカナヘビを代わる代わる手の上に乗せ、友達に披露して喜ん

でいました。教師は、この機会に生き物にはそれぞれに合った環境があり、食べ物が

なければ死んでしまうことについて気付いてほしいと願いました。そこで、身の周り

の生き物の飼い方やえさが載っている図鑑を取り出しました。カナヘビのページを開

いて見せると、「土とか、棒も入れてやるんだね」、「クモを食べるんだって」など

と、他の幼児も興味を示しました。  

 この図鑑がきっかけとなり、幼児は捕まえた生き物の飼い方に関心を高めていきま

した。生き物を捕まえて来ると、飼育図鑑を開いて見るようになっていきました。生

き物を捕まえに行く際にも空の飼育ケースではなく、草や土などを入れて持ち運ぶ幼

児も次第に増えていきました。幼児は、図鑑を繰り返し見たり、友達と生き物のこと

を話題にしたりすることで関心を高め、それぞれの生き物には特性があることを幼児

なりに理解していきました。 

 

Ⅲ期（９～12 月） 

教師は、幼児が捕まえて来た生き物を保育室の棚に並べ、教師も手伝いながら飼育

環境を少しずつ整えるようにします。当初は捕まえることだけを楽しんでいた幼児も、

次第にえさを食いちぎった跡やふん、産卵や脱皮の様子などにも興味を示すようにな

ります。保育室に虫眼鏡を準備しておくと、それを使って見るようにもなっていきま

す。そして、気が付いたことや発見したことを互いに言葉でも伝え合うようになりま

す。さらには、飼育ケースの中で死んでしまった生き物にも思いを向けるようになり

ます。 
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一方、次のような葛藤場面も生まれます。 

 

エピソード③ カマキリかコオロギか（４歳児 10 月）  

「先生、Ａちゃんがコオロギをカマキリのえさにするって言うんだよ、ぼくが

捕まえたのに」とＢ児が大きな声で教師に助けを求めに来る。Ａ児と一緒に遊ん

でいた友達も呼んで事情を聞くと、Ａ児たちはカマキリのえさになる生き物を探

していた。コオロギを捕まえて遊んでいたＢ児の虫かごを見て、「そのコオロギ

をぼくたちのカマキリにちょうだい」と言ったらしい。 

Ａ児は繰り返し、「コオロギはカマキリのえさになるんだよ」、「カマキリはコ

オロギが好きなんだ」と説明する。Ｂ児は「これはぼくのコオロギだよ」と訴え

る。Ｂ児の泣きそうな様子に周りの幼児たちも集まって来て心配そうに見てい

る。Ｃ児は、「Ａちゃんは自分で（コオロギを）捕まえればいいじゃん」とＡ児

に言う。Ｄ児は、「カマキリはクモだって食べるよ」とＡ児たちにアドバイスす

る。 

 

生き物を捕まえたり飼ったりする中で、このような場面は多々あります。幼児がク

モの巣に引っかかったチョウを見て「かわいそう、クモをやっつけろ」と言ってみた

り、自分が捕まえた虫を大事そうに手に持っていながら、足下を通ったアリを軽い気

持ちで踏みつけたりします。教師は生き物をむやみに殺してしまうことと、そうでは

ない事情を話題にしながら、幼児たちとともに生き物の命について考える機会をもつ

ようにします。 

 

エピソード④ ウサギの死（４歳児 11 月）  

ある朝、ウサギの様子を飼育小屋に見に行ってみると、死んでいた。かなり老

齢であったウサギだったため、夜の寒さに耐えられなかったのであろうか。なき

がらをダンボール箱に入れ、幼児にウサギが死んでしまったことを伝えた。話を

聞き終えると、幼児は「シロちゃん、かわいそうだね」、「シロちゃん、天国に行

ったの？」、「お墓はどこにつくるの？」と言いながら、ダンボール箱をのぞき込

んだ。その後、幼児は、年長児をまねて、園庭からウサギが好きだった葉や花を
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摘んできてダンボール箱に入れた。 

 

ウサギの死は予期せぬことでした。しかし、これまでかわいがってきたウサギの死

を目の当たりにして、幼児と共に「かわいがってきた生き物との別れは悲しいこと」

と感じたり、「生あるものは死ぬこと」について知ったりすることができました。幼

児にとって、この出来事は心に残り、ほとんどの幼児が家庭でも話題にしたようです。 

４歳児ではそれまでハッピーエンドのお話を読み聞かせていましたが、この出来事

の後、「幸福の王子」の絵本を読み聞かせました。翌日、保護者が「娘が幸福の王子

のお話をしてくれました。『最後に、つばめさんも王子さまも死んじゃってかわいそ

うなお話だったんだよ』としんみり話す娘の様子に、悲しいという感情に心を揺り動

かされたことを知り、娘の成長を感じるとともに感激しました」と連絡帳に書いてあ

りました。 

 

生き物との生活は、予期せぬ様々な出来事が起きます。だからこそ、またとない現

実の機会を通して、幼児の豊かな情操を育むようにします。教師は、幼児の言葉に耳

を傾け、生き物に愛情をかけたいという幼児らしい思いに寄り添う姿勢とその時々に

応じた言葉掛けや環境の構成、指導計画への位置付けが求められます。4 歳児にふさ

わしい生活の中で体験したことが、5 歳児における学びへ、そして小学校教育へとつ

ながっていくのです。このような幼児期の直接的・具体的な体験を通して育まれた資

質・能力を、小学校の生活科を中心とした各教科等における学習に円滑に接続される

よう、小学校ではスタートカリキュラムの編成が求められています。 
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【事例３から読み取れること】  

○ 幼小の円滑な接続においては、双方で指導し子どもたちが学び取る教育内容

や、それを実現するための教材がなめらかに連携・接続していれば、幼児は無

理なく小学校生活にとけ込み、楽しく着実に学びを深めていけるでしょう。そ

のためには、教育内容や教材の連携・接続を図っていくことが肝要です。 

 

○ 本事例では、幼児は動物の飼育を通して、自分たちと同じくかけがえのない

命をもった存在であること、またその生き物ならではの特性があり、全ての生

き物がその命の 理
ことわり

の中で懸命に生きていること、命あるものは必ずいつかは

死ぬのであり、だからこそ、その命と触れ合えている今を大切にすることが尊

いことなどを学んでいます。かなり厳密な科学的認識を期待する場面もあり、

図鑑の使用なども含め高度過ぎはしないかとの意見があるかもしれません。 

  しかし、いずれもが幼児の必要感に基づいた活動を基盤としており、いわば

「幼児の求めに教師が応える」ように支援や声掛け、場づくりがなされており、

幼児も教師の投げ掛けを素直に受け止め、学びを深めています。それは幼児だ

けでは気付けない、なし得ないことでしたが、もたらされた事態は幼児が潜在

的に求めていたものでもあり、またその顕在化された求めを幼児自体がさらに

よりよく実現しようとする主体的な動きの中で、多くの学びが生じています。 

  小学校の生活科においても具体的な活動を行う中で、身近な生活を自分との

関わりで捉え、よりよい生活に向けて思いや願いを実現しようとすることを大

切にしています。その意味で、この事例に見られる幼児の活動における学びの

深まり、さらに学びを拠点としたさらなる活動の発展は、幼稚園教育と小学校

教育の教育内容のつながりを検討する好事例といえます。本事例における幼児

理解や、それに基づき長期的な見通しをもった教師の援助は、円滑な接続を図

るための指導の在り方としても幼稚園と小学校の教師が共有し、検討すること

で相互理解を深めることにつながるでしょう。 
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事例４ 幼稚園での経験を踏まえた教科指導 

－国語科における「紙芝居の活用」（小学１年生）－ 

 

ここで示す事例は、幼児教育の現場でよく活用されている紙芝居を、１年生の入門

期に積極的に取り入れ、円滑な接続の一助にするとともに、国語科でも活用して、１

年生の読む能力を育てようと取り組んだ事例です。 

 

○幼稚園での紙芝居の活用 

 幼稚園では、教師が絵本や紙芝居の読み聞かせを頻繁にします。保護者ボランティ

アによる読み聞かせ会なども定期的に開き、幼児が物語に親しむ環境を整えています。

身近な人の肉声による豊かな表現力の読み聞かせに、幼児は引き込まれ、語彙を獲得

するだけでなく、自分たちでも創作遊びを楽しみ表現力を身に付けていきます。さら

には、幼児の話を聞く態度や豊かな情操も育まれます。 

幼稚園の絵本のコーナーには、絵本と同様に紙芝居も並んでいます。家庭には、た

いてい絵本はありますが、紙芝居はほとんどありません。幼稚園で、教師に紙芝居を

読んでもらうと、幼児はその魅力に惹かれ、紙芝居を借りて行き、自宅で読んでもら

うことも増えます。画面いっぱいに描かれた絵や、絵が抜かれるときのわくわく感、

絵本とは異なり読み手が見えない状況などが、幼児の紙芝居への興味や関心を高めて

いると思われます。絵本の場合は手に取って自分で見ることが多いのですが、紙芝居

の場合は友達や年少の幼児に読んでやろうとする年長の幼児の姿が多く見られ、仲間

との関係が生まれる読み物ともいえます。 

 

○小学校での紙芝居の活用 

１年生 国語科（読書活動）「かみしばいが はじまるよ」の活動構想 

児童もまた、豊かな言語環境の中で生活していくことで、言葉との結び付きを深め

ていきます。日常的に様々な言葉にふれながら、言葉に興味をもち、言語能力を高め

たり言葉の文化とつながったりしています。そこで、子供が言葉の世界を楽しめるよ

うに、子供の実態や願いに即した総合的な読書活動を仕組むことにしました。そして、

１年生が小学校に入学する前に幼稚園や保育所等で慣れ親しんできた紙芝居を活用す

ることにしたのです。 
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（１）活動のねらい 

紙芝居を演じたり、聞いたりする活動を通して、言葉の力を高め、仲間と共に言語

生活を豊かにする。 

 

（２）活動の年間計画 

小学校１年生「かみしばいが はじまるよ」指導計画 

第１次（１学期）既製の紙芝居を聞き、演じる。 

・日常的に紙芝居を聞き、紙芝居に興味をもつ。 

・紙芝居の上演に向け、紙芝居の構造を知ったり、叙述を声に出して読んだりす 

る。 

・「紙芝居屋さん」の模範上演を聞き、物語設定や演じ方について考える。 

・紙芝居を選び、上演会に向けて練習をする。 

・「紙芝居屋さん」を開き、幼稚園の幼児や同学年、保護者などに紙芝居を上演す 

る。 

第２次（２学期）教科書教材を紙芝居に再話し、上演する。 

・教科書の昔話教材を紙芝居にして再話し、上演する。 

・教科書の物語教材を紙芝居にして再話し、上演する。 

・教科書の説明文を紙芝居にして再話し、上演する。 

第３次（３学期）創作紙芝居をつくり、上演する。 

・紙芝居を創作し、「紙芝居屋さん」を開く。 

 

（３）活動の実際（１学期） 

１年生の入学後、１年生担任は円卓を舞台にして、オープンスペースで毎日のよう

に繰り返し紙芝居を上演しました。紙芝居を読み聞かせた後は、感想を聞いたり、覚

えた文字で感想を書いたりしました。次第に、紙芝居の時間になると子供たちは自分

で椅子を持って来て、我先にと円卓の周りに集まってくるようになりました。また、

読んでほしい紙芝居を持ってくる子供や、拍子木を叩いて口上を述べて立候補する子

供の姿も現れるようになりました。 

活動を繰り返す中で、演じ手である教師の長椅子に座り、紙芝居の裏面を注視して

いる子供が何人か出てくるようになりました。子供の姿を見ると、紙芝居の仕掛け（抜

き・差し）や叙述が気になって仕方がない様子でした。「聞く」だけでなく、「演じる」

ことに興味をもってきた証拠です。 

そこで、紙芝居の型枠や舞台、紙芝居教材などを 1 年生の教室に豊富に用意し、子
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供が紙芝居を手に取り、好きな時間に好きな場所で演じることができるように教室環

境を整えました。このような環境の構成の仕方も幼稚園から学んだことです。教室で

は、休み時間や学習の合間の時間に、仲間と紙芝居を読み合ったり、紹介し合ったり

する姿が見られるようになってきました。紙芝居活動が日常化し、学級文化として形

成されてくると、紙芝居は子供の読書生活を支えるものになりました。子供は、紙芝

居という共感の場で、互いに感嘆の声を上げたり拍手をしたりして紙芝居の世界を楽

しんでいました。ときには、登場人物のセリフをまねてみたり、場面に応じて効果音

を即興で付け足したりして教師の上演を盛り上げました。 

教師が教室の紙芝居をほとんど読み終えるころには、子供は「今度はわたしたちが

紙芝居屋さんになって、幼稚園の子やおうちの人などを喜ばせたい」と考えるように

なりました。 

そこで、『おおかみと七ひきの子やぎ』の叙述面を例にして提示し、発話者を確認し

たり、「演出ノート」（ト書き）の意味を考えたりしました。加えて、「抜き」の仕方が

場面によって異なることも学習しました。こうして、子供は紙芝居の読み進め方を身

に付け、上演の目的意識や相手意識を高めていきました。紙芝居の上演はグループ活

動を基本とし、複数人で読み分けたり、声を重ねたりして読みを工夫するように指導

を重ねていきました。 

 

児童の作文より 

さんかんびにかみしばいをしました。とってもたのしくてもう１かいやりたいな

あとおもっています。かみしばいがおわったら、おきゃくさんがはくしゅをして

くれました。かみしばいのとき、よかったところは、ぬきとうまどろぼうのやく

（ふるやのもり）を２つともくふうしてできたところです。こんどは、ようちえ

んのねんちょうさんがきます。すごいおにいちゃんみたいになっていたいです。

もっとれんしゅうして、ほんとうのかみしばいやさんみたいになりたいです。 

 

次の事例は、後日、近隣の幼稚園の年長児を招き、紙芝居の上演会を行ったときの

様子です。 
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○エピソード 紙芝居の上演会とＡ児（小学１年生 ７月） 

Ａ児は、グループの仲間と位置につき、上演の準備を整えて紙芝居を始めた。

Ａ児は台本を手にしているが、自分が演じるオオカミのセリフは、台本を見ずに、

登場する相手に語り掛けるように話していく。間の取り方や強弱の付け方を工夫

し、指をさしながらセリフを言うなどして、オオカミの役になりきって演じた。

Ａ児のグループが紙芝居を演じ終えると、聞いていた客の幼児や教師から大きな

拍手がわきあがった。 

Ａ児は、初めはスムーズに読めなかったが、練習を繰り返していくうちに、ス

ラスラと読めるようになり、活動を楽しんでいた。皆で作り上げる楽しさが、一

層Ａ児の意欲をかき立てた。Ａ児は家庭でも熱心に練習に励んでいた。Ａ児は自

分自身の上達を実感しながら、読む力を付けていったと思われる。 

 

○実践を通して 

幼児は大好きなお話の世界をペープサートにしたり劇にしたりして楽しみます。繰

り返し出てくる言い回しを声に出して皆でペープサートを動かしたり、何度も聞いた

ストーリーを自分風にアレンジして語りながら、友達と衣装を着けて登場人物になり

きって即興で表現したりします。幼児は劇ごっこなどの創作遊びを通して、表現力や

読み物の読解力の基礎となる力を身に付けていきます。教師によるよい読み聞かせは、

幼児たちの表現力を高めます。紙芝居だけでなく幼稚園でのこのような豊かな経験が、

小学校での学習の基盤となって、小学１年生の姿につながるのでしょう。 

紙芝居を小学校の国語科でも取り上げることで、１年生の子供が自分で読み物を読

み解き、表情豊かに表現するようになりました。また、演じ手と聞き手が互いの存在

を意識しながら、一緒になって言葉の世界を楽しむことができ、仲間と交流すること

でさらに読みが深まったり新たな読みが生まれたりしました。幼小の接続を意識した

小学校での紙芝居の活用は、教師が予測していた以上に、話すこと・聞くこと、書く

こと、読むことを一元化させた多様な言語活動をつくることができたといえるでしょ

う。 
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＜参考＞ 

 

幼稚園教育要領（抜粋） 

第２章 ねらい及び内容 

 言葉 

  経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育

て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。 

 １ ねらい 

  (3) 日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や物語などに親しみ、言葉に対する感覚を豊か

にし、先生や友達と心を通わせる。 

２ 内容 

(7) 生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く。 

(8) いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする。 

(9) 絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、想像をする楽しさを味わう。 

３ 内容の取扱い 

  (3) 絵本や物語などで、その内容と自分の経験とを結び付けたり、想像を巡らせたりするなど、楽しみを十分

に味わうことによって、次第に豊かなイメージをもち、言葉に対する感覚が養われるようにすること。 

 

小学校学習指導要領（抜粋） 

第２章 各教科 

第１節 国語 

〔第１学年及び第２学年〕 

１ 目標 

  (3) 言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとす

る態度を養う。 

 ２ 内容 

 〔思考力、判断力、表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

    ア 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること。 

    イ 場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉えること。 

    ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。 

    エ 場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像すること。 

    オ 文章の内容と自分の体験とを結び付けて、感想をもつこと。 

    カ 文章を読んで感じたことや分かったことを共有すること。 

     (2) (1)に示す事項については、例えば、次のような言語活動を通して指導するものとする。 

    ア 事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かったことや考えたことを述べる活動。 

    イ 読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活動。 

    ウ 学校図書館などを利用し、図鑑や科学的なことについて書いた本などを読み、分かったことなどを説

明する活動。 
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【事例４から読み取れること】 

○ 小学校で用いる教材を幼稚園教育の視点で見直してみれば、まだまだ多くの

アイデアが得られます。また、それを可能とするためにも、幼小の教師間での

教育内容や、教材を巡る交流の一層の活発化が望まれます。 

 

○ １年生の国語科における紙芝居の活用は、幼稚園での経験を小学校の教科学

習に生かした事例です。幼児が園で慣れ親しんでいる紙芝居を、国語科の「読

むこと」の領域を指導する教材として用いることで、子供たちは幼稚園での豊

富な経験や楽しかった思いを基礎に、より親しみを抱きながら楽しく国語科の

学びを深めることができます。園生活との連続性を感じながら教科の学びを深

められた経験は、教科学習への安心感や向上心を高め、さらに教科のイメージ

や学習観にも影響を与える可能性があります。 
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事例５ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を活用して幼稚園と小学校の教

師が交流活動を振り返った事例 ―七夕飾りを一緒に製作しよう― 

 

（１）幼稚園と小学校の交流活動 

 

Ｄ幼稚園の５歳児は、小学校の１年生と年に３回（１学期「七夕飾りの製作～七夕

集会」、２学期「幼稚園で一緒に遊ぼう」、３学期「小学校見学」）の交流活動を行

っています。事前の話し合い、準備、当日の交流活動、振り返りをすることとし、幼

稚園と小学校の教師で考え合いながら交流活動を行いました。 

 

（２）七夕飾りの製作を通した交流活動の計画 

 

最初の交流活動は１学期の七夕飾りの製作と七夕集会です。七夕は、幼児と児童に

とって身近に感じられる我が国の伝統的な行事の一つです。また、製作活動は幼児が

日頃から親しんでおり、幼児と児童が一緒に取り組みやすいことから交流活動として

取り上げました。 

幼児が期待感をもって交流活動の日を迎えることができるよう、七夕飾りの製作を

行う 1 週間前に児童から「一緒に七夕飾りの製作や七夕集会をしましょう」という招

待状をもらいます。皆で笹に七夕飾りを飾り、７月７日に笹の下で幼稚園の５歳児と

小学校１・２年生が一緒に七夕集会を行います。七夕集会は２年生が中心になり、幼

児は七夕の由来の話を聞いたり、「たなばたさま」を歌ったり、簡単なゲームをした

りします。 

 

交流活動のねらいを次のように設定しました。 

＜ねらい＞ 

共通：活動を通して、伝統行事である七夕飾り作りを楽しむ 

幼児：交流する中で児童に親しみをもち、一緒に活動することを楽しむ 

児童：幼児を思いやりながら、楽しく七夕の準備に取り組むことができる 

幼稚園の教師は、この交流活動を通して、いつもと違う人間関係の中で、多様な刺

激を受けたり、関わり方を学んだりしてほしいと思っています。最年長の学年である
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５歳児は､園の中にあこがれをもてるモデルを見つけにくい状況にあります。一緒に

活動する中で児童がモデルとなったり、活動への刺激を与えたりすることが期待され

ます。また、小学校という場、児童、小学校の教師という環境に触れることで、安心

感をもち就学してほしいという思いもあります。幼児にとって初めての交流会である

ことも踏まえ、「楽しかった」という気持ちをもってほしいと考えました。 

小学校の教師は、児童が、自分たちより年下である幼児に思いやりをもって接して

ほしいと思っています。児童が幼児に七夕飾りの作り方を教えるという具体的な活動

があることで、思いやるという気持ちを行動として表しやすいこと、どのようにして

伝えれば分かってもらうことができるか、伝え方についても学ぶことができることが

この交流の特徴であるともいえます。また、活動を通して、幼児に親しみや愛着をも

ったり、自分の成長を感じたりすることも大切にしたいと考えています。 

交流会では立派な飾りを作ることが目的ではなく、触れ合う経験を大切にしたいと

の思いは、幼稚園の教師も小学校の教師も共通しています。 

 

＜交流の流れ＞ 

時間 活  動 

９：20 小学校へ入校 教室へ移動 

９：30  

９：35 

 

 

 

10：25 

今日の活動の確認 

活動開始    幼児と児童の自己紹介   

飾り作り(天の川・貝・提灯・輪飾り) 

短冊(児童が幼児のお願いを書く) 

トイレ・水飲み休憩     

本日の振り返り まとめ 

※配慮点 

・幼児 28 名、児童 35 名。グループは大き過ぎない方が良いが、グループに幼児が１

人だと不安になることも考えられるため、一つのグループに幼児を最低２名、児童

は２名～３名としました。グループのメンバーは年間を通して同じとし、子供同士

の関係が深まるようにしました。 

・「小学校のお兄さん、お姉さん」「幼稚園の子」という漠然とした対象でなく、個
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人がみえる関係になると良いと考え、互いに親しみがもてるように、自己紹介の時

間をとりました。 

・２学級ずつある幼稚園の５歳児と小学校の 1 年生の交流なので、活動日を変えて

２回交流を行いました。１回目の活動の振り返りを踏まえて２回目の活動を行い

ました。 

 

（３）1 学級目の交流活動  

この日は、小学校の正門に登園することになっていた月組。昨日はとても楽し

みにしていたのに、いつもとは違うルートで登園してきたことと、初めての小学

校訪問に少し緊張気味だった。正門で待っている担任や幼稚園の教師の顔を見る

と、やっと笑顔が見られた。全員がそろったところで、並んで正門をくぐる。１

年１組の児童たちが教室で待っていてくれた。 

教室の後ろに並ぶ幼児を、児童が「３番の○○さん、こっちだよ」と順番にグ

ループの番号と名前を呼んでくれた。最初は緊張気味だった幼児達が、名前を呼

んでもらい、児童一人一人の顔が見えてくると、少し安心した様子がみられた。 

席に着いたところで、予定どおりに自己紹介の時間を取った。しかし、教室の

中に 60 名以上いたことから、様々な声が飛び交い、聞き取りにくかった。また、

全般的に児童ははきはきと大きな声で名前を言うことができていたが、幼児は緊

張で声が小さかった。 

その後、小学校の教師から、「今日は４種類の飾りを小学生が幼稚園生に教え

てあげてください」「小学生は幼稚園生に優しく接してあげましょう」「幼稚園

生がトイレに行きたくなったら小学生が一緒に行ってあげましょう」等と細かく

説明があった。 

その指示のとおり、活動では、児童が一人一人の幼児にぴったりと寄り添って、

丁寧に教えてくれる姿が見られ、幼児も落ち着いた雰囲気で取り組むことができ

た。しかし、いつもなら自分でできることも、児童に任せてやってもらっている

幼児の姿が見られた。幼児は、いつもと違う場で、一生懸命に教えてくれる今日

会ったばかりの児童に対して「それできるから自分でやる！」とはなかなか言い

にくいようであった。 

児童が、幼児の願い事を短冊に書いてくれる活動もあった。幼児の中には願い
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事を大きな声で伝えられなかったり、言うこと自体を恥ずかしがったりする様子

が見られたので、状況に応じて、幼稚園の教師が間に入って橋渡しをした。 

活動の中で、小学校の教師から「きちんと４つの種類の飾りを作りましたか？」

「トイレに行きたい幼稚園生はいないか聞いてあげてね」と確認があった。 

幼稚園の教師は緊張気味の幼児の気持ちを代弁したり、落ち着かない様子の幼

児に声を掛けたりしながら、困っていることはないか、児童に思いを伝えること

ができているかを見るようにした。また、児童の頑張っている姿などを見たとき

には認める声掛けをした。途中で児童同士のいざこざがあったときは、小学校の

教師に伝え、その後の指導を任せた。幼児と関わることに戸惑っている児童につ

いて、小学校の教師は指導のタイミングを計っているのか、見守っているのかが

分からず、幼稚園の教師としてどのように支援をしていいのか迷う場面もあっ

た。 

 

（４）1 学級目の交流活動の振り返り 

 

1 学級目の交流活動終了後に、幼稚園の教師と小学校の教師と一緒に振り返りを行

いました。 

双方の教師から「楽しく活動をしており、ねらいもおおむね達成できていた」、「流

れも良かったのではないか」、「小学校の先生の指示がとても的確でスムーズな交流

活動ができた」という感想がありました。 

そして、小学校の教師から、「普段は、どちらかというと後からついて行くことが

多いような児童も、今日は幼児に教えてあげるという役割があったからか、率先して

幼児に教えてあげている姿を見ることができた」、「児童は、幼児にとても親切に優

しく関わっていた」との感想がありました。幼稚園の教師から、「幼児は初めての小

学校でも安心して過ごすことができた」、「幼児も神妙な顔をして児童の言うことを

しっかり聞いていた」、「1 年生になった卒園生の子供たちの成長を感じた」という

感想がありました。 

 

○幼児と児童の姿を一緒に振り返り、次の交流活動を考える 

子供たちの姿を振り返り、意見を出し合ううちに、幼稚園の教師から「幼児がいつ
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もなら自分でできることをやってもらっていた」、「自分でできることをやってもら

っている幼児にとって、この交流の中での学びは何か」との意見がありました。それ

をきっかけに、幼児だけではなく、児童もこの交流の中で何を学んでいるのかをもっ

と丁寧に捉えていく必要があるという話になりました。そして、１年生と５歳児の子

供たちの学びを捉えていく手掛かりとして、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

がよいのではないかということになりました。 

この活動の中で見られたのは大きくは次の３つの姿でした。 

・いろいろな人と親しみをもって関わる姿や、どのように関わったらよいかとい

うことを考える（社会生活との関わり） 

・自己紹介をする、相手に作り方を教える､願い事を伝える、話をしっかり聞く

（言葉による伝え合い） 

・４つの種類の製作を時間内で作るという課題に対して、見通しをもつ（健康な

心と体） 

 

議論が深まる中で、幼稚園の教師から、「幼児は、初めての交流会であり安心感を

もって活動することに配慮してもらったことはとてもよかったが、困らないように、

教師が先へ先へと指示を出してしまいがちだったのではないか。もう少し幼児自身が

考えて活動を進める余地があると、もっと自分たちでどのように違う立場の人と関わ

ったらいいかを考える姿が見られるのではないか（社会生活との関わり）」、「もっ

と自分たちで、時間の使い方を考えたり、どの製作をするか等の活動を考え、見通し

をもって行動できるのではないか（健康な心と体）」、「幼稚園の中では、泣いてい

る３歳児の面倒をみたり、他学年が出しっ放しにした遊具を片付けたりしている姿も

見られる。今回の交流活動では、全員が教えてもらう、やってもらうというお世話さ

れる側であり、自分たちで能動的に行動する姿や児童と一緒に目的に向かって取り組

む姿があまり見られなかったのではないか(自立心・協同性)」、「幼児にも書ける字

はあるので、願い事の短冊は書けないところのみ手伝ってもらってもいいのではない

か（数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚）」などの意見がありました。小学

校の教師から、「幼児の中には 1 年生より製作が得意であったり、集団で何かをする

ときにリーダーシップをとれたりする子がいることが今日の交流活動でよく分かっ

た」、「校内で 1 年生が他学年と交流する際に、同じようなことを感じる。教えてあ
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げる、教えてもらうという型にはまった関係にならないようにしたい」、「日頃はな

かなか積極的に行動できないが、年下の幼児との活動の中で自信をもって行動してい

る児童もいる(自立心)。また、年下の幼児に何かしてあげたいという気持ちから頑張

ろうとする児童もいる(社会生活との関わり)。1 年生にとって、交流の意味はそこに

あるのではないか」などの意見がありました。 

さらに、最初の計画のとおり、個人がみえる関係になることが大切であることを再

確認しました。個人がみえる関係になったとき、単に「お兄さん、お姉さん」「年下

の子」ではなくなり、その子の好きなこと嫌いなこと、得意なこと苦手なことなどが

分かってきて、「1 年生だから全ての面でリードしてあげなくてはならない」とか「幼

児だからやってもらう」という関係ではなくなってくるはずです。幼児が児童から学

ぶ、児童が幼児から学ぶ､多様な人の中での学び合いが生まれてくるのではないか、そ

の中でこそ、本当の自立心や、社会生活との関わりの育ちが見られるのではないかと

いう結論になりました。また、個人がみえる関係になるためにも自己紹介は相手に聞

こえるように丁寧にする必要がある(言葉による伝え合い)ことも確認しました。 

 

○教師の関わりを一緒に振り返り、次の交流活動を考える 

教師の子供たちへの関わり方についても振り返りを行いました。その中で、主に２

つの意見がでました。 

１つ目は、認める、共感することについてです。小学校の教師から、「幼稚園の教

師は、認めたり、共感したりと子供たちにその場で直接的な関わりをすることが多い

ように思った。児童には自分なりに考えさせ、結果を自分で受け止めさせたい」、幼

稚園の教師から、「幼稚園では、認めて伸ばす、共感するということを大切にしてい

る」、「幼児は遊んでいるそのときに楽しさや満足感を味わえないと、次回へと気持

ちが続かないので、早めに援助しがちかもしれない」、「小学校の先生も、実際に幼

児が思っていた以上に様々なことができると、幼児を認める声掛けを安易にしてしま

うことが多いように思う」、双方から「まだ信頼関係が十分に築けていない子供たち

に対しては、認めたり共感したりする形で関わりがちになるのではないか」、「その

子を理解して、どう育ってほしいかという願いがあればきちんと一人一人に応じた対

応ができるが、交流の場でそこまで考えて対応するのは難しいのではないか」などの

意見が出ました。 
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２つ目は、子供たちの発達を踏まえた対応や指導方法の違い等に戸惑ったことにつ

いてです。幼稚園の教師から、「目の前の児童のいざこざにどう対処してよいか分か

らなかった」、小学校の教師から、「幼児にどの程度要求していいのか分からなかっ

た」などの意見が出ました。どちらの教師も目の前にいる全ての子供に対して適切な

指導ができることが望ましいが、年に３回の交流で、双方の教師が一人一人をきちん

と理解して交流することは難しいことです。これは、すぐに解決できる課題ではない

ため、次回の交流会の際に互いの指導をよく見合い、互いの教育についてもっと理解

し合う必要があること、子供たち同士の交流を大事にするため教師は子供たちがつく

り上げようとする世界を大切にする必要があることを確認し合いました。 

 

以上のことを踏まえ、２学級目の交流活動では、「1 年生は教えてあげる側、幼児

は教えてもらう側」との先入観をもたずに指導していくことになりました。そのため、

教師は 1 年生に「～してください」「～してあげましょう」などの指示を控え、どの

製作をどれだけ作るかということも子供たち自身に考えさせるため、４種類全てを製

作することを必須とせずに各グループに任せることにしました。また、できるだけ子

供たち自身の関係づくりを尊重し、子供たちのつくるグループの世界観を大切にする

ことにしました。 
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（５）２学級目の交流活動  

２学級目の空組の幼児と１年２組の交流活動を行った。幼児たちは、月組のと

きと同様、期待と緊張から、何となく落ち着かない。交流活動の流れは 1 回目と

同じだが、幼稚園と小学校の教師は、１回目の振り返りを踏まえて、子供同士が

自ら関わり、活動を考えて行動できるようにという意識をもって臨んだ。 

自己紹介は各グループの声が重ならないように多目的室も使い、聞き取りやす

いようにした。教師もなるべく散って、それぞれの自己紹介が行われているか、

見守るようにした。 

その後、小学校の教師から活動について簡潔に「１年生と幼稚園生で、一緒に

七夕飾りを作りましょう」、「幼稚園のお友達は、トイレに行きたいときは小学生

に場所を教えてもらってください」という話があった。 

活動の始まりでは、1 学級目の交流会と同じように、児童が丁寧に教えてくれる

姿が多く見られた。自己紹介を丁寧にしたとしても、初めて会った子供たちも多

く、「１年生」「幼稚園の幼児」という社会的な立場を優先して接することは当た

り前かもしれないと思った。 

しかし、しばらくすると児童から「ね、ね、輪飾りをたくさんつなげよう！」と

いう提案があるグループから聞こえてきた。幼児も「いいね」と応じ、グループの

メンバー全員で輪飾りを作り、長くつなげ始めた。長くなってくると「見て！見

て！皆でつなげたらこんなに長くなったよ！」という声が聞こえてきた。それに

触発されたのか、他のグループからも「ぼくたちもつなげようよ」という声があ

がり、いくつかのグループが輪飾りをつなげ長くし始めた。グループ同士で競い

合う気持ちが出てきて「ぼくたち、いくつあるか数えてみたら 110 個もあった

よ！」「私たちはもっとあるよ。あのね、歩幅で数えるといいよ。1 歩が 20 個ぐ

らいだよ」「手を広げてみるとどのくらいか分かるよ」などと長さに関心をもち

始め、どのくらいの長さになったか測る活動も見られ始めた。 

願い事は、児童が書いてあげるのではなく、幼児が自分で書くができないとこ

ろは児童が手伝っていた。 

幼稚園の教師は、必要なときには援助しつつも、あまり活動に入り込んだり、

児童を認めたりする言葉は控え、子供たちがその活動から自分たち自身で振り返

る余地を残すように心掛けた。 
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後日、小学校の教師から、この活動を振り返った児童の絵日記に「最初は幼稚

園生と遊んであげようと思っていましたが、今度は一緒に遊びたいと思いました」

と書いてあったとの報告をもらった。 

 

（６）２学級目の交流活動を振り返って 

 

 １回目と同様、児童や幼児が、交流活動を通していろいろな人と親しみをもって関

わる姿やどのように関わったらよいかということを考える姿（社会生活との関わり）、

相手に作り方を教える､話をしっかり聞くなどの姿（言葉による伝え合い）、見通しを

もって活動する姿（健康な心と体）などが見られたことを確認しました。 

さらに、今回、「1 年生は教えてあげる側、幼児は教えてもらう側」ではなく、子供

たち自身でグループ内の関係づくりができるようにし、活動も各グループに任せた結

果、「『皆で』とか『私たち』という言葉が多く聞かれ、教える､教えてもらうという

関係から、一つのめあてに向かって、児童も幼児も一緒になって取り組む姿が見られ

た(協同性)」、「そのことによって、達成感も見られた(自立心)」、「輪飾りの数を

数えたり、長さを測ったりする活動にも広がったり、幼児にとっては文字を書く機会

もできた(数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚)」など､1 回目の交流会では見

られなかった姿が見られたことを確認しました。年に３回の交流会の中で個人がみえ

る関係を築くことはなかなか難しいですが、初回である七夕製作の交流活動で、何か

に向かって皆で力を合わせるという気持ちをもったり、達成感を味わったりできたこ

とを生かして、今後の交流活動を発展させていく必要があります。 

幼稚園と小学校の教師が互いの指導方法や教育観に触れることができ、相互理解を

深めることができました。幼児は、帰りの会や後日に写真を見てこの活動を振り返り、

児童はこの活動を絵や文章でまとめることで振り返ります。幼稚園の教師は、児童が

自分の中でこの体験を経験に落とし込む作業までが一つの活動だと感じ、卒園生の成

長とともに、今いる幼児もいずれそのような経験をしていくのだという見通しをもつ

ことができました。 
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【事例５から読み取れること】  

〇 小学校の教師から見ると、幼児は何もできない存在で、交流活動の中では、

児童が「やってあげる」、幼児が「やってもらう」という姿を思い描きがちか

もしれません。幼児なりにできることはたくさんある、また児童もゼロからの

スタートではなくできることがたくさんあります。交流活動を通して、児童と

幼児が実際に触れ合いながら自分たちで関係をつくっていったり、活動を自由

に考えたりすることで、子供同士の関係も深まり、活動も発展しています。１

回目の活動の振り返りの中で、活動が円滑なことが良いのか、丁寧な指示の方

が良いのかについて教師自身が問い直し、さらに、この活動を通した子供たち

の学びについて、具体的な子供の姿から意見交換をしています。 

 

○ 幼稚園と小学校の教師が子供の姿を共有する手掛かりとして「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を活用しています。「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」は５歳児に突然見られるものではなく、それぞれの発達の段階でそ

の幼児なりの姿として見られます。この活動を通して見られた姿は、入園から

今までの遊びや生活を通した体験の積み重ねによることを、小学校の教師とも

共有することが大切です。そして、発達や学びは連続しており、子供の具体的

な姿を通して、幼稚園と小学校の教師が相互理解を深めていくことが必要です。

具体的な子供の姿について話し合うことが相互理解の出発点とも言えます。 

 

〇 また、幼稚園と小学校の教師が一緒に具体の活動を振り返り、意見交換をす

ることで、幼稚園と小学校の指導方法の違いなどについて実感したり、再確認

したり、新たな気付きが生まれたりしています。幼稚園の教師は、幼児は「学

びの芽生え」の時期であり「この交流活動を通して楽しさや満足感を味わって

ほしい、そして楽しく活動する中で学んでほしい」と考えて声掛けをしていき

ます。小学校の教師は、児童は「自覚的な学び」の時期にあり「交流活動を通

して、児童自身が自分なりに課題に対して考えて行動し、結果を自分たちなり

に受け止め振り返るところまでが一つのまとまりの学び」と捉え、子供たちの

達成度を客観的に理解しようとしています。幼児と児童の交流は、子供たちの

育ちの上で有意義なことはもちろんですが、幼稚園と小学校の教師にとっても
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同じ場面の子供の育ちの姿を話題にしていくことで、それぞれの学校種の教育

内容や指導方法、教師の教育観などを理解する良い機会になります。 

 

〇 この事例では、１回目の交流活動の振り返りを基に２回目を考えており、Ｐ

ＤＣＡサイクルを通した改善を図っています。振り返りと改善が必要であるこ

とは理解していても、幼稚園と小学校の合同の活動ではなかなか時間が取れな

かったり、遠慮して形式的な話合いになってしまったりすることがあります。

しかし、子供たちに対してより意味のある活動となるためには、この積み重ね

こそが大切です。「幼児と児童の交流活動は、担当する教師が年によって異な

り、積み重ねが難しい」との声がありますが、振り返りの結果を次へ生かして

いくことができるよう、園長・校長のリーダーシップの下、組織としての体制

づくりが必要です。 
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事例６ 幼児期の経験を踏まえた指導計画を作成した事例 

  ―「がっこう だいすき」～生活科を中心としたスタートカリキュラム～― 

 

 低学年は、幼児期の教育を通じて身に付けたことを生かしながら教科等の学びにつ

ながる時期であり、入学当初においては、スタートカリキュラムを編成し、その中で、

生活科を中心に合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定なども行われています。 

 スタートカリキュラムとは、小学校へ入学した児童が幼児期の育ちを基盤として主

体的に自己を発揮し、新しい学校生活をつくり出していくための入学当初のカリキュ

ラムであり、生活科を中心に合科的・関連的な指導や弾力的な時間割の設定などが行

われているものです。（54～56 頁参照） 

 スタートカリキュラムの実施に当たっては、児童が安心して学べる学習環境を整え

ることが重要です。幼稚園教育は、「環境を通して行う教育」を基本としており、教師

に支えられながら幼児が自分の力で生活をつくっていけるように、教師は環境の構成

をしています。小学校においても、児童が安心感をもち、自分の力で学校生活を送る

ことができるように、児童の実態を踏まえること、人間関係が豊かに広がることと、

学習のきっかけが生まれることなどの視点で学習環境を見直すことが求められます。 

 ここでは、幼児期の教育の学びを踏まえ、より深い学びを実現していくための指導

計画を作成したＡ小学校の事例を紹介します。 

 

（１）スタートカリキュラムの構想 

 

 Ａ小学校では、入学当初における指導の工夫や指導計画の作成を学校や子供の実態

に応じて行うために、学校全体で共通理解を図り、下記のようにスタートカリキュラ

ムを構想しました。 
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（２）「がっこう だいすき」～生活科を中心としたスタートカリキュラム～ 

 

小学校では、幼児期から児童期にかけて、自分との関わりを通して、総合的に学

ぶ子供の発達の特性を踏まえ、次の２つの視点から、生活科を中心とした合科的・

関連的な指導の工夫を図り、下記のスタートカリキュラムを考えました。 

・生活科「学校探検・校庭探検」を中心に他教科のねらいを考えて、合科的・関

連的に単元を構成する。 

・直接体験を通して、生活上必要な技能等を身に付けられるようにする。 

 

Ａ小学校のスタートカリキュラム構想

【入学してくる子供の様子】 

○意欲的に活動 

○全員での活動の振り返り 

●伝え合うことへの戸惑い 

●人との関わりの少なさ 

【スタートカリキュラムのねらい】 

・幼児期における生活に近い活動や環境の工夫で人と関わる活

動を位置付け、安心感をもてるようにすること 

・安心して自分の力を発揮し、成長への意欲を高めること 

・自分で考え、判断し行動するという学びのプロセスで、学習者と

して自立していくこと 

・全ての教師が子供たちと関わりをもつために、学校全体の取組と

して考えること 

【スタートカリキュラム編成の基本姿勢】４つの視点 

①一人一人の子供の成長の姿から編成する 

②子供の発達を踏まえ、時間割や学習活動を工夫する 

③安心して自ら学びを広げる学習環境を整える 

④生活科を中心に合科的・関連的な指導の充実を図る 

【目指す児童の姿】 

・安心して自分を発揮できる子供 

・新しい学級や学校のルールを受け入れ，皆と楽しく過ごせる子供 

・学習への興味や関心をもち，意欲的に学習に取り組む子供  

【週あたりのねらい】 
第１週 学校生活の様子が分かる 
第２週 楽しく意欲的に学校生活を送ることができる 
第３週 友達と仲良く過ごすことができる 
第４週 きまりを守って落ち着いて過ごすことができる 
第５週 これからの学習に興味をもつことができる 
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主な活動 

 

生活科を中心とした活動 

他教科 

との関連  

第 1 週 

入学式 

・あいさつ 

・自己紹介をし

よう 

・道具のしまい

方 

・トイレの使い方 

・下校コースの

確認 

・給食のお話、

手を洗おう・ナ

プキンをしこう 

 

 

第２週 

対面式 

お迎え遠足 

 

・給食の準備

（当番） 

・遊具の使い方 

 

・掃除の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

・国語 

「どうぞよろしく」 

・音楽 

「歌でなかよし」 

・算数 

「なかま集め」 

 

 

 

 

 

 

・体育 

「ならびっこ」 

 

・算数 

「１０までの数」 

 

 

 

・図工 

「かんじたことを」 

 

 

◎校庭に飛び出そう（体験） 

 遊具の安全な使い方 

 

◎校庭で見付けたよ（気付き） 

 いろいろな草花や虫を見付

けたよ 

校庭を探検しよう 

 

 

◎学校の中を見てみよう（体験） 

トイレの使い方・職員室の入り

方・保健室の利用の仕方 

 

 

◎もっとくわしく見てみたいよ， 

もう一度探検したいな（思いや

願い） 

給食室には何があるのかな    

給食の準備の仕方 

 

 

◎２年生と一緒に探検しよう， 

いろいろ見付けたよ（新たな気

付き） 

 ２年生や２年生の先生にあいさ

つをしよう  

 

◎見付けたことを絵に描こう 

（感じる・考える） 

  どんな形や色だったかな 

学校を探検しよう 

がっこう だいすき 

小学校ってどんなところかな 

どんなところがあるか行ってみたいよ 

◎ 学習のめあて  活動と関連する教科       単元名      小単元名 
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第３週  

・図書室の使い

方 

 

 

 

 

 

 

 

第４週 

・休み時間の過

ごし方 

 

 

 

 

 

第５週以降 

 

 

・国語 

「なんていおうか

な」 

 

・体育 

「たのしくあそぼ

う」 

 

・学活 

「 元 気 な あ い さ

つ」 

 

・国語 

「 え ん ぴ つ を 持

っ て 書 い て み よ

う」 

 

 

 

 

・国語 

「 え ん ぴ つ を 持

っ て 書 い て み よ

う」 

 

◎見付けたものを調べよう 

（感じる・考える） 

  図書室に行って図鑑で調べて

みよう（図書室の使い方） 

 

◎もっと遊びたいな 

（思いや願い） 

 順番を守ろう 

 

◎どんなことをしたか教えあお

う（表現） 

 仲良く遊べたよ 

 ６年生と遊んだよ 

 

 

 

◎分かったことを発表しよう 

（表現する） 

  言葉で伝えよう 

 

◎先生たちに聞きたいな 

（思いや願い） 

他の先生とも仲良くなりたいよ 

  お話をしたいな 

◎先生たちにインタビューしよう 

（体験） 

あいさつをしよう・何をしている

先生かな・どこにいる先生かな 

 

◎先生から聞いて分かったこと 

を伝えよう（表現） 

学校にはたくさんの先生が 

いたよ 

みんなに伝えよう 

 

 

◎教えてもらったところを見に行

こう（まとめ・感じる，考える） 

 学校のことがたくさん分かったよ 

 

 

◎何があるかな、どんな人に 

あえるかな（気付き） 

  通 学 路 の危 ない場 所 や、

安 全 を守 ってくれている人

が分かったよ 

 

◎交通指導員の方に、お礼 

の手紙を書こう（表現） 

お礼の言葉をみんなで 

考えて、わたしたよ 

通学路を歩こう 
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（３）円滑な接続のための話合い ～スタートカリキュラム編成の基本姿勢～ 

 

 幼稚園と小学校の合同保育参観の後、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏

まえ、子供の成長の姿や幼稚園の教師の働き掛けの意図について共有を図りました。

保育参観では園庭の木の実で色水遊びをする幼児の姿が見られました。「ジュースが

できたよ」とコップに入れた色水を嬉しそうに持ってきた幼児に対し、教師は「すて

き、いいね」と幼児の気持ちに共感するだけでなく、「こんな色が出たのね」「◯くん

が、発見したの？」、「先生も作ってみようかな」など、幼児が新しい発見や色の不思

議さに気付くようにしたり、色水の材料や作り方にも目が向くようにしたりする意図

が教師の声掛けにあったことを説明しました。   

また、幼稚園と小学校の教師同士の意見交換では、幼稚園での生活の様子や幼児が

親しんでいる活動について情報共有をしました。例えば、幼稚園で何度も読み聞かせ

のリクエストがある絵本、幼児の好きな手遊び歌などの紹介です。また、幼稚園では

登園したら主体的に自分のしたい製作などの活動に取り組んでいる生活や、そのため

の環境の構成として低いテーブルや幼児が自由に使うことができる道具や材料が用意

されていること、教師がいなくても幼児同士で教え合いながら作ったり遊んだりする

育ちの姿があることを小学校の教師に伝えました。   

このように合同の保育参観や意見交換を通して幼稚園と小学校が連携を図り、入学

してくる子供の様子を捉え、スタートカリキュラムのねらいを設定しました。そして、

「スタートカリキュラム編成の基本姿勢」を確認し、４つの視点をもちながら週案を

作成していきました。 

 

 次に示したのはスタートカリキュラム第２週の週案「はじめまして学校～自分でで

きるようになろう～」です。入学した１年生が学校の様子を知り、自分の力で楽しく

意欲的に学校生活を送ることができる姿を期待して計画したものです。 

この週案は、前項で述べた生活科「学校探検・校庭探検」を中心として他教科のね

らいを踏まえ、合科的・関連的に単元を構成したスタートカリキュラムを、具体的に

実践できるように計画しています。関連する教科名や学習活動について、１日の生活

時間に沿って時間割を構成しています。また、この時期の児童の発達の特性を踏まえ、

園での生活や親しんでいる活動も取り入れる配慮をしています。 
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週案 第２週 はじめまして学校 ～自分でできるようになろう～ 

  

 16 日（月） 17 日（火） 18 日（水） 19 日（木） 20 日（金） 

８：３０ 

朝の活

動 

   登校したら荷物の整理・トイレ、席についてお絵かき・読書 

 

歌・ゲーム・読み聞かせ  朝のあいさつと健康観察・1 日の予定確認 

８：５０ 

1 時間目 

９：３５ 

【国・生】 

は じ め て 書 く 自

分の名前 

【音・生】 

歌を歌ってなかよ

くなろう 

【生】 

学校たんけん② 

もう一度たんけん

したいな 

【生】 

学校たんけん③ 

もう一度行って見

た い 場 所 は ど こ

かな 

【音】 

歌でなかよし 

校歌 

どうぞよろしく 

じこしょうかい 

【体・生】 

探 検 に 行 く 順 に

並ぼう 

９：４０ 

２ 時 間 目 

１０：２５ 

 

【体・算】 

体操 服に着 替え

よう 

じゅんばん 

【生・算】 

校庭たんけん 

遊具の使い方 

１０までの数 

【図】 

いろいろなかたち

を作ってみよう 

学校たんけん① 

学 校 に は ど ん な

ところがあるのか

な 

１０：４５ 

３ 時 間 目 

１１：３０ 

 

【生・図】 

みなさん 

よろしく 

 

 

 

 

【体】 

ならびっこ 

遊具で遊ぼう 

 

【算】 

数と数字 

１１：３５ 

４ 時 間 目 

１２：２０ 

 
【算】 

数えて遊ぼう 

【学】 

皆で給食の準備

をしよう 

【国】 

え ん ぴ つ を 持 っ

て書いてみよう 

 

給食         楽  し  い  給  食 

清掃                       自分の場所をきれいにしよう 

１４：０５ 

５ 時 間 目 

１４：５０ 

 

 

 

 

 【音】 

手と手であいさつ 

ちょうちょう 

【算】 

なかまをつくろう 

参観授業 

【国】 

え ん ぴ つ を 持 っ

て書いてみよう 

な  か  よ  し  タ  イ  ム 

教室の後ろに低いテーブル

を置き、自由に活動  

ブランコは１０回数えたら交替だよ

《合科的な指導》 

よろしくね 名刺

交換 

幼稚園で親しんだ絵

本や手遊び歌 

モジュールにわける 
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「週案」を作成する際に意識して取り入れたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学した１年生は、校内の初めて目にする施設や遊具に旺盛な好奇心をもっており、

それらを使ったり、遊んだりする中で、いろいろな発見をしたり、友達が増えたりし

て、「学校は楽しいところだな」と感じ始めています。また、学校生活を支えている人々

や、初めて目にするものがある特別教室など、児童の興味をひくものが多く、「もっと

学校のことを知りたいな」という願いをもっています。小学校では児童の願いや思い

を生かした学習活動の計画を立てて実践することにしました。 

以下はスタートカリキュラム「がっこうたんけん」の実践における記録と考察です。 

 

（４）「もっと、見たい、知りたい、調べたい」 

   ～幼児期に育まれた好奇心、探究心を生かして～ 

 

幼稚園では、グループで自然散策をしながら見付けた木の実を拾って観察したり、

図鑑で調べたりする活動を体験しており、関心のあることについてより詳しく知りた

いと考えて遊ぶ幼児の姿が見られていました。また、きれいな虹や雲の変化を発見す

ると、友達や教師に伝えたり、絵をかいたりして、好奇心や探究心をもって考えたこ

とをその幼児なりの言葉や絵で表現する姿が見られていました。   

小学校では、幼稚園との意見交換で共有した成長の姿を踏まえ、幼児期に育まれた

好奇心や探究心を生かし、入学当初の１年生が感じている不思議や驚きを大切にしな

がら「がっこうたんけん」をスタートしました。 

 

 

◯朝の時間「なかよしタイム」幼稚園で親しんだ手遊び歌、読み聞かせ  

◯好きな材料で自由に絵を描いたり、製作ができる低いテーブル  

◯複数の教科を組み合わせて展開する合科的・関連的な指導  

◯新しい友達と交流ができる学習活動（グループ活動、名刺交換）  

◯ゆったりとした時間の中で学習活動が進められる２時間続きの学習活動  

◯１０～１５分程度の短い時間を弾力的に活用した時間割（モジュール）  
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  第３週 【４月２７日（金）】 学校のいろんなところを探検したよ 

○もっと見たい 知りたい 調べたいところを出し合おう  

 グループに分かれて探検した 1 回目の学校探検で見つけたことを出し合いまし

た。児童は自分が知っていること見付けたことを言いたくてたまらない様子で、

「図書館で本の修理をしていたよ」、「保健室でゾンビの手を触ったよ」、「給食の

いいにおいがしたよ」と気付いたことを口々に発表しました。教師は児童の発言

を分かりやすく板書に位置付けていきながら、「もっと知りたい」「もっと調べて

みたい」という児童の好奇心、探究心を引き出していきました。 

教室の座席はスクール形式ではなくコの字型に配置することで、友達の顔を見

ながら自分の考えを伝えることができるようにしました。    

そして、「図書館の先生（司書）のこと」、「理科室のゾンビ（人体模型）のこと」、

「給食室の準備のこと」など、「もっと知りたい」という児童の思いを付箋に書い

て地図に貼り付け、児童の思いや願いの解決に向けた２回目の探検を行なうこと

にしました。 

 

第５週【５月８日（火）】 もっと探検して分かったことを発表しよう 

○たんけんして 分かったこと 見付けたことを みんなにおしえよう 

児童の思いや願いを新鮮なまま伝えられるように、探検を行った後、引き続

き発表の時間を設定しました。教師は見たことや気付いたことを想起しやすい

ように教室に貼っている校内の写真も自由に見に行けるように教室環境を工

夫しました。前回の探検で本の修理をしていた図書館の先生に「いつも図書館

でどんな仕事をしているのですか？」とインタビューして教えてもらったとい

う児童の発言から、探検して分からないことがあったときは、人に尋ねて教え

てもらうといいことに気付きました。校長室を調べに行ったＡ児は、「校長室

にメダルがあったよ。でもなんのメダルなのかな？」という疑問をもちました。

Ａ児の困りに対して、教師は「どうしたら分かるかな？」と皆に問い掛けると、

「校長室のメダルのことは校長先生に聞いてみよう」と校長先生にインタビュ

ーすることになりました。校長先生は「このメダルはね、小学校のお兄さん、

お姉さんたちがもらったんだよ」とメダルの意味と上級生の活躍の話をしてく

れました。「上級生はすごいな。お兄さん、お姉さんたちみたいになりたいな」

- 195-



 

メダル調べを通して上級生の存在にも気付き、親しみとともに憧れをもったよ

うです。 

校長室のメダルに好奇心をもち、「誰のメダルなんだろう？」と不思議に感

じたことをそのままにしないで、解決していった児童たち。そのプロセスの中

で、校長先生に聞き、上級生のことを知り、人とつながっていくことで、「わ

たしも頑張りたいな」と自分自身も学校生活への夢や希望をもち意欲をもって

生活するようになる姿が期待できます。 

 

（５）「発見がいっぱい、学校だいすき」～ものや人を通して気付きを高める～ 

 

 第 10 週以降 【６月１２日（火）】 自分たちの安全を守ってくれる人たち 

○Ｓさんはどんなことをしてくれているのかな 

 学校探検で、通学路の様子に目を向けた児童はいつも出会う交通指導員のＳさ

んのことに気付きました。「おじさんはいつも、おはようございますって挨拶し

てくれるよ」「忘れ物はないかいって言ってくれるよ」「横断歩道で、渡ってもい

いよって教えてくれるよ」など、Ｓさんから声を掛けられて嬉しかった体験を発

表しました。Ｓさんの挨拶や言葉に込められている思いに触れる中で、「通学路

で自分たちの安全を守ってくれている」ということに気付くとともに、「いつも

お世話になっているＳさんにお礼をしよう」という考えが生まれました。教師は

児童の思いを生かし、「どうしたらお礼ができるかな？」と問い掛け、お礼の仕

方を考えることになりました。児童は「ありがとうって言いに行こう」「でもＳ

さんに会えないときはどうしようか？」「お礼のお手紙を書いたらいいんじゃな

いかな」「折り紙も一緒に渡したいな」など、児童からの創造的な働き掛けが提

案されました。そして、Ｓさんを学校に招き、お礼の手紙と折り紙で作ったプレ

ゼントを贈りました。 

Ｓさんは交通安全指導員の仕事や役割について話してくれて、「皆の元気な挨

拶が嬉しい。交通事故に遭わず、皆が安全に学校に通ってくれることが一番嬉し

い」と語ってくれました。児童にとって交通指導員さんは毎日の通学で直接関わ

りがあり、親しみをもっている存在です。学校探検を通して、交通指導員さんの

仕事や役割に気付き、自分との関わりに気付くだけでなく、指導員さんが皆のた
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め、安全な学校生活のためにいてくれることの意味を見いだすことができまし

た。 

 自分が体験したことや調べたことを他者と伝え合い交流する中で、一人一人の

気付きを共有し、皆で高めていくことができたといえるでしょう。 
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【事例６から読み取れること】 

○ 児童は幼稚園のときに憧れや期待感をもって小学校の施設で遊んだり、交流

活動を体験したりしています。小学校に入学し、学校の中の気付きを丁寧にお

さえ、ものや人を通して疑問を解決していく中で、学校の施設の様子や学校生

活を支えている人々や友達、通学路の安全を守っている人々などについて気

付き、自分たちの生活は様々な人や場所と関わり、生活を支えていることを考

えることができました。 

 

○ 見付けたことを文字だけでなく、絵やマークを使って自分なりに「みつけた

よカード」に書いていくことで、始めは、曖昧だった学校に関する気付きが表

現を通してどんどん確かなものになっていきました。 

  気付いたことを発表し、友達と振り返る場の設定などは幼稚園においても設

定されていることを互いに情報共有していることから、小学校入学当初でも

学習活動で積極的に取り入れています。 

  このように幼稚園での経験を踏まえ、体験と表現を繰り返すことで、気付き

の質を高め、学びを深めていると言えるのではないでしょうか。 

 

○ 今後も園での幼児の成長を小学校と幼稚園の教師が共有し、スタートカリキ

ュラムを編成・実践しながら、小学校入学後の１年生の様子を授業参観等で把

握したり、小学校の教師と共に意見を交換したりすることで、スタートカリキ

ュラムの評価・改善につなげていくことが期待されます。 
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事例７  幼児期の経験を踏まえ生活科での指導に生かした事例 

―生活科「私のアサガオ たくさん咲いてね」― 

 

児童たちがこれまでの経験を想起しながら安心して意欲的に活動できるようにす

ることで、１年生の学習をゼロからのスタートにせずに、栽培した経験のあるアサガ

オやそれを使った遊びについて、同じことの繰り返しではなく学びの質を高めていく

ように工夫した事例です。  

 

【入学前の幼児たちの植物（アサガオ）栽培について】 

幼稚園や家庭において、幼児は色とりどり（ピンクや紫）のアサガオの花を見

たりかいたり、それを使って色水遊びをしたりすることを楽しんできています。

その経験を通して、アサガオは種から育つこと、育つとつるが出て巻き付きなが

ら伸びること、花の後には種ができることなどに、気付いたり、それを友達や教

師に伝えたりしている幼児もたくさんいます。また、周囲の人々が世話をする姿

に触れることで、植物が育つためには、世話が必要なことも漠然と理解しており、

中には友達と一緒に水やりなどをした経験をもつ幼児もいます。このように、ア

サガオの生長に関心をもち、植物としての生長を感じ取り、親しみをもって接し、

幼児なりに生命の尊さに気付き、いたわったり大切にしたりしてきています。  
 

【生活科「私のアサガオ、たくさん咲いてね」における指導のポイント】 

まず、単元を構想するに当たり、他の学年において既習の学習内容を踏まえるの

と同様に、通っていた幼稚園等や家庭から、植物の栽培やそれを生かした遊び、製作

などに関する情報を収集しておき、幼児期の経験や学びを栽培活動につなげられるよ

うにします。幼児期では、思い思いの遊びを通して学んできた児童たちが、学校にお

いては、学習対象と主体的に関わりながら活動できるよう工夫することが重要です。

教師が児童の育ちを把握した上で単元を構想することで、多くの児童の興味や関心が

高まるような導入にしたいと考えました。そこで、単元の導入場面では、一人一人の

思いや願いを基に、学級全体の実現したい思いや願いにつなげていく計画としまし

た。これは、学習計画を児童たちと一緒に立てることで、一人一人が単元全体の見通

しをもって学習を進めることをねらったからです。なお、このように伝え合い交流す

る場を単元において意図的・意識的に設定することで、各児童の気付きの質を高める

ことにもつなげていこうと考えました。  

- 199-



 

また、教師の姿勢として、児童の育ちや学びはつながっていることを踏まえ、「幼

児期の終わりまでに育ってほしい姿」を参考に児童の経験をうまく引き出し、学びの

質を高めていけるよう意識しました。  

この単元では、一人一鉢、自分のアサガオを栽培することを基本としています。生

活科の学習を進めるに当たり、特に学習の環境が重要なポイントになると言われてい

ます。例えば、それぞれのアサガオの鉢は、日常的に関われるよう児童の動線を踏ま

え１年生の玄関や教室の前に置いたり、遊びや製作の際には、材料や道具の種類や量、

配置に配慮したりします。また、入学間もない時期であることから、特に一人一人の

取組の違いに十分配慮することも大切です。これらの学習環境については、「環境を通

して行う教育」を基本とする幼稚園教育を参考にするようにしました。  

体験に応じて表現しやすいように観察カードを工夫したり、生活科の時間以外にも、

朝の会や帰りの会を活用し、児童同士でいつでも情報交換できる機会をつくったりし

ました。観察の際には、見るだけでなく、聞いて・嗅いで・触れて…諸感覚を働かせ

ることを促し、たとえたり、比べたり、見付けたりなど、観点を提示することも意識

しました。  

また、観察で気付いた事実にとどまらず、自分の気持ちと結び付けて表現できるこ

とも大切です。これらの単元を通した言語活動や、振り返りの過程での活動を通して、

アサガオの世話をして生長を見守った自分自身の成長や自信につなげたいと考えまし

た。  

なお、幼稚園での学びを生かすため、幼稚園の教師の意見も参考にしながら、指導

計画を作成しました。意見交換を行う中で、「環境の構成」など、小学校でも参考とな

る意見が多くでました。一方で、違いを感じる場面もありました。例えば、幼稚園の

教師から、「芽が出ないアサガオがある場合には、なぜ芽がでなかったのかを皆で考え

るよい機会になる」との意見がでましたが、小学校の教師からは、「アサガオの栽培活

動を通して育成を目指す資質・能力が学習指導要領で示されているので、芽が出てい

ない児童に対しては事前に適切な関わりを行うことが大切である。また、教材として

アサガオを選んでいるのは、発芽率が高いことも理由の一つである。芽が出ないこと

よりも、生長の差に対する配慮を重視している」との意見がありました。幼稚園の教

師から、「幼稚園では、アサガオの生長を通して何に気が付くのかは幼児によって異な

り、そのことを幼児同士が伝え合ったりする中で、新たな気付きが生まれてくる。そ
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の気付きは、幼児の興味や関心に応じて、アサガオの芽が双葉であることでもよいし、

芽の緑色とＡちゃんの靴の緑色が似ていることでもよく、様々に気付く楽しさやその

よさを体験することを大切にしている。小学校でも児童が気付き、それを伝え合うこ

とを大切にしているが、学習内容と関連した気付きがより重要であると思った。そう

いった学習だから『単元の目標』があり、児童が目標を達成するように指導をしてい

るのだと分かった」との感想が聞かれました。そして、互いの教育について理解を深

めながら、幼児期にふさわしい生活を通して経験したことを踏まえ、小学校でどのよ

うに学習を展開していくのかについて、生活科の指導計画を作成しました。  

 

（１）単元の目標 

 アサガオを育てる活動を通して、その変化や生長の様子に関心をもって働き掛け、

植物が生長していることに気付き、親しみを抱いて大切にしようとする。  

 

 

（２）指導計画（５～１０月 全１８時間） 

〇種まきをしよう（５月 ４時間）  

 ・アサガオの種を観察し、自分で育てることへの意欲や期待をもつ。  

― 授業の実際①  

 ・種まきの準備をして種をまき、これからの世話の仕方を考える。 

〇「たくさん咲いてね」アサガオ大作戦！（６、７月 ５時間）  

 ・芽が出た様子を観察したり、生長に合わせて世話の仕方を考えたりして、アサ

ガオの世話を続ける。 ― 授業の実際②③④ 

〇アサガオで楽しもう（８～１０月 ９時間） 

 ・観察カードを基に、夏休みの生長の様子を伝え合う。  

・アサガオの花や葉っぱを使って遊ぶことを通して楽しむ。 ― 授業の実際⑤  

 ・観察したり数えたりしながら種取りをして、種をプレゼントする相手を考える。 

・アサガオの記念品を作り、これまでの学習のまとめをする。― 授業の実際⑥  
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（３）授業の実際 

①「アサガオの種をまこう」（本時１／１８） 

◆本時の目標 

  アサガオについてこれまでの経験や知っていることを伝え合い、種を観察し自分

がまく種を選んだり数を決めたりすることを通して、自分のアサガオを育てること

への意欲や、経験を基にきれいな花を咲かせることへの期待をもつことができる。 

主な活動 指導上の留意点 

○アサガオの写真を見て、これまでの

経験を想起する。  

 

・「幼稚園にたくさん咲いていた」  

・「先生と一緒に水やりしたよ」  

・「色水つくって遊んだよ」  

・「最後にいっぱい種ができた」  

○興味や関心には個人差があるので、

多くの児童が意欲的に取り組めるよ

う、これまでの経験を問い掛けるだ

けでなく、学習環境も工夫する。  

・机と椅子は使わず、教室の前に集め

る。より身近に感じられるよう、写真

は児童の目の高さで提示する。  

・児童の発言だけでなく、つぶやきも拾

うことで、できるだけ多くの意見を

取り上げる。  

・個々の経験は違っても、それぞれがア

サガオについて想起できている姿を

認める。  

○アサガオの種を観察する。  

・「黒くて、スイカみたい」  

・「何色の花が咲くのかな？」  

・「大きいのがいいな」 

・「たくさんまいてみよう」  

○種の数は多めに準備し、その中から

自分でまく種を選ぶことで、愛着を

もてるようにする。  
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○アサガオを育てる中で、やってみた

いことを伝え合う。  

・「きれいな花をたくさん咲かせたい」 

・「水を毎日やるのが大切だよ」  

・「花が咲いたら、絵を描くぞ」  

・「花で色水遊びをしたい」  

・「種を取ってプレゼントする」  

 

【単元のめあて】  

アサガオの種をまいて、花や葉っぱ

で遊んだり、種を取ったりできるよ

うに、大きく育ててみよう。  
 

○幼稚園などでは、植物を栽培する際

にどうしていたか問い掛け、経験を

取り上げていくことで、「これまでの

経験が小学校でも通用する！」とい

う自信をもてるようにする。  

 

 

 

 

○児童の意見から、「めあて」や「学習

計画」を設定し、児童自身が見通しを

もてるようにすることで、主体的な

学びの実現につなげる。 

○本時を振り返って、気付いたことや

期待していることを伝え合う。  

・「大きくなるようにたくさん水をやる

ぞ」  

・「何色の花が咲くのか楽しみ」  

・「きれいな花が咲くといいな」  

○栽培への意欲に結び付けるようにす

る。  

 

②「アサガオの芽を観察しよう」（本時５／１８）  

◆本時の目標 

  芽を出したアサガオの様子を観察してカードに記録し、それを基に交流すること

を通して、各自の気付きを友達に伝えることができる。  
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主な活動 指導上の留意点 

〇アサガオの芽が出た様子を観察す

る。  

・「同じ葉っぱが２つある」  

・「〇〇さんのは、大きい葉っぱがある

ね。形も違うみたい」  

〇自分のアサガオだけでなく、友達の

アサガオも見て比べるよう促す。  

 

〇観察したことをカードに絵や文で表

現する。  

・「葉っぱの絵を描いたら、チョウチョ

みたいだね」  

・「葉っぱに模様みたいな線がある」  

・「触ってみたら柔らかいよ」  

・「大きい葉っぱを描くのは難しい」  

〇自分の気持ちや不思議に感じたこと

も表現できるようカードの形式を工

夫する。  

〇見るだけでなく、触れた感触も表現

するよう促す。  

〇詳しく捉えたり、例えたり、比べたり

している姿を認める。  

〇記録したカードを基に、自分のアサ

ガオについて紹介する。 

・「私のは種が葉っぱの上にのっていて

重そう。早くとれるといいな」  

・「〇〇くんは、葉っぱがたくさんあっ

てすごいな」  

・「次はどんな葉っぱが出るのかな」  

〇カードの内容をしっかりと発表でき

ていることを認める。  

〇友達の発表を聞くときには、自分と

比べて聞くようにすることで、気付

きの質を高めるようにする。  

〇本時を振り返って次時につなげる。  

・「〇〇さんみたいに大きくなるよう

に、忘れないで水をやろう」  

〇アサガオの生長を楽しみにし、世話

をしていこうという気持ちをもてる

ようにする。  

 

③「アサガオの世話の仕方を考えよう」（本時６／１８）  

◆本時の目標 

  大きくなったアサガオの世話の仕方を考え、支柱を立てることを通して、大切に

アサガオの世話をすることができる。  
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主な活動 指導上の留意点 

〇大きくなったアサガオについて、感じて

いることを伝える。  

・「くねくね伸びて、〇〇さんのとくっつい

ちゃった」  

〇生長の早いアサガオのつるが伸び

始めた頃がよい。伸びたつるが絡

まり困っていることを引き出せる

ようにする。  

〇つるが伸びたアサガオにどんな世話をし

たらよいか話し合う。  

・「家では網を張っているよ」  

・「幼稚園は屋根にひもを付けていた」、「ア

サガオが紐にくねくねしていたよ」  

・「ぼくのところは、棒だった気がする」  

〇つるが巻き付くために、どんな手

当が必要かを考えられるように、

これまで見たアサガオについて想

起できるよう促す。  

〇話し合うことで、児童が支柱を立

てる必要感をもった上で、次の活

動につなげていく。  

〇アサガオに支柱を立てる。  

・「どの辺がいいのかな」  

・「硬くてささらないし、すぐ倒れちゃう」 

・「私のも早く棒を立てたいな」  

・「棒の立て方が分かったよ」、「〇〇ちゃん

のときには手伝うね」  

・「葉っぱがしおれて元気がないね」  

・「皆と比べて土が白くてかさかさだ」、  

「水やり忘れたのかな」 

・「土が乾く前に水やりしなくちゃね」  

〇支柱を立てる場所を一緒に考えた

り、なかなか立てることができな

い児童には手伝ったりする。  

○周囲との違いから、水やりのタイ

ミングに気付いていることを全体

に紹介する。  

〇本時を振り返って、次時につなげる。 

・「明日はつるがどうなっているかな」  

・「これで安心、どんどん大きくなってね」 

〇アサガオの生長をますます楽しみ

に感じながら、世話を続けていけ

るようにする。  
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④「アサガオのひみつを見付けよう」（本時８／１８）  

◆本時の目標 

  花が咲いたアサガオについて、興味をもって詳しく観察することを通して、植物

やその生長のおもしろさや不思議さに気付くことができる。  

主な活動 指導上の留意点 

〇花が咲いたアサガオを見て、気付

いたことを出し合う。  

・「きれいな花がいっぱい咲いてい

る」  

・「ちゃんと支柱に巻き付いている」 

・「水やりを頑張ったから、葉っぱも

元気だよ」  

〇自由に気付いたことを言い合える雰

囲気をつくり、花だけでなく他のと

ころについての意見も積極的に取り

上げていく。  

○これまでに各自が世話をしてきた頑

張りを認めるようにする。  

〇自分のアサガオを観察し、見付け

たことをカードに記録する。  

・「本当だ！虫眼鏡を花から離したら

大きくなった」  

・「つぼみって、何だかねじれている

みたい」  

・「〇〇くんの花は、私と同じピンク

だけど色が濃いね」  

・「今日初めて花が咲いたんだ」、「嬉

しいな」  

・「しおれた花はどうなるのかな」  

〇「ひみつ」を見付ける道具として、細

部まで観察するよう虫眼鏡を準備し

ておく。なお、使用の際には、扱い方

にも留意する。  

〇「ひみつ」を見付ける観点として、次

のことが考えられる。児童の様子を

見て、状況に応じて提示する。  

 ・花（含つぼみ）、葉、つる  

 ・色、数、大きさ、形 

 ・見る、嗅ぐ、触る  

〇これまでの自分のカードと比べてみ

ることも観点の一つとして提示して

もよい。  
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〇自分の見付けたひみつについて、

発表し合う。  

・「葉っぱは、全部で〇枚あって、大

きいのは手よりも大きかったで

す」  

・「私のつるも友達のつるも同じ向き

に巻き付いていました」 

・「本当だ！葉っぱに毛がはえてい

て、ざらざらするよ。ひげみたいだ

ね」  

〇具体的な数や比較を用いて伝わりや

すい表現をしている意見を取り上げ

て紹介していく。  

〇全体として確認したい気付きについ

ては、その都度、一人一人が観察でき

る時間をもつようにする。一緒に確

認する方法として、書画カメラ等を

活用することも考えられる。  

〇意見を取り上げ板書しながらまと

め、共有を図る。  

〇観点を意識して、これからもアサ

ガオを観察していこうとしてい

る。  

・「全部でいくつ咲くのかな」、「数え

てみよう」  

〇夏休みを通して各家庭で世話をして

いくことを念頭に、その見通しや観

察の観点の確認につながるようにす

る。  
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⑤「アサガオの花や葉っぱで遊ぼう」（本時１１／１８）  

◆本時の目標 

  アサガオの花や葉っぱを使ってできることを出し合い、それらの遊びを楽しむこ

とを通して、アサガオへの愛着をもち、これからも大切にしようとする気持ちをも

つことができる。  

主な活動 指導上の留意点 

○たくさん咲いた花や葉っぱを使っ

て、どんな遊びができるか話し合う。 

・押し花  

・たたき染め  

・色水づくり  

○これまでの経験を基に、できる遊び

や、それに必要な材料や用具を考え

られるようにする。  

○それぞれが自分のアサガオでしたい

遊びをする。  

＜押し花コーナー＞  

・「幼稚園のときは花で作ったから、今

度は葉っぱも一緒に入れたいな」  

・「どれくらいで押し花になるかな」  

＜たたき染めコーナー＞ 

・「どうしたらそんなにきれいになる

の？」  

・「とんかちを真っ直ぐにしてみたら」 

＜色水コーナー＞  

・「今度は水を減らしてみよう」  

・「〇〇ちゃんのピンクの花と私の紫の

花を混ぜて作ってみたよ」  

○それぞれの遊びができるような環境

を設定する。  

・押し花コーナー  

・たたき染めコーナー  

・色水コーナー  

〇材料や用具の種類や量、配置に配慮

する。  

○活動の時間を十分に確保することは

もちろん、一人一人の取組の違いに

十分配慮する。  

〇これらの学習環境については、幼稚

園教育の考え方を参考にする。児童

自らが試行錯誤や繰り返し取り組め

るよう環境を整える。  

○各自が作ったものを見合って、気付

いたことを伝え合う。  

・「いろいろな色の色水ができたね」  

・「花をたくさん入れると濃くなった

○できあがったものを鑑賞し合えるよ

うに、並べたり掲示したりする。  
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よ」  

・「できた押し花を早く見たいな」  

○本時を振り返って、次時につなげる。 

・「もっとたくさん花が咲くといいな」 

・「夏休みも家で育てよう」  

○夏休みの間も大切に育てようという

気持ちにつなげる。  
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⑥「すてきな記念品を作ろう」（本時１４／１８）  

◆本時の目標 

  記念品を作るのに必要な準備を話し合うことを通して、種を取った後のアサガオ

をどうするか考え、アサガオを育てた記念を残そうとすることができる。  

主な活動 指導上の留意点 

○種を取った後のアサガオをどうする

か話し合う。  

・「幼稚園のとき、サツマイモのリース

を作ったよ」  

・「アサガオでもできるかもしれない」 

・「リースを作ってみたいな」  

○これまでの茎（つる）を使って作った

経験を想起できるようにする。  

〇いろいろな意見が出ると予想される

が、児童のアサガオを大切にしたい

という気持ちは受け止め、実現でき

ることという観点で作る記念品を決

めていく。  

○「○○作り」に必要なものを話し合

う。  

＊リースの場合  

・「つるを丸くしているよ」  

・「飾りが違うと全然違うね」  

＜つるで輪をつくる＞  

・ひも      ・針金     

＜飾りを付ける＞  

・松ぼっくり   ・わた  

・リボン     ・モール  

・スパンコール  ・ビーズ  

・木工用接着剤      等  

○まず、見本を提示する。作り方を説明

するのではなく、児童に考えさせる。

児童の意見から作り方を整理してい

くことで材料の準備につなげ、リー

ス作りの見通しをもてるようにす

る。  

〇できるだけいろいろなリースを提示

するようにし、自分が作りたいリー

スのイメージにつなげる。  

○作りたいリースについて振り返る。  

・「プレゼントをもらったときのリボン

があるから、使いたいな」  

・「家の玄関に飾りたい」  

・「○○にプレゼントしよう」  

○各自がリース作りに期待をもてるよ

うにする。  

【事例７から読み取れること  
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○ 「アサガオ」の栽培や遊びに関わる経験を生かして、生活科の学習を組み立

てています。例えば、このように「身近な自然との触れ合い」に関する学習で

考えると、幼児期には、まず幼児がゆったりと自然に向き合える時間を確保し、

十分な経験を保障することが必要不可欠だといえます。そして、教師自らが自

然の変化に気付き、幼児と共に感動したり、命を大切にしたりする姿勢をもつ

ことが重要です。  

 

○ 生活科では、対象に直接働き掛けたり、気付いたことを自分なりに表現した

りする具体的な活動や体験を繰り返し、対象との関わりを深めながら気付きの

質を高めていくことを目指しています。「気付きの質が高まる」とは、無自覚だ

った気付きが自覚化されること、個々の気付きの共有からそれぞれが関連付け

られ新たな気付きになること、対象のみならず自分自身への気付きになること

など、気付きが変容していくことをさします。小学校においても、教師は児童

の気付きに共感したり、教師が投げ掛けた疑問に児童が答えを探せるよう環境

を整えたりすることが必要です。  

 

○ 児童たちが「幼稚園でもやったことがあるよ」と安心したり関心をもったり

して学習に取り組むことや、対象に様々に関わり気付きの質を高めたりするこ

とは、幼児期に豊かな体験を積み重ねるとともに、それを幼稚園と小学校の教

師が共有し、発達や学びの連続性を一緒に考えていくことが重要です。その過

程では、幼稚園の教師が小学校における学習を理解することにより、保育で大

切にすることを再確認する場面もあることでしょう。こうしたことが、幼稚園

教育を通して育まれてきた資質・能力を、小学校において大いに発揮していく

ことにつながっていきます。  
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第３章に掲載している事例一覧 

１.  長期と短期の指導計画（実践事例） 

■長期の指導計画 

事例タイトル 事例の内容 

事例１ 幼児の生活する

姿を見通す 

教育課程で捉えた幼児の発達の過程を、現実の幼稚園

生活の流れに即して具体的に捉え直し、長期の指導計

画を作成した事例 

事例２ 教育目標や指導

の重点と長期の指導計画 

園の教育の方針、理念をグランドデザインとして策定

し、このグランドデザインを念頭に指導の重点を設定

し、長期の指導計画を作成した事例  
事例３ 環境の構成の視

点と長期の指導計画 

長期の指導計画における指導の重点と計画的な環境の

構成の視点を考えた事例 

事例４ 幼稚園や地域の

環境と長期の指導計画 

地域の行事を長期の指導計画に位置付けた事例 

事例５ 行事と長期の指

導計画 

生活発表会２週間前の幼児の姿を例に挙げながら、園全

体で取り組む行事の位置付けを考えた事例 

 

■短期の指導計画 

事例タイトル 事例の内容 

事例１ 週などの生活の

区切りを単位とした指導

計画（週案）の事例 

・前週の遊びや生活への取組などを踏まえながら保育

の見通しを立てた事例 

・前週の幼児の実態を踏まえながら、今週全体の幼児

の遊びを中心とした園生活の流れを見通し、環境の構

成と教師の援助について計画した事例 

事例２ １日の生活の流

れを予想した指導計画の

事例 

・１日の園生活の流れを見通した上で、幼児の活動に

沿って環境の構成と教師の援助について計画した事例 

・前週の幼児の遊びの流れを基盤にし、当日の幼児の

遊びの様子を教師が予測して、指導内容として示した

事例 

 

■短期の指導計画と保育の展開 

(１)日常の生活場面における展開事例 

事例タイトル 事例の内容 

事例１ 「花びら絵本」 

 

花びらを使った遊びが花びらの絵本作りに発展してい

った事例 

事例２ 「ここにあった

んだ」 

教師がジュズダマにテグスを通す仕草を見て、ジュズ

ダマに興味をもった事例 

事例３ 「わたし 指揮

者になったの」 

偶然、体育館での小学生の演奏に出会い、小学生の前

で指揮するという体験をした事例 

(３)日々の記録と具体的な省察 
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事例タイトル 事例の内容 

事例 「皆で生活のグル

ープの名前を考えよう」 

記録から省察への流れを、五領域のねらいや「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」から振り返り、幼稚

園教育を通して育みたい資質・能力を捉えた事例 

 

２.  幼稚園教育（幼児期の教育）と小学校教育の円滑な接続を図る 

指導計画（実践事例） 

事例タイトル 事例の内容 

事例１ 幼稚園児と小学

５年生との交流活動 

年度当初の交流計画の作成、幼稚園と小学校の教師の

協働体制構築のための事前打合せや相互理解などの事

例 

事例２ １年生との交流

活動を通じて気付きを深

めた事例（５歳児） 

交流の計画、幼稚園と小学校のそれぞれのねらいや指

導計画の事例 

事例３ 生き物との園生

活（４歳児）－自然への

気付きが高まった事例 

指導計画に基づいた生活の中で、３歳児での生き物と

の関わりを踏まえた上で、また、５歳児やその後の教

育につながっていくように、４歳児の保育を展開した

事例 

事例４ 幼稚園での経験

を踏まえた教科指導－国

語科における「紙芝居の

活用」（小学１年生）－ 

紙芝居を、１年生の入門期に積極的に取り入れ、円滑

な接続の一助にするとともに、国語科でも活用して、

１年生の読む能力を育てようと取り組んだ事例 

事例５「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」

を活用して幼稚園と小学

校の教師が交流活動を振

り返った事例 ―七夕飾

りを一緒に製作しよう― 

事前の話し合い、準備、当日の交流活動、「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」を活用した活動の振り

返りを通して、幼稚園と小学校の教師が考え合いなが

ら交流活動を実施した事例 

事例６ 幼児期の経験を

踏まえた指導計画を作成

した事例―「がっこう 

だいすき」～生活科を中

心としたスタートカリキ

ュラム～― 

幼児期から児童期にかけて、自分との関わりを通し

て、総合的に学ぶ子供の発達の特性を踏まえ、生活科

を中心とした合科的・関連的な指導の工夫を図り、ス

タートカリキュラムを作成した事例 

事例７ 幼児期の経験を

踏まえ生活科での指導に

生かした事例―生活科

「私のアサガオ たくさ

ん咲いてね」― 

児童たちがこれまでの経験を想起しながら安心して意

欲的に活動できるようにすることで、１年生の学習を

ゼロからのスタートにせず、また、同じことの繰り返

しではなく学びの質を高めていくように工夫した事例 
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第４章 

指導計画の評価・改善の 

ポイントと実際 
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１．指導計画の評価・改善のポイント 

 

（１）指導計画の評価・改善のポイント 

 

第１章の「教育の質の保障と向上」、「指導計画の基本」において、カリキュラム・

マネジメントや指導計画の改善などについて述べましたが、ＰＤＣＡサイクルを通し

た学校教育の改善・充実の好循環を生み出すことが大切です。 

指導計画の改善について、幼稚園教育要領では「幼児の実態及び幼児を取り巻く状

況の変化などに即して指導の過程についての評価を適切に行い、常に指導計画の改善

を図る」としています。 

さらに、その解説では、「保育における評価は、このような指導の過程の全体に対し

て行われるものである。この場合の評価は幼児の発達の理解と教師の指導の改善とい

う両面から行うことが大切である」と示しています。 

ここでは、「幼児の発達の理解」「教師の指導の改善」という二つの視点から、評価

について考えてみましょう。 

  

①幼児の発達の理解について 

幼児の発達を理解するとは、幼児の表面に現れた事象を平均的な発達の道筋に照ら

し合わせて、「できるようになったかどうか」を捉えることではありません。幼児の行

動から幼児の内面を理解し、どのようなことに興味や関心をもってきたか、興味や関

心をもったものに向かって自分の力をどのように発揮してきたか、友達との関係はど

のように変化してきたか、生活への取り組み方はどうかなど、幼児一人一人の発達の

実情を理解することです。 

第１章でも述べたとおり、幼稚園教育の中核は幼児理解であるといっても過言では

なく、評価においてもそれは同様です。幼児理解に当たっては、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を踏まえる必要があります。この「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」は個別に捉えるものではありません。幼児の姿には様々な育ちが一体と

なって現れているので、幼児の生活する姿を捉えるという全体的・総合的な視点と、

- 216-



 

発達の諸側面から捉えるという分析的な視点の二つの視点から発達を理解する必要が

あります。 

また、幼児の発達は連続していますので、学級や学年の幼児がどのような時期にど

のような道筋で発達しているかという発達の過程を理解することも必要になります。 

そのためには、次の二つの視点が大切です。 

○多様な視点から幼児の発達を理解する 

○短期・長期の時間軸を組み合わせて発達の理解を深める 

この視点から発達の理解について考えてみましょう。 

 

○多様な視点から幼児の発達を理解する  

幼児の発達を十分理解するには、幼児の活動の姿を多様な視点から捉えることが必

要になります。 

その際、まず捉えたいことは、幼児の遊びへの取り組み方です。どのような遊びを

しているかだけでなく、その中で何を楽しみ、どのような経験をしているかについて

捉えていきます。また、その遊びを通してどのように周囲の人と関わっているのかを

捉えることも必要です。例えば、一人でじっくりと取り組む遊びはあるのか、友達と

一緒に遊ぼうとする姿はどのように育っているのか、教師と共に遊ぶときにはどのよ

うな様子であるのかなどについて捉えていきます。さらに、遊具や用具をどのように

取り扱い、遊びに使っているのか、場所の使い方はどうか、自然物との関わりの様子

はどうかなど、周囲の環境への関わり方を捉えます。幼児の遊びは、周囲の人やもの

との関わりを広げたり深めたりすることで充実していくからです。 

また、幼児は、様々な人やものとの関わりを深め、遊びを展開する過程で、遊びに

必要な物やその作り方、どのようにすれば遊びがうまくいくのかなどを考え、見通し

をもったり自分なりに試しながら、試したことを振り返ったりしていきます。また、

片付けや帰りの会などの場面では、例えば、友達と始めた「音楽会」にお客さんにた

くさん来てもらえるように「明日はチケットを作って配ろうよ」「舞台にきれいな飾り

を付けてもいいね」など、次の日の活動への期待や意欲をもつようになります。この

ように、幼児が次の活動への期待や意欲をどのようにもっているのかを捉えておくこ

とも大切です。 
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そして、片付けや食事、身の回りの始末などの生活を進める場面や、学級全体で活

動する場面も視野に入れ、幼稚園生活の様々な場面から幼児の活動の姿を捉え、発達

の姿を理解していくことも必要です。 

さらに、指導計画におけるねらいや内容は、学級全体の発達を見通して立案します

ので、幼児一人一人の発達の状況を捉えるとともに、学級全体の幼児の発達への理解

が必要です。その際、学級全体をただ漠然と見るのではなく、一人一人の発達の状況

を丁寧に捉えつつ、その幼児を中心にしながら周りにいる幼児との関係を理解し、周

りの幼児の発達の姿を把握していきます。例えば、一方に「友達の遊びへの関心を深

める幼児もいる」が、一方で「一人の世界を楽しむ幼児がいる」等、学級の幼児一人

一人の発達の姿を重ねていくことが大切です。学級全体の発達の姿を理解することで、

次の指導につながる発達の理解を得ることができるのです。 

 

○短期・長期の時間軸を組み合わせて発達の理解を深める 

日々の評価に加えて、これまでの指導の経過について振り返ることで、長い期間か

ら見た幼児の成長や変化に気付くことができます。例えば、日々の評価の中ではなか

なか変化が見られないように感じる幼児でも、年度当初の記録から改めて見直してみ

ると、友達とのいざこざやトラブルになる原因が、自己中心的な一方的な理由だった

ところから、他の幼児のことを思いやってのトラブルに変化していたり、トラブル後

の気持ちの切り替えが早くなっていたりすることに気付くことがあります。幼児の育

ちは、短期間で急激に成長することもあれば、長期間にわたり少しずつ育つこともあ

るのです。 

 

②教師の指導の改善について 

幼児が発達に必要な体験を得られるようにするには、教師の適切な指導が必要です。

その意味で、幼児の発達についての評価は、教師の指導についての評価と表裏一体と

も言えます。 

実際の保育における教師の指導について評価をする際には、次のような視点から振

り返ることが必要になります。 

・ねらいや内容の設定は適切であったか 

・ねらいを達成するためのふさわしい環境の構成であったか    
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・幼児の成長や発達につながるような具体的な援助ができていたか 

 これらの視点から、どのように評価をするのか考えてみましょう。 

 

○ねらいや内容の適切な設定 

指導計画で設定したねらいや内容が適切であったかどうかは、幼児の今育ちつつあ

る姿を把握し、さらに育ってほしい姿に沿ったものになっていたかどうか、このねら

いを達成させるための幼児に経験させたい指導内容になっていたかどうかなどを問う

ことです。指導計画では、幼児の発達を捉える側面として示された幼稚園教育要領上

の五つの領域の「ねらい」や「内容」を総合的に指導するために指導計画上の具体的

なねらいや内容にして示しています。また、幼稚園教育において育みたい資質・能力

が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿として、「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」が示されています。したがって、評価の際には、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を念頭に各領域のねらいを視点として分析的に捉えたり、各領

域のねらいとともに「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」も併せて見ながら、自

分の視点を整理して分析的に捉えたりして、再度、領域のねらいや内容から発達の姿

を見直すことが必要です。例えば、幼児の遊びは人との関わりを通して変容していき

ますが、指導計画のねらいや内容が領域「人間関係」の側面からしか設定されていな

いのであれば、「総合的に指導する」ことにはなりません。「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」を念頭に、このねらいや内容に基づいて、具体的な活動内容、環境の

構成や教師の具体的な援助が導き出されますので、しっかりと検討する必要がありま

す。 

また、短期・長期の指導計画では、幼児の育ちを見通す時間の幅があり、短期の指

導計画であれば詳細で具体的なねらいの設定がなければ指導が具体化できなくなりま

す。また、長期の指導計画であれば、幼児の育つ姿を見通すようなねらいでなければ

十分に機能することができません。短期・長期の指導計画に適したねらいが押さえら

れているかどうかについて、評価する必要があります。 

 

○ふさわしい環境の構成 

環境を通して行う幼稚園教育は、幼児の環境との主体的な関わりを大切にした教育

です。遊具や用具、素材だけを配置して、後は幼児の動くままに任せるというもので
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はありませんし、教師の意図した計画どおりに全てを行わせることでもありません。

活動の主体は幼児ですので、環境に関わって幼児が生み出す活動は一様ではありませ

ん。計画的に環境を構成しても、常に幼児の興味や関心を大切にしながら、活動の充

実に向けて幼児と共に環境を構成し、再構成し続けることが必要です。 

指導計画にあらかじめ予想して環境の構成を考えておきますが、その環境に関わる

幼児の変化を的確に把握し、物や場といった物的環境をつくり直し、ねらいを達成す

る経験ができるような状況をつくることが求められます。 

そのため、臨機応変に対応し、ときには偶発的な出会いを生かして環境を構成し直

した方がよい場合もでてきます。こうした保育を構築する力は幼稚園の教師に求めら

れる専門性ですので、教師は幼児の身の回りの環境がもつ特性や特質について日頃か

ら研究し、その教育的価値を幼児の視点で理解し、指導に生かせるようにしておくこ

とが大切です。 

 

○教師の具体的な援助 

教師は、幼児一人一人の発達の特性（その幼児らしい見方、考え方、感じ方、関わ

り方など）を理解し、幼児の活動の場面に応じて様々な役割を果たし、幼児の発達に

必要な豊かな体験が得られるよう、適切な指導をすることが必要です。 

教師に求められている様々な役割とは、幼児の心のよりどころとしての存在、活動

の理解者、共同作業者・共鳴者、モデルとしての役割、遊びの援助者などがあります

が、実際の教師の関わりの場面では、これらの役割が相互に関連するものであり、状

況に応じた柔軟な対応をすることが大切です。そのためには、教師は多角的な視点か

ら幼児の姿を捉えることが必要です。幼児との関わりを通して一人一人の特性や課題

を把握し、目前で起こっている出来事が幼児にとってどのような意味をもつものであ

るのか捉えなければなりません。幼児と生活を共につくりながら、幼児の思いに共感

したり、認めたり、励ましたり、ときには必要な助言や指示をしたりするなど、様々

な援助が必要です。 

さらに、教師の一人一人への援助が、周囲の幼児にも影響してその学級の雰囲気を

つくっていくことを踏まえると、教師の具体的な援助が学級経営にもつながっていく

ことを意識しなければなりません。学級は幼児にとって仲間意識を培う基本となる集
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団です。ただ、単に学級の集団の中にいればよいということではなく、その集団の中

にいても幼児一人一人が主体的に取り組んでいるかどうかが大事なことです。 

しかし、こうした自分自身の幼児との関わりを自ら振り返ることは、とても難しい

ことでもあります。園内研修等を活用し、日々の保育を他の教師と共に振り返り、教

師一人では気付かなかったことや自分とは違う教育観に触れながら、幼稚園の教師全

員で一人一人の幼児を育てるという視点に立つことが重要です。こうした教師間の共

通理解と協力体制を築くことが指導計画の改善につながっていきます。 
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２．指導計画の評価・改善（実践事例） 

 

事例１ 短期の指導計画の評価・改善 

 

 ここでは、短期の指導計画の評価・改善について考えてみましょう。 

 

Ａ幼稚園の 10 月第４週と第５週の指導計画（週案）を通して、第４週のねらいに沿

って実践した幼児の姿の振り返り、その育ちと教師の指導の評価を行うことにより、

第５週のねらいや内容へのつながり、さらには幼児の具体的な活動を予想し環境の構

成や援助の具体を考える過程について見てみましょう。 

 

「２年保育５歳児 10 月第４週」のねらいは次のように立案されています。 

ね
ら
い 

①様々な運動的な遊びに自信をもって取り組み、自分たちで遊びを進めた

り、ルールを考えたりして遊ぶことを楽しむ。 

②友達と思いを伝え合い、イメージを共有して遊ぶ楽しさを味わう。 

③風の冷たさや木の実の色付きなど、季節の変化に気付いて、遊びに取り

入れようとする。 

 

①ねらいに沿った実践の振り返り 

上記のねらいをもって指導してきたことに対する幼児の姿を振り返り、発達を把握

します。ここでは、ねらい①、ねらい②について考えてみましょう。 

 

○ねらい①に関連した今週の幼児の姿 

・運動会で経験したことを生かし、自分たちで帽子取りや得点板を使った遊びを

楽しんでいる。 

・自分から友達の中に入っていきにくかったＡ児やＢ児らも、自分から友達が遊

んでいる中に入っていけるようになった。 
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・リレーで使ったゼッケンを隣の組の友達とサッカーをするときに使い、楽しむ

姿も見られるようになってきた。 

  ・友達と遊び方やルールを分かり合い、自分たちで進めていくことでさらに楽

しさを感じている。 

 

 

◎幼児の発達の姿 ●教師の関わりや環境の構成 

◎遊びのルールが分かり、自分たちで役割を決めたりタイミングをはかって遊ん

だりして、主体的に活動する充実感を味わっている。 

◎友達との関わりに広がりが見られるようになっている。 

◎必要なものを自分たちで協力しながら準備したり、片付けができたかを友達と

確認し合ったりするようになってきた。 

 

●遊びに使う用具を予測してすぐに使える場所に出しておいたが、教師が予測し

なかった大きな得点板も友達と一緒に運んで使っていた。遊びへの思いが強い

と、身近にないものも必要感をもって使おうとする。使うことで、友達と協力

して遊ぶ気持ちを高めている。 

●友達と分かり合って遊ぶ姿を教師が共感し、そばで見守っていることが安心感

や意欲、楽しさにつながっているようだ。 

●サッカーを存分に楽しめるような環境を整えると、運動的な遊びに広がりが出

て挑戦しようとする機会や場が増えていくようだ。 

 

○ねらい②に関連した幼児の姿 

・巧技台を出して忍者ごっこをしたが、Ｃ児・Ｄ児を中心に、「こっちの方が、

いろいろな修行ができる」と総合遊具の形や色から修行の場のイメージを広げ

て遊んだり、園庭の鉄棒や丸太など、場を広く使ったりして、ダイナミックな

動きに挑戦するようになった。 

・Ｅ児・Ｆ児は、ダンボールを使い、海賊船を作ることを楽しみ始めた。大砲や

かじなど、船に必要なものを友達と相談しながら作っている。 
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◎幼児の発達の姿 ●教師の関わりや環境の構成 

◎友達と相談して場の使い方を工夫したり、様々な素材を使ったりしながら、遊

びのイメージが広がり楽しさが増している。 

◎自分たちで遊びの場を構成し、思いを出し合いながら遊びを進めている。 

 

●園外保育で船を見たり海賊船に乗ったりした体験が、こうした遊びの中で再現

され、自分たちで作り出す楽しさにつながった。 

●それぞれの遊びのイメージを大切にし、必要に応じて、教師もアイデアを出し

たり、一緒に素材を探したりすると、さらに楽しくなるだろう。幼児の思いを

探り、実現していくことができるように支えていこう。 

 

②今週の指導計画についての評価 

上記のねらい①、ねらい②に関連した幼児の姿を通して、ねらいや内容等について

評価するとともに今後育ってほしい姿について考えます。 

 

○ねらいについて 

・運動会でのルールを誰もが分かって遊びに生かし、より大きなグループをつくって

遊ぼうとする姿が見られるようになった。これを機会に、さらに友達とのつながり

や関わりを深めてほしい。 

・運動会の演技で友達同士、忍者のイメージを共有して遊んだ経験が自分たちの考え

る遊びの中でも生かされるようになってきている。友達とイメージを共有するため

に、互いに思いを言葉で伝え合いながら遊びを進めてほしい。  

 

○ねらいを達成するために経験してほしい内容・教師の援助・環境の構成について 

・体を動かして遊ぶ楽しさを味わっている。さわやかな天候が続くこの時期に十分経

験できるようにしたい。 
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・気の合う友達と遊びのイメージを広げたり、深めたりしながら遊ぼうとする姿をし

っかりと支えたい。そのためには、自分たちで場を整えたり必要な物を作ったり、

役割を決めて遊んだりできるような援助や環境の構成が必要である。  

 

③次週の指導計画の作成 

幼児にどのように育ってほしいかという教師の願いを踏まえて「ねらい」を設定し、

そのねらいを達成するために必要な経験を考えて「内容」を設定して、意図をもって

環境の構成や教師の援助ができるようにします。 

 

○次週のねらいと内容                  ○ねらい ・内容 

○友達と誘い合ったり、互いに思いを伝え合ったりして、友達と一緒に遊びを進

めていく楽しさを味わう。 

 ・戸外の環境や運動用具を自分たちの遊びに取り入れ、体を存分に動かして遊

ぶことを楽しむ。 

 ・友達と一緒に場を設定したり、必要な物を作ったりしながら、共通のイメー

ジで遊ぶことを楽しむ。 

 ・自分たちで役割を決めたり工夫したりして遊びを進めていくことを楽しむ。 

 ・遊びの場を考えたり、構成したりしながら、友達と一緒に様々な遊びをつく

り出すことを楽しむ。 

 

④幼児の活動の予想 

今週の幼児の姿から、来週に継続していくと予想される遊び、新たな活動等を具体

的に予想しておきます。 

 

○友達と一緒に好きな遊びを存分に楽しむ遊びとして 

【戸外】 

・巧技台や総合遊具で遊ぶ（忍者ごっこ、海賊ごっこなど） 

・宝島で遊ぶ（砂場） 

・サッカーやドッジボールをする 

・竹馬や一輪車に挑戦する 
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・ザリガニつりをする 

【室内】 

・ごっこ遊びをする（忍者・お姫様・リスごっこなど） 

・製作をする（海賊船、忍者城、マストなど） 

・楽器遊びをする など 

○動植物の成長や変化に気付き、収穫を楽しむこととして 

・サトイモやサツマイモを見たり、収穫したりする 

・カリンやカキの色付きを見たり、収穫したりする 

・ウサギの世話や掃除をする 

・リスに木の実や葉をやる 

○学級の友達と一緒に遊ぶ活動として 

・リスの家族になって遊ぶ 

・総合遊具や巧技台を使ってリスごっこをする 

・絵をかく（リスの森、サツマイモ） 

・歌を歌ったり、なかよし遊びをしたりする 

・リスや秋の森に関する絵本を見る 

 

⑤環境の構成と教師の援助 

予想される遊びや活動における教師の援助や環境の構成について具体的に考えま

す。 

☆教師の援助  ★環境の構成 

★運動用具や必要な用具を自由に使いイメージを広げて遊ぶことができるよう

に準備したり整理したりしておく。 

☆幼児の遊びのイメージを楽しみながら、必要に応じて教師も遊びのアイデアを

出し、言葉掛けを工夫して共通のイメージで遊ぶ楽しさを味わうことができる

ように支えていく。 

☆友達と思いを伝え合いながら、自分たちで遊びを進めようとしている姿を見守

り、一人一人が自分の思いを素直に伝えることができるように個別に声を掛け

たり、励ましたりしていく。 
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☆海賊船や忍者城、宝島などの遊びの中で、幼児が実現させたい、作りたいと思

っていることを探り、遊びのアイデアを出して、幼児の意欲や思いを支えてい

く。 

★段ボールやテープを準備しておく。また、必要な素材を幼児と一緒に探したり

考えたりする。 

☆それぞれの遊びの中で、幼児が意見のぶつかり合いや思いの違いに気付いてい

るか、また、どのように乗り越えようとしているかを捉える。 

☆グループや学級の友達に自分の言葉で伝える場を大切にし、話し合いの機会を

つくる。 

☆その日の遊びのことを友達と話したり次の日にどうするか相談したりしたこ

とを、翌日の遊びに生かせるよう必要なものを出せるよう準備しておく。 

  

このように、今週の指導計画から実践、実践を通した評価、そして、次週の指導計

画作成といった、ＰＤＣＡサイクルを通した指導計画の評価が、幼児の「昨日から今

日」、「今日から明日」というつながりをもった育ちを促していきます。そのため、短

期の指導計画においては、幼児の具体的な遊びや活動に対するより具体性の高い計画

と評価が必要となります。 
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事例２ 長期の指導計画の評価・改善 

 

ここでは長期の指導計画の評価・改善について考えてみましょう。 

 

①年間指導計画の評価の実際                       

Ｂ幼稚園では、一年間をいくつかの期に分けて、期ごとにねらいを立て環境の構成

や指導内容を設定した年間指導計画を作成しています。毎年、年度末には、一年間を

振り返り、年間指導計画の流れが、幼児の発達の実情に即していたか、幼児の興味や

関心や欲求を生かし、主体的な活動を引き出すものであったか等について、評価して

います。 

その際、 

・幼児期にふさわしい生活の展開がされていたか 

・遊びを通しての総合的な指導が展開されていたか 

・幼稚園教育要領の各領域のねらいの実現状況はどうだったか 

・幼児一人一人の特性に応じた指導がされていたか 

という視点から評価しています。 

 

②幼児の姿を記録し、発達の姿を読み取る 

年間指導計画の評価に当たっては、担任が丁寧に記録した幼児の姿を基に教師間で

話し合い、評価をしていきます。つまり、評価の基礎資料となるのは日々の記録であ

り、そこから保育を振り返ることの積み重ねです。 

ここでは、その振り返りの中で、幼稚園教育要領に示された「ねらい」や「内容」

が実現できたかどうかについて、どのように見直すのかを考えてみます。Ｂ幼稚園で

は、５歳児の観察対象児を定め、毎日の記録の中からどのような育ちに変化が見られ

たのか、それは領域に示された発達の側面から見るとどのような育ちなのか、具体的

に捉えるようにしています。 

次の表１は、観察対象児の発達の姿について、一週間の記録を場面と育ちを読み取

る視点からまとめたものです。 
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表１ 一週間の記録のまとめ 

 
 

心の動き 体の動き 周 囲 の事 物

へ の 働 き 掛

け方  

周 囲 の 人 と

の関わり方  
考 えたこと、

感じたことの

表現の仕方  

健康や安全  
生 活 上 の き

まりに対する

理解や実行  

遊
び
に
取
り
組
む
中
で 

幼児が一

人で行動

する場面

で 

・自分のや

り た い 遊

び に 没 頭

する。  

・遊びの役

に な り き

っ て 動

く。  

・遊びに必

要 な も の

を 自 分 で

準備する。 
 
・飼育栽培

物 に 興 味

を も ち 自

分 か ら 関

わ ろ う と

する。  

 ・ごっこ遊

び で な り

き っ て 言

葉 を 言 っ

たり、動い

たりする。 

・遊んだ後は

片 付 け る

こ と が 分

かり、自分

か ら 片 付

け を 始 め

る。  

友達と行

動する場

面で 

・遊びの進

め 方 や 設

定など、友

達 に 伝 え

共 有 し よ

うとする。 

・友達と同

じ 動 き を

す る こ と

を楽しむ。 

・大型の遊

具 で 友 達

と 一 緒 に

運ぶ。  

・一緒に遊

び た い 友

達 に 声 を

掛ける。  
・人数が増

え る と 新

し く 入 っ

た 友 達 と

関 わ る こ

と を た め

ら う 姿 も

ある。  

・見たり聞

い た り 感

じ た り し

たことは、

す ぐ に 友

達 に 伝 え

よ う と す

る。  

・大型遊具

を 使 っ て

遊 ぶ と き

の き ま り

ご と を 守

っ て 遊 ん

でいる。  

  

学
級
全
体
で
行
動
す
る
場
面
で 

・友達の動
き や 言 葉
に 関 心 を
も っ て 見
た り 聞 い
た り し よ
うとする。 

 
・興に乗っ
て来ると、
教 師 が 話
を し て い
て も 自 分
の 話 を し
よ う と す
る こ と も
ある。  

・得意なこ

とには、積

極 的 に 取

り 組 も う

とする。  

・自然現象

の 変 化 に

気付き、自

分 か ら 見

た り 触 れ

た り し よ

うとする。 

・見たり聞

い た り し

たことを、

自 分 か ら

友 達 に 伝

える。  

・学級の友

達 と 歌 っ

たり、踊っ

た り す る

こ と を 楽

しみ、踊る

と き に は

弾 み を つ

けて、リズ

ミ カ ル に

踊 っ て い

る。  

・皆で一緒

に 移 動 す

る と き に

は、並んで

行 動 す る

こ と が 分

か り 自 分

か ら 並 ぼ

う と し て

いる。  

  

生
活
行
動
を 

す
る
場
面
で 

・片付けた

後、場が

整頓され

たことを

確認し満

足感を感

じ て い

る。  

・持ち物の

始 末 は て

き ぱ き と

する。  

・遊んだ後

の 片 付 け

は 自 分 か

ら始める。 

・順番を守

ろうとし、

並 ん だ り

待 っ た り

す る こ と

ができる。 

・友達と会

話 を す る

こ と を 楽

し み な が

ら 食 事 を

する。  

・食事の準

備 や 手 洗

い う が い

など、手際

良 く 進 め

ている。  

場面 

育 ちを読 み

取る視点 
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次の領域ごとにまとめた表２・３は、観察対象児が育ったと思われる姿を幼稚園教育

要領の各領域のねらいの視点から読み取ったものです。こうして、自園の幼稚園教育要

領のねらいの実現状況を把握し、年間指導計画の評価の資料としました。実際には、五

つの領域にわたって検討していますが、ここでは、領域「環境」と領域「表現」の二つ

を示しました。 

 

表２ 読み取り表 領域 環境 

身近な環境に親しみ、自然と

触れ合う中で様々な事象に

興味や関心をもつ。  

身近な環境に自分から関わ

り、発見を楽しんだり、考え

たりし、それを生活に取り入

れようとする。  

身近な事象を見たり、考えた

り、扱ったりする中で、物の

性質や数量、文字などに対す

る感覚を豊かにする。  
○見たり、聞いたり、生じたり

する事柄一つ一つに関心をも

って関わろうとする。  

○小動物や昆虫に関心が高く、

採取したり観察したりするこ

とを好む。自然現象一般に対

しても、好奇心が旺盛である。 

○水の勢いを利用すると汚れが

とれることが分かり、水を出

しながら掃除する。  

○様々なことに興味をもち、自

分の好きなことへの興味が強

い。ガラスケースの中で石や

葉にまぎれていて誰も気付か

ないカエルに気付き、「カエル

がいる」とじっと見る。  

○興味をもった活動なら、いろ

いろに試したり確かめたりし

てじっくりと取り組む姿が見

られる。自分で納得する成果

が得られるまで繰り返してい

る。  

○高さや角度をつけるために、

ブロックで調節するなど、自

分なりに試行錯誤を繰り返し

て楽しんでいる。  

○夢中になって自然と関わり、

自らの発見を報告し、さらに

関心をもって関わっている。  

○様々な材料を使って作りなが

ら、その特徴に気付いている。

課題に自分から取り組む。  

○砂が水で固まる性質や水が高

いところから低いところに流

れる性質に関心をもち、その

性質を生かし工夫して遊ぶ。  
○飼育・栽培当番をすることに

関心が高く、動植物の少しの

変化にも気付く。  

○机の上にどうすれば６枚のお

盆がおけるか、向きを変えな

がら工夫する。  

○えさの種類ややり方などを分

かりやすくするために文字で書

く。    

○様々な発見を楽しみ、自分だ

けでなく、他の人へも伝える。 
○身近な素材の性質が分かり、

それに応じて使おうとする。  
○生活の中で時間に興味をも

ち、担任が片付けのとき、「長
い針が 9 になったら集まって
話を始めるよ」と言うのを聞
いて気付いたり、友達に声を
掛けたりする。  

○周囲の植物の変化などには敏

感に反応し、話題に入ったり

自分の気付きを言葉にしたり

するなど、豊かな姿が見られ

る。  

○以前使った材料を思い出し、

小道具作りに生かそうとす

る。  

○ごっこ遊びの商品の値段や数
量に関心をもつ。  

○チューリップを植えたはずの

鉢に、他とは違う芽が生えて

きたことに気付き、興味をも

ったことには疑問をもち、気

付いたことを教師に報告す

る。  

○水の勢いを利用すると、汚れ

がとれることが分かり、水を

出しながら掃除をしようとす

る。  

○紙やひもなどを必要な長さに
切って無駄なく使う。  

○自分の経験や知っていること

を基に、なぜ菜の花が自然に

生えてきたかを考える。  

○クレープ紙の特徴を思い出

し、ひな人形作りに応用して

いる。  

○製作のために切った部品を仮
置きしながら大きさを調節す
る。  

- 230-



 

表３ 読み取り表 領域 表現 

いろいろなものの美しさなど
に対する豊かな感性をもつ。  

感じたことや考えたことを自
分なりに表現して楽しむ。  

生活の中でイメージを豊かに
し、様々な表現を楽しむ。  

○霜柱や氷の美しさに感動す

る。  
○ひな人形の顔の粘土を「こね

こね～こねこね～」と歌いな

がら丸める。  

○メロディに合わせて、腕・手

首・指先を前後・左右・上げ下

げして様々なポーズをとり、

全身で跳ねながら腰でリズム

をとって軽快に踊る。  
○ヒヤシンスのにおいに反応し

たり、急速な生長に気付いた

りするなど、身近な自然の様

子や変化を感じ取っている。  

○配色や柄を考えながら、こま

に色を塗っている。   
○学校に行ったり買い物をした

り、いろいろ予定がある忙し

いお姉さん役になりきって、

急ぎ足で行ったり来たりして

いる。  
○自分のこまを回し、うっとり

とした表情で見入っている。   
○配色や柄を考えながら、こま

に色を塗っている。   
○曲の伴奏から曲のイメージ

（優しそう・元気な感じなど）

をもち、合った声で歌おうと

する。  
○友達の作品などを見て感じた

ことを友達に伝える。  
○歌に合わせて、自分で考えた

身体や手の動きを友達 に教

え、一緒に楽しもうとする。 

○動物園に遠足に行ったときの

絵を工夫してかいている。真

剣な表情で集中してかいてい

る。  
○濡れた砂が乾いて手がこわば

ると、「手も固くなってきた」

と友達に触れさせる。  

○簡単な物語を作ることを楽し

み、年少児にも分かりやすい

ように絵入りの本を作る。  

 

 

③ 読み取り表から、年間指導計画の改善へ 

上記の読み取り表から、Ｂ幼稚園ではそれぞれの領域の「ねらい」について、５歳

児の２月においては、おおむね実現されていることを確認しました。しかし、他の領

域に比べて領域「表現」の記述が薄く、育ちの読み取りに偏りがありました。それは、

実際には幼児の育ちの姿があるにもかかわらず見逃していたのか、豊かな表現につな

がる環境の構成や教師の援助が足りなかったのか、または、領域「表現」に関する教

師の捉え方が曖昧で読み取れなかったのか、教師の指導の弱さとも考えられます。そ

のことを踏まえて以下のことに留意して、翌年の年間指導計画の改善を行いました。 

  

○幼児が歌ったり、リズム楽器を使ったりすることを楽しむ経験ができるように、教

材や環境の構成を工夫し意図的に取り入れる。 

○幼児が作ったり、動きや言葉で表したりする姿を教師は肯定的に受け止め、その姿

に共感し、個々の幼児が楽しさを味わえるようにする。  

○教師は幼児同士が表現していることに気付けるような声を掛け、幼児の表現を広げ

たり、表現による伝え合いができるようにしたりする。  
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このように、長期の指導計画の改善をするためには、遊びに取り組む場面、人と関

わる場面、周囲の事物と関わる場面等、幼児が生活する様々な場面から発達を捉える

視点と、幼稚園教育要領の各領域が示すねらいや内容から発達を捉える視点が必要で

す。その上で従来の指導計画が、幼児にとってふさわしい生活が展開されていたか、

遊びを通しての指導を中心として領域のねらいが総合的に達成されるようにしてい

るか、幼児の発達の課題に即した指導ができていたかなどを検討することが大切です。 
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事例３ 指導の過程の評価から指導計画の改善 

 

幼児の活動に沿ってよりよい指導をするためには、指導計画は仮説であることを踏

まえ、指導の過程を振り返り、評価をすることから、指導計画の改善を図っていくこ

とが大切です。 

次に示した事例は、５歳児のリレー遊びの指導の過程を振り返り、幼児の発達の理

解を見直し、指導計画の「ねらい及び内容」、「環境の構成」を評価・改善した例です。 

  

 次の表４は、前週の幼児の実態から予想して作成した今週の指導計画です。下線で

示した部分が、幼児の実態及びその姿を踏まえたねらいや内容です。 

 

表４ 週案（５歳児 ９月第２週）・・・リレーに関わる部分を中心に抜粋する 

幼児の実態  ねらい（○） 内容（・） 環境の構成  
・夏季保育に参加した幼児が

多かったことで、スムーズに

２学期をスタートすること

ができた。久しぶりに会えた

友達とも、嬉しそうに会話を

している。身の回りのことも

自分から意欲的に取り組ん

でいる。 

 

・友達とドッジボールやリレ

ー、鬼遊びなど、体を動かし

て遊んでいる。しかし、人数

が増えるとルールが曖昧に

なり、自分たちで進められ

ず、つまらなくなってしまう

姿がある。リーダーとなって

進められる幼児がいない。 

・・・・・・・・・・・・ 

 

○友達とのつながりを楽しみ

ながら、考えを出し合って遊

びを進めていく。 

・自分の思いを話したり、友達

の考えを聞いたりして遊び

を進めていく。 

・学年の友達と運動会に向け

ての活動に取り組む中で、互

いに親しみを感じる。 

○進んで運動遊びに取り組み、

繰り返し試したり挑戦した

りする。 

○運動会の競技や係の仕事を

楽しみにする。 

・鉄棒や縄跳び、竹馬に挑戦す

る。 

・学年の友達と一緒にリレー

やタイヤ引きに取り組みな

がら自分の力を発揮してい

く。 

・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・ 

・運動会に向けて、鉄棒や縄跳

び、竹馬、リレーなどいろいろ

な運動遊びを経験していく中

で、自分なりにめあてをもっ

て取り組み楽しさやできるよ

うになった嬉しさを感じられ

るようにしていく。 

・リレーでは、繰り返し走る中

で、力一杯走り、気持ちよさが

感じられるようにする。好き

な遊びの中で、誰でも参加で

きるよう、ジャンケンでのチ

ーム分けやルールなど遊びな

がら共通になっていくように

する。 

・・・・・・・・・・・・ 

週
の
流
れ 

 9 月 7 日（月） 9 月 8 日（火）  9 月 9 日（水）  9 月 10 日（木）  9 月 11 日（金） 
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①幼児の発達の理解についての評価 

次の記録は、表４の週案を基に実践を行った９月９日の評価を述べたものです。記

録の中から、リレーに関する部分を抜粋してみました。 

 

９月９日（水） 

朝からリレーに参加する幼児が多い。（ア） チーム分けはジャンケンで行うが意

識の薄い幼児は二度、ジャンケンしてしまったり、ジャンケンしないで並んでし

まったりしている。（イ） 

走ること、だんだんと速くなってきていることが嬉しいようであり（ウ）、エン

ドレスで走る。差が開きすぎたとき、「どっちが勝っているの？」という言葉が

何度か聞かれ、友達と競い合って走ることが楽しくなってきている。（エ） 興味を

もった幼児が次々に参加し、好きなチームに入る。（オ）相手チームとの人数が全

然違っていてもゲームが続いており、人数調整して勝敗を競おうとする動きは出

てこない。（カ） 順番を待ちながら、「今度は○○ちゃんと走れる」と喜ぶ（キ）姿が

多く見られ、いろいろな友達と勝負したい気持ちが強い様子である。 アンカー

たすきは「やってみたい」という思いで走り終わった子が近くにいた友達に渡し

ていき、誰がアンカーで走っているのかも分からなくなってしまった。（ク） 

Ｂ児は、ぐっと走り方が変わってきた。（ケ） 見ている幼児も、「Ｂちゃん、前

より速くなった」、「手をいっぱい振ると速くなるんだよ」などと話している。（コ） 

Ｃ児は、自分がバトンをもらったときに前を走っていると「抜かした」と思って

いるらしく、誇らしげに報告してくれた。（サ）Ｃ児はその後、チームを変わり、他

の友達に順番を譲ってＢ児の横に並んでいた。（シ） 

Ｄ児とＥ児は、ゴールテープを持っているが、庭の中央を二人でぐるぐると回

って、最後にはゴールテープは置き去りになっていた。（ス）・・・（後略） 

この日の降園前、一日の活動を振り返った際に、リレーのことが話題になった。

参加していた幼児からは、「明日もやりたい」「今度は先生とも走りたい」などの

言葉が聞かれ、翌日への期待感をもつ様子が見られた。また、「途中から入ると

き、ジャンケンはするの？」という疑問を口にする幼児もいた。教師も、「今日

は最初に（チームを）決めるとき、時間がかかっちゃったね」「途中から入った

人はどうしてた？」と投げ掛ける。「すぐに決まればいっぱい遊べる」「最初に決
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めたのと変えた人もいたよ」など幼児も思ったことや気付いたことを言ってお

り、教師は「そうだね。いっぱい走れる方がいいよね」と受け止めた。 

 

４週間後に運動会を控えていることもあり、教師は、どうにかしてリレーの遊びが

運動会へとつながっていくよう支えていきたいと思っていました。しかし、リレーに

参加する幼児は多いのに、遊びが続かず終わってしまう実態が悩みでもありました。

そこで、この日の記録から、遊びの中で幼児が何を楽しんでいたのか、どのように人

やものと関わりながら遊んでいたのかを次の視点から振り返ってみることにしました。 

 

○走る楽しさを味わうことができたか。 

下線の（ア）（ウ）にあるように、体を動かして遊ぶこと、特に、走ることは、幼児

の興味や関心と合っており、面白いと感じて自分から取り組む遊びとなっているよう

です。その結果、（ケ）のＢ児のように、走り方についての成長も見られます。 

 

○友達の動きを感じながら自分も動いているか。 

（オ）のようにチーム分けの意識や必要性を感じていないものの、（イ）のように周

囲の友達と同じような動きをしながら遊びに参加しようとしたり、（エ）（キ）（サ）（シ）

のように相手を意識して走ろうとしたり、友達を感じて自分も動いていることが分か

ります。また、（コ）のように、友達のよさに気付き認める言葉なども出てきています。 

 

○リレーの雰囲気を感じてはいるが、競技としてうまく成り立たないのはなぜか。 

（ク）のアンカーたすきや（ス）ゴールテープは、これまでに幼児が見て知ってい

るリレーの雰囲気を再現しようとしている姿として捉えられます。しかし、アンカー

の意味やゴールを決める必要性を幼児が感じて遊んでいるわけではないので、不要な

環境になっているといえます。走る楽しさを味わいたいのに、アンカーたすきやゴー

ルテープがあることがかえってそれを邪魔して、（ス）のように別の動きへ誘導されて

いることが分かります。 
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○チーム対抗の勝負への意識はどうか。 

（イ）（エ）（オ）（カ）にあるように、チーム対抗の勝負の意識はまだ芽生えていま

せん。幼児が楽しんでいることは、運動会の競技としてのリレーそのものではなく、

そこに向かう過程の、繰り返し自分が走るエンドレスリレーであることが分かります。 

 

このように、記録のリレーに関わる部分を丁寧に読み返していくと、「運動会に向け

て競技としてのリレーにしていきたい」教師の思いと「友達とバトンをつないで走る

ことが楽しい」幼児の姿との間に大きなずれがあることに気付きます。 

週案を立案した際に捉えている実態を見直してみると、体を動かして遊んでいる姿

という点については修正する必要はないようです。しかし、遊びが続かない理由を、

「ルールが曖昧になること」、「リーダーとなって進められる幼児がいないこと」と教

師が捉えていた点について、再度、検討する必要があります。アンカーたすきやゴー

ルテープなどの道具を使って遊ぶには、チーム対抗の勝負という意識が出てくる必要

がありますが、そこはまだ意識が薄いため、教師が思い描くリレーの姿とずれてしま

っているのです。また、幼児が自分たちなりに遊びを振り返っていることや、見通し

をもっていることから、それぞれの楽しさや意欲にも気付くことができます。これら

のことを踏まえると、リーダーがいないから２チーム対抗のリレーにならないのでは

なく、幼児はチームでの競い合いではなく、友達の存在を感じながら、バトンをつな

いで走ることの楽しさを繰り返し味わっている段階なのです。このように、幼児の発

達の理解について捉え直し、修正することにしました。 
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＜週案（９月第２週）の実態＞     ＜記録（９月９日）幼児の発達の理解＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教師の指導についての評価 

幼児の発達の理解について修正したことから、当然のこととして教師の指導につい

ても改善が必要になります。改善の方向としては、人数調整やチーム分けにとらわれ

るのではなく、周囲の友達を感じながら走ることを十分に繰り返す方向を目指したい

と考えました。その中で、人数やチームのことに気付き始める幼児が出てくるのを見

守ることにしました。 

 

○「ねらい及び内容」の修正   

友達の動きを感じながら自分も体を動かすことを、教師も意識して関わることがで

きるように、ねらいには「友達と一緒に」ということを追記しました。また、リレー

についての指導内容を、「運動会の競技や係の仕事を楽しみにする」というねらいに位

置付けていましたが、まだ競技として位置付けるのは早いと反省し、「友達と一緒に、

進んで運動遊びに取り組み、繰り返し試したり挑戦したりする」というねらいに対応

した内容としました。内容も、今の幼児が味わっているリレーのおもしろさを押さえ

ることができるよう「エンドレスリレーをしながら、走る気持ちよさや楽しさを味わ

う」と修正しました。 

  

  

○走ることの楽しさを味わってい

る。  

○友達を感じて自分も動いている。  

○競技としてのリレーの雰囲気に合

わせて動こうとするがうまくいか

ない。  

・友達とドッジボールやリレー、鬼

遊びなど、体を動かして遊んでい

る。しかし、人数が増えるとルー

ルが曖昧になり、自分たちで進め

られず、つまらなくなってしまう

姿がある。リーダーとなって進め

られる幼児がいない。  
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○「環境の構成」の修正 

ジャンケンやチーム分けにこだわらず、カラー帽子をかぶることで自分の好きなチ

ームに入り、誰でもリレーに参加できるよう、教師が積極的に声を掛けるようにした

いと考えました。チーム分けで時間をかけたり、いざこざになったりするよりも、ま

ずは力一杯に走ることや体を動かす気持ちよさを感じるように、遊びに取り組むこと

を支えることにしました。 

 

図４は、リレーに向かう取組の中で幼児が体験していることを捉えるために図式化

したものです。この図の中で、点線で囲った部分が、９月第２週の幼児の姿であると

押えました。この後の遊びの見通しも合わせると、９月９日の時点では不要だったア

ンカーたすきやゴールテープも、もう少し後で必要な場面が出てきそうなことが分か

ります。そこで、「アンカーたすきやゴールテープは、チームとしての勝負を楽しめる

ようになる頃、再び設定する」として、一度、保育の環境からは片付けることにしま

した。この図４のような見通しをもつと、今後の遊びの取組の中で、チーム意識が見

られる場面や、チームとしての勝敗に気付き始める幼児が出てくることが予想できま

す。そうした姿を見逃さずに次の育ちへとつなげることが大切です。 

このように、遊びの進め方や方法、道具の使い方、教師の援助などについて、あら

ためて具体化することができました。これが指導計画の改善として、次の指導計画の

立案と実践へとつながることになります。指導計画を改善した全体像を図５にまとめ

ました。 
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図４  リレーに向かう取組の中で幼児が経験していることを捉える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ジャンケンで 
チーム分け 

・全体の人数調整 

９月第２週目の幼児の姿 

合図で走る 

“ヨーイドン” 

バトンの渡し方 

チームの勝負が楽しい 

“リレー” 

自分が走るこ

とが楽しい 

隣の友達との 

勝負が楽しい 

バトンを持って 

走るのが楽しい 

先生と 

走りたい！ 

ルールを守り走る“鬼遊び” 

チームの 

人数が同じ 

チームの分け方 

運動会の競技としての 

“リレー” 

・応援グッズを作る 
・BGM 
・かけ声 

・バトンの扱い方 
・投げない 

・速く走るフォーム 
・危 険 のないように待
つ 

幼児の活動 

待ち方 

・走るのが速い 

・走るのが遅い 

○○みたいに速く走

りたい 

○○と同じチームに

なりたい 

応援する 

進んで運動遊びに取り組む 

“戸外で思いきり走る” 

・ 幼児を取り巻く状況 

・ 教師の働き掛け 等 

繰り返し走る 

“エンドレスリレー” 

チ ー ム で の 勝 敗

が気になる 

・スタートの合図 
・アンカーたすき 
・ゴールテープ 

チームで相談 

・走る順番 
・作戦タイム 
 

走り方 
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図５ 指導計画の改善の全体像 

＜幼児の発達の理解について＞ 
            実態の捉え直し           指導計画の改善の方向 

 

 

 

 

 

 

 

               

 
＜教師の指導について＞         

リレーに関わる部分のねらい            環境の構成  
  

 

 

○走ることの楽しさを味わっている。  

○友達を感じて自分も動いている。  

○競技としてのリレーの雰囲気に合わ

せて動こうとするがうまくいかな

い。  

○チーム対抗の勝負の意識は薄い。  

・友達を感じながら、走ることを十分

に繰り返してほしい。  

・人数調整やチーム分けよりもエンド

レスリレーを楽しんでいこう。  

・人数やチームのことに気付き始める

幼児がいないかどうか、見守ろう。  

○進んで運動遊びに取り組み、繰り返

し試したり挑戦したりする。  
○運動会の競技や係の仕事を楽しみに

する。  
・鉄棒や縄跳び、竹馬に挑戦する。  
・学年の友達と一緒にリレーやタイヤ

引きに取り組みながら自分の力を発

揮していく。  
 
 
 
○友達と一緒に、進んで運動遊びに取

り組み、繰り返し試したり挑戦した

りする。  
・エンドレスリレーをしながら、走る

気持ちよさや楽しさを味わう。  

・好きな遊びの中で、誰でも参加でき

るよう、ジャンケンでのチーム分け

やルールなど遊びながら共通になっ

ていくようにする。  
 
     
・好きな遊びの中で、誰でも参加でき

るよう、カラー帽子をかぶって好き

なチームに入ることを伝えていく。  
・チームとしての意識や勝敗に気付き

始める幼児がいたら、丁寧に受け止

め、周囲の幼児と共に考えていく。  
・アンカーたすきやゴールテープは、

チームとしての勝負を楽しめるよう

になる頃、再び設定する。  

変更  

変更  
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事例４ 教育課程の改善を踏まえた指導計画の改善  

 

各幼稚園で、カリキュラム・マネジメントを実施する際、一度編成した教育課程を

そのまま継承するのではなく、第１章の「指導計画の基となる教育課程」の図（28～

29 頁）にも示したように、今まで述べてきた短期・長期の指導計画の評価を踏まえ、

絶えず改善して教育を行うことが必要です。 

ここでは、最近の幼児の生活実態から、自然体験や生活体験が不足しがちであるこ

とを課題と捉え、自然との関わりを重視した新しい教育課程を編成したＤ幼稚園の事

例を紹介します。その新しい教育課程を踏まえて長期の指導計画を作成し、さらに実

際の自然と関わる幼児の姿を捉えながら短期の指導計画を見直しつつある事例です。  

Ｄ幼稚園の新しい教育課程で重視した自然体験の内容です。 

◆生き物や草花などの自然に触れて遊ぶ中で、幼児なりに美しさや不思議さなどを全

身で感じ取る。 

◆身近な自然に触れる中で、心地よさを感じたり、心のよりどころにしたりする。 

◆自然に関わる中で、自然の様々な事象に関心をもったり、遊びに取り入れたりする。 

◆生き物や植物に関わる中で、色や形、手触りなどの違いや変化に気付いたり、確か

めようとしたりする。 

◆生き物の世話や植物の栽培を通して命あるものをいたわり、その命を大切にしたり

生きる環境を考えたりする。 

◆自然の実りや収穫物を喜んで食べる。 

◆様々なものに触れ、その性質や仕組みに興味や関心をもち、調べたり考えたりして

試行錯誤する過程を楽しむ。 

 

新しい教育課程の実施に当たって、幼児の生活に無理のない形で取り組んでいく

にはどのような指導計画を立てるとよいかなどについて、教師間で話し合い、年間

指導計画の作成において特に自然体験に関わって、次のようなことに配慮しました。 
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◆自然と関わる機会を確保していくため、園内の自然環境を見直す。その際それぞれ

の年齢にふさわしい環境を考えるとともに、その時期の自然体験がその後の体験に

どのようにつながっていくのかも予想しながら園環境を工夫する。例えば、園庭中

央の花壇に、初夏から秋にかけて野菜を植え、野菜の生長を身近に感じ、関心をも

って関われるようにする。 

◆四季折々、その季節ならではの自然物や自然事象を十分に感じ、味わえるようにす

る。そのため、日常の保育の中で幼児と一緒に見付けた季節の変化等を教師間で情

報交換しながら、教師自身の自然に関わる感性を磨いていく。 

◆戸外で生き物と関わった体験の連続性が図られるよう保育室の環境も見直す。例え

ば、幼児が採取してきた生き物を継続的に観察したり､世話をしたりできるような

場を用意する。 

◆園庭だけではなく、地域の自然環境（広場、池など）を保育環境として取り入れ、

幼児と自然との関わりの場を広げていく。 

◆地域の自然に関する専門家と触れ合う機会を継続的につくり、地域の人とのつなが

りを通して、幼児の自然に対する興味を更に深め広げるようにする。 

 

こうした年間指導計画を基に各担任は、短期の指導計画においても、幼児の自然環

境に関わる内容を盛り込みました。以下、その一端を紹介します。 

 

５歳児 ５月第２週（５/９～５/13）のねらい 

＊友達と一緒に遊ぶ中で、自分の思いを表し、したいことを実現していこうとす

る。 

＊自然に関わって発見する楽しさやおもしろさを友達と共有し、自分たちの生活

に取り入れようとする。 

この週、自然との関わりとしてオタマジャクシ捕りを計画し、その際の環境の構成

や教師の援助を次のように考えました。 
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○近隣の高校の校庭にある池に、オタマジャクシを捕りに行く 

 ・小さな池なのでオタマジャクシとの関わりが十分楽しめるよう少人数で出掛

けるようにする。 

 ・透明のカップやペットボトルなど、すくうものを幼児なりに考えて選んで持

っていくことができるように様々な容器を用意する。 

 ・捕ってきたオタマジャクシと園内でも遊べるような環境を用意する。捕って

きた幼児を中心に、３歳児に見せたり、教えたり、譲ってあげたりして、３歳

児との関わりが生まれるきっかけにしていく。 

 ・遊んだり世話をしたりする中で、強く触ると弱ってしまうことなど生き物と

の関わり方が考えられるように働き掛けていく。 

                      

この週の具体的な幼児の姿を見てみましょう。 

○オタマジャクシ捕りを楽しむ 

池には、月、火、金と３回出掛けたが、最初に出掛けた友達の様子を聞き、ほ

ぼ全員が興味をもって出掛け、オタマジャクシ捕りを体験した。３回連続して出

掛ける幼児や浅い池なので中に入って捕る幼児もいた。池の中を移動すると、底

に沈んでいたオタマジャクシが水面近くに上がってきて池の周りにいる幼児が捕

りやすくなるため、互いに声を掛け合いながら捕っていた。限られた数の網を順

番に使ったり、それぞれが持ってきたカップですくったりして捕った。自分で選

んで持ってきた容器のすくいやすさを試したり考えて使ったりして、次回には、

別の容器を選んで捕ろうとする幼児もいた。 

捕ってきたたくさんのオタマジャクシを幼稚園ではトロ箱に入れて泳がせ、年

少・年中児にも見せたり、すくい方を教えたりして、オタマジャクシすくいを楽

しんだ。 

 こうした幼児の姿を基に、翌週には次のような環境の構成や教師の援助を大事にし

ようと考えました。 
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○オタマジャクシ・カエルと触れ合ったり世話をしたりする 

・オタマジャクシとの関わりの中での幼児なりの発見や驚きなどを受け止め、自

然に触れる嬉しさや楽しさを十分に味わえるようにする。 

・保育室に図鑑やオタマジャクシに関する絵本を用意し、疑問に思ったことをす

ぐに友達と一緒に調べられるようにしておく。 

・オタマジャクシの扱いが荒くなってきているので、たくさんいる小さなオタマ

ジャクシも、それぞれを大事に思い、命あるものとして丁寧に関わるように促

していく。 

・カエルに成長したら、捕ってきた高校の池に返しにいくようにする。 

 

 

 その後の園生活においても、生き物と関わる体験が積み重ねられるよう、園外保育

も例年の行先を変更し、水族館のある熱帯植物園と動物と触れ合える「子供自然動物

園」が隣接した施設に出掛けました。 

また、それまでの地域との関わりを見直し、地域の専門家の協力を得て、幼児の興

味や関心の高いカエルやイモリなどを観たり触ったりできる「いきもの博物館」を園

の一室に作ることを計画しました。 

次に示したのは、その「いきもの博物館」に関わる幼児の姿です。 

 

○いきもの博物館を開催する（７／11～７／15） 

 「いきもの博物館」には、地域の専門家からの標本展示だけでなく、幼児が園庭で

見付けて保育室で飼っていた虫などを自主的に展示できるスペースも大きくとっ

た。幼児は、捕まえた虫の名前を地域の専門家に伺い、展示したり、標本の中から

同じ虫を探したりするなど、自分たちの生活の中に「いきもの博物館」を取り込む

姿が見られるようになった。夏休みを迎えるに当たり、その生き物を休み中どうす

るかという問題が出てきた。カブトムシやカエルなどは、自宅で飼える幼児が持ち

帰り、家庭で世話をしようということになり、引き続き、家庭において生き物に親

しむ経験につながっていった。 
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 このように、新しい教育課程の具体化を目指して、見直した重点項目を意識して指

導計画を立てたことで、教師自身の意識も幼児の日々の活動だけでなく、例えば園外

の自然環境や地域の人々との関わり方、家庭との連携等へも広がり、幼児にとっても

自然体験が様々な体験へとつながっていきました。 

 

教育課程の改善から指導計画を見直し、日々の実践に確実につながるようにするた

めには、以下のことが大切であると考えます。 

 

○教育課程で改善された重点項目を、いつの時期にどのような内容で指導計画に盛り

込んでいくか等、長期的な指導を見通します。その際、一つ一つの体験の関連性を

考慮し、幼児の体験がより意味のある豊かなものとなっていくようにする。 

○新しい教育課程に盛り込んだ事項に関して、教師自身もその特性や特質について日

頃から研究し、その教育的な価値について理解し、実際の指導場面で必要に応じて

活用できるようにしておく。 

○重点項目についての幼児理解を深め、常に教師の指導の評価、改善を図るようにす

る。 

○家庭や地域との連携も視野に入れ、理解や協力を得ながら進めるようにする。 
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事例５  公開保育を活用した指導計画の改善 

  

（１）公開保育を通した教師の学びを指導計画の改善につなげる 

先に述べたとおり（218頁）、幼児の発達についての評価は教師の指導についての

評価と表裏一体であり、教師の指導の改善は重要です。しかし、教師が自らの指導に

ついて振り返ることは難しいことでもあります。そこで、公開保育を活用し、外部の

視点を導入することによって、より多面的・多角的な評価・改善を行うことが可能と

なります。 

公開保育実施園では、事前研修や公開保育の準備、他園の複数の教師との意見交

換、意見交換を踏まえた振り返りの園内研修などを行います。そして、これらを効果

的に行うため、公開保育の事前研修や準備から終了後の園内研修までの全てに関わり

支援するコーディネーター等を活用することも考えられます。幼稚園教育の理念と実

践を熟知しファシリテーションのスキルをもつコーディネーターを活用することによ

り、円滑な事前準備、参加者に伝わりやすい説明、活発な意見交換、園内研修の充実

などが可能となります。 

公開保育では、他の幼稚園や保育所の教職員だけではなく、小中学校の教師等の

参加も考えられます。多様な参加者による公開保育後の意見交換は、多面的・多角的

な評価に有効です。公開保育実施園の教師は、参加者との対話を通して、内省が促さ

れ、自らの指導のよさや課題に気付いたり、課題解決に向けての方策を見いだしたり

することができます。 

一方、参加者も他園の保育を見たり話し合いに参加することによって、自分の保

育を振り返ることができます。この意味において、公開保育は、公開する側と参加す

る側の双方に学びがあり、指導の改善につながる互恵性をもった取組といえます。 
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（２）教師の学びを深める公開保育の５つのステップとコーディネーターの支援 

幼稚園が質の高い教育実践をしていくためには、ＰＬＡＮ（計画）、ＤＯ（実行）、

ＣＨＥＣＫ（評価）、ＡＣＴＩＯＮ（改善）といった一連のＰＤＣＡサイクルに基づい

て継続的な教育改善を行っていくことが重要です。しかし、自らの教育を客観的に振

り返り評価することは難しいことでもあります。そこで、公開保育を実施し、外部の

視点を導入することによって、より多面的・多角的な評価・改善を行うことが可能と

なります。 

ここで実践事例としてあげる公開保育は、従来の公開保育とは異なる特色をもって

います。大きな特色としては、公開保育当日だけでなく、公開保育を含んだ５つの 

ＳＴＥＰを踏みながら、園全体で教育の評価・改善を進めていくということと、ＳＴＥＰ

１からＳＴＥＰ５までの一連の取組に、コーディネーターが関わって支援するという

ことです。コーディネーターは、外部から園に入る立場にありますが、公開保育実施

園に寄り添いながら教育改善をともに考え、ともに学ぶ存在です。コーディネーター

の役割としては、取組全体のコーディネートをしたり、話し合いの場でファシリテー

ションをしたりします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

STEP1 事前訪問 

コーディネーターが園

を訪問し、園長や主任

から園の理念・課題と

公開保育に期待するこ

となどを聴き取る 

STEP2 事前研修 

コーディネーターの進

行によるワークショッ

プ等を通じて、教師が考

える自園のよさや課題

等を検討し、共有する 

STEP3 準備 

公開保育当日に意見

をもらいたい保育の

観点を「問い」として

まとめるなど、公開保

育の準備をする 

STEP4 公開保育 

公開保育を実施すると

ともに、「問い」に対す

る意見を基に、コーデ

ィネーターの進行によ

る協議会を実施する 

STEP5 事後研修 

コーディネーターとと

もに、公開保育を振り

返り、次に取り組むべ

き課題等を見いだす 
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ＳＴＥＰ１では、コーディネーターが公開保育実施園の園長や園長をサポートする

役割の主任等へヒアリングを行い、園の理念や現状、課題、公開保育への期待等を聴

き取ります。 

ＳＴＥＰ２の事前研修では、全教員でワークショップを行い自園のよさや課題につ

いて出された意見を整理し共有します。 

ＳＴＥＰ３では、事前研修で出された課題を基にしながら、公開保育当日に参加者

と共有したい視点を「問い」として示すことができるように、公開保育の準備をしま

す。 

ＳＴＥＰ４の公開保育当日は、他園の複数の参加者が「問い」を踏まえながら保育

を参観します。保育参観後の協議会では、公開保育実施園の教師と公開保育の参加者

とが意見交換をしながら、自分たちだけでは分からなかった自園のよさや課題等を見

付けていきます。 

ＳＴＥＰ５の事後研修では、公開保育で得られた参加者からの意見を基にして、振

り返りを行います。自園のよさで更に伸ばしていきたいことや改善すべき課題を整理

し、課題解決に向けての方策等を見いだしていきます。 

この公開保育の一連の取組を進めることによって、実施園内のコミュニケーション

が活性化され、同僚性が高まり、学び合う土壌が形成されると考えられます。そして、

教育活動における PDCA サイクルが機能することによって、教育の改善につなげるこ

とが期待できます。 
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(３) 実践例 

ここでは、公開保育を活用して教育実践の改善を行った例を紹介します。 

 

＜Ｅ園における公開保育の取組＞ 

 

ＳＴＥＰ１  事前訪問（園長、主任へのヒアリング） 8 月 

コーディネーターがＥ園を訪問し、園長や主任にヒアリングを行ったところ、次の

ようなことが語られました。 

 

・幼児の主体性を大切にした保育を目指したいと思い、その実現に向けて取り組んで

いるが、教師間で思いのズレがあり、なかなか効果があがらない。 

・年間を通して様々な行事があり、幼児も保護者もそれらの行事を楽しみにしている

が、行事の内容や方法が教師主導になっているように思う。日々の遊びが行事につな

がり、幼児がやりたいと思うことが実現できるような行事にしたい。 

 

ＳＴＥＰ２  事前研修 8 月 

Ｅ園の教師全員が参加し、コーディネーターの進行により園内研修を行いました。

自園のよさや課題について、それぞれの教師が付箋に意見を書き、それを出しながら

話し合い、整理しました。教師全員が参加することで、自園のよさや課題を共有する

ことができました。 

 

〈よさ〉 

・自然豊かな広い園庭があり、幼児たちは進んで身体を動かして遊ぶ姿が見られる 

・人の話を興味をもって聞こうとする幼児が多い 

・教師同士のコミュニケーションがとれている 

・保護者との連携がよくとれている 

 

〈課題〉 

・幼児が主体的に活動している場面が少ない 

・幼児の思いや願いが反映した行事になっていない 
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・行事が多く、自由に遊ぶ時間をとることが難しい 

・園庭の自然を上手く活用できていない 

・幼児たちが自分の思いを十分に表すことができていない 

 

ＳＴＥＰ３ 準備 9 月下旬 

ＳＴＥＰ２であげられた自園のよさと課題を教師間で共通理解したうえで、公開保

育では「幼児の主体性を大切にした行事の取組」というテーマで、改善を試みること

にしました。 

Ｅ園では毎年秋に「子供まつり」を行っていますが、今年度はその取組の内容を

教師が決めるのではなく、幼児たちの思いや願いを取り入れて、今幼児たちが楽し

んでいる遊びが行事につながっていくように工夫したいと考えました。 

 

〇年長児の取組 

年長児は、昨年も子供まつりを経験していることから、子供まつりを楽しみにする

様子が見られました。教師が子供まつりのことを話題にすると、「おばけやしきを作っ

て遊びたい」「かわいい衣装を着て、ダンスを踊りたい」「いろいろなお店を出して、

年中や年少の友達を招待したい」等の考えが出てきました。 

そこで３週間後の子供まつりに向けて、幼児たちが考えを出し合いながら遊びを進

め、思いを実現していけるようにしたいと教師は考えました。公開保育が、子供まつ

りに向けての活動の２週間目にあたることを踏まえ、学年の教師で話し合いながら、

公開保育当日に参加者に投げ掛ける「問い」作りを行いました。 

そして、コーディネーターからもアドバイスを受け、次のような「問い」を作りま

した。 
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【問い】 

子供たちは今、子供まつりに向けておばけやしきやピザ屋を作ったり、ダンス

をしたりしています。本物らしくしたいという思いが強く、自分の体験を基に「お

ばけやしきを暗くするには、どうしたらいい?」「おばけは動かないと怖くないよ」

「ピザは厚いのと薄いのとがあるよ」などと話しながら、友達と一緒に取り組ん

でいます。ダンスのグループは、運動会で踊った曲を衣装を着て踊りたいという

思いから、衣装作りを始めました。遊びを進める中で、友達の考えに耳を傾け、

仲間意識をもって遊ぶ姿が見られるようになってきましたが、作る物のイメージ

が友達同士で合わず気持ちがぶつかり合っている姿も見られます。 

自分たちがイメージしたものを工夫して作ることができるよう、教師は身近な

素材を自由に使えるように置いておいたり、友達とイメージを共有するための方

法を提案したりしてきました。また、友達の考えのよさに気付くことができるよ

うな言葉掛けを心掛けています。 

 

①子供たちが友達と考えを出し合い、共通の目的に向かって試したり工夫したり

して遊ぶ姿は、どのような場面で見られましたか？ 

②子供たちの主体的な活動につながる環境の構成や教師の関わりについて、気付

いたことや感じたことがありましたら教えてください。 

 

ＳＴＥＰ４ 公開保育 10 月中旬 

 

 公開保育当日は、各学級の指導計画とともに、公開保育実施園の教師が参加者と共

有したい視点を「問い」として示しました。参加者はそれらの「問い」を基に保育を

参観し、「問い」に対する意見を付箋に書いていきました。 
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10 月〇日 5 歳児 指導案 

 

本 日 の ね ら

いと内容 

 

子供まつりに向けて友達と共通の目的をもち、考えを出し 

合いながら、試したり工夫したりして遊ぶ楽しさを味わう 

 

・自分の考えやイメージを言葉で伝え合う 

・友達と役割を分担したり、力を合わせたりして遊びを進める 

・イメージに合った材料を選んで、遊びに必要なものを作る 

・物の性質や仕組みに興味をもち、試したり工夫したりする 

・友達の考えのよさに気付き、認め合いながら遊びを進める 

・友達と一緒に音楽に合わせて身体を動かす楽しさを味わう 

 

環 境 の 構 成

や 教 師 の 援

助 

・遊びのイメージに合うような材料を用意しておき、幼児が選んで

使うことができるようにする。 

・友達同士で考えを出し合いながら遊びを進めていく姿を見守る。

互いの考えやイメージがうまく伝わらないときは、状況を見なが

ら援助する。 

・幼児が試行錯誤しながら取り組むことができるような時間を保障

する。 

・一人一人が工夫している点を認め、他の幼児にもそのよさを伝え

るようにする。 

・道具や場の使い方など、危険がないか幼児の姿を見守る。 

・学級で振り返りの時間をつくり、友達と達成感を共有したり、次

の活動への見通しや期待がもてたりするように、話し合いを進め

る。 

・遊びが持続していけるように、作りかけの物の置き場所や片付け

方を、幼児と相談しながら決める。 
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保育参観後の協議会では、コーディネーターがファシリテーターとなり、書かれた

付箋を使いながら公開保育の参加者と実施園の教師とで意見を出し合い、協議を深め

ました。 
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おばけやしきのイメ

ージを友達と共有す

るために、設計図の

ようなものをかいた

ことはよかった。 

園庭にある様々な自

然物をピザやおばけ

やしきの製作に活用

できるような環境の

構成があるとよいと

思った。 

おばけの動く仕組みを

自分なりに考えて試し

たり工夫したりする姿

が見られた。すぐ教師

が方法を教えるのでは

なく、幼児自身の発想

で試行錯誤する経験が

大切だと思う。 

ピザのトッピングを

考える場面で、一人の

女児の意見が強く、他

の子が自分の思いを

なかなか言えない様

子が見られた。このよ

うなときには、他の子

も発言できるような

教師の介入があると

よいと思った。 

身近な素材を部屋の

中に用意しておくの

もよいが、年長児な

のでイメージに合っ

た材料を自分たちで

探すのもよいのでは

ないか。 

ダンスをする場所を保

育室に限るのではなく、

幼児と相談してウッド

デッキ等も利用すれば、

他の学級との自然な交

流も生まれるのではな

いか。 

参加者の 
意見 

実施園の教師の 

「問い」 

① 子供たちが友達と考えを出し合い、共通の目的

に向かって試したり工夫したりして遊ぶ姿は、

どのような場面で見られましたか？ 

② 子供たちの主体的な活動につながる環境の構成

や教師の関わりについて、気付いたことや感じ

たことがありましたら教えてください。 

ダンスはどの子も動きを

覚えて、自信をもって踊

っている姿が見られた。

もし、曲のレパートリー

を増やすのであれば、次

は幼児が自分たちでダン

スの振り付けを考えたら

楽しいと思う。 

今日の活動につ

いて、学級で集

まって振り返る

時 間 が あ っ た

が、教師の思い

が少し出すぎて

いたように感じ

た。 

遊びの中で幼児の言葉

に耳を傾け、一人一人の

考えのよさを認める教

師の関わりはとてもよ

いと思った。 
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ＳＴＥＰ５ 事後研修（振り返り） 11 月 

 コーディネーターとともに実施園の教師が公開保育を振り返り、協議会において参

加者から出された意見を整理し、園全体で共有しました。そして、自園のよさやさら

に伸ばしていきたい点、改善すべき課題と課題解決のための方策について話し合いま

した。Ｅ園では、これらの振り返りによって、次のようなことが見いだされました。 

 

〈よさやさらに伸ばしていきたい点〉 

・行事への取組の過程においても、幼児たちの主体的な姿が見られるようになってき

ている。 

・自園が目指す保育の方向性やその実現のために試みてきたことが参加者から認めら

れ、自信につながった。これからも幼児の主体性を大切にした保育を進めていくよ

うに努力したい。 

・これまでも教師間のコミュニケーションはよかったが、各ＳＴＥＰにおいて話し合

いを重ねることで、よりコミュニケーションがとれるようになった。 

 

〈課題と課題解決の方策〉 

・主体的に活動できている幼児もいるが、自分の思いを出すことが難しい幼児もいる。

一人一人の思いを理解し、その幼児らしい表現を支えるためには、教師間の連携が

より必要である。 

・遊びの場や空間の使い方が固定化している。他園の取組を参考にして、幼児の発想

を取り入れながら多様な活用の仕方を考えていきたい。 

・園庭や地域の自然を遊びに取り入れる工夫が必要である。季節ごとにどのような自

然物を取り入れることができるか調べて整理したい。 

・幼児たちが自らの活動を振り返り、次の活動に生かしていくための方法を検討して

いきたい。 

 

（４）公開保育を活用するためのポイント 

 

 公開保育の実施前には、準備が大変、振り返りの会が憂鬱などと感じることもある

かもしれません。しかし、公開保育は教師同士の学び合いの機会であり、「やってよか

った」と思えるような公開保育とすることが大切です。 
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公開保育実施園と他園からの参加者とコーディネーターが共に学び合い、育ち合う

ために下記の項目に留意します。 

 

○コーディネーターが支援する 

 ＳＴＥＰ１からＳＴＥＰ５までコーディネーターが公開保育実施園に関わって支援

していくことが大切です。 

コーディネーターの役割は、評価をすることでも指導や助言をすることでもありま

せん。公開保育実施園が自園のよさや課題に気付き、「公開保育をしてよかった」と思

えること、個々の教師が同僚との関係に支えられる中で、全員で意欲的に園の課題を

解決し、教育活動の質の向上を目指す風土の醸成を支援することです。 

 

○自園のよさと課題を見つける 

教師個人や園全体で自らの保育のよさや園の現状と課題をワークショップなどを

通して明らかにし、解決策を探ります。 

 

○参観の視点を「問い」として提示する 

公開保育実施園は、他園からの参加者が共通の視点をもって保育を参観できるよ

うに、指導計画とともに「見てほしい点」「協議してほしい点」「質問したい点」

等を「問い」という形で明確に示しておきます。 

「問い」は、基本的に次のような構成になっており、公開保育実施園の教師がそ

れらを踏まえながら「問い」作りをすることが、保育の振り返りや改善につながり

ます。 

 

「問い」の基本的な構成 

・この時期の「幼児の様子や育ちの姿」 

・幼児の今の姿を基にした「教師の願い」 

・教師の願いを具体的にするための「環境の構成・援助・工夫・手立て」  

・「参加者に聞きたいこと・教えてほしいこと」 
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参加者はその「問い」の視点から幼児の姿を捉えられるように、幼児の活動の具

体的な場面を根拠にしながら幼児理解に努めるとともに、自分がこの幼児の担任だっ

たらという思いをもって共に指導の在り方を考えながら参観します。 

そして、提示された「問い」に対して、付箋等で感想や質問、意見を出します。 

 

○保育参観後の話し合いで留意すること 

・公開保育を実施した園の教師が実践のねらいや参加者から聞きたいことを話す。 

・ファシリテーターは、本日の保育において、教師の関わり、環境、集団の雰囲気

等で印象に残ったこと、園の保育について共感できること、教師のよさと感じた

こと等、まず肯定的な視点からの意見を取り上げ、和やかであるとともに活発に

発言しやすい雰囲気にする。 

・園から提示された「問い」を話合いの柱とする。 

・参加者は否定的ではなく、互いによりよくするために、共感したこと、気付いた

こと、疑問に感じたこと、自らの保育の取り組み例等、幼児理解や教師の指導の

改善という視点から学び合う姿勢をもって話し合いに参加する。 

・付箋紙での意見や協議の内容を模造紙に書き留める等して、参加者同士で共有で

きるようにする。 

・保育においての正解を求めるのではなく、園の教師と参加者の視点が交差する中

で、幼児の姿、環境、関わり等を多面的に捉える。 

 

○公開保育後に取り組むこと 

・自園のよさ、大切に伸ばしていきたい点を再確認し共有する。 

・ワークショップを通して自園の課題を全員で見つめ直し、改善するための方策を

検討し、具体的に取り組むイメージを明確化し、計画、実施、評価、そして更な

る改善をする。このPDCAサイクルを繰り返して、教育活動の質の向上が図られて

いく。 

・他園からの参加者も自らの保育を振り返り、改善につなげる。 
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第４章に掲載している事例一覧 

 

事例タイトル 事例の内容 

事例１ 短期の指導計画

の評価・改善 

第４週のねらいに沿って実践した幼児の姿の振り返

り、その育ちと教師の指導の評価を行うことにより、

第５週のねらいや内容へのつながり、さらには幼児の

具体的な活動を予想し環境の構成や援助の具体を考え

る過程を示した事例 

事例２ 長期の指導計画

の評価・改善 

一年間を振り返り、年間指導計画の流れが、幼児の発達

の実情に即していたか、幼児の興味や関心や欲求を生か

し、主体的な活動を引き出すものであったか等につい

て、評価した事例 

事例３ 指導の過程の評

価から指導計画の改善 

 

５歳児のリレー遊びの指導の過程を振り返り、幼児の発

達の理解を見直し、指導計画の「ねらい及び内容」、「環

境の構成」を評価・改善した事例 

事例４ 教育課程の改善

を踏まえた指導計画の改

善 

自然との関わりを重視した新しい教育課程を踏まえて

長期の指導計画を作成し、さらに実際の自然と関わる幼

児の姿を捉えながら短期の指導計画を見直しつつある

事例 

事例５ 公開保育を活用

した指導計画の改善 

公開保育を活用し、外部の視点を導入することによっ

て、より多面的・多角的な評価・改善に取り組んだ事例 
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１ 教育基本法（抄） 

 

 

平成十八年十二月二十二日法律第百二十号 

 

第十一条  幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることにかんが

み、国及び地方公共団体は、幼児の健やかな成長に資する良好な環境の整備その他適当な方法 

によって、その振興に努めなければならない。 
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２ 学校教育法（抄） 

昭和二十二年三月三十一日法律第二十六号 

一部改正：令和元年六月二十六日法律第四十四号 

 

第三章   幼稚園 

第二十二条  幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、

幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的と

する。 

第二十三条  幼稚園における教育は、前条に規定する目的を実現するため、次に掲げる目標を

達成するよう行われるものとする。 

一  健康、安全で幸福な生活のために必要な基本的な習慣を養い、身体諸機能の調和的発達

を図ること。 

二  集団生活を通じて、喜んでこれに参加する態度を養うとともに家族や身近な人への信頼

感を深め、自主、自律及び協同の精神並びに規範意識の芽生えを養うこと。 

三  身近な社会生活、生命及び自然に対する興味を養い、それらに対する正しい理解と態度

及び思考力の芽生えを養うこと。 

四  日常の会話や、絵本、童話等に親しむことを通じて、言葉の使い方を正しく導くととも

に、相手の話を理解しようとする態度を養うこと。 

五  音楽、身体による表現、造形等に親しむことを通じて、豊かな感性と表現力の芽生えを

養うこと。 

第二十四条  幼稚園においては、第二十二条に規定する目的を実現するための教育を行うほか、 

幼児期の教育に関する各般の問題につき、保護者及び地域住民その他の関係者からの相談に

応じ、必要な情報の提供及び助言を行うなど、 家庭及び地域における幼児期の教育の支援に

努めるものとする。 

第二十五条  幼稚園の教育課程その他の保育内容に関する事項は、第二十二条及び第二十三条

の規定に従い、文部科学大臣が定める。 

第二十六条  幼稚園に入園することのできる者は、満三歳から、小学校就学の始期に達するま

での幼児とする。 

 

第八章  特別支援教育 

第八十一条  幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び中等教育学校においては、

次項各号のいずれかに該当する幼児、児童及び生徒その他教育上特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対し、文部科学大臣の定めるところにより、 障害による学習上又は生活

上の困難を克服するための教育を行うものとする。 

（第二項及び第三項  略） 
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３ 学校教育法施行規則（抄） 

 

昭和二十二年五月二十三日文部省令第十一号 

一部改正：令和二年四月一日文部科学省令第十五号 

 

第三章   幼稚園 

第三十七条  幼稚園の毎学年の教育週数は、特別の事情のある場合を除き、三十九週を下つて

はならない。 

第三十八条  幼稚園の教育課程その他の保育内容については、この章に定めるもののほか、教

育課程その他の保育内容の基準として文部科学大臣が別に公示する幼稚園教育要領によるも

のとする。 
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４ 幼稚園教育要領 

 

○文部科学省告示第六十二号 

学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）第三十八条の規定に基づき、幼稚園教

育要領（平成二十年文部科学省告示第二十六号）の全部を次のように改正し、平成三十年四月一

日から施行する。 

    平成二十九年三月三十一日 

                              文部科学大臣 松野 博一 

  

  幼稚園教育要領 

目次 

前文 

第１章 総則 

  第１ 幼稚園教育の基本 

  第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

  第３ 教育課程の役割と編成等 

  第４ 指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価 

  第５ 特別な配慮を必要とする幼児への指導 

  第６ 幼稚園運営上の留意事項 

  第７ 教育課程に係る教育時間終了後等に行う教育活動など 

第２章 ねらい及び内容 

  健康 

  人間関係 

  環境 

  言葉 

  表現 

第３章 教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項 
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教育は、教育基本法第１条に定めるとおり、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社

会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期すという目的のもと、同

法第２条に掲げる次の目標を達成するよう行われなければならない。 

１ 幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとと 

もに、健やかな身体を養うこと。 

２ 個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うと 

ともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと。 

３ 正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、 

主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。 

４ 生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

５ 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊 

重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。 

また、幼児期の教育については、同法第 11 条に掲げるとおり、生涯にわたる人格形成の基礎を

培う重要なものであることにかんがみ、国及び地方公共団体は、幼児の健やかな成長に資する良

好な環境の整備その他適当な方法によって、その振興に努めなければならないこととされている。 

これからの幼稚園には、学校教育の始まりとして、こうした教育の目的及び目標の達成を目指

しつつ、一人一人の幼児が、将来，自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価

値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人

生を切り拓
ひら

き、持続可能な社会の創り手となることができるようにするための基礎を培うことが

求められる。このために必要な教育の在り方を具体化するのが、各幼稚園において教育の内容等

を組織的かつ計画的に組み立てた教育課程である。 

教育課程を通して、これからの時代に求められる教育を実現していくためには、よりよい学校

教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有し、それぞれの幼稚園におい

て、幼児期にふさわしい生活をどのように展開し、どのような資質・能力を育むようにするのか

を教育課程において明確にしながら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという、

社会に開かれた教育課程の実現が重要となる。 

幼稚園教育要領とは、こうした理念の実現に向けて必要となる教育課程の基準を大綱的に定め

るものである。幼稚園教育要領が果たす役割の一つは、公の性質を有する幼稚園における教育水

準を全国的に確保することである。また、各幼稚園がその特色を生かして創意工夫を重ね、長年

にわたり積み重ねられてきた教育実践や学術研究の蓄積を生かしながら、幼児や地域の現状や課

題を捉え、家庭や地域社会と協力して、幼稚園教育要領を踏まえた教育活動の更なる充実を図っ

ていくことも重要である。 

幼児の自発的な活動としての遊びを生み出すために必要な環境を整え、一人一人の資質・能力

を育んでいくことは、教職員をはじめとする幼稚園関係者はもとより、家庭や地域の人々も含め、

様々な立場から幼児や幼稚園に関わる全ての大人に期待される役割である。家庭との緊密な連携
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の下、小学校以降の教育や生涯にわたる学習とのつながりを見通しながら、幼児の自発的な活動

としての遊びを通しての総合的な指導をする際に広く活用されるものとなることを期待して、こ

こに幼稚園教育要領を定める。 

 

第１章 総則 

 

第１ 幼稚園教育の基本    

 幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、幼稚園教育は，学校

教育法に規定する目的及び目標を達成するため、幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行うもの

であることを基本とする。 

 このため教師は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼児が身近な環境に主体的に関わり、環境

との関わり方や意味に気付き、これらを取り込もうとして、試行錯誤したり、考えたりするよう

になる幼児期の教育における見方・考え方を生かし、幼児と共によりよい教育環境を創造するよ

うに努めるものとする。これらを踏まえ、次に示す事項を重視して教育を行わなければならない。 

１ 幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮することにより発達に必要な体験を得ていく

ものであることを考慮して、幼児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活が展開さ

れるようにすること。  

２ 幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習で

あることを考慮して、遊びを通しての指導を中心として第２章に示すねらいが総合的に達成

されるようにすること。 

３ 幼児の発達は、心身の諸側面が相互に関連し合い、多様な経過をたどって成し遂げられて

いくものであること、また、幼児の生活経験がそれぞれ異なることなどを考慮して、幼児一人

一人の特性に応じ、発達の課題に即した指導を行うようにすること。 

 

その際、教師は、幼児の主体的な活動が確保されるよう幼児一人一人の行動の理解と予想に基

づき、計画的に環境を構成しなければならない。この場合において、教師は、幼児と人やものとの

関わりが重要であることを踏まえ、教材を工夫し、物的・空間的環境を構成しなければならない。

また、幼児一人一人の活動の場面に応じて、様々な役割を果たし、その活動を豊かにしなければ

ならない。 

 

第２ 幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

１ 幼稚園においては、生きる力の基礎を育むため、この章の第１に示す幼稚園教育の基本を

踏まえ、次に掲げる資質・能力を一体的に育むよう努めるものとする。 

  (1) 豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになったりする

「知識及び技能の基礎」 
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  (2) 気付いたことや、できるようになったことなどを使い、考えたり、試したり、工夫した

り、表現したりする「思考力、判断力、表現力等の基礎」 

  (3) 心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとする「学びに向かう力、人間性

等」 

２ １に示す資質・能力は、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体によって育むもの

である。 

３ 次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章に示すねらい及び内容に基づ

く活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であり、教

師が指導を行う際に考慮するものである。 

  (1) 健康な心と体 

     幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働か

せ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

  (2) 自立心 

     身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚

し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成

感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

  (3) 協同性 

     友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考え

たり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

  (4) 道徳性・規範意識の芽生え 

     友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り

返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。また、

きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きま

りをつくったり、守ったりするようになる。 

  (5) 社会生活との関わり 

     家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人

との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、

地域に親しみをもつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活

に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりする

など、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用するな

どして、社会とのつながりなどを意識するようになる。 

  (6) 思考力の芽生え 

     身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたり

し、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。ま

た、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断した

- 266-



   

り、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをより

よいものにするようになる。 

  (7) 自然との関わり・生命尊重 

     自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をも

って考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情

や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さ

や尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする

気持ちをもって関わるようになる。 

  (8) 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

     遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字

の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつよ

うになる。 

  (9) 言葉による伝え合い 

     先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を

身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いた

りし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

  (10)豊かな感性と表現 

     心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方など

に気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽し

んだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

 

第３  教育課程の役割と編成等 

１ 教育課程の役割  

   各幼稚園においては、教育基本法及び学校教育法その他の法令並びにこの幼稚園教育要領

の示すところに従い、創意工夫を生かし、幼児の心身の発達と幼稚園及び地域の実態に即応

した適切な教育課程を編成するものとする。 

   また、各幼稚園においては、６に示す全体的な計画にも留意しながら、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること、教育課程の実施状況を評価してそ

の改善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともに

その改善を図っていくことなどを通して、教育課程に基づき組織的かつ計画的に各幼稚園の

教育活動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努

めるものとする。 

２ 各幼稚園の教育目標と教育課程の編成 

   教育課程の編成に当たっては、幼稚園教育において育みたい資質・能力を踏まえつつ、各

幼稚園の教育目標を明確にするとともに、教育課程の編成についての基本的な方針が家庭や
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地域とも共有されるよう努めるものとする。 

３ 教育課程の編成上の基本的事項 

  (1) 幼稚園生活の全体を通して第２章に示すねらいが総合的に達成されるよう、教育課程に

係る教育期間や幼児の生活経験や発達の過程などを考慮して具体的なねらいと内容を組織

するものとする。この場合においては、特に、自我が芽生え、他者の存在を意識し、自己を

抑制しようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の特性を踏まえ、入園から修了に至るま

での長期的な視野をもって充実した生活が展開できるように配慮するものとする。 

  (2) 幼稚園の毎学年の教育課程に係る教育週数は、特別の事情のある場合を除き、39 週を下

ってはならない。 

  (3) 幼稚園の１日の教育課程に係る教育時間は、４時間を標準とする。ただし、幼児の心身

の発達の程度や季節などに適切に配慮するものとする。 

４ 教育課程の編成上の留意事項 

   教育課程の編成に当たっては，次の事項に留意するものとする。 

  (1) 幼児の生活は、入園当初の一人一人の遊びや教師との触れ合いを通して幼稚園生活に親

しみ、安定していく時期から、他の幼児との関わりの中で幼児の主体的な活動が深まり、幼

児が互いに必要な存在であることを認識するようになり、やがて幼児同士や学級全体で目

的をもって協同して幼稚園生活を展開し、深めていく時期などに至るまでの過程を様々に

経ながら広げられていくものであることを考慮し、活動がそれぞれの時期にふさわしく展

開されるようにすること。 

  (2) 入園当初、特に、３歳児の入園については、家庭との連携を緊密にし、生活のリズムや

安全面に十分配慮すること。また，満３歳児については、学年の途中から入園することを考

慮し、幼児が安心して幼稚園生活を過ごすことができるよう配慮すること。 

  (3) 幼稚園生活が幼児にとって安全なものとなるよう、教職員による協力体制の下、幼児の

主体的な活動を大切にしつつ、園庭や園舎などの環境の配慮や指導の工夫を行うこと。 

５ 小学校教育との接続に当たっての留意事項 

  (1) 幼稚園においては、幼稚園教育が、小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながるこ

とに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度などの

基礎を培うようにするものとする。 

  (2) 幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、

小学校の教師との意見交換や合同の研究の機会などを設け、「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」を共有するなど連携を図り、幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図る

よう努めるものとする。 

６ 全体的な計画の作成 

   各幼稚園においては、教育課程を中心に、第３章に示す教育課程に係る教育時間の終了後

等に行う教育活動の計画、学校保健計画，学校安全計画などとを関連させ、一体的に教育活
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動が展開されるよう全体的な計画を作成するものとする。 

 

第４ 指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価 

１ 指導計画の考え方 

   幼稚園教育は、幼児が自ら意欲をもって環境と関わることによりつくり出される具体的な

活動を通して、その目標の達成を図るものである。 

   幼稚園においてはこのことを踏まえ、幼児期にふさわしい生活が展開され、適切な指導が

行われるよう、それぞれの幼稚園の教育課程に基づき、調和のとれた組織的、発展的な指導

計画を作成し、幼児の活動に沿った柔軟な指導を行わなければならない。 

２ 指導計画の作成上の基本的事項 

  (1) 指導計画は、幼児の発達に即して一人一人の幼児が幼児期にふさわしい生活を展開し、

必要な体験を得られるようにするために、具体的に作成するものとする。 

  (2) 指導計画の作成に当たっては、次に示すところにより、具体的なねらい及び内容を明確

に設定し、適切な環境を構成することなどにより活動が選択・展開されるようにするもの

とする。 

    ア 具体的なねらい及び内容は、幼稚園生活における幼児の発達の過程を見通し、幼児の

生活の連続性、季節の変化などを考慮して、幼児の興味や関心、発達の実情などに応じ

て設定すること。 

    イ 環境は、具体的なねらいを達成するために適切なものとなるように構成し、幼児が自

らその環境に関わることにより様々な活動を展開しつつ必要な体験を得られるようにす

ること。その際、幼児の生活する姿や発想を大切にし、常にその環境が適切なものとなる

ようにすること。 

    ウ 幼児の行う具体的な活動は、生活の流れの中で様々に変化するものであることに留意

し、幼児が望ましい方向に向かって自ら活動を展開していくことができるよう必要な援

助をすること。 

       

     その際、幼児の実態及び幼児を取り巻く状況の変化などに即して指導の過程についての

評価を適切に行い、常に指導計画の改善を図るものとする。 

３ 指導計画の作成上の留意事項 

   指導計画の作成に当たっては、次の事項に留意するものとする。 

  (1) 長期的に発達を見通した年、学期、月などにわたる長期の指導計画やこれとの関連を保

ちながらより具体的な幼児の生活に即した週、日などの短期の指導計画を作成し、適切な

指導が行われるようにすること。特に、週、日などの短期の指導計画については、幼児の生

活のリズムに配慮し、幼児の意識や興味の連続性のある活動が相互に関連して幼稚園生活

の自然な流れの中に組み込まれるようにすること。   
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  (2) 幼児が様々な人やものとの関わりを通して、多様な体験をし、心身の調和のとれた発達

を促すようにしていくこと。その際，幼児の発達に即して主体的・対話的で深い学びが実現

するようにするとともに、心を動かされる体験が次の活動を生み出すことを考慮し、一つ

一つの体験が相互に結び付き、幼稚園生活が充実するようにすること。 

  (3) 言語に関する能力の発達と思考力等の発達が関連していることを踏まえ、幼稚園生活全

体を通して、幼児の発達を踏まえた言語環境を整え、言語活動の充実を図ること。 

  (4) 幼児が次の活動への期待や意欲をもつことができるよう、幼児の実態を踏まえながら、

教師や他の幼児と共に遊びや生活の中で見通しをもったり、振り返ったりするよう工夫す

ること。 

  (5) 行事の指導に当たっては、幼稚園生活の自然の流れの中で生活に変化や潤いを与え、幼

児が主体的に楽しく活動できるようにすること。なお、それぞれの行事についてはその教育

的価値を十分検討し、適切なものを精選し、幼児の負担にならないようにすること。 

  (6) 幼児期は直接的な体験が重要であることを踏まえ、視聴覚教材やコンピュータなど情報

機器を活用する際には、幼稚園生活では得難い体験を補完するなど、幼児の体験との関連

を考慮すること。 

  (7) 幼児の主体的な活動を促すためには、教師が多様な関わりをもつことが重要であること

を踏まえ、教師は、理解者、共同作業者など様々な役割を果たし、幼児の発達に必要な豊か

な体験が得られるよう、活動の場面に応じて、適切な指導を行うようにすること。  

  (8) 幼児の行う活動は、個人、グループ、学級全体などで多様に展開されるものであること

を踏まえ、幼稚園全体の教師による協力体制を作りながら、一人一人の幼児が興味や欲求

を十分に満足させるよう適切な援助を行うようにすること。 

４ 幼児理解に基づいた評価の実施 

   幼児一人一人の発達の理解に基づいた評価の実施に当たっては、次の事項に配慮するもの

とする。 

  (1) 指導の過程を振り返りながら幼児の理解を進め、幼児一人一人のよさや可能性などを把

握し、指導の改善に生かすようにすること。その際、他の幼児との比較や一定の基準に対す

る達成度についての評定によって捉えるものではないことに留意すること。 

  (2) 評価の妥当性や信頼性が高められるよう創意工夫を行い、組織的かつ計画的な取組を推

進するとともに、次年度又は小学校等にその内容が適切に引き継がれるようにすること。 

 

第５ 特別な配慮を必要とする幼児への指導 

１ 障害のある幼児などへの指導 

   障害のある幼児などへの指導に当たっては、集団の中で生活することを通して全体的な発

達を促していくことに配慮し、特別支援学校などの助言又は援助を活用しつつ、個々の幼児

の障害の状態などに応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。
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また、家庭、地域及び医療や福祉、保健等の業務を行う関係機関との連携を図り、長期的な

視点で幼児への教育的支援を行うために、個別の教育支援計画を作成し活用することに努め

るとともに、個々の幼児の実態を的確に把握し、個別の指導計画を作成し活用することに努

めるものとする。  

２ 海外から帰国した幼児や生活に必要な日本語の習得に困難のある幼児の幼稚園生活への適

応 

   海外から帰国した幼児や生活に必要な日本語の習得に困難のある幼児については、安心し

て自己を発揮できるよう配慮するなど個々の幼児の実態に応じ、指導内容や指導方法の工夫

を組織的かつ計画的に行うものとする。  

 

第６ 幼稚園運営上の留意事項 

１ 各幼稚園においては、園長の方針の下に、園務分掌に基づき教職員が適切に役割を分担し

つつ、相互に連携しながら、教育課程や指導の改善を図るものとする。また、各幼稚園が行う

学校評価については、教育課程の編成、実施、改善が教育活動や幼稚園運営の中核となるこ

とを踏まえ、カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実施するよう留意するものとす

る。 

２ 幼児の生活は、家庭を基盤として地域社会を通じて次第に広がりをもつものであることに

留意し、家庭との連携を十分に図るなど、幼稚園における生活が家庭や地域社会と連続性を

保ちつつ展開されるようにするものとする。その際、地域の自然、高齢者や異年齢の子供など

を含む人材、行事や公共施設などの地域の資源を積極的に活用し、幼児が豊かな生活体験を

得られるように工夫するものとする。また、家庭との連携に当たっては、保護者との情報交換

の機会を設けたり、保護者と幼児との活動の機会を設けたりなどすることを通じて、保護者

の幼児期の教育に関する理解が深まるよう配慮するものとする。 

３ 地域や幼稚園の実態等により、幼稚園間に加え、保育所、幼保連携型認定こども園、小学

校、中学校、高等学校及び特別支援学校などとの間の連携や交流を図るものとする。特に、幼

稚園教育と小学校教育の円滑な接続のため、幼稚園の幼児と小学校の児童との交流の機会を

積極的に設けるようにするものとする。また、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学

習の機会を設け、共に尊重し合いながら協働して生活していく態度を育むよう努めるものと

する。 

 

第７ 教育課程に係る教育時間終了後等に行う教育活動など 

 幼稚園は、第３章に示す教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動について、学校

教育法に規定する目的及び目標並びにこの章の第１に示す幼稚園教育の基本を踏まえ実施する

ものとする。また、幼稚園の目的の達成に資するため、幼児の生活全体が豊かなものとなるよう

家庭や地域における幼児期の教育の支援に努めるものとする。 
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第２章 ねらい及び内容 

 

この章に示すねらいは、幼稚園教育において育みたい資質・能力を幼児の生活する姿から捉え

たものであり、内容は、ねらいを達成するために指導する事項である。各領域は、これらを幼児の

発達の側面から、心身の健康に関する領域「健康」、人との関わりに関する領域「人間関係」、身

近な環境との関わりに関する領域「環境」、言葉の獲得に関する領域「言葉」及び感性と表現に関

する領域「表現」としてまとめ、示したものである。内容の取扱いは、幼児の発達を踏まえた指導

を行うに当たって留意すべき事項である。 

各領域に示すねらいは、幼稚園における生活の全体を通じ、幼児が様々な体験を積み重ねる中

で相互に関連をもちながら次第に達成に向かうものであること、内容は，幼児が環境に関わって

展開する具体的な活動を通して総合的に指導されるものであることに留意しなければならない。 

また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が、ねらい及び内容に基づく活動全体を通して

資質・能力が育まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であることを踏まえ、指導を行う際

に考慮するものとする。 

なお、特に必要な場合には、各領域に示すねらいの趣旨に基づいて適切な、具体的な内容を工

夫し、それを加えても差し支えないが、その場合には、それが第１章の第１に示す幼稚園教育の

基本を逸脱しないよう慎重に配慮する必要がある。 

 

健康   

〔健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。〕 

１ ねらい 

(1) 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。 

(2) 自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする。 

(3) 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しをもって行動する。 

２ 内容 

(1) 先生や友達と触れ合い、安定感をもって行動する。 

(2) いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。 

(3) 進んで戸外で遊ぶ。 

(4) 様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。 

(5) 先生や友達と食べることを楽しみ、食べ物への興味や関心をもつ。 

(6) 健康な生活のリズムを身に付ける。 

(7) 身の回りを清潔にし、衣服の着脱、食事、排泄
せつ

などの生活に必要な活動を自分でする。 

(8) 幼稚園における生活の仕方を知り、自分たちで生活の場を整えながら見通しをもって行動

する。 

- 272-



   

(9) 自分の健康に関心をもち、病気の予防などに必要な活動を進んで行う。 

(10) 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動す

る。 

３ 内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。 

(1) 心と体の健康は、相互に密接な関連があるものであることを踏まえ、幼児が教師や他の幼

児との温かい触れ合いの中で自己の存在感や充実感を味わうことなどを基盤として、しなや

かな心と体の発達を促すこと。特に、十分に体を動かす気持ちよさを体験し、自ら体を動か

そうとする意欲が育つようにすること。 

(2) 様々な遊びの中で、幼児が興味や関心、能力に応じて全身を使って活動することにより、

体を動かす楽しさを味わい、自分の体を大切にしようとする気持ちが育つようにすること。

その際、多様な動きを経験する中で、体の動きを調整するようにすること。 

(3) 自然の中で伸び伸びと体を動かして遊ぶことにより、体の諸機能の発達が促されることに

留意し、幼児の興味や関心が戸外にも向くようにすること。その際、幼児の動線に配慮した

園庭や遊具の配置などを工夫すること。 

(4) 健康な心と体を育てるためには食育を通じた望ましい食習慣の形成が大切であることを踏

まえ、幼児の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教師や他の幼児と食べる喜びや

楽しさを味わったり、様々な食べ物への興味や関心をもったりするなどし、食の大切さに気

付き、進んで食べようとする気持ちが育つようにすること。 

(5) 基本的な生活習慣の形成に当たっては、家庭での生活経験に配慮し、幼児の自立心を育て、

幼児が他の幼児と関わりながら主体的な活動を展開する中で、生活に必要な習慣を身に付け、

次第に見通しをもって行動できるようにすること。 

(6) 安全に関する指導に当たっては、情緒の安定を図り、遊びを通して安全についての構えを

身に付け、危険な場所や事物などが分かり、安全についての理解を深めるようにすること。

また、交通安全の習慣を身に付けるようにするとともに、避難訓練などを通して、災害など

の緊急時に適切な行動がとれるようにすること。 

   

人間関係 

〔他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、人と関わる力を養う。〕 

１ ねらい 

(1) 幼稚園生活を楽しみ、自分の力で行動することの充実感を味わう。 

(2) 身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫したり、協力したりして一緒に活動する楽しさを

味わい、愛情や信頼感をもつ。 

(3) 社会生活における望ましい習慣や態度を身に付ける。 
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２ 内容 

(1) 先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わう。 

(2) 自分で考え、自分で行動する。 

(3) 自分でできることは自分でする。 

(4) いろいろな遊びを楽しみながら物事をやり遂げようとする気持ちをもつ。 

(5) 友達と積極的に関わりながら喜びや悲しみを共感し合う。 

(6) 自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていることに気付く。 

(7) 友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。 

(8) 友達と楽しく活動する中で、共通の目的を見いだし、工夫したり、協力したりなどする。 

(9) よいことや悪いことがあることに気付き、考えながら行動する。 

(10) 友達との関わりを深め、思いやりをもつ。 

(11) 友達と楽しく生活する中できまりの大切さに気付き、守ろうとする。 

(12) 共同の遊具や用具を大切にし、皆で使う。 

(13) 高齢者をはじめ地域の人々などの自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみをもつ。 

３ 内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。 

(1) 教師との信頼関係に支えられて自分自身の生活を確立していくことが人と関わる基盤とな

ることを考慮し、幼児が自ら周囲に働き掛けることにより多様な感情を体験し、試行錯誤し

ながら諦めずにやり遂げることの達成感や、前向きな見通しをもって自分の力で行うことの

充実感を味わうことができるよう、幼児の行動を見守りながら適切な援助を行うようにする

こと。 

(2) 一人一人を生かした集団を形成しながら人と関わる力を育てていくようにすること。その

際、集団の生活の中で、幼児が自己を発揮し、教師や他の幼児に認められる体験をし、自分

のよさや特徴に気付き、自信をもって行動できるようにすること。 

(3) 幼児が互いに関わりを深め、協同して遊ぶようになるため、自ら行動する力を育てるよう

にするとともに、他の幼児と試行錯誤しながら活動を展開する楽しさや共通の目的が実現す

る喜びを味わうことができるようにすること。 

(4) 道徳性の芽生えを培うに当たっては、基本的な生活習慣の形成を図るとともに、幼児が他

の幼児との関わりの中で他人の存在に気付き、相手を尊重する気持ちをもって行動できるよ

うにし、また、自然や身近な動植物に親しむことなどを通して豊かな心情が育つようにする

こと。特に、人に対する信頼感や思いやりの気持ちは、葛藤やつまずきをも体験し、それらを

乗り越えることにより次第に芽生えてくることに配慮すること。 

(5) 集団の生活を通して、幼児が人との関わりを深め、規範意識の芽生えが培われることを考

慮し、幼児が教師との信頼関係に支えられて自己を発揮する中で、互いに思いを主張し、折

り合いを付ける体験をし、きまりの必要性などに気付き、自分の気持ちを調整する力が育つ
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ようにすること。 

(6) 高齢者をはじめ地域の人々などの自分の生活に関係の深いいろいろな人と触れ合い、自分

の感情や意志を表現しながら共に楽しみ、共感し合う体験を通して、これらの人々などに親

しみをもち、人と関わることの楽しさや人の役に立つ喜びを味わうことができるようにする

こと。また、生活を通して親や祖父母などの家族の愛情に気付き、家族を大切にしようとす

る気持ちが育つようにすること。 

   

環境 

周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり、それらを生活に取り入れていこうとする

力を養う。 

１ ねらい 

(1) 身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもつ。 

(2) 身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだり、考えたりし、それを生活に取り入れよ

うとする。 

(3) 身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする中で、物の性質や数量、文字などに対する

感覚を豊かにする。 

２ 内容 

(1) 自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不思議さなどに気付く。 

(2) 生活の中で、様々な物に触れ、その性質や仕組みに興味や関心をもつ。 

(3) 季節により自然や人間の生活に変化のあることに気付く。 

(4) 自然などの身近な事象に関心をもち、取り入れて遊ぶ。 

(5) 身近な動植物に親しみをもって接し、生命の尊さに気付き、いたわったり、大切にしたり

する。 

(6) 日常生活の中で、我が国や地域社会における様々な文化や伝統に親しむ。 

(7) 身近な物を大切にする。 

(8) 身近な物や遊具に興味をもって関わり、自分なりに比べたり、関連付けたりしながら考え

たり、試したりして工夫して遊ぶ。 

(9) 日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。 

(10) 日常生活の中で簡単な標識や文字などに関心をもつ。 

(11) 生活に関係の深い情報や施設などに興味や関心をもつ。 

(12) 幼稚園内外の行事において国旗に親しむ。 

３ 内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。 

(1) 幼児が、遊びの中で周囲の環境と関わり、次第に周囲の世界に好奇心を抱き、その意味や

操作の仕方に関心をもち、物事の法則性に気付き、自分なりに考えることができるようにな

〔 〕 
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る過程を大切にすること。また、他の幼児の考えなどに触れて新しい考えを生み出す喜びや

楽しさを味わい、自分の考えをよりよいものにしようとする気持ちが育つようにすること。 

(2) 幼児期において自然のもつ意味は大きく、自然の大きさ、美しさ、不思議さなどに直接触

れる体験を通して、幼児の心が安らぎ、豊かな感情、好奇心、思考力、表現力の基礎が培わ

れることを踏まえ、幼児が自然との関わりを深めることができるよう工夫すること。 

(3) 身近な事象や動植物に対する感動を伝え合い、共感し合うことなどを通して自分から関わ

ろうとする意欲を育てるとともに、様々な関わり方を通してそれらに対する親しみや畏敬の

念，生命を大切にする気持ち、公共心、探究心などが養われるようにすること。 

(4) 文化や伝統に親しむ際には、正月や節句など我が国の伝統的な行事、国歌、唱歌、わらべ

うたや我が国の伝統的な遊びに親しんだり、異なる文化に触れる活動に親しんだりすること

を通じて、社会とのつながりの意識や国際理解の意識の芽生えなどが養われるようにするこ

と。 

(5) 数量や文字などに関しては、日常生活の中で幼児自身の必要感に基づく体験を大切にし、

数量や文字などに関する興味や関心、感覚が養われるようにすること。 

 

言葉 

経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲

や態度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う。 

１ ねらい 

(1) 自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わう。 

(2) 人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したことや考えたことを話し、伝え合う喜びを

味わう。 

(3) 日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や物語などに親しみ、言葉に対

する感覚を豊かにし、先生や友達と心を通わせる。 

２  内容 

(1) 先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち、親しみをもって聞いたり、話したりする。 

(2) したり、見たり、聞いたり、感じたり、考えたりなどしたことを自分なりに言葉で表現す

る。 

(3) したいこと、してほしいことを言葉で表現したり、分からないことを尋ねたりする。 

(4) 人の話を注意して聞き、相手に分かるように話す。 

(5) 生活の中で必要な言葉が分かり、使う。 

(6) 親しみをもって日常の挨拶をする。 

(7) 生活の中で言葉の楽しさや美しさに気付く。 

(8) いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする。 

(9) 絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、想像をする楽しさを味わう。 

〔  〕 
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(10) 日常生活の中で、文字などで伝える楽しさを味わう。 

３ 内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。 

(1) 言葉は、身近な人に親しみをもって接し、自分の感情や意志などを伝え、それに相手が応

答し、その言葉を聞くことを通して次第に獲得されていくものであることを考慮して、幼児

が教師や他の幼児と関わることにより心を動かされるような体験をし、言葉を交わす喜びを

味わえるようにすること。 

(2) 幼児が自分の思いを言葉で伝えるとともに、教師や他の幼児などの話を興味をもって注意

して聞くことを通して次第に話を理解するようになっていき、言葉による伝え合いができる

ようにすること。  

(3) 絵本や物語などで、その内容と自分の経験とを結び付けたり、想像を巡らせたりするなど、

楽しみを十分に味わうことによって、次第に豊かなイメージをもち、言葉に対する感覚が養

われるようにすること。 

(4) 幼児が生活の中で、言葉の響きやリズム、新しい言葉や表現などに触れ、これらを使う楽

しさを味わえるようにすること。その際、絵本や物語に親しんだり、言葉遊びなどをしたり

することを通して、言葉が豊かになるようにすること。 

(5) 幼児が日常生活の中で、文字などを使いながら思ったことや考えたことを伝える喜びや楽

しさを味わい、文字に対する興味や関心をもつようにすること。           

    

表現 

感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、

創造性を豊かにする。 

１ ねらい 

(1) いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。 

(2) 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。 

(3) 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽しむ。 

２ 内容 

(1) 生活の中で様々な音、形、色、手触り、動きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽

しむ。 

(2) 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かにする。 

(3) 様々な出来事の中で、感動したことを伝え合う楽しさを味わう。 

(4) 感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、つくったり

などする。 

(5) いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。 

(6) 音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。 

〔  〕 
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(7) かいたり、つくったりすることを楽しみ、遊びに使ったり、飾ったりなどする。 

(8) 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりするなどの楽しさを味わ

う。 

３ 内容の取扱い 

上記の取扱いに当たっては、次の事項に留意する必要がある。 

(1) 豊かな感性は、身近な環境と十分に関わる中で美しいもの、優れたもの、心を動かす出来

事などに出会い、そこから得た感動を他の幼児や教師と共有し、様々に表現することなどを

通して養われるようにすること。その際，風の音や雨の音、身近にある草や花の形や色など自

然の中にある音、形、色などに気付くようにすること。 

(2) 幼児の自己表現は素朴な形で行われることが多いので、教師はそのような表現を受容し、

幼児自身の表現しようとする意欲を受け止めて、幼児が生活の中で幼児らしい様々な表現を

楽しむことができるようにすること。 

(3) 生活経験や発達に応じ、自ら様々な表現を楽しみ、表現する意欲を十分に発揮させること

ができるように、遊具や用具などを整えたり、様々な素材や表現の仕方に親しんだり、他の幼

児の表現に触れられるよう配慮したりし、表現する過程を大切にして自己表現を楽しめるよ

うに工夫すること。 

    

第３章 教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項 

 

１ 地域の実態や保護者の要請により、教育課程に係る教育時間の終了後等に希望する者を対象

に行う教育活動については、幼児の心身の負担に配慮するものとする。また，次の点にも留意

するものとする。 

(1) 教育課程に基づく活動を考慮し、幼児期にふさわしい無理のないものとなるようにするこ

と。その際、教育課程に基づく活動を担当する教師と緊密な連携を図るようにすること。 

(2) 家庭や地域での幼児の生活も考慮し、教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動

の計画を作成するようにすること。その際、地域の人々と連携するなど、地域の様々な資源

を活用しつつ、多様な体験ができるようにすること。 

(3) 家庭との緊密な連携を図るようにすること。その際、情報交換の機会を設けたりするなど、

保護者が、幼稚園と共に幼児を育てるという意識が高まるようにすること。 

(4) 地域の実態や保護者の事情とともに幼児の生活のリズムを踏まえつつ、例えば実施日数や

時間などについて、弾力的な運用に配慮すること。 

(5) 適切な責任体制と指導体制を整備した上で行うようにすること。 

２ 幼稚園の運営に当たっては、子育ての支援のために保護者や地域の人々に機能や施設を開放

して、園内体制の整備や関係機関との連携及び協力に配慮しつつ、幼児期の教育に関する相談

に応じたり、情報を提供したり、幼児と保護者との登園を受け入れたり、保護者同士の交流の
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機会を提供したりするなど、幼稚園と家庭が一体となって幼児と関わる取組を進め、地域にお

ける幼児期の教育のセンターとしての役割を果たすよう努めるものとする。その際、心理や保

健の専門家、地域の子育て経験者等と連携・協働しながら取り組むよう配慮するものとする。 
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「幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開」  

作成協力者（敬称略・五十音順）  

 

入 澤  里  子   千葉大学教育学部附属幼稚園副園長  

大 濱  雅  子   神戸市教育委員会事務局学校教育部学校教育課幼児教育担当係長  

岡 本  和  貴   学校法人わかくさ学園わかくさ幼稚園長  

金 澤  里  美   墨田区立八広幼稚園長  

黒 澤  ゆみ子  桐生市立桜木小学校長  

島 田  由紀子  國學院大學人間開発学部子ども支援学科教授  

津 金  美智子  名古屋学芸大学ヒューマンケア学部子どもケア学科教授 

平 松  章  予   名古屋市立第三幼稚園長  

深  藏  祥  子  大分県教育庁義務教育課・幼児教育センター指導主事  

福 井  直  美   明治学院大学心理学部教育発達学科特命教授  

宮 下  友美惠  学校法人静岡豊田学園静岡豊田幼稚園長  

横 澤  峰紀子  千代田区立お茶の水幼稚園副園長  

吉 田  伊津美  東 京 学 芸 大 学 総 合 教 育 科 学 系 教 授 
（職名は令和３年２月現在） 

 

なお、文部科学省においては、次の者が本資料の編集に当たった。 

大  杉  住  子  文部科学省初等中等教育局幼児教育課長 

湯  川  秀  樹  文部科学省初等中等教育局視学官 

小久保 篤  子  文部科学省初等中等教育局幼児教育課幼児教育調査官 

 

先  﨑  卓  歩  文部科学省研究振興局学術研究助成課長 

        （元  文部科学省初等中等教育局幼児教育課長） 

森  友  浩  史  文部科学省初等中等教育局財務課長 

        （元  文部科学省初等中等教育局幼児教育課長） 

井  上  睦  子  内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付 

参事官（オープンイノベーション担当） 

（前 文部科学省初等中等教育局幼児教育課長） 

河  合  優  子  聖徳大学児童学部教授 

        （前 文部科学省初等中等教育局幼児教育課幼児教育調査官） 


	しおり付き★ＨＰ掲載用セット版.pdfから挿入したしおり
	表紙
	まえがき
	目次
	第１章　指導計画作成に当たっての基本的な考え方
	１．幼稚園教育の質向上
	（１）　生涯にわたる人格形成の基礎
	（２）　教育の質の保障と向上

	２．「学校教育のはじまり」としての幼稚園教育
	（１）　学校教育のはじまりとしての幼稚園教育において育みたい資質・能力
	（２）　幼稚園教育において育みたい資質・能力が形成されている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿としての「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
	(３)　社会に開かれた教育課程

	３．幼稚園教育における指導性
	(１)　 幼稚園における「指導」の意義
	(２)　 環境の構成の意義

	４．指導計画の意義
	（１)　指導計画の基本
	（２）　長期の指導計画と短期の指導計画

	５．小学校の教育課程との接続と指導計画
	（１）　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の意義
	（２）　円滑な接続に資する指導計画
	（３）　幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続を支える体制

	第２章　指導計画の作成の具体的な手順とポイント
	１．指導計画の作成の具体的な手順
	(１)　教育課程に基づいた指導計画の作成
	(２)　指導の過程の評価と指導計画の改善
	(３)　教師全員での検討

	２．指導計画の作成のポイント
	(１)　幼児の生活する姿を捉える
	(２)　「具体的なねらいや内容」を設定する
	(３)　「ねらい」、「内容」と環境の構成を考える

	第３章　指導計画の作成と保育の実際
	１．長期と短期の指導計画（実践事例）
	■長期の指導計画
	事例１　週などの生活の区切りを単位とした指導計画（週案）の事例
	事例２　教育目標や指導の重点と長期の指導計画
	事例３　環境の構成の視点と長期の指導計画
	事例４　幼稚園や地域の環境と長期の指導計画
	事例５　行事と長期の指導計画

	■短期の指導計画
	事例１　週などの生活の区切りを単位とした指導計画（週案）の事例
	事例２　１日の生活の流れを予想した指導計画の事例

	■短期の指導計画と保育の展開
	（１）　日常の生活場面における展開事例
	（２）　保育の展開と教師の姿勢
	（３）　日々の記録と具体的な省察

	２．幼稚園教育（幼児期の教育）と小学校教育の円滑な接続を図る指導計画（実践事例）
	事例１　幼稚園児と小学５年生との交流活動
	事例２　１年生との交流活動を通じて気付きを深めた事例（５歳児）
	事例３　生き物との園生活（４歳児）－自然への気付きが高まった事例－
	事例４　幼稚園での経験を踏まえた教科指導－国語科における「紙芝居の活用」（小学１年生）－
	事例５　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を活用して幼稚園と小学校の教師が交流活動を振り返った事例―七夕飾りを一緒に製作しよう―
	事例６　幼児期の経験を踏まえた指導計画を作成した事例―「がっこう　だいすき」～生活科を中心としたスタートカリキュラム～―
	事例７　幼児期の経験を踏まえ生活科での指導に生かした事例―生活科「私のアサガオ　たくさん咲いてね」―

	第３章に掲載している事例一覧
	第４章　指導計画の評価・改善のポイントと実際
	１．指導計画の評価・改善のポイント
	２．指導計画の評価・改善（実践事例）
	事例１　短期の指導計画の評価・改善
	事例２　長期の指導計画の評価・改善
	事例３　指導の過程の評価から指導計画の改善
	事例４　教育課程の改善を踏まえた指導計画の改善
	事例５　公開保育を活用した指導計画の改善
	第４章に掲載している事例一覧
	参考資料
	１　教育基本法（妙）
	２　学校教育法（妙）
	３　学校教育法施行規則（妙）
	４　幼稚園教育要領


